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アンナ・ルイーザ・カルシュ AnnaLouisa Karsch (1722-1791)は一つの奇蹟である。

啓蒙のプログラムで、あったはずの教育の恩恵に浴することもなく、子守と牛追いに明け

暮れる貧窮の境涯から身を起し、幼妻となるもやがて離婚。再婚した酒乱の夫から解放さ

れるや、その詩才を見出されて新興都市ベルリンへ出る。詩はたちまち評判となり、つい

には貴族や文壇の大物と対等にわたりあう。人妻の身でありながら詩人グライムに恋をし、

フリードリヒ大王を謁見して年金を約束させ、ついに、 18世紀全体をつうじて一冊の書物

としては最高の売上高を記録する『精選詩集AuserleseneGedichtd (1763年)を刊行する。

才能さえあれば、身分の高下をとわず社会で立派に身を立てていける、その前提として、

「理性Jを鍛え、自分の意思で進むべき道を選択する、だからこそその選択に責任をもつ

こともできる、これが「成年Jに達するということである一一そういう人間の夢が現実の

ものとなりはじめたのが 18世紀という時代であった。

とはいえ、女性であり、庶民であり、ふつうなら文盲のグ、ループに属していたはずの人

が詩集を出版し、今をときめくスター国王と直接話をして、年金を約束させるというのは、

いわば女三世代を一人で生き抜いたとでも言うほかない奇蹟である。

この論文は、ドイツ女性史におけるカルシュの位置を確認することを目的に書かれたも

のであるが、カルシュと同時代の証言とをひもときながら、狭義の文学研究を突破する試

みでもある。

ところで、カノレシュ研究には、そのいわば手前に大きな問題が横たわっている。それは

信頼できるカルシュのテクストがし、まだに出版されていないことである。

カルシュが生前発表した大きな詩集としては、上述の『精選詩集』一冊があるにすぎな

い。その収入は 20∞ターラーに達した。もう一冊、カルシュが亡くなったあと娘カロリー

ネが編集した『カルシュ詩集』がある。寡作というべきかもしれないが、長いあいだカル

シュは忘れられた作家とはいわないまでも、少なくともまったく論じられることがなかっ

た作家であった。事実、カルシュの信頼できるテクストの出版は長いあいだ放置されてい

たと言っても過言ではない。これは、一つにはカルシュのいわる「文学的価値」の問題も

あろうが、そのドイツ語の綴りには誤りも多く、コンマやピリオドの使い方も知らない、

感嘆符や疑問符も書けなかったので、手稿そのものの研究がひじように遅れたという事情

もあったと思われる。

たとえば1933年に出版されたエリーザベト・ハワスマン編集の >>DieKarschill((l)を見て

みよう。「フリードリヒ大王の民衆詩人Jと「手紙に見る生涯Jという二つの副題をもっこ

1り)DたK陥'ars釘sdl山IUZ仇tl凡z.Fried 
Hausl口mann孔1.Frankfur此ta恥M.1933.
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の編著は、カルシュとその周辺の人々の手紙を集成し、これをおおよそ年代順に並べて、

編者エリーザベト・ハウスマンの注記とともに、これらをたどればカルシュの伝記全体が

わかるようにと配慮、されたものである。総じて良心的な試みだとはいえ、しかしこの本を

読む者は、やがて、いかにテクストに問題があるかということに気づくであろう。多くの

手紙が改賀されている。ことによると好意的改変というべきかもしれないが、それにして

も、カノレシュもカルシュ以外の人の手紙もこのままでは信用できないのである。

ハウスマンのテクストでは、また、引用されている書簡に宛名の欠けているものが少な

くない。前後関係から宛名が明白だというケースもあるが、かなりのパーセンテージでそ

れさえ不明であるため、実際にカルシュの書いた手紙がどうか、受けとった人物の返信が

どうかということがきわめて不明瞭なのである。要するにこの本自体を研究の土台にする

ことができないという問題がある。

ヘリベルト・メンツェル編の詩集〉心四Liedder Karschil1(( (1938年刊)はハウスマン版の

後を受けつぐテクストである 2)。ひじように興味深いまえがきをもち、カルシュの詩をよく

集めているが、おそるべきことには詩のタイトルすら恋意的に変更されている。さらに、

たとえば20連からなる詩の冒頭5連と末尾5連がカットされ、なかほどだけが採つである。

あるいは、通りのいいように中間の幾連かが抜かれて「整理Jされたテクストさえあって、

これも研究底本とはなりえない。

1987年に刊行された )>Al1l1aLOllisa Karschin， Gedichte llnd Lebwszeugnisse(( (Hg. v. Alfred 

Anger)は画期的なテクストを提供するものであった 3)。これまでの信頼できないテクスト

とは異なり、小型ながらきわめて良心的な編集によって研究者を助けたのである。しかし

この版本ですらかなり手が入れられ、綴りは現代風に変えられ、コンマは多く補われ、と

くに書簡のテクストには問題が多いことが明らかになった。

こうしたきわめて不完全なカルシュ・テクスト、カルシュ研究の不安な土台を払拭した

のが、カルシュとグライムとの往復書簡を集めた大部な二巻本、ルfeillBntder in Apoll((で

ある 4)。編者ネルテマンによれば、この往復書簡集にはつごう 427通の手紙が収められてい

るが、これは現在まで確認されている二人の往復書簡のうちの三分のーに過ぎない。が、

この版本によってはじめてわれわれは「カルシュの綴り Jを目のあたりにしたのである。

他方、カルシュのドイツ語の問題もカル、ンュ研究にとって大きな壁となっている。第一

に、カノレシュのテクストそのものがドイツの東の果て、現在ポーランド領となっている地

方の、しかも 18世紀のドイツ語で書かれている。周知のように、 ドイツ語史にとって 18

2) Das Lied der Karschin. Die Gedic1rte da-Arma Lllise Knrsc1rin mit einelll Ba-ic1rt ilrres Lel'ells. Hg. v. Herybert 
Menzel. Hamburg 1938. 

3) Anna Louisa Karschin， Gedic1rte wul Lebellszwgnisse. Hg・v.Alfred Anger [Universal-Bibliothek Nr・.8374). 

Stuttgart 1987. 

4) "Mein Bmder in Apoll". Brげjφφ4υlIe杷町，ec1rsel::;却l!ω削Mυ川川，isc1re印11AlIna Lo山u川lI印f匂切切s釘sa必陥lr内5釘sc1rlln町nd訂ulJ<μ01叩

R匙e略広ginaNo批rt匂emann.Bd. I: Briefwec1rsel 1761・1768，hg. v. R r、JortemanniBd. 11: Bげefi，.edrsel1苅仏1791，hg. 
v. Ute Pott. Mit einem Nachwort v. R. Nortemann. Gottingen 1996. 
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世紀はまれにみる激変の時代であった。また、カルシュには Fruhneuhochdeutsch(初期新

高ドイツ語)の語葉ないし語意の影響も認められるのである。

以上、この論文の目的とカルシュ・テクストの問題について、その概略を述べた。この

研究は科学研究費補助金の交付を得てかなったものだが、筆者が学部長になるなど大学運

営にけっして軽いとはいえない責務を負うこととなったため、ひじように難渋した。研究

の成果は講義などをつうじて学生に聞かれているべきであるとの考えから、遅々として進

まぬ研究とはいえ、その乏しい成果をわずかながらでも講義し、さらにそれをまとめて論

文とする手順を踏んだ。しかしそのような作業がいささかなりとも進捗したのは、講義の

記録を丹念にまとめては筆者に報告してくれた佐々木れい氏のご尽力のおかげである。

佐々木氏はわたしの大学、大学院における教え子の一人であるが、その勤勉と学識ゆえに、

筆者のもっとも信頼する学生である。その支援が得られなければこの研究は道半ばにして

放棄されたであろう。ここに衷心より御礼申し上げたい。
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第一章カルシュ時代

カルシュが生まれ育った時代はヨーロッパ史でも、稀有な転回点、過渡期の一つであっ

た。

小氷河期 長いあいだヨーロッパは「小氷河期 KleineEiszeitJ と呼ばれる、人類史上

最悪の気候を経験した。

小氷河期はその頂点た、けでも 1560年から 1700年ごろまでのかなり長い期間にわたる。

むろん年によって変動があり、かなり暖かい時期もあった。しかし当時の平均気温は、今

日より少なくとも摂氏1.5度ぐらいは低かったといわれる。これは、播種から収穫までの期

間がほぼ一カ月少ないことを意味する。一本の麦につく麦粒も何粒と数えられるほどであ

った。アルプス氷河も発達した。

ドイツ最大の湖、ボーデン湖は、 20世紀 100年間で冬場に完全凍結したのは一回だけだ

が、 1600年代だけでも 6回完全凍結している。エルベ川も完全に凍結して、かなり遠くま

で川の上を歩いて行ける、といった状態であった。

飢餓とペスト 人々は当然空腹をかかえることとなった。飢餓の時代には病気にたい

する抵抗力も弱くなり、幾度となく流行したベストの猛威はそれだけ恐ろしい影響を及ぼ

し、ヨーロッパ人の人生観、世界観を変えたほどで、あった。

カルシュ時代の直前、 1679年から 80年にかけてドイツでもベストが最後の大流行をみせ

た。ヨーロッパ全体では1665年の「ロンドンの大疫Jと呼ばれるイングランドを襲ったベ

スト大流行を無視することはできない。ロンドンの大学生であったアイザック・ニュート

ンも避難し、ふるさとに帰って、庭で一個のりんごが木から落ちるのを目撃したと伝えら

れる。むろん宗教戦争に代表されるかずかずの戦争もヨーロッパの人々を多数殺害した。

戦争、流行病、寒さ、飢え、そういった尋常ならざる災厄が一気にヨーロッパ人を襲った

ということができる。

シュレージエン カルシュはシュレージエンに生れた。現在はそのほとんどがポーラ

ンド領であるが、当時はいわゆるドイツ領、 ドイツ語圏で、あったo

シュレージエンには、依然として三十年戦争の傷跡がなまなましく残っていた。もとも

と寒村地帯で、牧畜と農業がおもな産業で、あった。ひじように寒く、土地も痩せているう

えに、三十年戦争で徹底的に荒廃した。そこへベストが何度も追い討ちをかける。さらに、

ドイツでベストが大流行した1679年、 80年ごろは、いわゆるトルコ戦役の時代であり、オ

スマントルコがシュレージエンから、さらにヨーロッパの中心部まで侵入してくる。東方

からひたひたと忍び寄るトルコの脅威をヨーロッパが迎え撃つことになるーシュレージエ

ンはトルコ戦役の影響をひじようにに強く受けたところであった。;京三;士トルコ人ばかり
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がするのではない。 ドイツ兵さえ掠奪に手を染め、この地方はますます荒廃してし、く。理

髪師兼外科医としてプロイセン軍に加わったヨーハン・ディーツはこう書いている。

さらに行革は続き、ポーランドを追返したが、このあたりの百姓はみんな逃げてし

まっていた。村に残っていたのは、まあロのきけないやっとか、自のええないの、で

なければ婆さんだけだった。地面に大きな穴を掘り、中に藁を敷L、て、そこに自分の

財産を埋めるか、ほかの場所に隠すかしていた。われわれはそういう財産をい〈っか

見つけた。なかにたくさんの食桂もあった。えつけた家畜は設して食べた。このとき

にはもう窮乏が始まっていたのである。

しかし L、〈つかの村では、さらに悲惨な状態にあるノ、々に出会った。部屋には窓は

なく、代りに牛の腸脱が張ってあった。部屋のなかにはパン焼き窯もあった。峰牛と

子牛、豚と犬、主人と妻がみんな入り乱れて寝ていた。部屋は;唾が充満しているので、

まっす「主って歩けなかった。え沼と、惇 1)ナガラ孔はふんだんにあった。火活は目

盛りグラス[目盛りがついたシリンダー状のドイツの古い杯]で飲んだ。百姓は政L、っぱい飲

むと、パン境き窯のなかへ追って入った。要スルニ、ここの連中は家畜のように暮ら

していた。 1)

むろんカルシュの生れた時代は気候も好転していたが、荒廃から立ち直るのは容易なこ

とではなかったはずである。小氷河期にともなうさまざまな苦難や戦争からようやく立ち

直り、ヨーロッパがふたたび高度成長の温暖な時代に向かし、はじめたときに、カルシュは

生れたのである。

世俗化 18世紀はいわゆる啓蒙主義の時代であり、啓蒙運動に不可分な側面として世

俗化の渉透という問題がある。中世はいうに及ばず、近世を経て、カルシュが生れる前の

1600年代にいたるまで、ヨーロッパ人の行動様式一一朝起きてから夜寝るまで、生れてか

ら死ぬまで、すべての立居振舞や価値観ーーは、究極で神を基準に決められていた。たと

えば、生れれば教会で洗礼を施してもらい、教会で結婚式と葬式を挙げてもらう。日曜日

ごとに教会に行って聖職者の説教を聴く。世俗の活動、金儲けにさえ、宗教的価値が引き

合いに出されるのがふつうであった。たとえば同職組合も守護聖人をもっていた。それぞ

れの職種に応じてふさわしい聖人を選ぶのである。たとえば運搬業者(全ドイツ・トラッ

ク組合)であれば聖クリストフオルスを守護聖人にする。聖クリストフォルスは激流をも

のともぜず、幼子イエス・キリストを肩にのせて向こう岸まで無事に運んだかちである。

1) Meister ]01zntlll Diel:: tft:S Grosell KIIザt悶 lt:1IFeldsdlt:r ll11d KtI/1伝lidll:rHojlJflrbier. Nach der alten Handschrift 
in d巴rKりniglich巴nBibliothek zu Berlin zum ersten Male in Druck gegeben von Ernst Consentius. 

Ebenhausen bei Munchen 1915. E ・コンゼンツィウス編『大選帝侯軍医にして王室理髪師ヨーハン・デ
ィーツ親方自伝』佐藤訳、白水社、 2∞1卒、 48-19ベージによる。 1686年ごろの、ンュレージエンの風景で
ある。
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一事が万事、神や聖人などに頼りすがって無事にこの世を生きていこうとする。生れてか

ら死ぬまで、朝起きてから寝るまで、すべての行為が神の御心にかなうようにするのが、

キリスト教徒たる者の第一の務めであった。

ところで、いいものを着たい、おいしいものを食べたい、立派な家に住みたい、賀沢も

したい、そういう欲望を実現するためには金儲けをするほかはない。しかし蓄財行為がは

たして神の御心にかなうことかどうかは、かなり微妙な問題である。キリスト教の清貧の

思想、を実践しているかぎり、いつまでも貧乏で、空腹でいなければならない。病気でもし

たらひとたまりもない。だからやはり金は儲けたい。が、蓄財とキリスト教の教え、神の

御心、聖書に書いてあることとのあいだに、どう折り合いをつけるかというと、それはむ

つかしい。価値のよりどころを神にばかり求めてもいられない。世界はどんどん複雑にな

り、豊かになってして。 1700年代に入って世界も変わってくる。気候も暖かくなってきて、

農作物も十分にとれるようになる。だれしもおいしいものが食べられるようになる。この

ころ、 17∞年代に入ると、はじめてヨーロッパで海水浴が行われるようになる。それまで

海水浴の風俗というものは知られていなかった。海は戦うべき相手で、あったからである。

冷たく、荒波が寄せ、いつなんどき飲み込まれないともかぎらない。現にヨーロッパの地

図は巨大な大津波、大潮のために何度も変わっている。

そういう戦うべき相手だった水がぬるみ、夏の水遊びも悪くはないと思う。こういう事

実がヨーロッパ人を変えていく。価値のよりどころもまた神から世俗へと移っていくので

ある。かつては辛かったけれども、遊んでもいいのではないか。娯楽もいいのではなし、か

と，思うようになる。

この価値のよりどころの変化が世俗化の第一歩である。むろんこの過程が 1700年代に入

って突然始まったわけではない。長い時間をかけて、ゆっくりと渉透していったのである。

が、すくなくとも 1700年代に入ると、それは如実に現れる。

理性 では、神が価値のよりどころで、あったかつての時代とは異なり、 18世紀に入っ

て、神に代わる新しい価値のよりどころとなったものの一つが「理性Jであった。人間に

は理性というものがある。それが新しい価値のよりどころになる。カントによれば、

Verstandをもたない人はいない。それに気づいていないだけのことである。理性を鍛えて

いない。だから奴隷的身分に甘んじているc. そうではない、人間は自立できる。おのが運

命を自分で切り拓き、それを推進し、展開し、上昇することができるのだ。人から何か言

われてそのとおりに唯々諾々とこなすのは奴隷の境涯である。人間は家畜ではない。なん

となれば、理性がある、理性こそは人間の自立性の根拠となるのだ。万人よ理性を開発せ

よ。おのが理性を鍛えよ。それも、先生について、その指導の下に理性を鍛えてもらいな

がら、だんだんと一人前の人間になっていくのではなく、自分でやってみよ。自学自習を

して、おのが理性を鍛えて自立せよ。自分の運命のことは自分で考えよう

名高いカントの啓蒙の定義を読んでみよう。
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思案とは、人間が自分自身に青めのある永成年状態から脱却することである。未成

年状態とは、他人の導さがないと自分の悟怯を使用することができないことをいう o こ

の無能力状態は、その原因が悟怯の欠注にあるのではなし他人の導きなしに悟性を使

用する決意と勇気が欠落しているところにあるとすれば、自分自身に青めがある。賢者

タルニ惇ルコ卜勿レ[ホラーティウス『書翰~ 1、2、40J。汝自身の悟性を{え用する勇気を

これがすなわち器支の標語である。もちたまえ。

しかしこの器業を達成するのに必要とされるのは、ほかならぬ自由である。しかも、

およそ自由の名で呼ばれるもののうち無害なることこのうえない自由、すなわち、あら

ゆることがらにおいてみずからの理f生を公的に{え用する自由である。ところが四方y¥方

「論議するなJと叫ぶ戸が闘える。士官は「論議するな、教練に精を出せj、財政

顧問官は「論議するな、金を払えJ、聖職者は「論議するな、信ずるがよ L、Jと言う。(世

ー，
J

• • • • • • 「
E
L

から

界の君主のなかでただ一人だけ[プロイセン国王フリードリヒ二世]は「気の済むまで、気

の済むことを論議せよ、だが服従せよ j と言う。)ということになると、どこまで行っ

ても自由は制限されていることになる。とはいえ、移蒙に有害な制限とはどのようなも

のだろうか。どのような制限なら棒蒙を妨げることなく促進するだろうか。一一わたし

の答えはこうだ。みずからの理怯を公的に使用することはいついかなるときにも自由で

なければならな L、。また、人々のあいだに暮蒙を成就しうるも.のは、そのような使用法

以外にない。これにたいして理性の私的な使用はかなり窮屈に制限されて L、L、場合も多

〈、制限されたからといって、それで移蒙の進歩がとりわけて妨害されるわけではない。

ここで自分自身の理性を公的に使用するというのは、学者として、読者世界にいる全読

者の前でみずからの理怯をイえ用することを指している。私的な{え用というのは、自分に

ゆだねられた市氏としての地位、すなわち公職にあって理性の使用を許される場合の伎

[・・・・・・]

では、札在わたしたちは器業された時代に生きているかと問われれば、否、

おそら〈暮蒙の時代ではあろう、

人類を全体から眺めてみると、宗教よのことがらにおいて、他人の導さがな〈ても、

分自身の悟怯を肴実かつi在初に使用しうるか、あるいはその見込みがあるか、

とになると、まだまだその成には達していな L、。しかし、札在ではその段階へ達するた

めに自分自身を自由に改造していける分野が悶け、万人の移業、つまり、

めのある永成年状態からの脱却を妨げるものも徐マに;少な〈なりつつあることは、やは

りはっきりとした徴候として況れている。この点からみれば、

すなわちフリードリヒの世紀というべきである。[……]2) 

用法を指している。[......] 

しかし

と答えられよう。現在の状況はまさにそうであるが、

みずからに青

この時代は答案の時代、

自

とL、フこ

2) Kant， Erha叫 H叩 lann，Herder， Leぉing， Mendelssohn， Riem， Schiller， Wieland: V¥Ij陥日5刊おt川Aん1φ件l日fln川川1

ηles皮etlllrl町吋ldDモ祈filli似“的0仰"印. Hg・v. Ehrhard Bahr [Universal-Bibliothek Nr. 9714]. Stuttgart 19 凡 S. 広11 u. 
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古くは 12世紀に同様の叫びが起こった。都市が生まれ、両親とは違う職業に就く可能性

が出てきたときに、自分の生きかたにたいする反省が生れた。 18世紀の幕が開くと、世は

まさに啓蒙の時代となった。カントによれば、啓蒙の時代であって啓蒙された時代にはな

りきっていない。今まさに啓蒙運動、啓蒙の手続の途中なのである。人聞が一人前の人間

になるために必要な事業を今展開している、これが18世紀とし、う時代であった 3}0

神から理性への移行は世俗化の渉透の一つのあかしで、あった。

公民 世俗化の惨透という観点から第二に指摘しておかねばならないのは、身分とそ

の使命の問題である。だれしも身分制度下では、国王や皇帝やローマ教皇以外は大なり小

なり臣民である。他方、 18世紀になると、「公民Jr市民Jという新しい概念がいっせいに

使われるようになる。フランス革命にはまだ一世紀近く待たねばならない。真の市民の時

代、市民が自分たちで政府を建設し、自分たちの力によって憲法をはじめとする諸法令を

制定し、国家・社会、あるいは都市・村落を運営してし、く。このような市民の時代が来る

にはややまだ早いが、しかしもうその予感はあった。

むろんこの予感は、おそらく 16世紀くらいにはあったであろう。しかし、もう一つの公

民という考え方は 18世紀になって広く使われるようになった。公民は市民よりも少し広い

概念で、国家の一員だという考え方である。この、国家の一員だという考え方と、身分制

度下における臣民という考え方には大きな相違点がある。臣民には直属の上司がいる。将

軍や国王がそれに当る。直属の上司に奉仕するのが臣民であった。他方、公民という考え

方はそうではなく、国家の繁栄のため、公共の福祉のために努力するというものである。

ブ、ルボン王朝を繁栄させるために働いているのではなく、フランスという国家のために働

いている。フランスという国が豊かになるために働いている。こういう考え方である。

公共の福祉がきちんと成り立つためには世界が平和でなければならない。歴史上おそら

く最初に「平和Jr恒久平和j が真剣に論じられ、さまざまな本が出たのがこの時代である

のも偶然ではない。このような平和論を戦わせるとき、公民の思想一一万民が豊かで、無

理をしなくてすみ、自由平等で、互いに傷つけ合わず、国家が繁栄していくにはどうした

らいいかということ一ーについて真剣に考えた。そうしづ時代であった。だから、臣民か

ら公民の思想へ、そして百年近く待っと、ついに市民の時代、市民の思想へとしづ流れが

はっきりと見えてくるのである。

三身分 ところで、市民といい公民といっても、依然として「身分StandJは存在した。

ところで、かつて各身分にはそれぞれの使命があてがわれていた。中世、近世においては

三つの身分に使命があった。これは中世に確立された考え方で、のちに、さらに市民がこ

15. 

3)啓蒙の手続としてもっとも重要なものの一つが学校教育て、ある。一般義務教育三支;主プロイセンを晴矢

とするが、カルシュはその恩恵にあずからなかった。教育制度については筏述十るき
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こに加わって四身分になるが、長いあいだ身分を大きく三つに分けるという考え方があっ

た叱

第一身分は聖職者、第二身分は貴族、第三身分は農民である。商人や職人はさしあたり

大きな勢力とはなっていなかった。ちなみに当時のヨーロッパは人口の 7割が農民で、あっ

た。聖職者の使命は「教育」だといわれた。神に仕える身であるがゆえに、神とは何か、

神に仕えるとはどういうことか、神にもとづく人間の生き方とはどういうものかというこ

とについて教育する「教育的身分Jである。聖職者はある種の「真理j を独占的に管理し

た。もちろん神学、教会の教えにもとづく教育であるという点では世俗の問題ではない。

第二身分の貴族は「防衛Jを使命とした。戦争があったときに臣民を守る。町を守る。国

を守る。それが仕事だ、った。そして第三身分の農民は、食糧生産、つまり扶養を使命とす

る「扶養的身分Jである。

この「教育的身分Jr防衛的身分Jr扶養的身分」がヨーロッパの根幹をなしていた。生

れもった身分には使命があったから、農家に生まれた息子は、いわば自動的に扶養身分に

編成されていく。国王の子どもは自動的に防衛的身分に属する。しかもこれは聖職者階級

を頂点とする神聖な秩序であった。

ところが、少し先取りして言えば、 18世紀以降、理性を開発すると一人一人が一人前の

人間になる、個人として確立されると考えられた。「個人としての責任Jの時代へと移って

いくのである。もちろん責任のとり方は千差万別である。家族のために責任をとる。国家

のために責任をとる。恋人のために責任をとる。が、それは神聖な秩序によっていわば超

越的に授けられた f使命Jとは異なる、自分で責任をもって選択した運命である。

理性を開発し自立した人間になれば、おのれの運命は自分でっかむものだ。自分で自覚

して商人になった、兵隊に入った。ならば、その責任を果たす。これがまた公民としても

有益なのだ、と。つまり個々の身分にあらかじめ与えられた神的な使命から「個人の責任J

の時代へ、個人たる自分の手でっかみ取った運命にたいして責任をもっ時代へと変わって

いく。むろん個人としての責任という場合には、はすでに神の価値ではなく、別の価値が

ここには含意されている。

世俗化の疹透とし、う側面からヨーロッパを見たとき、ここに述べたような三つの現象が

見られることに注意を喚起しておきたい。

初期近代国家と公民の愛国心 カルシュの生きた時代の特徴として、第一に、小氷河

4)三身分の区別を提案したのはランのアダルベロ(10世紀後半-11世紀初頭)である。しかし、ジャック・

ルゴフが指摘するように、12世紀に誕生したヨーロッパの都市では、早くから分業が必要とされたので、

職人や、職人の一種として知識人というものが現れた。また、一口に農民といっても同時に職人でもあ

り、貴族は専守防衛に努めたわけではなく、領主、裁判官、行政官を兼務した。聖職者、とくに修道士

にいたっては、 Iしばしば同時にこれらすべてを兼ねていた。精神労働は彼らの活動の一部jにすぎなか

ったのである(ジャック・ルゴ‘フ『中世の知識人一一アベラーノレからエラスムスへ一一』柏木英彦・三

上朝造訳、岩法書庄、 1977年、 8ページ以下を参照せよ)。ここでは三身分とL、う概念が実態を正確に表

しているかどうかではなく、それぞれの身分に、いわば天与のごとく固有な「使命Jが組みあわせられ

ていたということを問題にしている。
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期から暖かい気候への変化ということを述べた。つぎに、世俗化が渉透していく時代に彼

女は生まれたのだというこを指摘した。

第三には、初期近代国家の始まりの時代であったことを忘れてはならない。王朝の時代

から啓蒙専制君主の時代へ、その典型はプロイセンのフリードリヒ大王やオーストリアの

マリーア・テレージア、また、マリーア・テレージアの後継たるヨーゼフ二世の時代へ、

という一大転換期だとb、う意味である。

王朝は継続することが肝要である。たとえば、ロシアのロマノフ王朝ならば代々ロマノ

フ王朝出身の者が国王になり、女帝になる。国王の意識はというと、臣民がいて国家があ

る、しかしロシアという国のために働いているというよりは、むしろロマノフ王朝の繁栄

のために汗を流しているのである。結果的に国家は経営されるが、王朝が存続し繁栄して

いくこと、一つの家門が存続して立派に経営され、繁栄していくことがなによりも大事で

あった。しかしフリードリヒ大王の日課を見れば明らかだが、何といっても国家のために

働いたので、あって、王朝のために働いたのではなかった。

あえて言えば、おのが家門など滅亡しでもかまわない。プロイセンという国家が存続す

ればいい。これが近代国家である。

この初期近代国家が立派に経営されるためには、公民の働きが重要である。公民という、

国家に奉仕しうる有能な人材を育てることは、したがって近代国家建設の成否を決定する

重要課題だということができる。ただし有能な公民でなければならない。それは国家の繁

栄にとって有能だとしづ意味であるから、公民の有能な働きを支える精神として「愛国心J

が養われなければならない。これが教育の大事なテーマになってし、く。祖国に対する愛、

国家に対する愛。公民と国家とを結ぶ精神的な支えとしての愛国心、これさえ神という価

値から離れている。これもまた世俗化の一つのかたち、新しい愛情のかたちである。

ドイツ語の変化 第四は、カノレシュ時代がドイツ語の大きく変化する時代に当たって

いたことである。初期新高ドイツ語が新高ドイツ語へと脱皮する時代である。カルシュの

語棄には初期新高ドイツ語時代の語義をそのまま引き継いでいる事例が散見される。いや、

カルシュに限らず18世紀はドイツ語史の一大画期をなしているのである。これもまたバロ

ックから啓蒙期への推移を示す現象の一つで、ある。

識字率の向上 第五は識字率の向上である。字が読め、文章が読める、つまり読書能

力が渉透するのは 18世紀以降である。それまでは文盲といわれる人たちがひじように多か

った。中世から近世にかけてであれば、たとい王侯貴族でもきちんと文章の読める人はご

く限られていた。王侯貴族は聖職者を側近として雇い、書簡を書かせ、読ませたのがふつ

うである。聖職者は教育的身分であるから、読み書きは必須のリテラシーである。将来聖

職者になるのであれば、ラテン語も含め、子どものころから徹底して教育される。

ところで、思考や知識を文字化することは今ではあたりまえになっている。しかし人類

史の圧倒的大部分は口承の時代で、あった。たしかに近世までは文字に頼る習慣はあまりな

く、口頭による伝達が大事だ、った。そのため手紙などは、国王には書けない。それを聖職
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者に書かせ、使者に持たせる。使者は他国の王に書簡を差し出す。しかしもらった国王も

それが読めないので、そこに聖職者がいれば、読ませる。とはいえ、使者が用向きを口頭

で伝えることに変わりはない。にもかかわらず手紙をもたせるのは、やって来た使者が本

物であることを証明するためなのである。身分証明書の代わりである。

しかし 18世紀に完全に文字の時代となる。もちろん文字の時代に入るためにはいくつか

の条件が必要である。印刷技術はすでに考案されていた。大切なことは、ラテン語の時代

が終わってドイツ語やフランス語の時代が来た、ということである。万民がふだんから喋

っている自分たちのことばで書物が書かれるということである。

この時代、 18世紀に入ってからの出版物から明らかなように、それは圧倒的にドイツ語

の時代であった。それまでは圧倒的にラテン語の時代で、あったが、これは学者や教養人で

なければ読めなかった。庶民にも読めるドイツ語で本が書かれるようになった時代、これ

が18世紀である。ジャンルも変わった。かつては神学や哲学の本、あるいは地理学の本が

圧倒的に多かったが、 18世紀に入って売上を伸ばしたのは小説である。絵空事、うそ、虚

構が書いてある。フィクションがドイツ語で綴られている。

書籍市場 そして、これにともなって書籍市場がしだいに形成されていく 5)0 18世紀

に入った当初は、本はたいてい物々交換であった。見本市があり、自分とこの出版社で作

った新刊本を展示する。他社でも新刊書を出している。そこで、持参した書籍とほぼ同価

値をもっと恩われる本とを交換した。

このような書籍市場が確立すると本屋が生れる。貧しい人はそこで立ち読みをした。ひ

ょっとすると立ち読みの風俗が生れるのもこの時代であるかもしれない。立派な図書館よ

りなお立派な本屋があり、そこへいって立ち読みをする。毎日通ってくる。やがてそこで

売っている本を全部読破して偉くなった者もいる。もちろん書籍市場が確立するためには

交通網が整備されねばならない。が、くりかえし不満がしたためられているモーツアルト

の書簡に明らかなように、広範囲にわたる道路整備はまだ先のことで、あった。

ただし著作権という概念はまだ存在せず、いわゆる「海賊版j の横行は著述家たちを悩

ませた。海賊版の禁止、原作者の権利の保護としづ問題が真剣に議論されたのはこの時代

がさいしょである。

カルシュが生きた時代の特色のなかから、とくにカルシュとも深い関係のあるものを列

挙するなら、およそ以上のようになる。

5)エンゲルハルト・グァイグ‘ル『啓蒙の都市周遊』三島憲一・宮田敦子訳、岩波書庖、 1997年、 11-24ペ

ージを参照せよ。
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立早
信
用 生い立ちの記

人生の頂点より 1763年、カルシュは生涯の頂点を迎える。このことはカルシュ自身

がそう認めているだけでなく、詩人としての名誉を重くみるならば、いわば客観的な事実

がそれを裏づける。この年の 7月 26日ごろ、カルシュはポツダムに到着し、フリードリヒ

二世との面会の機会をねらっていた。若いころからあこがれ崇敬してきた大王に会うなど

ということは、もとより夢のまた夢であったが、ベルリンに住むようになってからは積極

的に働きかけ、貴族の後押しも功を奏し、 8月 11日、ついにサンスーシ宮、鏡の問で謁見

がかなう。このときの様子は本人のズノレツアー宛書簡にややくわしく報告されているが、

このことについては後述する。大王は無名な女詩人に会い、いくらか質問し、あげくのは

てには見映えのせぬ中年詩人に年金を下賜すると約束した。約束は果されなかったが、カ

ルシュの名誉心は大いにみたされたので、あった。

『精選詩集』 そして 10月末、ついに『精選詩集』が出版される。官頭におかれる予

定であったズルツアーの序文はなかなかできあがらず、しかも予想を裏切ってひじように

短いものになった。七年戦争で用紙の調達もままならず、出版そのものが予定よりも遅れ

た。しかしすでに述べたとおり、一冊の書物としては18世紀全体をつうじて最高の売上高

を記録する名誉をカル、ンュは手にしたのである。ただ、それまで書かれた詩を「精選j し

て一冊がなったとばかりはいえず、 1761年の秋口に詩集の出版企画が具体化しはじめると、

カノレシュの創作熱は俄然高まり、とくに 1761-62年は一気珂成に作品数が増える。証拠は

ないが、「精選Jするだけでは「詩集j の体をなさず、急速、短期間にその欠を埋める作業

が必要だったのではなし、かと推測される。

とはいえ、にわかな乱作を邪推するべきではない。そのような疑いは、当時の作品群の

質の高さによって払拭されるであろう。総じてカルシュの作品のうち傑作と評すべきもの

の多くは、ある種の高揚感に覆われていたこの時期に書かれたのである。ちなみにヘルダ

ーは娘クレンケの編集になる『カルシュ詩集』を評し、「カルシンの最上の歌は 1761年、

1762年に書かれたものであり、もしかするとさらに 1768年までをも含めていし、かもしれな

しリと述べているが、驚くべき畑限とはいえないであろうか 1)"，

いずれにしてもこの年は、生活の糧を得るという点からも、名誉と栄光にあずかるとい

1) Gedidlte von Anna LOllisa Karsdlill， geb. Diirlmdl. Nach der Dichterin Tode nebst ihrem Lebenslauf hg・ v.

ihrer Tochter C. L von Klenke， geb. Karschin. Berlin. Zweite Aull，ロ1Itdem Bildnis der Dicht巴rin.1797.
Aus den 必JadlridltenVOll gelelrrten Sadlen， Ilg.弘 derAkndemi.: lliiとlidlt:rwiおsensdwften=11 E円r1rt<<1797， 
Stuck 25. Zit. nach: Herder's Werke. Nach den besten Quellen revidirte Ausg・17.Theil: Gesmmm:lte 
ANwndl/l噌en，Al酬明 Bellrtlteil/lnge川 Varred印 刷sder 1 ¥"al11lT貯 Zeit.Hg. u. mit Anm. begleitet v. 

Heinrich Duntzer. Berlin o. J. [1876] S. 606. (付録1資料笥ご0-3)。
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う点からも、カルシュ生謹の頂点というにふさわしい。

自伝書簡 1761年、ベルリンに到着すると、

あっというまに多くの作家、文人、哲学者との

交際がはじまり、 5月には、結果として尼大な

数の手紙を残すこととなるグライムとの文通

がはじまる。グライムズルツアーらがカノレシ

ュ詩集の編纂を思い立つ。哲学者ヨーハン・ゲ

ーオルク・ズノレツアー(1720・79年)が詩集に

序文を寄せることになるが、そのためにズルツ

アーはカノレ、ンュに生い立ちの記を書いてくれ

と依頼する。この求めに応じて書かれたのが、

長大な自伝書簡四通である 2)。

Auserlesene Gedichle von Anna Louisa Karschin({ 
Erstausgabe BerlUl1764 (recte 1763). 

書簡の日付 (1762年 9月 1日付、 9月3日付、 9月8日付、第図書簡は日付なし)は受け

とったズノレツアーが付記したものであり、信用できない。実際には、最初の三通が 1761年

秋に、四通目は 1762年 9月初旬にしたためられたと推定されている。ベノレリン入りを境に

カノレシュの生活はにわかにあわただしくなる。

第四書簡の末尾近く、カノレシュはつぎ、のように誇らしげに書いている。

わたしの幸福は高いいただきを目指して登っていきます。制約のない自白を享受し、

食事が司令官の食卓に供せられ、もはや生活苦など無縁になったからです。息子 3) は

寛大なコトヴィッツ氏が育ててくださいますし、長良 4) のニとはベルリンの友メ、たちが

面倒をみてくれています。女王さまも、王子さまと王女さまも、わたしのことばにヰを

傾けて〈ださいます。友人たちは変らぬ誠実さを示して〈れます。医師の助けもいりま

せん。どの致、 どの本、 どの散歩道を退ぶかは、全部わたしが決めます。〔・・・・・・]わた

しの人生は幸福であることをやめないでしょう[...・..Jo5) 

頂点以後 カノレシュは生涯の頂点の手前にあって、ここから自分の生活史を見下ろす

がごとくに回顧する。もちろんカノレシュの人生にはまだ続きがある。頂点からの下り肢は

1791年の終駕まで、まだ 30年近くも続くのである。結論を先取りすれば、この下り坂の

2)巻末にその全訳を掲載する(付録1資料篇 1)。

3)前夫ヒルゼコルンとのあいだに生れた息子クリスティアン。 1749年の離婚後に生れた。この f才能のな
し、j息子は1763年にベルリンへ出てから、生涯、母に養ってもらった。最後は教会用務員、助教師とな
った。

4)カロリーネ・ルイーゼ、 1750年6月 21目、フラウシュタット生れ。カル、ンュの最初の子。カロリーネ
もその子どもたちも生涯カルシュに養われ、母の家政を切り盛りした。

5勾)"Mein Br問ud.必'erin Apoll". B訂モ#兵vec，仇hselzw問l'ω，可，ist
R恥eginaN、ぜJδ討rt匂ernann.阿.1上:Brげi祈ゆpeじchsel176臼1-17，沌'68，h匂g.v. R. N曲δ批ort此t旬e叩rna如nn.Go悦側t悦tin咋l沼ge叩n1叩996.S. 362 f. (付鈷1
資料議 1-4)
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30 年間には『小品集 Kleinigkeiten~ (1765年)、『新詩集 NweGedichtd (1772年)とし、った

控え目な収穫はあるものの、また、 1775年には数日間ベルリンに滞在したゲーテとのあい

だに手紙のやりとりはあったけれども、娘カロリーネが寄宿学校から母のもとに戻されて

以来、この娘との確執に悩まされる日々となった。カルシュは娘が 20歳以上も年長の叔父

エルンスト・ヴィルヘルム・へンベルの子を宿したことに苦しんだ。おそらくは自身の体

験がそうさせたのであろう、彼女は娘をへンベルと強引に結婚させる(1770年)。しかし

1781年 11月、カロリーネは三男を出産した直後に離婚すると、翌 82年 3月にはプレーメ

ン出身の貴族カルル・フリードリヒ・フォン・クレンケと再婚する。カロリーネ夫妻はこ

の間ずっと母カルシュと同居し、扶養されつづけたのである。娘は母の離婚を非難し、自

分を寄宿学校に隔離したことを恨みつづける。さらには、創作に手を染め、自分のあこが

れと恋の対象である詩人グライムと手紙のやりとりをはじめた娘に、母は激しく嫉妬する。

人生の頂点、 1763年はまた、「七年戦争Jがフベルトワスプノレク条約をもって終結した年

でもある。カルシュの頂点はプロイセンの栄光の頂点であり、啓蒙主義の勝利の瞬間でも

あった。しかし下り坂にさしかかるのと歩調を合せるように、大王もまたその栄光とは裏

腹に、老いに苦しみ、疲労の極にあって、古典に慰めを見出していた。王は「さながらロ

パのごとく髪は灰色になり、毎日歯が一本ずつ抜け、通風のためいささか足が言うことを

ききませんJのと告白している。

この下り坂の晩年については後述する機会があるであろうが、いずれにしても四通の自

伝書簡は人生のほぼ頂点に立って、自身の生い立ちを回顧するものである。

自伝詩 ところでカルシュは、もっともまとまった四通の自伝書簡のほかにも、生活

史をたびたび回顧している。それは、あるときは人生の断片を描き、あるときは半生を概

観する詩であり、またあるときは、短いながらも人生を回顧する散文も残している。

「今は亡き伯父、彼女の子ども時代の導き手にJ(1761年)7) は、 6歳のアンナを、わず

か一年あまりにすぎなかったが引き取ってくれ、彼女に読み書きを教え、ラテン語の手ほ

どきさえしてくれた祖母の兄マルティーン・フェトケの霊にささげるオマージュである。

大伯父との短い出会いをなつかしく回顧し、感謝をささげるだけでなく、今や「だれもが

あなたの姪の歌を口ずさんでj いることを報告し、牛追いの暮しではなく、サロンでの交

際がかなったことを誇りをもって語り、大伯父の霊よ安らかなれと結んでいる。

「捕えられたヒバリにJ(1761年 10月 5日)めには、かつて本を貸してくれた同じ午追

いの少年のおもかげが刻まれている。

大伯父の家からふたたび自宅に返され、再婚した母が産んだ弟の子守と牛追いの生活に

明け暮れていたころ、本に慰めを見出し、自分をダヴィデのごとき将軍に見立てて遊んだ

6) Briちん Friedrichs des Grosen. In deutsd悶 Ubersetzung. Hg. v. Max Hei凡 dcutsch v. Friedrich von 

Oppeln-Bronikowski u. Eberhard Konig. 2. Bd. Berlin 1914.5.129 f. (付録1fi f1f:115-l‘脚注4を参照)

7) Auserlesene Gedic1lte von Anna LOllisa必lrschin.Nachdruck der Ausg. Berlin lio3. :-.!it cincm Vorwort v. 

Barbara Becker-Cantarino. Karben 1996. 5. 92-9-4. (付録1資料篇 2-1)

8) Ebda.， 5. 96. (付録1資料篇 2-2)
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ものだったが、少女時代のたくましい空想の世界を描く「カード遊びをする者たちにJ9) は、

上記四通の自伝書簡の一部を補完する内容をもっている。

「司教座聖堂参事会首席フォン・ロホフにーーかくも美しい詩をものすることを教えた

のは愛にちがいないと氏が語ったときJ10)には、苦難の青春時代と苦渋にみちた結婚生活

が痛ましいことばで綴られている。「わたしの青春時代は心配事にうちひしがれJていた、

無法な兵士に口づけを強要されるがごとくに、わたしも「愛を知らずに母とJならねばな

らなかった、と告白する。

しかしカノレシュの詩のなかでもとくによく知られている「ベロイーゼの閲歴J11) は、四

通の自伝書簡をそっくりそのまま 45行の詩に圧縮したものである。

「ベロイーゼの閲歴Jほどではないにしても、程度の差こそあれ、このような自伝的内

容を含む詩は枚挙にいとまがない。

散文のカルシュ伝 これとは別に、カノレシュの晩年

と死後に、三つのカルシュ伝が残された。一つはカルシ

ュみずからがしたためたといわれる「草稿J(執筆年不

詳)で、カノレノレ・ハインリヒ・イエノレデ、ンス編 W1792

年版ベノレリン文義年鑑』に掲載された三人称形式の伝記

である 12)。この「草稿Jはフリードリヒ大王の死とその

後のできごとを含むことから、「下り坂」にあって、お

そらくは最晩年にしたためられたものと考えられる。

もう一つの伝記は、ザームエノレ・パウア (1768・1832

年)の『ドイツの女性作家』としづ小型人名事典 (1790

年刊)に収められた小伝で、ある 13)。ベルリンに出て、「宮

廷でも讃歎の的になったj、『精選詩集』が出版され、 I年

金も受けるようになったJと述べたあと、奇妙なことに

は、カノレシュが軍役についている夫にあてて、その愁歎

を戒めるために書いた手紙が引用されている。総じてカ

ルシュの「性格j を説くことに力点がおかれ、生活史上

の詳細には踏みこんでいない。

9) Ebda.， S. 191 f. (付録1資料篇 2-4)

10) Ebda.， S. 111. (付録1資料篇 2・3)

!D rutfゆ (a l\~~

6d)rtftffdfcrtnnrn. 

<!:iut t~~rQfterillií弓e eridt・

Si.. Irll '1 J1ω晶仇

由噌滋罰F

~íng ・主 fめing . 

In brr r削 f"ff~.n lltud.rrj 

? o. 

Samuel Baur， 
Deutschlmゆ Schriftstellerinnen.
Eine charakteristische Skize. 

1790. 

11) Gedichte von Anna Louisa Karschin， geb. Durbach. Nach der Dichterin Tode nabst ihrem Lebenslauff hg. v. 
Ihrer Tochter C.[aroline] L.[uise] Kl.[encke]， geb. Karschin. Nachdruck der Ausg. Berlin 1972. Mit einem 
Vonvort v. Barbara Becker-Cantarino. Karben 1996. S. 197 f. (付録1資料篇 2-5)

1勾 Zitnach: Anna Louisa Karsch (17刀・1791).Dichterin fur Liebe， Brot und VIlterland. Ausstellung zum 21∞. 
Todestag 10. Oktober bis 16. November 1991. StaatsbibIiothek Preusischer Kulturbesitz， Ausstellungs欄

katalog 39. Konzeption der Ausstellung: Gisela Staupe u. a. Berlin 1991. S. 24・28.(付録1資料篇4)

13) Deutschlands Sdlriftstellerinnen von Samuel Baur (179の.AIs Nachdruck hg. u. mit einer EinIeitung 
versehen v. Uta Sadji1Stuttgarter Arbeiten zur Germanistik， hg. v. Ulrich Muller u. a. Nr. 194]. Stuttgart 
1990.S.41・53.(付録1資料篇 5)
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第三の伝記は、カルシュの没後、娘カロリーネによって縞纂された『詩集』冒頭におか

れたカロリーネの手になる母親の伝記である 14)。当時のカルシュ伝としてはもっとも浩翰

なもので、内容の f客観性nこ問題はあるものの、 128ページを数える堂々たる業績である。

このように、人生の一局面だけをモティーフとする詩を除

いて、ある程度まとまった内容をもっカノレシュの自伝ないし

伝記のたぐいとして、四通の自伝書簡のほか、詩 fベロイー

ゼの閲歴J、本人の手による自伝草稿、パウアの人名辞典、そ

して娘の手になる伝記の、つごう五種類のものがわれわれの

手に残されたのである。

生涯の三期 カルシュの生涯の歴史はおおよそ三つの時

期に区分することが可能であり、生活史と創作史からみても、

背景となる社会的事象の視点からも、この区分は有効だと考

えられる。三つの時期はさらにそれぞれが前半と後半に二分

されるので、生活史を六期に区分することも可能である。た

だし、客観的な時間の長さとは連動しない。ある時期が長く

続くこともあれば、ほかの時期はかなり短いということがあ

り、時間区分はその意義によって有効だと考えていただきた

し、。

畿
でもtnlll

>>Gedic111e 
von Anna Louisa Karschin叫

hg. v. Caroline Luise von Klencke 
(1792). 

第一期は誕生から少女時代全体、すなわち独身時代にあたる。第一期の前半は、誕生か

ら大伯父との出会いまで (1722・28年)、後半は、ふたたび実家に返され、子守と牛追いに

明け暮れた時代 (1728-37年)のおよそ 10年間である。プロイセンは勃興と建設、隆盛へ

の下準備の時代にあった。

第二期は二度の結婚生活の時代である。この時期には、幼妻となり、離婚を経験し、再

婚し、夫が軍隊にいわば隔離されるまでの苦難の時代である。前半は最初の結婚生活の時

期 (1737・48年)、後半は再婚生活の時期(1749・60年)であり、第二期の最後をしめくくる

のが、恩人フォン・コトヴ、イツツ男爵との出会いである。 1750年ないし 54年には娘カロリ

ーネが生れている。男爵は「こんなところにいたら食糧の心配に天才が窒息してしまう、

あなたの天才なら大都会のベルリンへ行けばもっと創作が進むだろうJ(第国書簡)と、カ

ノレシュを「男爵家の馬車Jでベルリンへと導いたのである。このころプロイセンは隆盛を

きわめる。 1740年5月、フリードリヒ二世が即位し、 42年6月、シュレージエンを併合す

る。シュレージエンにはプロイセンの法が布かれ、結果としてはその語力おかげで、カル

14) Gedichte voηAnna Louisa Karschin， geb. Durbac11. Nach der Dichterin Tode nabst ふ何mLebenslauff hg. v. 

Ihrer Tochter C.[aroline] L.[uise] Kl.[encke]， geb. Karschin， a. a. O. [wie Anm. 10).5.1・128算(付録 1資料

篇 6)
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シュは庶民として最初の離婚を経験するのである問。 1756年には「七年戦争Jがはじまり、

プロイセンは疲弊するものの、啓蒙主義の輝かしい勝利と称えられた。

第三期はベルリン時代である。フォン・コトヴィッツ男爵の支援でベルリンに出、グラ

イムを知る。前半はベルリン到着から詩集出版まで(1761・63年)、後半はそれ以後、終駕

まで(1764・91年)の下り坂の時代である。七年戦争の終結、プロイセン・ロシア・オース

トリアによる第一次ポーランド分割 (1772年)、アメリカ合衆国独立(1776年)、マリーア・

テレージア、フリードリヒ二世の死 (1779・1786年)を経て、フランス革命にいたる啓蒙

主義の全盛期だが、カルシュにとって大王の死は凋落のきざしだと感じられたであろう。

前半 誕生から大伯父との出会い

第一期 誕生から少女 1722-28年 まで プロイセン建設
一一一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一

1722 -37年 時代 後半 大伯父のもとでの生活、子 と拡大。

1728 -37年 守と牧童生活

前半
最初の結婚から離婚まで プロイセンの隆

第二期 二度の結婚生
1737 -48年

盛/七年戦争勃一一一一一一一一一ー一一一一ー一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一
1737 -60年 活 後半 再婚、別居、コトヴィッツ 発/啓蒙主義時

1749 -60年 男爵との出会い {-¥:;はじまる。

前半 ベルリン到着

第三期 ベノレリン時代 1761 -63年 大王謁見、詩集出版 啓蒙主義全盛/

ト一一ー一一一一-一一一-一一--一 一一一一一一一一 フランス革命/
1761-91年 から終意へ 後半 市民の時代

1763 -91年
カロリーネとの確執、死

ところで、先にあげた五種類の自伝ないし伝記が、この三つの時期にどれほどの記述を

割し、ているかを調べてみるのは興味深い試みである。カルシュ自身は生活史のどの局面を

力説しようとしたのか、事典項目と娘はどうか、これはカルシュが生きていくための、い

わば「生活戦略Jにかかわる重要な問題点であると考えられるからである。もちろん再婚

以後のできごとを詳述した第二自伝書簡の冒頭、「以後は記述を切りつめようと思います。

最初の手紙は読み手にあまりにも負担をかけるものでしたJと述べているように、純粋な

人生回顧としづ執筆意図以外にも、執筆作業そのものに影響を与える外的な圧力があり、

その結果として記述の分量に「むらJの生じることがある。しかし、それでもカルシュの

関心にある程度のかたよりがあるかいなかは、客観的な数値によってある程度推測される

のである(次ページの表を参照せよ)。

記述の力点 「ベロイーゼの閲歴j によく現れているように、カノレシュの自伝三種は

おもに第一期・第二期の記述に力点をおいている。四通の自伝書簡は第三期前半の時点か

15) Vg¥. Silvia Bovenschen， Die imnginierte Wt:i/Jlicflkt:it. EtemJ11nrおc1leUnterslldlllllgclI =11 kllltllrgesdlic1ltlidlell 
mld lit倒 的dlenPriisentntionsformell des Weiblidu:n [edition suhrkamp 2431]. Frankfurt a. M. 1979. S. 151. 
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ら書き下ろしているため、第三期全体にかかわる記述の分量が少ないのはやむをえないが、

やはり前半生の苦難の時代に多くのページが割り当てられている事情に変りはない。カノレ

シュはこれら自伝作品において、幸福よりはむしろ深刻な不幸を書き綴っている。貧乏、

教育からの疎外、牛追いと子守の生活、夫の暴力、彼女の才能を解しない人間に固まれ、

自分とし、う存在が埋没しているかのごとき不幸の時代一一これらを徹底した態度で記述す

るために、これら自伝作品はあると言ってもいいほど、記述に偏りのあることは明らかで

あろう。

製作年ないし
規模つ

記述量の比

成立年 第期 第期 第 期 その他

書簡 4 12 25 8 
自伝書簡 1761/62 遇、約 21

ページ
4 1 

ベロイ ゼ 45行の 9 (27行)

の 閲歴
? [ca. 1763 ?] 

言寺 一一

1 (3行)

14 1 

自 伝草稿 ? [ca. 1790 ?] 
4ページ 3 2 2 

5主 一一一 一 一 一
5 2 

ノミ ウ ア 1790 
12ベー 4 (2ページ) 4 (2ベージ)

1 (0.5ベー 15 (夫宛書簡

ジ強
ジ) 7.5ページ)

一一一一四一一一一一L一一一一一一一一一一目 "ー一一一一甲山一一一
8 1 15 

1 
カロリーネ 1792 

ン ……--一一一一・・ー“』ー
2 

一一一"
1 

*) r規模Jのページ数は引用文献のそれにもとづく。

第三者であるパウアの事典は、事典としづ性格にもかかわらずきわめていびつな記述に

なっているのは上述のとおりである。項目の最後には夫に宛てた手紙がまるまる引用され、

これに 7ページ半もの分量があてられているからである。しかし前半生の占める割合が圧

倒的に多いという事実はここにもあてはまるのである。

母との確執の記憶もさめやらぬ時期に書かれたと推測される娘カロリーネによる母の伝

記は、意外にも均整のとれたものである。各時期におよそ 40ページをあて、全体のバラン

スをよくとっている。しかしこの均整が「意外Jの感を与えるのは、第一期・第二期の記

述と第三期の書法とに大きな違いがあるからである。第一期・第二期はおそらく母の記憶

に頼るほかなく、母の書簡や母との会話などにもとづいて書く以外に方法はなかったであ

ろう。これにたいして第三期は、たしかに当初は寄宿学校に入れられていたため、母の行
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状を「目撃Jすることは多くなかったと考えられるが、それでも第一期・第二期にくらべ

ると、自分の目で見た事実を記録することが可能で、あった。にもかかわらず、第一期・第

二期のほうが、目撃談のように、ルポルタージュ風に、ときには小説のごとくいきいきと

記述されている。他方、第三期のそれは、あえていえば歴史記述のごとき冷静さを保ち、

事実を淡々と積みかさねる手法をとっている。したがって、これを一連の物語として読め

ば、第一期・第二期の物語のほうが圧倒的におもしろいのは否定できない。

カルシュ自身も、またパウアや娘カロリーネも、総じてカルシュの前半生の苦難を記述

することに熱心であると断定してよさそうである。

それでは、関係者がそろって力説したがったカノレシュの苦難の時代には、いったいどの

ような事実と特徴が見てとれるであろうか。そのいくつかを拾いだしてみよう。

貧乏と無教育 ー第一期と第二期は少女時代と二度の結婚生活の時代とである。一貫し

ていたのはひじように貧乏だ、ったとしづ事実である。これは結婚してからも変らなかった。

貧乏はまた彼女を学校教育から遠ざけた。本人の記述によるかぎり一度も学校に通ったこ

とはない。学習らしい学習といえば、大伯父フェトケのもとで読み書きと聖書の手ほどき

を受けたことだけで、子守のあいまに讃美歌を暗記し、牛追いの少年に借りた本を読み、

やがて自分も詩作のまねごとをはじめることで自学自習にいそしんだといえばいえる程度

である。大伯父の家から母のもとに返され、子守をしていたころのことを回顧してこう書

いている。結婚直前のころである。

わたしは十五歳になっていましたが、女として当然知っているべきことを教えてく

れる人もいませんでした。ゆりかごが日課でした。見捨てられた娘でした。[……]わ

たしは三人の子どものしつけを引き受けることになりましたが、教育を必要としていた

のはわたし自身でした。[......]わたしは持永の運命を忠い煩うこともな〈、努定され

ていない野生の葡萄樹のように成長していきました。(第一書簡)16) 

天才と自負 ならば、まっとうな教育を受けなかった「野生の葡萄樹」がなにゆえす

ぐれた詩を書くことができるのか、という衿侍と問し、かけがこの背後にはある。無教育だ

ということは、彼女が「野生j であること、「自然児Jであることを強く意味している。天

才は自然のたまものであり、いたずらな教育は不必要だという時代思潮が、おそらくここ

でははっきりと自覚されているのである。

しかし他方でカノレシュは、「女として当然知っているべきことj を知らずに終ったことを

指摘してもいる。もしも女と Lて身につけるべき知識というものがそもそもあるとすれば、

その点での無教育は恥じるべきことだという自己認識もここから読みとれるのである。そ

して、学校教育を受けなかったということと、女としてもつべき知識を習得しなかったと

16) ム1eillBruder illAl'oll"， Bd. 1， a. a. O. S. 348. (付録1資料篇 1-1)
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いう意味での無教育はけっして別のことではない。しかし、教育をめぐる二本の座標軸を

カルシュは認識し、いずれにおいても「無教育Jであったことを人生の不利としてのみ理

解するのではなく、むしろこれを、生き抜くための強みとする「戦略Jに転ずるのである。

教育の五つの側面 ところで、カルシュの教育水準を語る場合、われわれはつぎの五

つの局面を区別しておかねばならないであろう。

一つは「女として知っているべき技能j としづ側面であり、ここには女の一生、ライフ

サイクノレと女の果すべき役割という問題がある。と同時に、「女として知っているべき技能J

があるとすれば、逆に「女として知る必要のない知識Jr女として知らないほうが好ましい

知識Jというものも想定されるのである。祖母は、孫が「書く能力j を身につけることに

反対していた。母もまた、「読み書きができる、女の子としてはそれで十分、それ以上のも

のはいりませんj と言い、ラテン語は無理に教えたわけではないと弁解する大伯父にたい

し、「でも、大学へ行くわけじゃなし。まあ、とにかくご親切にはお礼を申しますわ。」と

応じている。町では、「女としてJという場合の「女Jとはどのような役割を果す存在だと

考えられていたのか。この問題にはあとで触れることにしよう。

第二は啓蒙のプログラムとしての「一般就学義務Jという側面で、カルシュはここから

まったく疎外されていた。

第三は、啓蒙のプログラムの一部としての「女子教育j であり、これは第一の側面と第

二の側面とを学校教育というシステムに組み込み、一体化するという Erziehungの意味を

もっていた。

第四は、もっと一般的な、自学自習をも含めた「教育jないし「人間形成Jr教養JBildung 

という問題である。

第五は、職業訓練としての教育、技能習得 Ausbildungという問題である。カルシュは離

婚婦人であり、いわゆるまっとうな職業につくことはむつかしかった。むろん「詩人Jは

伝統的な「職業Jの範曙に属さず、社会的認知のむつかしい微妙な「職業Jであった。い

ずれにしてもカルシュは詩人としての技能を本格的に習得したことがなかった。この側面

での学習をあえて語るとすれば、讃美歌や文学作品を読むうちに文学技法を身につけたと

いうことであろうか。

カルシュが少女時代の自分を「野生Jと評するとき、それはこの五つの側面のいずれに

も関係がある。カノレシュの詩人としてのキャリアは、おもにベルリン時代に入ってからは

17)第一書簡。ちなみに、ゴトシエートの妻ルイーゼ・アーデルグンデ・ヴィクトーリアはこう書いている。

「多くの人が女性の学識というものに根深い憎悪をいだいているのは、何度みても不思議でしかたがな

い。たいていの人が女性を、どういうときにいちばんこつけいな、おぞましいものとして思い描くかと

いうと、それは学識のある婦人という肩書をあてがうときである。学識のある妻をもらうくらいなら一

生独身でいたほうがましだと考える男がし、るのはまちがいない。J(Luise Adelgunde Victoria Gottsched， 
Das XXIX. Stuck der 
IIncl B肋ilderη.VOIl cler Gottscl!eclin 17Is :11 Bettillfl von Amilll. Eine Ant1tologie von Hclf，a Haberland u. 

Wolfgang Pehnt [Universal-Bibliothek Nr. 84日・65].Stuttgart 1960. S. 38.) r学誌Jを身につけることに熱

意をいだいていたアンナ・ルイーザを妻にした二人の夫が妻をうとましく感じたのも‘こうした時代の

空気と無関係ではないであろう。(付録1資料篇 10-0
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じまった。カルシュはすでに中年にさしかかっていたのである。これは五つのいずれの意

味においても教育が手遅れであることを意味したであろう。しかしカルシュは生きなけれ

ばならなかった。いまさら教育の遅れを取り戻すために、子守と牛追い、「結婚生活のあり

とあらゆる拷問J18)の時代に戻ることなどできなかった。だからカノレシュは時代の流れを

利用して、身を立てるための戦略を身につけねばならなかったのである。またそれは、貧

乏生活と家庭内暴力、子守と牧童の境涯から身を起こして、文壇の大家と対等につきあい、

サロンに出入りし、王侯を相手に交渉するほどにまで社会的地位を高めるにいたった筆舌

に尽しがたい顛難辛苦をかえりみれば、まことにやむをえぬもので、あった。

Die Karschin arn Schreibtisch. 
Nach einer Zeichnung von Hempel. 

1め第三書簡。 Ebda.，S. 358. (付録1資料篇 1・3)

Johann Georg Sulzer 
1720-1779 

Anton Graff， Replik， um 1780 
Gleimhaus zu Halberstadt 
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主早一一一第 牛追いの少年

大伯父のもとからふるさとへ引き揚げたあと、カルシュは牧童の生活を送る。自伝書簡

中もっとも美しい場面がここである。

牧童との出会い 自然のふところにいだ、かれて牛を追っていくと、やがてアザミの群

生に行きつく。それを全部敵に見立て、「兵士の勇気をふるってJその頭をかたっぱしから

斬りおとす。頭上ではヒバリが息の長い歌を聞かせている。ある日のこと、川向こうに少

年がいることに気づく。

重要ないくさのあとのある秋の日のこと、小川のほとりにすわっていますと、川向

こうに数人の牧童が一人の男の子を取り囲んでいるのが見えました。その子が朗読をし

ているのです。わたしは聴衆を増やすために飛んでいきました。なんというしあわせで

ったでしょう。っさーの日からわたしはわざわざ回り道をして、流れのいちばん浅L、とこ

ろを渡って牛を追い、それはそれは長L、こと身近にな〈て寂しい忠いをしていた願宝、

本を、また見つけたのです。 1)

牛とヒバリと牧童と一一牧歌の書割としては申し分がない。その牧童が、牧童にもかか

わらず本を携え、朗読している。この牛追いの少年はヨーハン・クリストフ・グラーフェ

といい、カルシュとはのちにベルリンで再会しているので、実在の人物であることはまち

がいない。

この牧童との出会いの場面は当時から読者を引きつけたようで、「ベロイーゼ、の閲歴Jを

除き 2)、他の三つの自伝・伝記にも引用されている。

ザームエル・パウアの『ドイツの女性作家』は、牛追いの少年が貸してくれた数冊の本

がカルシュの天才を助けたと指摘するにとどまり、少年の朗読の場面には言及しない。そ

れよりも、カルシュの創作の天性を力説することに記述の重点がおかれているように思わ

れる。

カルシュ晩年の自伝草稿では、この場面が自伝書簡とは比較にならないほど想像力あふ

1) 第一書簡。 "MeinBruder in Apoll"， a. a. o. S. 345. (付録1資料篇1・1)

2) rベロイーゼの閲歴Jでは、「大きな弟を背負って/三頭の牛を野に追い、/仕立の荒月を過しながら/

心ゆくまで自然の美しさを称えたものだった。j と歌われ、つぎに結婚の fくびきJへと話題が移ってい

く。この詩に牛追いの少年が登場しないことを重くみる向きもあるが、 45行からなる短い詩であること

から、この問題について断定的なことはし、わないでおきたい。この詩のEZRについては、 BarbaraBecker・

Cantarino， "BelIoisens Lebenslauf". Zu Dichtung und Autobiographie h->i .';r.n.l Louisa Karsch. In: 
Gesell抱eVernunft. ZlIr KlIltllr der lih'YnrisclIen AlIjklnnmg. Festschriit iur "川町¥Mauser zlIm 65. 

Geburtstag， hg. v. Ortrud GlItjahr. Wurzburg 1993. S. 13・22 を参照せよ~!: L~ 1完n-rl2-5)
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れる筆で書かれている。

あるとき牛飼いの娘が小川にかかる木橋に腰をかけていると、向こう岸に一人の牧

童がいた。;少年は輪になっている牛たちに本を読んで聞かせているのだった。牛飼いの

娘はあっという問に輪に加わり、熱心にヰを傾けた。翌日も岸に沿ってずっと牛を追っ

ていき、小川が小石のよをさらさらと流れるあたりまで行った。ここなら楽に向こうへ

移ることができた。この秋ほどす 11'らしい秋を味わったことはなかった。秋が去り、冬

が求た。しかしその埋め令わせがあった。その同に親しくなった牧童が今皮は本を貸し

て〈れたからである。 3)

少年の朗読の相手は同じ牧童仲間ではなく何頭かの牛である。カルシュを本の世界へと

導いた決定的な場面が、ここではほとんど夢物語と化している。しかし娘カロリーネによ

る母の伝記では、夢物語がさらに神話化ないし伝説化してし、く。

そのささやかな家畜を追ってはじめて羊の多い牧場にえを踏み入れたとき、彼女は

十三成であった。ここでかつてないほど空想の街動を感じたが、やりかたさえ知ってい

たら、それらを伶にしたことだろう。読むべき本もなければ書〈道具もなし忠いを告

げうる相手もいなかった。こうして彼女は子牛と時間を追ごしながら、ただ空想、をもて

あそぶばかりであった。しかしある目、感傷的な夢にふけっていると、突然一頭の牛が

逃げ出したo 牛は別の牧場との境界をなしている濠をやみ〈もに渡りはじめた。不安に

かられて幼い牧童は濠に入り牛のあとを追った。ほかのニ頭は自然にあとからついてき

た。彼女はかなりの距離をえってようや〈牛に追いついた。さて、少し休もうとしてあ

たりを見回してみると、そこはまった(別の牧場であった。そしてやや離れたところに

牧童がL、ることに気づいた。少年は木の下にすわり一一ああ、すばらい、幸運であった

が、本を読んでいたのである。うれし(て胸が高鳴った。思うが早いか少、年のそばに立

っていた。ご〈失豆いことばをふた吉三吉えわしただけで終生の友になっていた。そして

本好きがたちまちニ人の心を友情のきずなで結びつけた。たといこの瞬間にユピテルの

ような神が天から舞L、おりて彼女の子牛の一頭に姿を支えても、詩人はそれに気づかな

かったであろう。若い扶童が読んでいた本に、それほど気持ちが執着していたのであっ

た。 4)

3) Vorlaufige Lebensbeschreibung der Dichterin Anne Luise Karschin， geb. Durbach. In: Berliniscllt:T 
ムイllsenalmanachVOII 1792， hg. v. Karl Heinrich Jりrdens.Zit. nach: Anlla LOllisf/ 必lrsc11(1722-1791)， 
Did，ter加戸rLたbe，Brot 1I11d Vate山川 Ausstellu時 zum200. Todestag 10. Oktober bis 16. Nover巾 er1991，
Staatsbibliothek Preusischer Kulturbesitz， Ausst巴lIungskatalog39. Berlin 1991. S. 25. (付録1資料篇4)

4) Caroline Luise von Klencke， Vorberichtender Lebenslauf der Dichterin Anna Louise Karschin， geb. 
Durbach.Iα Gedidlle (1792)， a a. O. S. 23 f. (付録1資料篇6)
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神話化 自然児は牛の導きによって文明に出会う。川は野生と文明の両世界を隔てる

と同時につなぐ役割を果たじている。ここには神慮が働いている。いや、なるほどそうは

書かれていない。けれども、牧童たちへの朗読は牛への朗読へと変化し、神の使いのごと

き牛の導きによる本の世界へのいざないへと、ほとんど非現実的な f物語j へと変貌する

(さながらディズニーのアニメだ)。

牧童の実在はおそらく疑いえない。カルシュが後年この少年への感謝を詩にうたい、そ

の生活援助を気にかけていた事実は重いといわねばなるまい。まちがし、なく牧童はカルシ

ュに本を貸してくれたのであろう。しかし牧童が本を朗読していたのは実話であろうか。

朗読していたのが事実だ、ったとすれば、その相手は同じ牧童仲間だったのか、それとも自

分が野に放ってた牛たちだ、ったのか。カルシュを少年のもとに導いたのはどういうきっか

けによるものか。朗読する少年を目撃し、小川を渡って少年のもとに急いだのか、それと

も木橋を渡って向こう岸へたどりついたのか。いや、三頭の牛の一頭が突然走り出したの

を追ううちに見知らぬ牧場にいることに気づいたのか。神牛の導きのままに走っているう

ち、ふと気づくと桃源郷にいた、そういう風情が娘の伝記にはある。

この場面は、事実の記録としてまずまず容認しうる水準から、しだいに神話化、伝説化

が昂進し、ついには寓話、伝説の域に、あるは古代ギリシアの牧歌の世界へとたどりつく。

事実は虚構へと進化する。実話は夢物語へと変容するのである。

ここにカノレシュという存在を神話化しようとする意図の働きを見てとることはむつかし

くないように思われる。カルシュは自然の子であり、その才能は自然ないし神のたまもの

である、だからこそ自然(牛)の導きは確実にカルシュを育てたのだ。そう、カルシュは

いかなる意味においても「教育Jから取り残された存在である。その少女がたぐいまれな

詩を書く能力をもっていたとすれば、それは自然(神)がその能力を育てたのだ。神慮の

働く自然は牛を動かし、このような奇蹟を起すのだと。

神話化の意図はおそらくすでにカルシュ自身のなかにあったと考えるのが妥当である。

いや、このような意図は、牛追し、から身を起して詩人となり、王都において文壇の大御所

や今をときめく国王と対等にわたりあうにいたるほど、社会的栄達をとげるためには、も

っと卑俗な言し、かたをすれば、生きるために、生き残るために、まっとうな暮しをするた

めに必要な、これも戦略の一つだ、ったのではないか。そしてカルシュの神話化は本人の意

図を超えて娘にも引き継がれたのだとしたら、カルシュを神童として売り出すためにベル

リン文壇の一部がひそかに採用した巧妙なしかけがまんまと成功した証拠であるのかもし

れない。
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第四章女の役割

「カルシュは 18世紀の女性がおしなべてそうで、あったように、ラテン語学校や大学とい

った教育制度から排除され、文化と伝統のなかでは一人のディレッタントでありつづけ

た。J1) 

女の役割 しかし、たとい学校教育を受けられなかった一介のデ.イレッタントで、あっ

ても、「女Jであることをやめるわけにはし、かなかった。啓蒙の重要な手段であったはずの

教育制度からは排除されていても、女としてのしつけの伝統から自由ではなかった。いや、

女として知っているべき技能を知らなかったとしても、知っているべきだとする伝統を意

識せずに暮していくことはできなかった。女として当然知っているべきことも知らなかっ

たと自伝書簡にわざわざ述懐しているのは、そのなによりの証拠である。

カルシュは「ベロイーゼ、の閲歴Jに、「女として、下女として、母としての務めJを果す

毎日であったと歌っている。カルシュは自分の半生を、女(ないし妻)、下女(ないし主婦)、

母だったと認識する。それは、これらの存在の一つひとつに「義務j がともない、女とし

て生れた者は、妻、下女ないし主婦、母となるべき義務を引き受けねばならないという意

味でもある。さらにいえば、この三つの役割はそれぞれが、男(ないし夫)、主人、子ども

という三つの存在にたいする奉仕の義務を意味していた。男ないし夫に奉仕する女ないし

妻、主人に奉仕する下女ないし主婦、子どもに奉仕する母、というわけであるc. 女が引き

受けるべきこれらの役割義務は、女にたいするしつけの伝統というだけでなく、近世・近

代における「女子教育Jの自覚的な到達目標として設定されたものである。三つの役割が

いずれも「家j のなかでの義務であることは重要である。総じて 18世紀は女を「家庭化」

することにきわめて熱心であったということができる。

18世記の婚姻論 当時の婚姻論の特徴は、婚姻の目的と根拠について議論し、夫婦の

役割分担を明確化しようとする努力にある 2)"

忍耐 しかしその前提として、女は男の命令を遂行するパートナーであり、そうであ

ればこそ女は忍耐強く生れついたのだとしづ主張が行われていた。ウーデンは、「娘は第一

に、生れながらに忍耐と服従の定めを負っているJ、すなわち、独身時代は両親に、結婚後

は夫に服従するものである、女はそれにみあう「身体構造と素質と使命Jをもっているの

だから、とさえ述べている 3)。ベックも同様に、「神は妻に、おのれの意志を夫の意志に服

1り)Ba 伽伽ra叫aBe拙ckω伽ke知e町r心 n!a叩rino，Vorwort. 1 α 似 icTlte [1792]， a. a. 0. S. 15. 
2)以下の論述については、佐藤 fマダム・ヒずユルガーの運命一一憂欝な詩人の生活史より J(~文学』季干IJ 、

第 10巻・第3号、 1999年夏)の、とくに 212ページ以下とその注を参照されたい。

3) Karl Friedrich Uden， tn7er die Er:iellll1lg der Tuchter cfesル1ittelstnllde.為 S!endaI1783.S. 159-162. Zit. nach: 

Frnlle1/1eben im 18. Jnhrllllllcfert. Hg・v.Andreas van Dulmen. Munchen u. Weimar 1992. S. 39. (付録1資
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従させることを命じられた。ゆえに妻は結婚生活においては下女であり、夫はその主人で

ある。[..・ H ・]なるほど下女というのは、妻の誇りからすれば聞き捨てならないことばであ

る。しかし健全な理性は女性一人ひとりにこの名を冠する。妻が行わねばならないのは自

分の意志ではなく、夫の意志である。とすれば、この名が妻にとってどうして侮辱であり

えよう。創造主の手で夫の助力者としてのみ造られたはずの妻が、夫の意志がかなうよう

手助けすることは自分の使命ではなし、一一自分は下女などではないと、どうして考えてい

いはずがあろう。一一妻が自由に使っていい一人もしくは複数の下女を家においている場

合、妻はもちろん卑しい下女ではない一一最高位の下女であるJと言う九女の忍耐の義務

は神と理性の命令である、これがベックの論旨なのだが、カノレシュはすでに少女時代から

この要請に十分すぎるほど応えていたことになろう。

妻はその家と所帯とに断ち切ることを許されぬきずなで結ぼれている。そして自然み

ずからがそのきずなを妻のために、かくも美しく軽やかなものにして〈れたのである。

ここで妻は夫と祖国とに手伝い健康な子どもを育て、ここで女性の偉大な天職をすさん

だ気晴らしなどしないで来たすことを求められている。自然によってあらかじめ妻仁定

められたこの人目にっかぬ生活と静かな情.堵とが欠落 Lていたら、妊娠期間と最初の子

育てのしごとは耐えられないものに思えるだろう。妻1):¥，、ま、それらをか〈も喜んで、

か〈もすすんで引き受けるのは、それが女性の使命の一部であり、その際に母としての

心がいきいきと関与するからである。人目につかない生活をないがしろにすると、妻は

けっして良母、良妻にも、また多くの悲しい事例が証明するように、よい産婦にもなれ

ないのである。 5)

こうして女の忍従の義務は、神と自然と理性とが定めたものとなる。が、世は啓蒙の時

代を迎えていたのではないか。人間にはひとしく理性がそなわっている。これを立派に教

育し、自分の理性によりながら自分の運命を切り開いていくべきであり、またその能力が

人間にはあるというので、はなかったか。中世の身分観にみられる天与の使命は、個人の使

命と責任へと変化したはずなのである。しかし、これらのテクストから明らかなように、

女性は中世三身分とはやや趣の異なる新手の身分観にまたもやしばられることとなったの

である。

主婦 クリストフ・ゼ、ルハーマーは女のしごとをリストアップしている。「縫い物をし、

糸を紡ぐこと、つくろい、掃除すること、料理し、磨くことは、女のためのしごとである。j

男が外でパンを稼いでくるとすれば、「女は男からパンを受けとり、男は女から干し草と亜

料篇10-3)

4) Christian Ludwig Beck， Gren:::stein der wt:iblic1le1l Recllte in 1lIld nusser der Eh~ t'lJtl eillem Freunde dげ

れ'nllrlleit，Base11876， S. 23-26. Zit. nach: FrnuenlelJt:rl， S. 40 f. 

5) Karl Friedrich Pockels， Versucll ei1ler Clwrnkteristik des wt:ilJ[icllell Gesc1!lecllts， BJ. 1. HilOnover 179九S.19 f. 
Zit. nach: Frnuenleben， S. 45 f. 
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麻布、料理とスープとを受けとらねばならぬ。J男は食糧を調達する。「女は家を守り、よ

ほどやむをえぬ事情がなし、かぎりは、みだりに家の外にすがたを見せるべきではない。Jゼ

ルハーマーの論調にも、女の家庭化傾向ははっきりと見てとれる。

さらに言う。「夫婦の愛情と安らぎがつねに夫婦生活の支えとなるようにしたければ、と

くに女が上品なふるまいと実直さ、目立たぬ態度と孤独、寡黙とまめまめしい労働[……]

によって、所帯を注意深く切り盛りしながら、つねに愛情を維持するよう、ひたすら心が

けねばならない。家の外で行わねばならない他のしごとは男の領分である。男は市役所、

穀物市場、畑、仕事場にいるので、女は針刺し、糸紡ぎの巻竿、食料品戸棚、衣服、亜麻

布戸棚、台所などにしごとをもっている。[……]以上に述べた方法で、二人が結婚生活で

それぞれの重荷をにない、等しい愛情をこめてそれぞれの朝を引くならば、この親として

の性格はすべて目に見えて軽減されるか、それどころかすっかり消えてなくなりさえする

だろう。J6) 

主婦とは「最高位の下女Jなのである。

夫婦の義務 ザイボルトは夫婦それぞれの果たすべき義務を龍舌に語る。夫たる者、

妻の暴君とはなるな。妻の失敗を責めるばかりがいいのではない、どこに過ちがあったの

かを妻に悟らせるべきである。妻を裏切るな、不倫関係をつくるな、まめまめしく働け。

一一妻の第一の義務は夫への敬意である。夫は妻のかしらであり、「そのかしらに分別の座

があてがわれているん男は神からよりすぐれた分別を授けられている、だから妻よりも家

政全体をよく見渡すことができる。妻の第二の義務は謙譲である。それを守るだけでも結

婚生活で多くの不和が避けられるものだ。創造主のおかげで、そもそも女は忍耐強く造ら

れているのだから、がまんしなさい。第三の義務は「夫への貞節Jである。不実な妻は女

の恥であり、夫の地獄である。「夫をかくも不幸な身の上にするものこそ、本来ならば夫の

ために束の間の人生を甘美なものにするはずの妻の不実Jである。妻の最後の義務は「家

の切り盛りに最善を尽くすJことである。夫が稼いでくるものを節約し、大切に使いなさ

し、 η。

質のいい女 そのうえ女は「心と体と幸運Jの三つの面で良質でなければならない、

こう請求するのはホイマンである。

「心の性質Jというのは分別のある話し方である。それなくして夫を喜ばせたり、夫に

愛されたりするのはむつかしい。また、「やりくりじょうずJも必要な資質だ。節約をむね

とせよ。いや、それだけでは足りない。「敬神と美徳に身をささげ、親切で鄭重、純潔で従

順でなければならないと、わたしは言いたいのであるん

体についていえば、若くなければならない。若い女であれば、年上の夫をよく敬い、夫

6) Christoph Selhamer， Der Wir1くungskreisder Frau [1701]. In: Max Rumpf， DelLtsd附 BalLernleZ，ell， Stuttgart 

1936， S. 230 f. Zit. nach: Fralle1l1eZ，en， S. 35 f. (付録1資料篇1仏2)

7) David Christoph Seybold， Predigtell dL'S Herm Magister SebaldlLs NotJwtlker alls seillen PapiL'Yen ge:ogen， 
Prag17，お [eigtl.2 Bde. Leipzig 1刀'-1/76]，S. 191・212(付録1資料篇 10-1)
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のほうが賢いと信ずるであろう。夫はしたがって棄の教師として、棄をよくしつけなけれ

ばならない。妻は虚弱だ、ったり、病気をもっていたりしてはいけない。

女性は美しくなければならない。 fよい血色、非の打ち所がない四段、愛らしい目、ひじ

ように白い、きめ細かな肌をもっ中軽度という意味である。なにしろ男が女をその体ゆえ

に愛するのも、またやむをえぬことだからだ。j

最後に、妻は富に恵まれ、上流家庭の出でなければならない。もっとも上の二つの条件

がみたされていれば、この f幸運の費j はあきらめてもいい句。言いたいほうだいである。

家庭化から国家化への引き上げ 妻の果たすべき役割は国家の側からも力説された。

先に引用したポッケルスも、妻は夫と協力して「祖国Jの手伝いをし、子どもを青てるべ

きだと語っていた九「祖国Jと「子育てJとの関係は、すでにツェードラーの事典{第 8

巻、 1734年)に現れている。

婚姻関係、婚姻とは、 f生を異にする二人の人間が歩み寄ってl一つになり、人類を殖や

す目的でその愛情をひたすら相手にささげるために結ばれ、もって、かかる結令から期

待される子どもをたしかに自分の子どもと認知することができ、しかるのちその子ども

たちを人類社会にとって有益ならしめるべ〈立派に教育することができる、そのような

自然なありかたである。川 t t ; 

('~Y..m!均ttiKA'札

君子主hrF
j ，'1.. 

ツェードラーはこれに続けて、夫に奉仕す

べき妻の義務を力説するのだが、女が母とし

て立派に育てた子が国家社会に有為の人材

となることが、ここでは期待されている。別

言すれば、母の義務の一つが、正式な婚姻で

のみ産んだ自分の子を国家に寄与しうる人

間へとしつける、すぐれた公民を育てること

なのである。カンベ (W父から娘への助言』

1789年)はこれを川の比轍を使って説く。

、 t(~~/"Iぶ1<)
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"'--"'-'-'!.J押句、

; 剛警脚剛一t."Jer，r.m>
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Joachim Heinrich Campι 
Vaterlicller Ratl!fiir meille Toclrter. Eill Gegellstrick ZIIIII TJreopllrOIl. 

Der enVacll5e1/ern weiblicllel/ JlIgelld gewidlllct. Braunschweig 1789. 

おまえをつくられた方の御心に照らしてみたとき、おまえが全力で努力していくぺ

き目標とはいったいどのようなものfごろうか。

8) Christoph August Heumarm， Der politische PhilosopltuS. Das ist， Vernunftmasige Anweisung zur Kluglteit 1m 
gemeinen Leben， Frankfurt， Leipzig 31724， S. 87・94.Zit. nach: Frauenleben， 5.51 f. 

9) 25ベージおよび注5)を参照せよ。

10) Johann Heinrich Zedler， Grosses vollstandiges Universa/-Lexicon Aller Wissenschaften und Kunste， 
Welche bjshero durch menschlichen Verstand und Witz巴rfundenund verbessをrtworden…， 8. Bd. 
Halle u. Leipzig 1734. Sp. 360 ff.: Art. "Ehestand， Ehe". 



29 

この疑問が際限もなく大切であることはおまえにも今にわかると思うが、その答え

を発見するべきところに発見するためにまずもって思い起してもらいたいのは、人と

して社会人として生きていけるよう成熟してい(うえで、これからおまえ自身を、し

たがってそれはおまえの天職を、と L、う意味でもあるのだが、二つの視点からよ〈見

つめねばならぬということだ。おまえは一人の人間だーーということは、人類の一般

的使命についてまわることは、すべておまえの天職でもあるということだ。おまえは

女性だーーということは、男と人同社会と市氏社会にとって女の来たすべき役割が、

おまえの天職であり使命でもあるということだ。[..・...] 

[・・・・・・]

わが子よ、たといおまえの姉妹が、まさかL、つまでもあのような状態が続〈とは思え

ないが、捕ってあのみじめな恥じるべき定めに満足だと言っても、おまえの心と分別

はきっとそれに強〈反按して〈れるだろう。[……]おまえのまだ健やかな人間らしい

内なる感情は、わたしたちの万物の父の叡矢口がおまえとおまえの生活とに閲して用意

しておられるかもしれな L、計晶について、かならずやもっとす「れたこと、もっとイ羊

大なこと、もっと尊いことを、おまえに子惑させて〈れるだろう。そしてこの予感は

おまえを失笠させはしな L、。実を言うとおまえたちは、大きな子ども、おもちゃの人

形、どこかのおばかさん、あるいはそれどころか復讐の鬼となるべく定められている

のではい、。それよりもむしろ一一ああ、おまえの誉れ品、天械をそのす「れた品位

への感謝にみちた喜びをもって聞きなさ L、一一ひとをしあわせにする妻、かたちづ〈

る母、家の中の賢い管理人となるべく定められているのだ。より大きな重荷と心配と

苦労とを担わねばならない人類の戎りの半分である男のために、こまやかな心配り、

愛情、世話、配庭、によって、生活を甘美なものとすべき妻。子どもを産むだけでなく、

子どものうちに美しい人間らしい徳の最初の芽を育て、子どもの精神的能力の最初の

つぼみを賢明に大き〈育てるべき母。知心の注意、秩序、清潔、勤勉、倹約、やり〈

りの知識と器用さを発揮して、稼いで〈る夫の幸福、名誉、家庭内の安ら Fとしあわ

せをゆる Fないものとし、夫のために食事の心配を軽減し、夫の家を平和と喜びとし

あわせの住いとすべき家政の管理人。この、女の気高い尊敬すべき天職をけっして忘

れてはならな1.'0 そして、よ〈覚えておくがL山、、全人類社会の福祉は、究極におい

て、もっぱら、おまえたちの準備がちゃんと整っているか、それともおざなりかに左

右されるのだ。なぜなら、家の中の家庭の幸福は L、う lこ及ぱず一一ちょっと悶くと信

じられないように忠えるかもしれないOz--国家の公共の福祉も、大部分はおまえた

ちの手に握られ、すべてとは吉わないまでもその大部分は、女がその白.~~の、市氏的

使命をどのように来たすかに左右されるのだ。川は水源次第だ。女から生れ、のらの

しつけをもってしてもニ皮とふたたび根絶できない善悪への最初の印象を女から交け

取る市氏もまた女次第である o 川は水沼、次第である。人間の公の生活もまた人同の家

庭生活次第である。国家の公共の福祉もまた家の中の家族のしあわせ次第である。[…
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家庭化された女の存在価値は、国家建設のための子育てという使命を設定することによ

ってたくみに引き上げられる。しかもそれは、自然、神、理性に根拠をもっ、いわば超越

的な要請である。妻はこうして理論上、家庭から公共の場へとその役割と価値とを拡大し

向上させる。しかし、いわば神聖な自然的素質と社会的要請による妻の価値の引き上げが、

家庭内の妻の役割をむしろますます強調し、夫に従属する地位をいよいよ固定する結果を

招いたとしても不思議ではない。

女たちの不満 こうした窮屈な要請に、やがて女たちが不満をいだきはじめたのも当

然のなりゆきである。へレーネ・フリーデリーケ・ウンガーは男女の立場の不公平を批判

する。

もちろん現代の女にとって、自分を本永の主婦に、しかも同時に社交界のひじよう

に繊細な礼儀作法にかなうようつ〈りあげるのは容易ならぬ課題です。本求の主婚は自

発怯と経験とを積まなければ習得されませんし、実際、役者もしんぼう強い努力と注意

とによって碇侍されるものです。でも、あなたがた男怯はひど〈不公正で、このニつを

あわせもつ一人の妻を得たいと考えます。ところが、そういう妻を見つけて手に入れて

も、あなたがたはそれをご〈あたりまえのことのように見てしまいます。 12)

1796年 4月 22日にゲ、ッテインゲン大学歴史学教授アノレノルト・へルマン・ルートヴィヒ・

へーレンと結婚したばかりの若妻ヴィルヘルミーネ・ハイネ=へーレンも、新婚生活に味

わう屈託を詩人ゴットフリート・アウグスト・ピュルガーの次女マリアンネ・フリーデリ

ーケ (1778・1862年) 13) に訴える。

あなたの乳友はもう一週間前からあわれな、さいなまれた主婦になっています。仕

事一色のなかから抜け出したいのだけれど、どっちへ行けばいいのかわかりません。晩

になると仕事で〈た(たなのに、そのうえご主人さまのご成城をとったり、愉快な気分

にしたりしなければなりません。あなたは主主長舎なんかしないほうがL山、。自分のA.生が

楽しめな〈なります。[..・.，.]もちろんわたしのほうも努力して、なにごとにつけて夫

に気に入られ、けっして夫の気分を害しないようにしています。でも、わたしたちのそ

ういうところが男の人たちは気に入らな L、。そして怒りたいときに怒り、真剣になりた

11) Joachim Heinrich Campe (1746-1818)， Vaterlic1ar Rl1tll fiir l/lei1le Todlter. Ein G伊 Istiick::mn刀leop1lron.
Der erm町町i

Voω111 18. JI111rlllmdert bお::11111Zweiten Weltkrieg. Eine TextSl1l/ll/llllng. Hg. v. Gisela WilIくendi昭 [Universal-

Bibliothek Nr. 8985]. Stuttgart 1994. S. 149-154. (付録1資料JJ9)

12) Helene Friederike Unger， Bri，φtiber Berlin， I11/S Bri，げを11eiller rei5e1Ufe1l Dl1IlIe I1n iltren Bmder in H. (1乃'8).

Hg・v.HeinzJolles， Berlin 1930， S. 45 f. Zit. nach: Frallι~1I I，ιやt:1I， S. 47 f. 

13) ピュルガーと最初の妻ドロテーア・マリアンネ・レーオンハルトとのあいだに生れた次女。ヴィルヘル
ミーネの父クリスティアン・ゴットロープ・ハイネもピュルガーとゲッティンゲ‘ン大学で
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いときに真剣になる権利は自分たちにしかないと信じています。一方わたしたちはどこ

までも柔和であること、服従することを求められています。 14)

つまり夫が大きなことがらに、わたしが小さなことがらに実権を握っているという

ことです。そして妻にとってはそうするのがいちばんいいのだと、ほんとうにわたしは

信じています。なにしろわたしたちのところのような小さな所帯には大きな用件より小

さな用件のほうがたくさんありますので、夫のえ配圏よりわたしの文面己圏のほうが広い

〈らいです。 L・h ・.]残念ですが、わたしはほんとうにた〈さん読者をしています。ひ

とりぼっちだからです。 15)

若妻は読書で退屈を紛らす。しかしこれは知識人の家庭に生れ、知識人を夫にもった女

の、いわば特殊な事例である。妻、最高位の下女たる主婦、母に「学識Jは不要であるど

ころか、むしろ家庭の秩序を乱すあらずもがなの能力であり、そのような女は、女として

の義務を果すことにおいて不適格だと考えられたのである。

カルシュは女として当然もっているべき忍耐と服従の能力を幼いころから鍛え上げた。

しかし女の神聖な自然的使命である、妻、主婦、母たることを立派に果すことはできなか

った。妻にはなったが、その詩的才能(学識)、いや、少なくとも教養を積むことにたいす

る熱望を、二人の夫はうとましく思った。たしかに下女ではあったが、主婦として節約し

なければならないほどの収入はなかった。啓蒙主義時代の母たる者は、子を国家社会に有

用な人材に育てねばならない。しかしカルシュは何人かの子どもに死なれ、なによりも離

婚を経験することとなった。

女の使命 女は、独身時代には両親の意思に従い、結婚後は夫の意思を実現し、家政

を切り盛りする最高位の下女たる主婦となり、子を国家に役立つ人間に育てるべき母とな

る使命を、神、自然、理性から授けられている存在である。両親と夫と子どもという「主

人Jをもち、彼らに奉仕するには、なによりも寡黙な忍従、人目につかぬ忍耐が必要とな

る。けれども、がまんを強いられる出産と子育ての幾歳月を無数の女たちが過ごしえたこ

とは、そもそも寡黙な忍耐力が女にそなわっている証拠である。女に必要な知識や技能が

あるとすれば、それは妻、主婦、母とし、う義務、使命を遂行するのに必要十分な水準のも

のである。ラテン語の知識はこの範時には属さない。女は娘時代も結婚後も、一貫して家

のなかを仕事場とする。ここで女はその神聖な使命を果すのである。 18世紀はこの意味に

おいて、女を家庭化することに大いなる努力を払ったというべきである。しかし子育てが、

子どもを国家社会に有用な人間となるよう教育し、しつけることを目標とすることによっ

て、母は家庭に君臨する最高位の下女にとどまるのではなく、国家の福祉の行方を左右す

1-1) 7. Brief vom 30. Apri11796. In: Bげ4φ斥R出 nlt財erZei叫ιW品el油111加1ηm叩1
I口794-1臼80.ω'31μ川I/U川uleill Nndltrn匂'g.Hg・v.M EckardL Hannover 1913. S. 37 f. 

15) 9. Bricf vom 22. Jan. 1798.島da.，S. 48f. 
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るわ:kt原j でもあるのだ。こうして女は国家社会の命運に直結する存在として、夫と肩を

並べることになった。一一これも 18世紀の遺産である。

義務教育 しかし世は啓蒙の時代である。そのもっとも有効な手段が学校教育の普及

であった。一般就学義務制度の導入においてヨーロッパの他の国々をリードしたプロイセ

ンで、最初にこの制度を定めた勅令が公布されたのは、早くも 1717年のことであった。

フリードリヒ=ヴィルヘルム二世は、とくに田舎で若者の教育がないがしろにされてい

る事態を憂慮、し、「このきわめて有害な禍根j を払拭するために一般就学義務制度を導入す

ると宣言する。子どもを学校にやらない両親は f厳罰に処するJ。両親が貧しければ、「各

地区の救貧基金より 2ドライアーを支給Jさせる。「つぎに余は恵みもて、今後司祭が、と

くに田舎においては毎日曜日午後、教区民に教理問答の授業を遺漏なく実施すべきことを

望み厳命する。j この勅令がきちんと実行されるかどうか監視を怠ってはならない。違反者

があれば、罰として氏名を公示する。 16)

近代国家建設に意欲を燃やしていた国王の気概にはみるべきものがある。この勅令が女

子教育を想定しているのかどうか判然とはしないが、女子は排除されていると解さなけれ

ばならない理由もない。

この勅令は夏期と冬期とで通学様態に区別をつけ、夏は農家の繁忙期であるから、通学

は週に一、二度でよいが、冬は毎日通わせなさいと諭している。季節による通学様態の格

差はその後も解決されなかった。

パーデンの学校制度再編 ノくーデ‘ンでは辺境伯カルノレ・フリードリヒが 1803年5月に

「一般学校施設設置に関する第十三、最終設置勅令j を公布し、子どもに教育を施すため

に「一般的かっ学術的教育施設Jの整備に取りくんだ。

勅令は「初等学校すなわち基礎学校J(田舎学校と都市学校)と「中等学校すなわち下級

学校施設J(ラテン語学校、寄宿制高等学校、ギュムナージワム、リュツェーウムすなわち

アカデミー・ギュムナージウム)とを区分する。

初等学校の目的は、「都市民もしくは農民に、キリスト教徒として公民としての生業にと

って身につけるべきあらゆる知識を授けるJことにあり、「精神的発展をめざして生徒をし

だし、に高く導くことはしなしリ。 Bildungは初等学校の目標から除外されるのである。

16) 日付は1717年 9月 28日。引用は Geschic11leder Piidagogik Dokumentationsband 1. Hg. v. Albert Reble. 

Stuttgart 1971. S. 232 による(付録 1 資料篇 7)。フリードリヒ二世は『プランデンプルク家回顧録~ (1751 

年)で、やはり啓蒙主義時代の産物である科学アカデミーや大学が衰退しつつあることを歎き、情実人

事が大学の講座を独占していることを批判している。それが「健全な悟性Jと「哲学者Jを迫害しはじ

めた。いや、貴族さえ学問をさながら有害なもののごとくにみる風洞が立っているのは遺憾だと論じて

いる。「士官職を得た若い貴族は、大学での勉強は身を落す原因になると信じていた。人間の精神はとか

く極端に走って衰退するものだが、彼らは無知こそ取り柄、知誌を得るのはぽかぽかしい街学趣味だと

考えた。同じ理由で自由学塾も衰退した。事術アカデミーもつぶれてしまった。J(Denkwiirdigkeilen zur 

Gesc11ic11le des Ha/lses Brandenbl勾 (1751).Zit. nach: Die Werke Fridridls des Grtヂen.In deutscher 

Ubersetzung. 1. Bd. Hg. v. Gl1stav Berthold Volz， deutsch v. Friedrich ¥'cn OppelrトBronikowski，WiIly 
Rath 11. Carl Werner von Jordens. Berlin 1913. S. 319.) 
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田舎学校に関しては、「冬期のみならず一年をとおして聞かれている学校Jでなければな

らない。「さもなくば子どもは、冬のあいだに習得したことがらの半分を、夏になるたびに

ふたたび忘れてしまうからである。Jr授業は、夏期においては早朝から年長の子どもと一

緒に行われるよう配慮されねばならない。家事のため、子どもたちが両親の役に立つよう

昼間の時間を十分に確保するためである。Jこのような学校を「持続的学校Jと呼んでいる

が、これは季節によって就学実態に差があったことを証明している。

学齢は男女で区別がある。学齢は r7歳のはじめから、女子にあっては 13歳の終りまで、

男子にあっては 14歳の終りまでj である。ただし、その年齢に達した段階で卒業させるべ

きだといっているのではなく、学習の進度に応じて「さらに一年学校にとどまり、やむを

えぬ差し迫った理由がないかぎり、この延長を免除してはならなしリ。病気や緊急な家事(収

穫、草刈りなど)、両親の病気などのやむをえぬ理由なくして欠席してはならない。欠席す

る場合には届出が必要である。欠席の原因が両親にある場合は両親に罰金が科せられる。

学科目はつぎのとおりである。

(a)綴り宇 (b)読み方 (c) ドイツ語の綴り方 (d)計算

(e)歌唱 (f)聖書物語 (g)宗教教育の材料

ここに「完成課業Jが施される。そのうちもっとも重要なものが「教理問答Jで、あった。

実科学校 実科学校では女性教師が女子生徒に「糸紡ぎ、編物、裁縫」を教える。「糸

紡ぎと編物という女の仕事はすでに両親のもとで広く行われているため、子どもは家で母

親からそれらを習得することができる。j しかし裁縫は、とくに田舎では習得の機会が少な

いと考えられるので、「地方を問わず徐々に導入されねばならなしリと説いている。

男子の場合は、「辛い耕作Jに従事しなければならない「貧しい男子生徒が、その地方の

風土にかなったなんらかの手仕事や、緊急時にみずからを助け、さらにはなんらかの方法

で自活できるような手仕事を、たといそれが結局のところ編物にすぎないとしても、習得

するよう j配慮、しなければならない。実科学校は冬期だけ聞かれる学校である。

日曜学校 小学校を卒業した子どもが f一般に 20歳まで、もしくは、それを逸脱する

理由があれば少なくとも学校卒業後さらに三年間通うべくうながされるJのが日曜学校で

ある。 f宗教知識、歌唱、読み方、わけでも書かれた文章の読み方、書き方、とくにまた一

般の生活上の利便に適した短い文章作法、計算Jの授業が提供された。日常生活ないし社

会生活を送るのに不可欠ないわゆる文化知識の補充教育とし、う意味合いで設置されたもの

であろう。

なお、都市小学校も男女生徒で別の制度が想定されていた。 17)以上がパーデ‘ンの例であ

る。

1町η>>D肋rei，亙i::elな'::ell11川IIt陥E白sllnd引le昨t位zt陥es吉 Oαrg，伊i汀m仰刷1η1111ηi:切5釘印at刷1吋ti，ωO出 Ec日Edi市dic訂i
Lehra叩n附st“alt問 α匂:， e釘erla泊ss鍔envorπmM仏ar比kg炉raばfe叩nKarl Friedrich von Baden zu Karlsruhe am 13. Mai 1803. Zit. 
nach: Delltsche Geschidlfe Itl QlIellell IlIld Darstellllllg. Hg. v. Rainer A. Muller. Bd. 6: VIυ11 der Fra1/:osischen 
Revollltion bi・Szl/In WieneT K01/gres 1789・1815.Hg. v. Walter Demel u. Uwe Puschner [Universal-

Bibliothek Nr. 171∞6]. Stuttgart 1995. S. 349-357. 
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女子教育 当時の初等教育はこのように、田舎/都市、男/女、夏期/冬期、年齢、

目的による区別にたった制度をもっていた。実態としては総じて女子の就学率は男子のそ

れに比して低かったが、そうであったからこそ女子教育の必要性がくりかえし訴えられた。

バルトロメーウス・パハーの『少女の友』は 19世紀初めのものであるが、ここに収められ

た「通学の励ましj は女子教育普及のための宣伝小説として注目にあたいする。

マリーが六歳になったとき、父がマリーを学校へあげようと思う。「なあ、おまえ、おま

えもだんだん大きくおなりだから、だんだんとたくさんいいことを勉強しなければいけま

せん。おまえが立派な人になったら、おとうさまもおかあさまも、ほかの人たちも、いつ

かきっとおまえのことを喜ぶ日がくるだろうからね。おとうさまがおまえの先生になるの

がいちばんいいのだが、毎日おしごとがあって時間がないのは、おまえもよく知っておい

でだね。それでね、おとうさまはおまえをあしたから学校へやろうと思う。Jマリーは学校

が怖いと言う。しかし父はやさしい教師の顔を思い出させ、「お行儀がよくて、おとなしく

て、いっしょけんめい勉強する子が学校で罰をもらうことなんかないのだよ。ましてや、

ぶたれるなどということはありません。だ、って、なにもしていない子に、どうして先生が

罰をお与えになったり、たたいたりなさるものかね。よいことをおっしゃっても、それを

聞かなかったり、ほかになにか乱暴な悪いことをした手に負えない子なら、学校で罰をも

らうこともあるさ。だけどそういうことはめったにないのだよJと説得する。

これを聞くと娘の恐怖心は一度に消えて、「つぎの日の朝、うきうきして学校へ行きまし

たが、毎日たくさんよいことを教わるので、一時間もなまけませんでした。ましてやまる

まる一日なまけるなどということはありませんでした。けれどもほかの子どもはなまける

ことをおぼえて、それが自分たちをひどくそこねることになりましたj。この短い物語はつ

ぎのようなことばで結ぼれている。「少女はよいことをたくさん勉強したければ、まじめに

学校へ通わねばなりません。J18) 

カン卜の表現を使えば、まだ「啓蒙された時代j ではなく「啓蒙の時代Jである。その

ためのもっとも有効な手段が学校教育で、あった。そこには制度上、男女の区別などが行わ

れていたが、女子もまた「理性Jをもっ同等な人間として評価されるべきであった。

啓蒙団体 ところで、啓蒙を推進するための手段ないし啓蒙の成果にはさまざまなも

18) Bartholomaus Bacher (17刀・182η，Dt:r Madchenfrelllld， 1807. Zit. nach: ぬiI/{f t:r -11川川Itl仰Ildf戸11ぽgど印11附1Idli批t帥t:rut吋t町
九f“adc1lenliteげr日tれ11σr.Vom 18. fnltrllllndt:rt bis ZII1tl Zweitenれ'eltJ.:rieg.Eille Te.tl幻 1I/1II111tlg.Hg. v. Gisela 
Willくending[Universal-Bibliothek Nr. 8985]. Stuttgart 199-!. S. 78 f. (付録1百科笥8は全文訳。)マリー

が六歳であり(学齢期の認識)、就学を勧めたのが父親であること(カンベにもあった控の導き手として

の父)、小学校が男女別々に想定されていること、教師が父親代りの男性であること、怠惰への警戒と体

罰の容認などに、当時の教育観がよく現れているが、なによりも年齢にふさわしい教育カリキュラムと

いうものが自明のことになって事実は注目にあたいする。教育と年前日とのZ授な間保が認識されはじ

めていたことだけでなく、人聞が生れてから死ぬまでの時間が、今日の之う iこ.訪苧!司、青年期、壮年

期、老年期などに区分することが一般に行われはじめていたことも、ここで立三しておきたい。
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のがあり、雑誌と書籍、文学作品(この時代、人々の新しい希望や欲望を受けとめた重要

なジャンルが、母語で書かれた長編小説である)、大学、サロン、各種団体、たとえば農業

改良団体、国語浄化運動団体、読書団体、アカデミ一、フリーメイスンなど枚挙にいとま

がない問。しかしこうした啓蒙団体には一貫した特徴がある。会員がそもそも「知識人j

の「男子Jに限られているといっても過言ではないということである 20)。

フリーメイスン ドイツ学会
読書団体 経済団体

のロージェ (文学団体) 啓明会

ゲッテインゲン ライプツィヒ Illuminatenorden 
ミュンヒェン1781

1738-1755 
ボン1787・1799

176-ι1789 
一一一一一一一一一一一一一一一-----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---------一一一一一-一一一一一一・.一ー一一一一一一一一ーーー一一ー一---

SL Theodor 
会長ヨーハン・マ

vom guten Rat 
ティーアス・ゲス

会員数174
会員数279

会員数454
会員数91

ナー
(うち貴族52) (うち貴族 162)

(うち貴族39)
一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一ー ー一一一一一一一一一・'・一一一----一一ーー一一一一一一一一ーーーー
宮内官/ 名誉会員 282 官吏 42 官吏41 宮内官/

各種官僚 38 牧師/神学者 76 聖職者/ 学者(大学教授/ 行政官 103 

軍人 16 大学教授 51 神学者 32 医師/聖職者)18 聖職者/

聖職者/神学者 官吏 38 教員/ 大商人 13 神学者 64 

15 校長/教員 28 大学教授 30 手工業者 軍人 51 

法律家 9 医師 19 軍人 15 (企業家) 11 大商人 31 

画家 2 女性 12 宮廷楽士12 地主 11 大学教授 25

修道院管財人 2 貴族 28 法律家/ 工場制手工業 医師/薬剤師 12

音楽家 2 軍人 3 公証人 6 経営者 3 音楽家 7 

大学教授 1 大商人 2 ドイツ騎士修道 貴族 184 市のお抱え

大商人 1 正式会員 会顧問 6 身体医 5 

医師 1 (ゲ、ッテインゲン 大商人 2 市参事会員 3 

大学学生) 206 公使 2 修道院裁判官 3 

法学生 65 宮廷俳優 2 

神学生 56 文書管理人 2 

医学生 7 宮廷絵師 2 

なかでもフリーメイスンは啓蒙主義の申し子であるばかりか、啓蒙主義の代名詞のごと

く評価され、知識人のあいだ、で、は入会が流行現象となった。『フリーメイスン憲章JJ(1723 

年)をみるかぎり、自由と平等をむねとするキリスト教的博愛主義につらぬかれている。

フォン・ムルによれば、団体の特徴は、世界市民精神、人間愛、慈善行為の三つの徳目に

あり 21)、信仰、善良、純枠、名誉、友情などの独と区立を道徳律を重視しつつ、人間の道

19) Ulrich 1m Hof， Das EllroJ'1l der AIlj1dar/ll/g [Europa bauen]. Munchen 1993はみごとな見取図を提供して
くれる。とくにその95ベージ以下を参照せよ。また、Richardvan Dulm巴n，DieGどsellsclwjtder Al!戸lart:r.
211r biirgerlicllen ElIlan:;今川加1wullll件larer必cllenKlIltllr in Delltsc1l1Illul， Frankfurt a. M. 1986， S. 150-171に

各種団体のリストが掲載されている。

20)つぎの表は Rvan Dulmen， D化GesellsclwJtder Aゆlarer，a a. O. S. 59， 49， 87， 68 u. 10-1による。

21) Christoph Gottlieb von Murr， WJa den lI'al1ren Ursl'r/lng der Rosel/J.:relにどrIIl/d d，ωFreYlIIllltrerordms. NeZ，st 
eillemAII1lllnge:;lIrGescltichtederTeml.e111erren.Sulzbach 1803. S. 71. 
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徳的完成を目標としていた。その他あらゆる点から検討しても女性を排除する理由はみつ

からないが、ふたたびフォン・ムルを引用すれば、「国籍、身分、知識、宗教の男IJJをすべ

て廃棄した組織でありながら、唯一「性別Jだけは例外であり、「すべての女性が排除Jさ

れていた功。いや、女性だけではない。「庶民Jもまた事実上排除されていたのである。

ドイツ啓蒙主義の個性 啓蒙主義は全ヨーロッパ規模の運動ではあるが、ドイツのそ

れには固有な特徴があった。ファン・デ.ュルメンはそれを四点にまとめている。

一つは、「学術的、学究的な性格が顕著j であり、「フランス、イギリスとは異なり、社

会問題は十八世紀末まであまり注目されなかったj。

第二の特徴は、運動が「世俗当局と国家の改革政策に近い立場をとっていたj ことであ

る。「そのため当局に楯突く論調はついぞ聞かれなかった。たいていの啓蒙主義者は啓蒙絶

対主義が掲げていた諸目標に同意していたのである。j 運動の担い手に「官吏j が目だつの

はその証拠である。

第三に、 ドイツの啓蒙主義運動には文化的中心がなかった。パリやロンドンに匹敵する

中心地をもたず、むしろ「不均質Jであるところに大きな特徴があった。「多くの啓蒙主義

者は小さな領土に縛られて暮し、お互いのことを個人的に知らなかった。j むろん、文化の

中心都市が存在しないことは、神聖ローマ帝国のきわた、った個性でもある。これには功罪

二面があるであろう。国の文化をリードする中心地をもたないことは、文化の多様性のあ

かしでもあるからである。

最後に、ドイツでは「宗教問題Jへの関心が強かった。これは宗派分裂の結果である。「し

かし啓蒙主義とプロテスタンテイズムの密接なつながりや、啓蒙主義と敬度主義の息の長

い協力関係、の痕跡が認められた。とくにまた決然たる啓蒙主義者のなかには牧師と神学者

が含まれていた。Jどの啓蒙主義団体にも一定数の聖職者・神学者会員がいたのは、上掲の

表からも読みとれる。「し、ずれにしてもドイツの啓蒙主義には、文化と文学両面の要求を超

える社会、政治的方面の構成要素が欠けていたのである。J23) 

カルシュは人生の頂点を迎えるころ、 1762年に、ヘルムシュテット学会の名誉会員に推

挙された。 ドイツ啓蒙主義運動が学術的・学究的性格をもっていたとはいえ、啓蒙団体の

会員構成からみれば、これはまことに異例な事態であった。他方、啓蒙主義の教育的恩恵

を受けなかったこともまたある意味で異例だといえばいえる。少なくとも啓蒙のプログラ

ムから漏れ落ちた存在で、あったことは、自他ともに認める事実である。

カルシュのドイツ語の綴りは恋意的であり、職業ZJfえすなわち作家としての文学的訓

練の面でもカルシュはディレッタント詩人た、ったといえようちたとえばソネットに代表さ

22) Ebda.， S. 71. 
23) Richard van Dulmen， K必1山山1川tげr1附11仰1IdAll附lt口勾Ig;11 deげTfn丘品t苛疏lrm

Iμalルtげrlll口lllldertバt.Mün配1にche叩n1叩99叫4. 引用は、リビアルト・ファン・ 2ュンメン『近世の文化と日常生活~ 3 r宗
教、魔術、啓蒙主義一一16世紀から 18世紀までj生ミ三三?と、 1998年、 290-291ページによる。
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れるような厳格な詩形式は、カノレシュ詩集のどこにも見あたらない。いや、総じてカルシ

ュ詩集は、形式の面では雑然とした印象を受ける。一定の韻律と押韻が行われ、詩行構成

にある種のリズムがあることは明白である。しかしそこには特定の詩形式と呼べるような

ものが存在しない。

カルシュの刻苦勉励、自学自習の成果の一つに、神話的知識がある。それは詩の随所に

現れている。しかしその成果は痛ましい印象を与えることがある。なぜなら、神話的知識

から拾いだされたエピソードの連鎖は、当の詩の主題を見失わせるほどだからである。特

定の人物に贈る「機縁詩 GelegenheitsgedichtJにおいて、カノレシュはなによりも当該人物

を称えなければならない。詩人は対象となる人物の美点を列挙するであろう。そのときカ

ルシュは往々にして神話に取材し、神話世界に美点の比輸を探し求める。その博引芳証は

強引であり、しばしば文脈を見失わせる。読者は詩の主題が人物の讃美で、あったことを忘

れてしまうのである。

神話世界と同様に、フリードリヒ大王のモティーフもときとして強引に引合いに出され

る。詩の主題とは離れ、無理やりフリードリヒ讃美の結論が導き出される。

雑然とした印象はこのような「手法」にも原因がある。カノレシュに欠けているのは厳格

な形式意志である。自学自習の成果を抑制し、詩の対象を一定の形式のなかに閉じ込める、

その禁欲的態度である。

メンデルスゾーンは、カノレシュへの過剰評価を

警戒し、彼女はその天才に嬬ることなく、周囲の

人たちの助言、批評に耳を傾けるべきだと語って

いる。「雑な筆遣いでも馬の街のちょっとした泡く

らいならじようずにまねもできるが、一本の蓄積

をありありと表現するにはいたらない。そこには

軽い筆遣いだけでなく、計画や意図、あるいは十

分に練り上げられた全体像といったものが求めら

れるのである。詩を書くことにばかりかまけず、

もっと吟味し、できるだけ機会をとらえて、われ

われがどの文学ジャンルにももっている偉大な模

範と自分とを比較し、読者の前で震えるわざを夫

人に教示しておくべきで、あった。こういう言い方

Moses Mendelssohn 
1729 -1786 
Stahlstich 

は夫人の自己愛にこびるもので、はなかったで、あろうが、どんな行き過ぎたお世辞よりも夫人

には有益であったはずだ。お世辞などを言っても、当然のことながら、完壌をめざす夫人の

歩みを阻害するだけである。その場合、夫人の名声はさほど速くは拡がらなかったであろう。

しかしそれは徐々に高まり、今その名声が徐々に低下していくのを目撃する危機にあれば、

なおさらゆるぎないものとなっていたであろう。Jメンデノレスゾーンはカノレシュが即興詩に

巧みであることを認めながら、そのようなことにばかりかまけていると、ある程度は名も売
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れるであろうが、いつまでたっても素人詩人にとどまるほかないと警告したのである。 24)

カルシュは教育の五つの局面いずれにおいても例外的現象である。女の身につけるべき

技能の第ーである「忍耐J と「忍従j一一カルシュが及第点をもらったのはこの美徳だけ

であった。彼女は貧乏で、教養とは無縁な層に属していた。妻として、夫からの脱出とい

う前提をまず克服しなければならなかった。そもそも啓蒙の対象となっていたのは中流階

級と教養市民層とである。ここに属する人々こそ国家社会に有為な人材となることが期待

されていた。

カルシュは女であり、庶民であり、元来は文盲に属し、離婚を経験し、教育を受けなか

った。文盲は大伯父の配慮と自学自習をつうじて、慈、意的なドイツ語にとどまったかもし

れないが、克服することができた。離婚のハンデ、イキャップは再婚と「詩人Jという職業

によって克服した。詩人として名声を博するなら、教養市民層に属さない庶民であること

も帳消しになるであろう。克服できなかったのは、女であることと、詩人として文壇で生

きていけるだけの訓練と知識であった。にもかかわらず詩を書き、それを売って生活する

ことができた。それを可能にしたのは「才能j なのであろうか。

24) Moses Mendelssohn， B加dザφe， d政な N陥E出 t化eLit白fぽM胎伽tt位伽t化財伽rげm仰r灯ra仙T
In: 0， mir en伽 isc1ltnicllt was die Menschen fiihlen. Gedichte lInd Bげ手t¥Jno'¥r:ロレ:刀訂 Karscllin.Hg・u.mit 
einem Nachwort v. Gerhard Wolf [Markischer Dichtergarten]， Berlin 1円1.Sこ39・2.15.(付録1資料篇

21-1) 
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第五章天才と自然と教育と

天才の自覚 カルシュは詩の天才であろうか。教育の欠落を補ってあまりある詩才に

恵まれていたのであろうか。カルシュは何度も神の賜物を歌っている。

安らかな心、わたしの周囲をえ配し、

仕事にも不機株にも一日として

わたしを疲れさせないこの静かな平安、

血管を流れるこの柔らかな犬、

そして、わたしのなかで考え歌うこの感情、

これらはみなわたしを慈愛をこめては<.<まれた方の賜物だ。 1)

生れたばかりのわたしを神は天使の手にゆだねられた。天使はわたしにムーサイと竪琴

を授けた。この竪琴でフリードリヒ大王を称えるのだ 2)0

この才能は教育のおかげではない。神の賜物であり自然の贈り物である。「教師から美し

い表現の/選びかたを教わったことはなかった。J3) 

tもを愛する友よ、真理を諮る者よ一一

あなたはわたしの才能をほめ、それは自然の賜物だという。

自然、にはその価値があり、名誉が与えられて当然だ。

わたしの肴想、表札、精神、飛距は、自然の贈り物だ。

技普から待たものはな〈、

教師から教わったものもな1.¥0

-aaJ 

• • • • • • 「
1
1』

ああ、わたしの青春時代は

奇妙というもおろかなものだ。あなたのご乳切ゆえに

わたしはあなたを友人の一人に数えることができる。

1) "Morgen-Gedanken 1761". In: AIL';aleselle Gedidlfe VOll AlIIlll Louisa Knrschin Nachdruck der Ausg. 

Berlin 1763. Mit einem Vorwort v. Barbara Becker-Cantarino. Karben 1996. S. 23. (付録1資料篇 14・1)

2) "An Palemon. an ihrem Geburtstage. Den 1ten des Christmonaths 1761". In: ebda.， S. 217 f. (付録1資料

篇J.l-3)

3) "DerS孟ngerbey der H田 rde，in Welschland， eine Erz油 lung".In: ebda， S. 312 (付録1資料篇 14ァ4)
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ならば、うるわしき詩人よ、わたしはひたすらに

感情をこめて、自然がいかにして

わたしをは('(んでくれたかを、

自然、に敬意を表してお話ししよう。 4)

天才と教育 カノレシュの天才は教育によるものではなく、神と自然からの授かり物だ

というのだが、このことはカルシュ自身はいうに及ばず、その周辺の人々によってもくり

かえし宣伝されたメッセージであった。教育が与えうるのは詩の規則だけである。すぐれ

た詩は自然の恩恵である一一ズルツアーが『精選詩集』の序文で主張したのは、まさしく

このことであった。「詩人は教育と規則によってつくられるのではなく、その召命と能力と

を自然からのみ受けとる、とは古来よく知られたことぼである。この召命を授かった者は

意図や技術とは無関係にムーサイの言語を語る。しかしこの召命がなくても教育と規則と

で補えるかというと、そうはし、かない。プラトーンは、歌を感激によって生みだ、し、その

歌が何であるか自分も意識しないというのが、詩人のほんとうの特性だと言っている。詩

行が調和し進行するのにともない詩人は熱狂する、それが詩人に思想と像とを提供するの

であって、そういうものは腰を落ち着けて見つけられるものではないというのが、プラト

ーンの見解である。Jそして、その実例がカルシュだというのである。(傍点は筆者。)

ここにわたしたちが何篇かの精進された歌謡を世に送りだす詩人の例は、先のこと

ばの真実を疑いようもな〈証明する。意図もなければ技術も教育もな〈、彼女が最上

の詩人の仲間入りを来たすのをわたしたちは目撃する。自然が惑j款をとおしていかに

作用するか、それな〈しては意図も努力もいかに自然の欠落を埋めるすべがないか、

この詩人をみてわたしたちは驚きを禁じえない。もっとも成功した歌謡はすべて想像

力の灼熱のうちに書かれたものである。これにたいして、意図をもら、じっ(り考え

た末にこしらえた作品では、つねに無理強いした痕跡とムーサイの不注がかなりあら

わになっている。詩人が集いにおいて、あるいは孤独な時間に、なにかの対象に活き

いきと心を動かされると、その精神が突如として熱を帯びる。忘我の境地に主ち、魂

の一本一本のぱねが活発に動きだすと、彼女は詩作へのあらがいがたい街動を覚え、

ムーサイの吹き込む霊感のままに、驚。莫すべき速さで歌を害(0 5) 

ザームエル・パウアの事典も、カルシュの項目の冒頭にこのメッセージを引用している。

「詩的天才を生みだすのは自然で、あって技醤ではない、とは古くから言い伝えられたこと

ばである。この詩人の例はその雄弁な証拠である。もっとも成功した歌謡はすべて熱狂の

うちに書かれたものだが、落ち着いた熟慮の末に完成されたものは、例外なく詩神の不興

4) "An einen jungen Freund. 1m M託rz1763". ln: ebda.， 5.76 f. (付録1資料篇1↓-1)

5) Uohann Georg Sulzer，] Vorrede. ln: ebda.， S. VIII-X. (付録1資料篇11)
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をかなりあからさまに現している。Jr[……]その直前から文喜への自然な愛着の最初の痕

跡が現れた。Jrこの詩人の多くの作品は高い詩的天才を証明している。J6) 

娘カロリーネによる母カルシュの伝記も、自然に授けられた天才を力説し、人為的教育

の弊害を指摘している。

彼女は多種多様な鳥と田舎の昆虫を覚えた。木や芋や花の種類の達いを研究し、も

っとも取るにえらない雑草もた「いまれな記憶力を駆使してその名前を覚えてしまっ

た。同じようにして四季の移り変わりも自然界の変北も炉り、星空に親しんだ。だから

こそ美しい色彩のすべてを動員して拝かしい自然のすがたを描くことができたのであ

り、それが、もしかすると化の追随をゆるさぬ美質をその傑作のかずかずに与えたのか

もしれな L、。詩人がこのような牧童の暮しではなし人の手によるしつけの幸福に患ま

れ、札代の本を持っていたら、いま広〈知られている高い水準にまでその才能を飛距さ

せることはかなわなかったであろう。ほんとうの天才は、永いあいだその才能自身にの

みゆだねられたとしても、そのことによって損なわれることはないであろう。事実、あ

まりにも平〈ひじようにす「れた手本を示してしまうと、そのような教育法によって天

才はみずから大胆に飛掬することにたいし臆病になってしまうのである。それゆえ、早

くから養成された才能が大胆に躍動するほど高められるのはまれなのである o他方、放

任された天才の野怯の自由な力がそれを容易になしとげてしまうのは、天才の奔放な流

れに翻弄されてときどき規則をないがしろにしたり、流れに任せて取りかえしがつかな

いことになる危険はあるものの、まだ失ロらない菩術の現則を恐れる必要がな L、からであ

る。 7)

ここでは、「天才Jが「教育j によって得られるものではないという主張を超えて、「教

育Jは「天才j を阻害する、「教育Jが授けうる「規則j は「天才の野性の自由な力Jr天

才の奔放な流れj をかえって萎縮させるとさえ語られている。天才の奔放な力は野放図に

なる危険はあるものの、母はさいわいにして教育の人為にわずらわされなかったがゆえに、

生来の才能を開花させることができたのだ、と。

啓蒙主義から天才讃美へ ゲーテは名高い演説のなかでシェイクスピアの天才を称え、

「規則づくめの演劇Jと手を切り、自然を旗印とした新しい演劇を宣言するが、これは啓

蒙主義に代表される理性・悟性と規則を重んじる作劇法から、天才を讃美するシュトルム・

ウント・ドラング演劇への激越な脱出を意味する。

規則ず〈めの演劇と手を切ることに一瞬たりともためらいませんでした。場所の坑

6) DeutsclllulIds Sdlriftstellerillnell VOIl SUlIIlIt:l BUllr (17，卯九 a.a O. S. 41・53.(付録1資料篇5)

7) [Caroline Luise von Klencl叫]Vorbericl市 nderLebenslauf der Dichterin Anna Lou問 Karschi凡 geb.

Durbach. In: Gedichte VOll AUIIU LOllisu， Knrsdlin， geb. DiirlJudl， a. a. 0. S. 28 f. (付録1資料篇6)
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ーはまるで牢獄のごと〈窮活に忠われ、筋と時間の筑ーはわえしたちの想f主力をしば

る重いえかせのように怠じられました。わたしは自也な大えのなかに飛び込み、わた

しにも両手両足のあることをはじめて感じたのです。鈍射という君主がその穴のなか

にいて、わたしたちにいかに多〈の不正を働いていたか、いかに多くの自由な魂が今

もそのなかで窮還な思いをしているか、それを知ったいま、この速やに挑戦状をえた

きつけ、母日後らの塔をこなごなにえたき壊すことを試みなかっえら、わたしの心臓

ははり裂けていたでしょう。 8)

みずから天才を自認する持侍は、世界史のなかに自分自身が埋もれてしまうことを拒否

し、天才シェイクスピアの業績を正当に評価しうるとすれば、その評価能力がみずからの

天才の証明であるとさえ豪語し、晴やかなウィリアムの聖名祝日に f魂の平静j はふさわ

しくない、熱狂すること、「叫ぶjことこそふさわしいと語る。「そこでわたしは叫びます。

自然、自然、シェイクスピアの描く人間ほど自然なものはない、と。j

啓蒙主義への訣別宣言に先立ち、その両者が共存する段階について考察しておきたい。

ズルツアーの文整理論 ズノレツアーはゲーテ

のシェイクスピア讃美と同じころ、大著『文事の

一般理論』を出版した。このなかで、ズルツアーは

f悟性Jと「天才Jとの協同こそ傑作の源泉であ

るという思想、を展開している。 f天才jの根拠は「自

然j にあるらしい。自然はとくに選び出した人間

に、 f特定の対象に格別な感受性を示すJょうしむ

ける。すると、当の人間に「欲求Jが生ずる。こ

のような欲求がなければ、いかにすぐれた悟性と

いえども活動は停滞するであろう。「したがって天

才には暖かい感情というものが必要である。Jいや、

f天才というのは、こうした感情が支配してしま

った人間であるん

では、悟性だけでもすぐれた作品は書けるので

あろうか。 r'li吾性の人聞は、感情や内面の欲求がな

くても、流行から、あるいは模倣の喜びから、あ

るいは感情の外にあるなんらかのきっかけによっ

て、ほかの人が天才の衝動から行う仕事に巻きこ

まれることがある。しかし、どれだけ悟性が立派

6cpbntn ~ÚJt~t 
..・曹司-，ま"，

前事必1参事血叫取r抗争11lI1I，l.tr... 続伸訟柿制f自ヨ出守

foゆ蜘，雪!nit，抱
般事伽帽...... 

~I"創偲・f" !l.f' ft.hu， 
智s・a・..，飾的..・・柏岡・輔⑤胸骨骨俗調蜘働省‘

~r 骨 tr 雲 btil， 
輔嘗制:).

fd'llt. J'11・L
恥，乱 a仙 4・岡山・ iflt，.醐‘晶唱

噂斡割聾錦鯉堕県盟締.

Titelseite des 1. Bandes der 
Allgemeinen Theorie der Schonen Kiinste 

von Johann Georg Sulzer 
(いipzig1771). 

8) Zum Shakespears Tag (1771). Zit. nach: Samtliche Werke. Jubilaums-Ausg. Hg. v. Eduard von der Hellen. 
36. Bd.: Schriften zur Literatur. Mit Einleitung u. Anm. v. Oskar Walzel. 1. Teil. Stuttgart u. Berlin o. J. S. 
3・7.(付録1資料篤 13)
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でも、真の天才のはるか後塵を拝するしかないであろう。J悟性が冷静な計画にもとづいて

執筆しても、それは技術と模倣の産物だと見抜かれてしまう。悟性は秀でた感性と結びつい

てはじめて天才となるのだ。

卓越した作家は「異常な魂の活動Jを感ずるとしづ。それが想像力を刺激すると「感動J

が生れる。「感動に襲われた詩人Jは、わざわざ計画など立てなくても、最適な思想と形と

をやすやすと見出してしまう。

「異常な魂の活動Jは「欲望の力Jとして現れるか、「魂の想像力Jとして現れるかのい

ずれかである。つまり感激には「感覚Jにはたらくものと「想像Jにはたらくものの二種

類がある。どちらもそのみなもとは、一定の対象が魂におよぼす活きいきとした「印象j

にある。この対象が不分明で、想像力の飛躍する余地がなかったり、対象の作用による感

情のほうが強く、対象の性質についての知識が不足したりするときには、感情が優位に立

つため心は熱狂し、注意力は内面の魂に向けられる。讃歌、煩歌、悲歌が生れるのはこう

いうときである 9)。

これにたいして、対象が明瞭な像を結び、精神が対象の全体と細部とを明確に把握する

場合、悟性と想像力とはともにその対象をしっかりとつかみ取る。天才の感激はこうして

生れる。

今や対象は尋常でないえのなかに見られる。そのなかにまだ見たことのないものが

見える。長いあいだ見たいと忠っていたものが、今や努力なしに現れる。なにか高 L、
善意の存在がわれわれの五患を鋭利にし、あるいは超自然的な方法で願わしい対象を

われわれの想イ象力の前において〈れた、そう信じた〈なる。

[・・・・・・]

感滋につつまれて成った作品もし(はその一部には、萎術家がその対象を見たとき

の宣かな生気と燦然たるえの、明確な痕跡、が刻まれている。すべてのものが堂かな泉

から流れ出たかにみえる。一語一語、一筆一筆が力強〈、まさになすべきことをなし

ている。この勢術家にとっては一切が容易であった、伎は何も求めなかった、あるべ

きところに見出したにす Fない、その魂全体をか〈も活きいきとみたして〈れた対象

を自分のタトに表3足した〈て、 fえはうずうずしていたのだ、ということがよ〈わかる。

倍性・理性を高らかに宣言する啓蒙主義文学観は「天才Jによって修正されようとして

いる。すぐれた作品を産みだすのに必要なものは、天才と悟性、そして両者を結びつける

「感激Jr感動Jr感受性Jr感情j である。

悟怯と天才とをもちあわせる萎術家なら、感激にえることができれば、す?にでも

9) ここでズルツアーがカルシュを念頭においていたかどうかはわからない。しかし、そうかもしれないと
想像したくなる主張である。
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創作の成功はまちがいないと信ずることができる。もう心百己することはなにもないか

らである。自分の感覚に身をゆだねさえすればいい。表1足すべきことはすべてイえの空

想の世界に明時な像を結んでいる。意図も熟慮、もな(、魂があらゆる部分を最善の方

法で秩序づけ、もっとも活きいきと作り上げる。

悟性と天才の二つが必要である。両者を結びつける「感激Jは対象の魅力から生れる。

これらを教育によって補うことはできないのである。

あらゆる惑滋のみなもとは、すべての注意力を集中させる対象の強い魅力にある。

だからそのために二つのものがぜひとも必要になる。中し分のない魅力をもっ対象と、

基術家の側の感じやすい鋭敏な魂とである o [……] 

空想の美しさ、悟性の完壁、道徳的偉大さなど、成知な感情が完全に欠悲していると、

もはや教育によっても.味習によってもこれを補うことはできな L、。

ただし特定の対象に注意力を集中するには一定の「技術Jが必要である。「感激すると、

すべての注意力がとくに一個の対象に向けられているので、同時に存在する他のすべての

魂の表象は間のなかへ落ちていく。そのため、つぎには、注意力をただ一つの対象に限定

する技術も、感激のための手段として必要になる。この技術は明断かっ熱心な沈思によっ

て得られる。J10) r技術Jと冷静な「思考J、「計画Jは「感激j を遺憾なく発揮させるうえ

で有効であり、必要不可欠である。もしもこの「技術j が「教育Jないし「訓練Jによっ

て与えられ鍛えられるものであるなら、たしかに天与の才能は教育によって支援されるの

である。このようにズルツアーの文審理論は、啓蒙主義時代と新しい天才讃美の時代とを

つなぐ橋渡しの役目を果したのである。

シュトルム・ウント・ドラング 1777年 11月、ラーヴァーターは青年ゲーテを努需と

させる口調で「天才Jを論ずるが、もはや冷静な考察とは無縁な叫びとなっている。

何が天才なのか。何が天才ではないのか。想、保と概念におけるた「いまれな明日計さの

才能にす Fないのか。自に見えるがごとき認識にすFないのか。正し〈見、判断し、さ

かんに働き、秩序づけ、与え、拡げることにす Fないのか。異常なほどやすやすと学び、

見、比較する能力にす玄ないのか。それは単なる才能か。

天才は創造的精神である。

創造的精神、目には見えない高い存在から命令され、あるいは指図されたかのように、

10) Johann Georg Sulzer， Allgemeine刀leorieder Sc1I1Jnen Kfinste in einzeln， nac11吟IlwlldischerOrdmmg der 
Krltlstwarter arif einarlder戸1genden，Artikelll abgelwlldelt， von Johann Georg Sulzer. Leipzig 1mj177-l. Zit. 

nach: Digitale Bibliothek Bd. 67. Berlin o. J.: Artikel "Genie" und "Begeisterung". (付託1究科篇12)
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気づき、知覚し、ながめ、感じ、考え、語り、行動し、造形し、詩作し、歌い、こしら

え、比較し、分類し、結びつけ、推論し、予感し、与え、奪う者は、天才をもっている、

彼自身がなにか高い存在でもあるかのように、いや伎は天才なのだ。

可
B
E
d--

• 「
1
1』

人間には学ぶことも教えることもできない作用、力、行為、思考、感覚があるとき、

そこには天才がある。天才、火を見るよりも明らかな、もっとも説明しがたいもの、そ

こにあれば感じられるが、愛のように2吾りえないもの。

天才と、天才のあらゆる作品と働きの持容えは、私見によれば、 3息れである。天イえの幻

のように、求るのではな〈そこにあるものだ。去るのではな〈すでに不在である。天伎

の幻のように骨髄に達する。滅びることな〈人類の不滅の域に働きかけて、消え、消え

たあとも働きつづけ、甘美な戦保、おののきの浪、歓喜の蒼白をあとに残す。これが天

才の作品と働きだ。

[..・ H ・]笠みのままに、できるがままにそれを名づけ、記述するがよ ¥"0 いつもそれ

は確実に存在する。学んだものでも借用したものでもな〈、教えられないもの、借用で

きないもの、内的に独特なもの、模倣しがたいもの、神々しいもの、これが天才だ。霊

感のようなものが天才だ。あらゆる氏族と時代をとおしてそれを天才と称してきた o そ

して人同が考之、感じ、語るか Fり、天才と称、せられるであろう。天才はきらめく。天

才は創造する o 組域ィιなどしな L、。創造するのだ。[......] 11) 

カルシュはこうした時代の流れをたくみに利用したとはいえないであろうか。ズルツア

ーは『精選詩集』序文で、カルシュをみずからの文書理論の証人として提示した。カルシ

ュの天才は自然の賜物である。教育は関与していない。天才は「感激Jによって発動し、「歌

はたちまちにして流れはじめるん

わたしたちの詩人がその召命を自然からのみ投かったことがL、かに疑いえぬ事実で

あるか、当人の生活状況のすべてがそのことをもっとも明確に証明する。なぜなら、そ

こには自然にもって生れた素質以外に、文勢への街動を人工的に彼女のなかにつ〈り出

せる要因が何も見出せな L、からである。この詩人の場合、学習によって獲得した規則が

天才の代役を務めうるということを納得させられるような状況が何一つないのである。

11) >>Physiog1l0111おdzeFraglllellte zlIr Befortl，どY/lngder Mensdzellkemztnis zl1ld Me/lsc1zellliebe(( (1775-1778)，4. Bd.， 
1. Abschnilt， 10. Fragment: Genie. Zit. nach: Johann Caspar Lavaters n/lsge'll'ii1zlte Werke. Hg. v. Ernst 
Staehelin. 2 Bd.: Gott sc1げ
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この詩人はどん底と紙一重の境涯に生れ、その教育も、子ども時代と青春時代のはじめ

に与えられた仕事も、卑しい出白に見合うものであった。しかし長じてなおその暮し向

きは、自然のほうが彼女の造迭するあらゆる障害よりもはるかに強力でなかったら、か

ならずやその精神をもっとも涼い況にまみれさせたであろうた寸いのものであった。 12)

感情 カノレシュは自分が無教育であったこと、自然にのみ天才を負っていることをく

りかえし強調し、強い感情に身をゆだねることが創作の発端になるとしづ意味のことを力

説する。

葡萄酒に酔いしれて地.上の悦楽を歌いし:君よ、

アポローンは黄金の弦を張りし行情の調べを

われに贈らざりき。されどわが致は歌なりさ、

たましいの感じたる底よりせきしらぺをわれは歌えり。 13)

笑いさんざめ〈一月に

愉悦こそわが務めなりさ。

そっとざわめきっ歌はのぼり求れり、

多感なるこの胸のうちより。1，1)

やめよ、いとしさ女魔術師よ、

歌い弾〈のをやめよ、

われは燃ゆ、女なれば[……]15) 

わたしが詩的にま吾るなどとお思いにならないで〈ださ L、。そう、わたしは心が告げ

るとおりに吉長ります。 16)

醜い容貌 第一自伝書簡でカノレシュは、「母はわたしの顔を見たとき、わたしが陰気な

額をして見上げたので、わたしにキスをするのを嫌いましたJと、生れたときの顔だちに

ついて報告している。カルシュは何度も自分の醜さを話題にしているが、ラーヴ.アーター

もつぎのように述べている。

「こんな顔になるくらいなら詩など作らないほうがましだ。J一一一わたしはこのささ

12) Vorrede， S. XI-XII. (付録1資料篇 11)

13) "An Herrn Utz， den Verfasser der lyrischen Gedichte". 1αAllst:rlesene Gediclite， S. 186. 
14) "An Palemon， nach ihrer Zuruckkunft aus Halberstadt. (1m Weinrnonat 1761.)" In: ebda.， 5.212 r一月」

(原文は 30日)とは、ハルノくーシュタットで過ごした快適な 30日間という意味。

15) "An eine Dichterin， welche das Klavier spielte (1767)". In: Gαfic1zte (1792)， S. 78. 

16) Karsch an Gleim， Berlin， d. 8. Juli 1761. In: "Meill Brzuler ill Al'oll"， Bd. 1， a. a. O. S. 20. 
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やかな骨相学をつうじて以前よりもはるかに寛大でやさしくなった。そう。「むしろこ

んな顔をしていても詩を作ったほうがましだ。J一一ー美にはどれだけ異議申立をしても、

やはりこの顔が精神にあふれているのはまちがいのないところだ。しかも異常なほど明

る〈揮し気持ちのこもった予言者の眼光だけではな L、一一いわゆる醜い鼻もだ。と〈

にローーその他の筋肉と影の作用もすべてそう。忘れてならないのは、男のようなあ、

額から骨ばった顎までとど〈巻き毛の輪郭全体一一それ以外にも忘れてならないとこ

ろがある。とくに鼻と下唇とのあいだには、いわ(いいがたい堂かな精神が漂っている。

ポエジーがポエジーとしてこの顔の両日艮にいるべき座を占めているように忠われる o

一ーそのほか頭全体のかたち、;少な〈とも額と鼻は、むしろ冷徹に探求する思想家のそ

れだ一一一そして、これはだれにも判らないのだが一一ーもしかするとこのメ、、カルシンは、

詩人よりも むしろ哲学者にもなれたであろう。].c.ラーヴァータ -17)

娘は母の容貌を弁護する(傍点は筆者)。

母はこの子を 1722年 12月1日に産んだ。詩人みずからの記述によれば、生れたと

き醜い子だったという。額のしわだらけの皮宥が、顔、に涼〈陰気に〈ぼんだ両目の上

まてe畠れ、やせこけた顔にはうっとうしい気難しさが現れていた。体も顔の皮/育とま

った〈同じ黄色で、しわ〈ちゃだった。よのかわいい子どもたちに慣れてしまってい

た母は嫌悪の情をおぼえて生れたばかりのいきものから目をそむけ、こんな醜L、子は

どこかへやってもらいたいもの万わ、水阜の川にでもほうりこんでよ、と、思わず辛

抹な冗談をロにした。他方、ぜひともここに書いておきたいことがある。詩人はその

後けっして醜〈育ったわけではな〈、また、もしも身イ本と表情とをうま〈あやつるす

べを心待ていたら、えぬまで美人でとおったであろうと忠われることである。彼女は

中背の、均整のとれた上品な主ち姿をしており、美し L、、ずっと変らない顔色で、 jえ

い褐色の髪と、これ以上宝めないほど美しい、 L、かにも人間らしい額をもち、そこに

はまさし〈偉大な精神のえが宿っていた。拝きにみらあふれ、ひじように明る〈雄弁

な目、つねに赤い唇、上段嫌のときは表情に心から陽気な気分があふれていた。しか

し、たいていその顔を支配していた眼光にさらされると、ひとは耐えがたい印象を受

けた。 Lliしliある瞬間にえが散ることはあるが、それでも忠考やふるまいが逸らさ

れないようなとき、相手になるのはむつかしかったであろう。 18)

晩年のカルシュを苦しめた娘との確執にもかかわらず、その娘の母を見る目は慈しみに

1町ηm肋'ys卯5幻i勾io噌'gll即IOmiω5κd叫ζd，ぽeFrn附gn附t
Wi加nt匂er此thu山町11汀r1η77刀7玖 3. Bd.， Abschnitt 11， Fragrn. 14， S. 315. Zit. nach: Anna Louisa K 訂 schin， Gedic1l te IIIII( 

Lebe1/s:e/lgnisse. Hg. v. Alfred Anger. Stuttgart 1987. S. 3. 

18) Vorberichtender Lebenslauf der Dichterin Anna Louise Karschin， geb. Durbach. In: Gedichte (1792)， a. a. 
o. S.12f. (付録1資料篇6)
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あふれでいるように思われる。娘は評判の悪い母の額に叡智の諮りを見、鋭い眼光に人は

射すくめられるような感じを受けたと述べている。

カルシュ当人はしかし醜い容貌をあえて公言してはばからない。 fわたしは美人だといわ

れたことなど一度もありませんj と第一自伝書簡に書いている。 fェーザー氏が女詩人の肖

像画を描いたときパーレモンにJ(1761年 12月16日)では、画家が魅力のない口と頬をわ

ざと無視しながら、‘ fわたしの自にわたしの心をJ見つけ、そこに f精神を発見j したと歌

つ。

彼女のために虎術をつかうこの品家の名を教え、

こう告げてほしい、この歌姫は

外側の魅力には乏しいが、

甘美な惑情は笠かであると。

繊細につ〈られた心をもって

女はかつてサッポーと呼ばれた。

ムーサイにめでられ、

友を裏切るようなことはなかった。 19)

uisa Karsch 
この詩が書かれたのと同じ年、 1761年5月 14日付の rl Christian Kehrer， 1791 

グライム宛書簡には、さながら不美人であることが、自

然から与えられた才能の代償であるかのごとく、「でも美人のサッポーを想像なさらないで、

ください。いえ、詩人ような陰気な額、無口なこつの青い目、口づけを受けるためにグラ

ティアたちの唇にならってつくられたらよかった口、しかしわたしの全体をご覧ください。

わたしの心を。心については自然は親切でした。詩人にふさわしく心は感情そのもの、友

情そのものです」と、むしろ胸を張って書いている風情がある 20)。カルシュは、「深刻にし

わの刻まれたその額jは考えるために神の手で造られたものだと天使に語らせる。すると、

「そなたに預けようJと神は天使に言われた。天使はカルシュにムーサイと竪琴とを、す

なわち詩の才能を恵み与えた 21)。醜い容貌のおかげで天才を賦与されたのだと言わんばか

りである。

天才は教育によって与えられるのではない。教育の人為は規則を教えることはできるが

天才をつくることはできない。カルシュが自然児として育ったのはその天才にとってさい

わいで、あった。カルシュは即興詩を得意とした。その多くはなにかの機縁、あるいは特定

19) "An Palemon， als Herr Oeser das Bild der Dichterin entworfen hatte. (Den 16ten des Christmonaths 

1761.)" In: Auserlesene Gedichte， a. a. O. S. 230. (付録1資料議 3)

20) An Gleim， den 14. Mai 1761. In: "Mein Bntder in Apoll"， Bd.l， a. a. O. S. 7. (付録1資料篇 15・2)

21) Siehe: S. 38 der vorliegenden Abhandlung. "An Palemon， an ihrem Geburtstage. Den 1ten des Christ-

monaths 1761". In: Auserlesene Gedichte， a. a. O. S. 217 f. (付銑1資料篇 14-3)
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の人物に寄せて書かれた[機縁詩 GelegenheitsgedichtJ である。そこには詩の契機と対象

が存在する。カルシュは対象に「熱狂」し「感激jする。その熱狂と感激、灼熱のまにま

に、さながらベンがひとりでに動くかのように詩が書かれてし、く。これこそ天才のあかし

である。が、カルシュの容貌はその天才の代償なのだ。たしかに醜い容貌は余計な話題で

ある。が、容貌にも現れた洗練されない野生、教育に損なわれていない天性こそ、カルシ

ュの存在理由なので、あった。カルシュは啓蒙主義運動のもっとも重要な手段で、あった学校

教育を受けることがなかった。読み書きが実際にはどの程度の水準であったか定かではな

い。少なくとも文義の規則にも、 ドイツ語の書法にもうとかった。カノレシュ批評が賛否相

半ばした原因はここにある。

Johann Caspar Lavater uber das Antlitz der 
"Louisa Karschinα 

im 3. Bd. seiner P1zysiogl/ol1lischell Fragl1le/lte， zur 
Bゆr必rlllzgder Mellscltellke/llltllis zlIld MC/lscltellliebe， 
Leipzig u. Winterthur 1777. Absch. 11， Fragm. 14， S. 

315， zum gegenuberliegenden Kupferstich von Johann 
Heinrich Upsσ'af. 88E) nach einer Zeichnung von 

Oaniel Chodowiecki. 

Anna Louisa Karsch. 
Zeichnung von Oaniel Chodowiecki. 
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第六章 フリードリヒの詩人と衿侍

おtSie die Poetin ? 

人生の秋 カルシュは人生の頂点を迎える直前、すでに「人生の秋j を感じとってい

た。しかしそれは豊穣の秋、恵みを刈り取る充実の季節であったo

秋がすべての装いをまだ持ち去らぬうちに、

求てください、今ならまだ花を摘むのに同にあいます。

それと同じように、幸福は頑固一散をつらぬいた末

わたしの竪琴を飾るぺ〈、いま月桂樹を折るのです。

秋の日々を迎えて、i&d<'去った青春の喜びが

わたしにほほえみかけてきます。

お友だちにま凡いてごらんなさい、きっとこうおっしゃるでしょう、

今わたしは侯爵夫人をさえうらやんではいなL¥ と。 1)

先に引用したグライム宛書簡(1761年 5月 14日付)にも、「わたしの人生の春、朝は、

悲しい雲に覆われたまま過ぎていきました。人生の真昼に垂れ込める雷雲の晴れるためし

はありませんでした。今わたしは秋を迎えています。幸運はうれしい勤勉の果実を両手一

杯運んでくれます。勤勉はどんな労苦のさなかにもわたしを元気づけてくれました。友は

幸福のもっともすばらしい贈り物です。どんな富とも交換しません。皆わたしの心の偶像

です。そのなかでも先生は筆頭の一人でなければなりません」と、おとめのような恋心に

はずむ筆で書いている。かつて夫は稼ぎもせずに、ただカルシュを支配するだけであった。

心配事はすべてカルシュが引き受けた。「甘美な慰め手の眠り、預言者のような夢は/日ご

とに新しい苦難の抑圧を軽くしてくれた。Jr昼間は辛かった。それよりはましなやさしい

夜は、/眠っていても考え目を覚ましていた/魂に、喜びを貸してくれた。J夜は神の御手

に守られているかのように、ぐっすりと眠った。

わたしは神に追分な幸福を頼んだことはない。

堪え性もな〈、わたしを抑圧する心配事を

取り払って〈ださいなどとお願いしたこともな L、。そう、

わたしは捨てられていた、神がわたしの心労を

霧のように晴らして〈ださるまで。

1) "An Herrn UtZ. (ZU Halberstadt den 8ten des Weinmonats 1761.)" In: Allserleselle Gedic1，匂 5.189.
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あなたにもあの毛主やかなまどろみがありますように、

貧乏なわたしに乳切をほどこして〈れたまどろみなのだから。 2)

神に過分な幸福を頼んだことはなかったというカルシュは、他方で一歩一歩、人生の頂

点、に向かって登りつつあった。「すでにわたしの手中にある幸福は/わたしの精神には小さ

すぎる。/わたしの精神のために、墓を越えて/幸福と安らぎはもっと多くなければなら

ぬ。j もちろん生活難はあし、かわらず解消されなかった。戦中戦後のベルリンは物価高にあ

えいでいた。しかしカルシュは幸運を手中に収めつつあったのである。過去の貧乏生活と

今の栄光とーーカノレシュの心は揺れていた。

わたしもかつてはすり切れたmtを肴て歩L、ていた。

子どもたちはどもりながらパンがほしいと言った。

夜、はっと夢からさめてため息をっき、

あしたの苦労を夢に見た。

今わたしはたびたび十年前の春のことを思い出す、

そしてわが身に起ったことに驚L、て

胸がいっぱいになる。自のー粒のjえは

問L、かける、神よ、わたしはこれに値する人間でしょうか。 3)

大王との会見 頂点はさらにこのあとにやって来た。 1763年 8月 11日午後 5時、カル

シュはフリードリヒ大王を謁見する栄誉に浴する。場所はサンスーシ宮、鏡の問であった。

カルシュはこのときの様子を、後日グライムにしたためた手紙にややくわしく報告してい

る4).，

8月11日、午後 5時、わたしはダルジャン侯爵のもとにザばれました。侯爵と、王

の朗読係であるフォン・カット氏が紹介して〈ださることになりました。数日前、王女

抹がたが前庭でダンスをなさる前におられた大理石の大広間に、わたしは立っていまし

た。何万という明りが広同をあかあかと照らしていました。ここに主ち、全ヨーロッパ

はおろかインドさええ誼を待たいと願う君主、偉大な君主を待ちました。心臓が突き上

げるように十二回も打ちましたが、十分な時間がありましたので、王が阜を開けられる

までに白分の生命力をきちんと整えることができました。

2) "An den Dohrndechant Freyherrn von Spiegel， zum Diesenberg， als er gesagt hatte， das er schlatlose 
Nachte hatte， und bey Lichte nicht gut lesen kりnnte.1761". In: Allserlesene Gedic1zte， S. 278-281. 

3) "An Palemon， der Spaziergang auf dem Furstenwall. (Zu Magdeburg im kalten April1762.)" In: ebda， S. 
215f. 

4) An Gleirn， den 15. August 1763. In: "Brlltler in Al'oUU， Bd. 1， a. a. O. S. 182-185. (付録1資料篇 15-4)
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厳かな誇りをもってそう前置きすると、カノレシ

ュは大王との問答の一部始終を再現する。官頭、

王は、「そのほう詩人か1stSie die Poetin ? Jと質問

した。「はい、陛下、そう呼ばれております。Ja! Ihro 

Majesta t ! Man nennt mich so !J 

王は定冠詞をつけて職業を訊ねた。おまえが話

題の詩人か、という含みであろう。人称代名詞の

三人称単数形を二人称として用い、職業に定冠詞

を付するのが、ほんとうに国王のことばとして品

位のあるものかどうか、あるいは、このような語

りかたが国王の確かな自覚にもとづくものであっ

たかどうかという疑問はぬぐい去れない。フリー

ドリヒのドイツ語はまことに覚束ない水準のもの

Die Audienz von Anna Louisa Karsch bei 
Friedrich II. am 11. August 1763. 

Stich von Daniel Chodowiecki， 1789. 

であり、フランス語のほうが、考えるうえでも語るうえでも碇いやすかったことはよく知

られた事実である。

しかし、たといこれが自覚的に語られたドイツ語であり、国王のことばのなかに多少の

陣撒や倣慢、むら気といったものがまじっていたとしても、カノレシュのこの報告の厳粛な

気分と、謁見のあとの興奮状態とからみて、少なくとも詩人が大王のことばをからかいと

解した気配はない。 ドイツ文学を軽蔑し、しかも見たことも開いたこともない「醜い容貌J

の中年女流詩人との短時間の会見である。大王の生涯のほほえましいエピソードのーっと

いうほどの重みもない時間つぶしか、せいぜいのところ貧しい詩人への慈悲心をアピール

する絶好の場として利用できるという政治的計算があってのことだとしたら、国王がカル

シュをこばかにして、さながら珍しい動物でも見るかのように語りかけたと推測しではな

らない理由はない。しかしこのあと国王が退出すると、カルシュは「よろよろとよろめく

ように広間を」出た。途中レントゥルス将軍に会ったが、「どんなことを申し上げたか覚え

てはおりませんJというほど陶酔していたのである。事実その二日後の手紙でもグライム

にこの事件を再度報告し、大王が年金の支払と住居の建築を約束してくれたことを自{蔓げ

に書いている。

驚かないでください、グライム操、友人の常軌を逸した幸運に発かないで〈ださ L、。

きょうその友人のもっとも偉大な、神のごとき父上フリードリとが認書にご署名なさい

ます。ご自身の敬びとのために、彼女が自分で進んだ家をシャルロヅテンプルクにあて

がってくださり、 200ターラーの年金と燃料費とを下賜されることになりました。いか

がですか大切な友よ、いかがですか、わたしのた万一つの命笠をかなえることを達命は

思いついたのです。自分1ごけのささやかな家はわたしがいちばん支んでいたものです。
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国王が願いを泊めていた一人の女の空想、をよしとされたなどといったら、みな仰天する

にち右九、ありません。 5)

ところが、 10月 24日にクリュニツ博士から宮中参内

の招請状が届くと、もう一度 8月の謁見の風景を長い詩

に歌ったその末尾に、「フリードリヒが匠の技に/糸杉

の家を建てさせられでも、/サッポーの魂が嬬ることは

ありません、/なぜならサッポーにとっては友情だけが

甘美だからです」と書いた 6)。友情こそいちばん大事な

宝物である、だから家を建ててもらってもわたしは倣慢

な人間にはならないというのである。カルシュは約束が

守られないことにいらだちはじめる。約束は十年たって

もなお果されなかった。 Johann Wilhelm Ludwig Gleim 
1719 -1803 

Zeitgenossischer Punktierstich 

5) 

先だってポツダムにまいりましたら、クヴィン卜

ゥスが、国王にお灼求を思い出していただけるよう働きかけるべきではないかと、ふた

たび助言して〈ださいました。それどころか王がおことばを思い出されるまで、四週間

に一度は手紙を書きなさいとまで言われます。[……]王がわたしとお話しになってち

ょうど十年になります。いい機会ですから、王に手紙をしたため、それをフ寸ン・クネ

ーベル氏をつうじて侍従のテシェンに渡していただきました。王が出立される二、三日

前のことです。それから一週間前の日曜日にようや〈この方々はわたしにいたずらをし

ようと思いつきました。王がわたしの手書氏をご覧になったとは考えられません。しかし

ご覧になろうがなるまいが、どうでもいいことです。

やがて宮中から封書が届く。カノレシュはつづけてこう書いている。

要するに郵便配達された書付を受けとりました。ドイツの詩人A ・L・カルシン様

と害かれています。宮廷の印愛が捺してあり、いちばん下に、「御下賜金2ターラー庄

中J と害かれていました。帰宅したとき悶封されていることに気づきました o わたし

は平静を保ち、翌朝、宮廷尚書殿につきーのような文章を書きました。

ニターラーなど偉大な国王の贈られる金子ではありません。

このような贈り物でわたしの幸福は増えません。

品吟) "Auぱlff，ゐor吋derungan die Dicht除er吋'invon Herm Dokt加orKr討u加nit匂z.[AIs in Sanssouci der Konig mit ihr 

gesprochen hatte.] Den 24. Okt. 1763." In: Gedichte (1792)， a. a. O. S. 182; "Antwort der Dichterin. 
Geschichte der Unterredung mit dem Philosophen zu Sanssouci." In: ebda.， S. 183-187. (付録1資料篤

18・2/18・3)
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しかう、これはわたくしをいささか段めるものです。

ゆえにご返却いたします。

お金を皮して封印し、封筒に、 f配分金2フリードリヒスターラー同封jと書きました。

向時にクヴィントゥスにも手紙をしたため、一部始終を説明し、尚舎からの手紙を添

えて、これが陛下のご命令によるものかどうか訊ねてほしいと伝えました。おそら〈

そうではないでょう。手紙の宛名はまちがいなく例の廷臣、先aわたしがその奥さん

と仲直りをした例の廷臣のさしがねで Lた。ニ皮とこんな金額は交けとりまぜん。結

局まともな報いはなかったわけです。 η

約束は果されないまま、さらに十年が経過した。『カルシュ詩集』によれば 1783年 1月

に書かれたという f受領書窓口j宛の詩にはあからさまないらだちが感じられる 8)。大王は

3ターラーを与えよと命じたようだが、「しかし 3ターラーでは/ベルリンで大工が/わた

しに終の住処を建てることはできないj。国王はわたしを飢えさせるのだ、と。

1786年、フリードリヒが年金支払の約束を果すことなく崩御すると、翌 1787年、新国王

フリードリヒ・ヴイノレヘノレム二世は先代の約束をようやく果したのである。カノレシュは、

家、わたくしのために家の礎石がおかれ、

建てられ、錦られる、

さながらムーサイの神殿のごとく一一

それを自のあたりにすれば、

老い衰えたこの胸も

心の街動を容れるには狭す Fることでしょう。

心は幾日も燃えつづけ、

主福のあまり病に倒れ、

喜びの美しいえをとげるかもしれません。

いまわの際には感謝の鼓動を打ちます。 9)
Friedrich Wilhelm II. Konig von Preusen 

1744 -1797 
Uthographie 

と狂喜した。しかしカルシュが入居したのはさらに 1789年春のことである。大王の約束か

ら実に二十数年を経過していた。

詩人としての斡侍 この問、カルシュはいわば詩人としての持侍を守り、適当にあし

η Die Karschin. F升ri凶edr町iれ化chsおsd，必'esGrosen V，凶Vo1ゐω'01恥ks釘sd品1
Hausmann.F針rankf如ur此ta.M.1叩93沼3.5.26“6-2お6ア.1η77乃3年9月 4白付、ググFライム宛警簡(付録1資料篇1四8-4)入。
韻文の箇所は付録1資料篇4にも引用されている。

8)巻末の付録1資料篇18-5がその全文。エリーザベト・ハウスマンによれば、この詩は同年5月 17日付

書簡に挿入されている由である。同資料の脚註を参照されたい。

9) "Versuch einer Danksagung an Konig Wilhelm den VieIgeliebten. 1m Februar 1787." In: Gedic1tte (1792)， 

a. a. O. S. 235 f. (付録1資料篇18・6)
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らっておこうとする王宮の意図を拒絶しつづけ、新築家屋によってかさんだ借金に悩まさ

れることになるとはいえ、とにかく約束をきちんと果させたのである。

詩人の持侍はあの大王拝謁の記録にも如実に現れていないであろうか。大王「教育を受

けたことがないとのことだが」一一カルシュ「わたくしの教育はこれ以上ない粗末なもの

でしたんでは、だれのおかげで詩人になれたのだ、この王の間いにたいして、「自然のお

かげです。それと陛下のあまたの勝利のおかげでございますJと、きっぱりと答えている。

この簡潔な返答はまさしくカルシュの生涯の要約ではないか。韻律の知識の有無を大王に

訊ねられても、いや、耳で聞けば韻律のことは自然に習得できる、要するに自然に教えら

れたのだと言う。この、人生の要約をまちがいのない真実だと認めたのは、ほかでもない

カルシュ自身である。すでに引用した本人の手になる自伝草稿 (15ページ以下参照)がこの「要

約Jをくりかえしているからである。「この女は戦争終結後、不滅の君主ご自身に向って、

わたしは自然とフリードリヒの勝利のおかげで詩人になりました、と答えた。J10) 

詩論にたいする無知を隠そうともせず、大王の戦勝を歌いつづけた「フリードリヒの詩

人Jであることへの誇りは、大王の面前であるだけになおさら、臆することのないカルシ

ュの性格をますます際立たせる。そして夫は大王の軍隊から脱走しましたと語るとき、臆

さぬ剛毅なカルシュの面目躍如たるものがある。

冒頭、大王は「そのほう、詩人かJと訊ねた。「はい陛下、そう呼ばれていますJ とカル

シュは答えた。職業に関する単純な問答にはなっていない。カノレシュは、「はい陛下、そう

ですJrわたしは詩人ですJと、答えることもできたはずである。したがって、この返答が

カルシュの誇りから発せられたものであることは以上の説明から明らかであろう o rそう呼

ばれているj とは、世人がカルシュをれっきとした詩人として認めているとしづ意味であ

る。世に名高い詩人であり、それゆえだれもが認める一級の詩人である、大王ともあろう

ものがそんなこともご存じないか。ご存じないのであれば今からご説明いたしますので、

よくよく肝に銘じておいていただきたい。なるほど極貧の境涯に生れ、まともな教育さえ

受けられなかった、啓蒙の時代に乗り遅れ、見捨てられた牧童であった。しかし、自然は

わたしに詩の天分を授けた。それだけでは詩は書けなかったであろうが、大王のいさおし

はわたしに詩の題材を与えてくださった。だから、わたしとしづ詩人は「自然Jと「大王J

によって鍛えられたのだ。国王にたいする堂々とした受け答えと自己主張を読むと、それ

どころか、「地位や勲章は国王にも授けられましょうが、天才は自然のたまものであり、い

かに国王とてそれまでも人に与えられるものではありますましリ一一ベートーヴェンなら

10)付録 1資料篇 4を参照せよ。「人生の要約」はズルツアーの『精選詩集』序文にも、「これら天才の発

露は、詩神が彼女のうちにともした炎もなかば押しつぶされた果てに、その小さな火花として残るにす
ぎなかった。しかしフリードリヒの勝利がこの火にカを授け、ついにそれは爆発を阻害していたものを
打破し、激しく燃え上がらせたJというかたちで力説されただけでなく、ザームエノレ・パウアのカルシ
ュ伝もズルツアーのこの文章をそのまま引用している(付録1資料篇11、5)。カル、ンュの詩はフリード
リヒ詣美にみちあふれでいる(そのなかのいくつかを付録1資料篇 16に引用しておいた)。年金と住宅
の約束を大王が失念したこととはかかわりなく、カノレ、ンュは詩人となってこのかた「フリードリヒの詩

人Jでありつづけたのである。
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さしずめそんな表現になるであろうかーーとさえ言いたげにみえる。一一カルシュが不遜

と紙一重の誇りをこめて言いたかったことは、おおよそ以上のようなことではなかったで

あろうか。

要約 カルシュは学校教育も受けず、文学修業も経験せず、総じて啓蒙のプログラム

にすくい取られることはなかった。そのような詩人がこの時代に名のりをあげるためには

「天才J讃美の時代を利用するしかなかった。いや、そのように書けばカルシュの気持ち

を邪推することになるかもしれない。少なくともカルシュを世に売り出そうとした周囲の

男たちは、さいわいにして f天才J讃美の風潮をいち早く利用することができたとでもい

えば穏当であろうか。

しかし自然の授けてくれた「天才j をし、かに宣伝しても、「天才Jだというだけでは文学

作品の未熟ないし未完成は克服できない、読者を納得させられるほどの作品は書けない、

職業作家としての自覚に欠けた素人だ、そういうメンデルスゾーンやヘルダーの厳しい批

評をかわすことはできない。世は啓蒙主義の時代である。ならばその時の運を利用して教

育を受け、まずは修業を心がけてはどうかという声も聞える。「理性j の鍛錬は詩人をも自

立させるであろう、と。

こうした批評は当然カノレシュの耳にも入っていた。詩人として後世に名を残すためには

批評家をもだまらせるほどの詩の名手とならねばならない。が、おそらくカルシュの教育

はすでに手遅れであっただろう。ベルリンに出て自他ともに認める詩人となったときには

すで、に中年になっていた。人生の秋を迎えていたのである。今さら「正規Jの教育を受け

る時間の余裕はない。

その意味での「未成熟j を脱して「自立j できない者にとって、「天才j はまことに好都

合な合言葉であった。「天才J讃美の風潮はカルシュを助けたのである。未成熟でも神童で

ある。神に遣わされたかのごとき一頭の牛は彼女を書物に導いたではないか。そのような

稀有な人間には神意が現れるのだ。こうしてカルシュは神話化、伝説化される。啓蒙が「理

性j を対象とした運動であったとすれば、彼女が何度も力説している感情、感覚、感激、

感傷こそ「天才Jの証明である。それは恩師ズルツアーの本にも書かれているではないか。

「天才」は灼熱のうちに、無意識裡に、そして才能のおもむくがままに作品を仕上げてし

まうのである。だから作品にはときとして論理の飛躍や文章の破綻もみられはする。しか

し学習に基礎をおく職業作家にはとうてい太万打ちのできぬ輝かしい論理の「飛躍Jも、「天

才」には許されるのだ。

カルシュは、身分卑しき者の社会的上昇、出世の可能性を実証した。無教養は最後まで

彼女を苦しめたであろうが、「天才Jが「抜け道Jとなった。無教養からでも出発は可能で

あり、新しい時代の道しるべとなりうることを示したのである。が、彼女の周辺に教師が

いなかったわけではない。『精選詩集』は、グライム、ズルツアー、ラムラーらの協力を得

て、おそらくは彼らのかなり熱心な添削の末に出版されたものである。
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ドイツ女性文学史にカノレシュの占める位置は重い。多くの人が指摘するとおり彼女は初

めて自活できた女流詩人である。身分の壁を突破し、しかも女性であるという不利な立場

を超えて名をなしたおそらくは最初の女流詩人でもある。かくまでも無教育でありながら

多くの読者を獲得した事実も特筆にあたいするであろう。

しかし啓蒙の坪外にいたはずの女性、その日暮しの貧乏人が、たぐいまれな詩才を駆使

して生き抜いていくために利用できるものをとことん利用したとしても、非難されるべき

ことがらではない。彼女は教育の欠落を「天才jによって補い、啓蒙から漏れたことを「天

才」によって補償し、未成熟の開き度りをやってみせた。男を利用した。時代の風潮を敏

感に察知してこれを活用した。上げ調子のプロイセンのためにフリードリヒの戦勝歌を書

いて売った。「天才j だけでは食べてし、かれない。彼女は愛国詩人となったのである。さい

わいにしてフリードリヒは二重の意味で彼女の解放者であった。一つは、シュレージエン

がプロイセンに併合され新しい法が導入されたことによって、カルシュは粗暴な夫から自

由になった。フリードリヒは彼女をシュレージエンで最初の離婚婦人にしたのである。離

婚婦人は世を渡るうえで不都合であったが、さいわい詩人はいわゆる職業で、はなかった。

フリードリヒを題材として愛国詩人を演ずれば、詩はある程度売れたはずで、ある。粗末な

刷り物はおそらく貴族がこれをまとめて購入し、社交の場で配布されたのであろう。つま

りフリードリヒは彼女を生活苦から解放したのである。いや、最後にはベノレリンに新築家

屋を与えられ、ついでに名誉を授けられたことになろう。

最晩年 新築住宅に入居し、寄宿舎に入れていた娘

を引き取るや、たちまち母と娘との戦いが始まった。娘

は母が父を捨てたのだといって責めさいなんだ。母は抗

弁したが詮なきことであった。やがて娘が詩を書きはじ

めると、たちまち母は自分が時代遅れになったことを痛

感した。恋いこがれたグライムと文通を始めた娘に、母

は激しく嫉妬した。栄光の末に書かれたカノレシュの「遺

言j は、最晩年のまことに痛ましい記録である 1)。

やがて家を出た母親はシュレージエンに知人を訪ね

る。が、まもなく病を得、ベルリンの「自宅j に戻され

る。カノレシュはそのわずか十日あまりのちに世を去った。

まことに壮絶な生涯というべきである。 cぺ722ZIECke

母の死後、その供養のためでもあるかのように、娘は Gemalde von Frisch 1786 

母の遺稿集を出版した。その第二版にたいするへノレダーの批評は温かい。かくも困難な人生

を歩んできた詩人に、職業詩人の熟練を求めるのは筋違いというものである。ここには傑作

が含まれている。それを鑑賞すべきだ。願わくはさらにもう一冊の遺稿集が出版されんこと

1)付録1資料篇19を参照せよ。また、カ/レ‘ンュの晩年の様子を知るよすがとすべく資料20をも参照せよ。
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を。なぜなら、集に収められなかった美しい歌がまだまだあるにちがいなし、からだ。とくに

1762年以降の詩に操作がそろっている。ヘルダーの批評は残念ながら現代においてなおそ

のまま通用する。カノレシュ詩集は依然として不完全なまま放置されているからである。

ヘルダーの畑限は尊敬にあたいする。

An 
meinen Enkel 
zum neuenJahr 

(1河 5.)

Sohn meines Herzens， 
Du mein Kummer 
Du meiner Wunsche 

Gegenstand 
o hatte mit dem 

~orgenschlummer 

[ Der Gott Erleichterung gesandt ] 



付録1 資料篇

1. アンナ・ルイーザ・力ルシュの自伝書簡

Gi" "Mein Brlllier in Apoll". Briefwedzsel zwisdze1! Alllla LOllisa 
Karsdzlmd ]ofzann Vllilhelm Gleim. Hg. v. Regina No此emann.

Bd. 1: Briefwechsel1761・1768.Gottingen 1996. S. 3t2-改正3.カ

ルシュ最初の詩集『精選詩集AllserleseneGedic/lte~ 序文のた
めに、哲学者ヨーハン・グーオルク・ズルツアー(1720-79

年)の求めに応じでしたためた四通の自伝書簡。書簡の日付

はズルツアーが記入したもので信額できない。実際には、は

じめの三通は1761年秋に、四通目は 1762年 9月初旬にした

ためられたと推定されている。小見出しは筆者による。

1・1.第一の手紙 (1762年 9月1日付)

故郷わたしの歴史をおたずねの由、それに

お応えしたいと存じます。ただ、重大事の物語

など期待しないでください。まだゆりかごにい

たころ、祖先のことも財産のことも歌ってもら

ったことはありません。祖父はいなかの小屋住

いで、律儀な男という肩書で満足していました。

慈悲深い領主さま[フォン・ケスリッツ]からも、

周辺の十五を超える村からも、シュレージエン

随一のビール作りとし、う讃辞までもらっていま

したので、この誉れだけで祖父には十分でした。

のちにわたしの父となる息子にほかでもないそ

の方面の知識を授け、息子も父親に負けないほ

ど有名になりたいと、麦芽の調合にますます精

を出しました。

両親母と知り合ったとき少年時代は終りま

した。母はかつて役人 1) だ、った人の孫娘で、と

ても心の広い在地貴族の夫人の手で育てられま
とお

した。母はそのお礼に、十のときから二十七に

なるまでこの夫人のおそばに仕え、よけし、なこ

とには家政婦頭と料理人の地位まで拝命してお

りました。三つの官職を同時にというわけです。

父が母をこの多くの官職から解放したとき、夫

人は嫁入り支度までしてくださいました。祖母

は貧しく、まだ七人の子どもをかかえる未亡人

だ‘ったので、そんなことはとてもできませんで

1)原文はAm回al1l1o歴史学の厳密な定義は別にある。

した。もっとも祖母にしてみれば、娘がしあわ

せになると信じていい理由がありましたし、そ

れは間違っていませんでした。父はある荘園 2)

で、宿屋兼料理屋をやっていましたD 領主さまは

母のことを思いやり、父のためにいろいろと便

宜を図ってくださいました。父は旅人が注文す

る飲み物を自分でこしらえ、腹をすかした旅人

に食事を提供するために料理をしました。母も

父の横で立ち働いていました。なにをするにも

父は母に手を貸しました。母はよくわたしに、

おまえが生きていられるのは、いちばんすばら

しい、いちばんやさしいおとうさんのおかげだ

よと申しました。

出生罪はないのですが、わたしは長男であ

る兄を母の乳房から追い払ってしまいました。

兄はわたしが [1722年 12月 1日に]生れたときに

はもう死んでいませんでした。母はわたしの顔

を見たとき、わたしが陰気な額をして見上げた

ので、わたしにキスをするのを嫌いました。わ

たしは母に愛されたことがありません。思うに、

わたしが最初の数年間、自分の存在というもの

を自覚せずに過したのは、このようにほとんど

注意を払ってもらえなかったことに原因があり

ます。春が六回ほども過ぎたでしょうか、祖母

の兄 3) という人が妻を亡くした寂しさを慰め

ようと、わが家を訪ねました。向こう一年ほど

妹を自分の飲食庖におきたいというのでした。

母も家政じようずな年寄りにいてもらわないと

やっていけなかったので、すが、頼みを断るわけ

にはいきませんでした。出発することが決りま

した。おじさんはある日わたしの教育方針につ

いて訊ねました。 fあらJと母は言いました、「こ

のじゃじゃ馬にも勉強してもらわないといけな

いけれど、何を教えても右から左なんで、すJと。

おじさんは、飲食庖も騒々しいし、監督も教え

る者もいないので勉強は無理だと説明しました。

おじさんはわたしも連れて出発しました。

2)わずかな戸数のこの荘園は fデァ・ハンマーJと呼ばれ、

ニーダーシュレージエンの国境沿いシュグィーブスの近

くにあり、フォン・モーゼ家の領地であった。

3)マルティーン・フェトケ、カルシュの祖母クーへルの兄崎
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大伯父住いはポーランドにありました。小

さな家で静かに余生を送り、若いころ役人をし

ていて蓄えがあったので、それで生活していま

した。おじさんの授業の一つひとつのことばに

は深い愛情のこもった魂が宿っていました。そ

れでひと月もたたないうちに、わたしは考えう

るかぎりたくみにソロモンの篇言 [1日約聖書]を

おじさんの前で朗読しました。わたしは読んだ

ものについて考えることを始めました。そして

名状しがたい熱望に燃えていつも本にかじりっ

き、わたしたちの宗教の諸原則をそこから学び

とりました。

自然と読み書き 律儀なおじさんは心のうち

でそれを喜びましたが、ときどきわたしを本か

ら引き離し、一緒にちょっとした雑木林や花畑

を歩きました。どちらもおじさんの土地で、そ

こはわたしと自然の美しさについて語り合うき

っかけをおじさんに与えました。わたしは読ん

だものを全部おじさんにくりかえし、とても歯

が立たない、理解力を超える箇所について説明

をねだりました。おじさんはわたしの解釈者と

なることに満足していました。わたしもおじさ

んの親切な骨折りに、ちょっとしたお世辞をた

くさん並べて報いました。おじさんには子ども

がなく、教師の義務を引き受けてくれたときお

じさんの心は空虚だったからこそ、それだけわ

たしに開かれていたのです。おじさんとしては、

わたしに書くことを教えるのがたいせつなしご

とになりました。祖母はそれに反対で、ありっ

たけの熱弁をふるってこのもくろみに水を差そ

うとしました。でもうまくいきませんでした。

わたしはどこからか板切れを探してきで、ひと

のいいおじさんのところへ持っていきました。

おじさんがそこに文字を書いてくれるのをまね

て綴り、たちまちベンをもつようになりました。

そして両親がはじめてわたしたちのところを訪

問したとき、手に紙をもって飛んで、いき、心か

ら感激して、「とうさん、字が書けるのJと大声

で言いました。やさしい父はキスをしてくれま

した。それが父に会った最後です。この訪問か

ら二、三カ月して父は死にました[1730年ごろ]。

母の再婚母はいつまでも独り身ではいませ

んでした。.8IJの男性[へンペル]に心をゆだね、

その人と一緒にわたしたちのところへやって来

ました。「おじさまj と母は言いました、「娘を

引き取りにまいりました。この子はこれからゆ

りかご用にいりますので。それに、このまま昼

も夜も本にかじりついていたら、頭が変になり

ゃしなし、かと心配なんです。読み書きができる、

女の子としてはそれで十分、それ以上のものは

いりませんj。一一「そうだなJとおじさんは言

いました、「たしかにそうだ。だけど、わしが知

っているかぎりのラテン語を教えたのは、この

子がそうしたいと言ったからだよ。意欲旺盛で、

もうたくさんの単語を暗記したのだよJ。一一

「そうかもしれませんがJと母、「でも、大学へ

行くわけじゃなし。まあ、とにかくご親切には

お礼を申しますわJ。

帰担トー子守と牧童 どんなに抗弁しても無

駄でした。おじさんはわたしに祝福を与え、わ

たしは頬をおじさんの涙でぬらして旅立ちまし

た。母は新しい夫とのあいだに男の子 4) をもう

け、わたしは子守というしごとをもらいました。

十歳でした。種違いの弟がわたしのただ一つの

しごとになりました。本がないので、ゆりかご

の横にしょんぼりすわっていました。わたしが

生れた町の荘園では本など一冊も見当たりませ

んでした。が、とうとう義父の情熱的な性格か

ら、わたしたちはこの土地を出なければならな

くなりました。シュヴィーブスという、グロー

ガウ侯国の小さな町で、わたしが生れた町から

そんなに離れていないところに移り住みました。

両親は町の郊外で小作をし、わたしは牧童にな

りました。

牛追いの少年一一本との再会朝早く、まだ

太陽が夜露を飲んでいないうちから、やりくり

じょうずな祖母が三頭の雌牛の乳を搾ると、わ

4)エルンスト・グイノレヘノレム・へンベル、 1732年生れ。の
ちに指物師になったがたいていは失業状態にあり、
17，品-80年にはカルシュに養ってもらった。 1770年、カル
シュの娘カロリーネ(1750年生れ)と結婚、最初の子グ
イルヘ/レム(1770年生れ)はカルシュの秘蔵子であった。
17;回年離得。



たしはその牛を追っていきました。頭上でヒバ

リが息の長い歌をつづけるたびに満足感をおぼ

え、誇らしく思いました。わたしは夏のありっ

たけの快適さを味わい、ときには聖書の物語に

似た短いお話をっくりました。砂の塔をこしら

え、石をまわりに並べ、木の弾でそれを壊しま

した。右手の杖で指図し、ひとりごとを言いな

がらわたしは軍隊の大将になっていました。ア

ザミは全部敵。兵士の勇気をふるってアザミの

頭をかたっばしから斬り落しました。ダヴ‘ィデ

とマカベア一族 5)の事蹟が手本でした。彼らの

ように勝利を収めるのが愉快で、した。重要ない

くさのあとのある秋の日のこと、小川のほとり

にすわっていますと、川向こうに数人の牧童が

一人の男の子 6) を取り囲んでいるのが見えま

した。その子が朗読をしているのです。わたし

は聴衆を増やすために飛んでいきました。なん

というしあわせだ.ったでしょう。つぎの日から

わたしはわざわざ回り道をして、流れのいちば

ん浅いところを渡って牛を追い、それはそれは

長いこと身近になくて寂しい思いをしていた願

望、本を、また見つけたのです。そこにはロビ

ンソンもの、さまよえる騎士たちへ死者の国

での対話めといったものがありました。ああ、

そこには未知の新しい世界がありました。

秋の過ぎるのはわたしには早すぎました。わ

たしは泣きました。けれどもわたしたちは会い

つづけました。母に遣いにやられるたび、こっ

そりと牧童の家にはいりこみました。すがた形

はアイソポスのようでもへそれだけに持って

5)ユダヤ史。ユダス・マカベークス一銭(マカベークスは

『ハンマーJの意)。ユダヤ民族をシリアの支配から解放

した。

6)牛追いの少年ヨーハン・クリストフ・グラーフェ。

η したがってカルシュが足初に読んだのは庶民世界を舞台

とする f低俗Jな悪漢小説や官険小説であった。ダニエ

/レ・デフォーの『ロビンソン・ク/いーソー~ (I九9年)と

は「ロピンソンJの名を借用した以上の共通点はなし、。

読書の第二は、王侯貴肢の世界を描いた宮廷バロック風

の恋愛小説と国家小説、およびその「みやびやかなj 模

倣小説であった.

8)ダーフィト・ファスマン (1ωふ1744年)が発行していた

fみやびやかなJ雑誌{ライプツィヒ、 1刀8-39年)。

9)アイソポス(イソップ、紀元前6世紀)はひじように酸
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いる本はなおさらすばらしいものに思えました。

わたしたちの会合はすぐに知れました。義父は

わたしの読書熱をとがめて雷を落しました。そ

れで、だれも知らないトネリコの茂みの蔭に本

を隠し、ときど、きそっと庭に出て魂に栄養を与

えようとしました。この人知れぬ楽しみは一年

ほど続きました。

下女として 母はわたしをある町娘のところ

へ遣り、そこで針住事を覚えさせようとしまし

た。呑み込みが早く、一夏でお針子のいろいろ

な知識を習得してしまいました。けれども先生

はやがてわたしにたいして誠実さを欠くように

なりました。やもめ暮しをしていたポーランド

出身の金持ちの男が先生のところへころがりこ

み、先生と結婚してしまいました。わたしはつ

くづく自分の運命がいやになりました。たいせ

つな本しか逃げ込めるところはありませんでし

た。もう自分が女であることをまた忘れていま

したが、そんなある日のこと、一台の豪華な狩

り用のそりがわが家の前にとまりました。肩に

真赤な毛皮みたいなタフタを掛けていましたが、

先生でした。先生はそりから飛び下り、なにか

女傑といった上気した感じでつかつかと歩み寄

り、わたしの母を抱きしめて、このわたしをお

相手として連れていきたいと頼みました。先生

の弁舌はここには再現しません。とにかく母を

くどき落し、わたしはその晩のうちに旅支度を

しなければなりませんでした。わたしの頭には

若いスペイン女のように冒険がいっぱい詰まっ

ていたので、ーから十まで同意しました。わた

しは母にキスをし、こんなきれいなそりで旅が

できるのかと、誇らしく思いました。日暮れ二

時間前にK…に到着しました。

最初の数週間はありあまるほどのもてなしを

受けました。が、それからはないものづくしで

困り果てました。洪水で

国じゆうど、こへ行つても物価高でで、した。だれし

も零落することを恐れ、わたしも小さくちぎっ

たパンしかもらえませんでした。先生は夫との

かったという。
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悪因縁にいらだち、その復讐心のほこさきをわ

たしに向けました。わたしは下女に散すること

を求められましたが、十二という年齢では力不

足でした。7kを汲み、手押し車に穀物を載せて

水壱l、屋まで運び上げるのが日課でした。わた

しの善良な創造主は、将来もっと過酷な試棟に

会わせ、不平を言わせないために、早くからわ

たしを忍耐の学校で学ばせることを好まれたの

です。母はわたしのことなど心配していません

でした。それにもう居場所を替えていました。

あの年老いた律儀なおじさんはもうこの世の人

ではありませんでした。おじさんの妹、つまり

わたしの祖母が遺産を受け継ぎ、その遺産をま

るごとわたしの両親が買い取りました。たまた

ま母の不幸な妹婿がK…に来て、そのことを教

えてくれました。

わたしはこの絶好の機会をとらえ、母の家で

腹をいっぱいにするため、旅に出ることに決め

ました。それまで主人だった先生は別れるとき

涙を流す芝居をしました。先生はわたしの義父

が腹を立てるのではなし、かと疑っていましたが、

義父を恐れるのも無理はなかったので、す。

旅立ち 残っていたわずかばかりの持ち物は

先生のところに預けたまま、大きなそりのうし

ろに乗って出かけました。かつてイスラエルの

娘たちもこんなふうに旅立ち、できあがってい

ないパンを肩にかついだのでしたu出エジプト記J

12、お]。わたしはというと、期待する胸により

よい未来への希望を詰めて、それまでの難儀を

全部忘れていました。初日の行程が終りました。

まだ太陽が地上のほかの住人たちに顔を見せ

ない前に、迫り来るあらしが夜の訪れを早めま

した。わたしたちはある納屋の土間に泊めても

らい、夜が明けると、もうまたわたしは旅をす

る元気を取り戻していました。午後も半ばを過

ぎて小さな森にはいりました。ここまで連れて

きてくれた人はわたしの数歩前を歩き、わたし

の叔母の手をとって戻ってきました。やせた貧

相な女性で、憂いにやつれ果て、予言をするエ

ジプト女[ロマ(ジプシー)はエジプトから来たと信じ

られていた]のようにみえたのは小屋の煙のせい

でした。叔母は礼儀正しくわたしを迎え、朝食

にヤギの乳を木皿に入れて出してくれました。

わたしたちは小屋の戸口にすわっていました。

わたしの縁者はロビンソンの生れかわりのよう

に、人の世から離れてここに住んでいました。

家はなかば土に埋もれたようになっていて、地

面から上の部分は板と四角の芝草とで覆われて

いました。財産といっても、二頭のヤギと耕地

が二枚あるきり、そこをせっせと耕して、一方

に大麦を、もう一方にいろんな種類の野菜の種

を撒きました。昔はなかなかの伊達男で、紙作

り職人をしていましたが、気分だけは王子でし

た。倣慢で恩知らずだったため貧乏にはなりま

したが、かといってすばしこく立ち回るわけで

もなければ、腰を低くするわけでもありません

でした。ひとのいい叔母は夫の軽率な言動の報

いを分ちあわねばならず、夫の気にさわらぬよ

う、ため息を押し殺しているようにみえました。

伎の話にはしょっちゅうカノレル十二世[スウェー

デン玉 1682-1η8年]が登場しました。スウェーデ

ン生れだったのかどうか存じませんが、とにか

く、この不世出の戦士がまだ世界のどこかに生

きていて、しかるべき時が来ればまた現れて敵

をことごとく平伏させるのだと、自分に言い聞

かせていました。

ふたたび帰郷 わたしたちはようやくそろっ

て両親の住む村へ向かいました。 4分の 1マイ

ノレ 10) もありませんでした。義父は庭まで出迎

えてくれましたが、そのときの歓迎のことばを

ここに再現することをお許しいただかねばなり

ません。「こんちくしよう、この娘っ子めどこか

ら来たんだ。J父はそう大声を張り上げて、乱暴

な表情で、笑ってみせました。父にいきさつを手

短に話すと、父はわたしの手をとって母のとこ

ろへ連れていきました。これまでのことを話せ

ば話すほど、そりに乗せたのはあまりにも軽率

だ‘ったと、非難の応酬がありました。母は感心

したように頭を振りながらわたしの身の上を歎

1町1872q;:まで行われていた「ドイツ地理マイルJ.7.5 kmに

あたる。



き悲しみ、昼食を運んでくれました。わたしは

放蕩息子の食欲よろしくがつがつと食べ、よう

やくまたパンがまるごともらえたことを天に感

語tしました。

母の出産と義父の死母はこの日から数週間

後に三人目の子を出産しました。男の子でした。

わたしはまたゆりかごのそばに地位をあてがわ

れました。読書熱がここでは抑圧されるように

思われました。第ーその機会がなく、どんなに

訴えても無駄でした。義父はわたしが改心した

と思い、ほめちぎりました。そしてとうとう母

よりもわたしをひいきしはじめました。なにし

ろわたしは義父に接するときはへりくだり、こ

びるようにしたので、義父の反抗心をなだめる

効果を及ぼしたのです。毎日いさかいが絶えず、

死ぬほど不安になることもめずらしくありませ

んでした。ああ、神よ、これから先、こんな生

やさしいものとは違う猛烈なあらしがわたしを

待っていようとは思いもしませんでした。わた

しはときどき震えながら母に黙っていてくださ

いと頼みました。義父がはじめて母をなぐった

ので、せめてそんな心配をしないで、すむように

と思ったからで、す。義父はすぐにかっとなる人

でしたから、母が殺されはしなし、かと恐れさえ

しました。が、こんな悪人でも、いちばんの親

友を虐待してはならないと諭す理性には耳を貸

しました。口論の原因はたいてい末世ともいう

べきひもじい時代にありました。苦悶と沼がち

な地方のせいで、義父は悪性の熱病にかかり、

耐えがたい炎熱を感じ、昼も夜も新鮮な水をほ

しがり、とうとう水を飲みすぎて体が月封L上が

りました。こんな、だれも知らない砂地で墓を

探さなきゃならないなんて、と、ひどく毒づき

ながら義父は死にました。

見捨てられた娘一方、母もあまりかんばし

い状態ではありませんでした。女手一つに五人

の子をかかえ、世話をしてくれる男手もなく、

自分でパンをかせぐあてもない、まことに歎か

わしいありさまでした。しかも病気ばかりして

いました。わたしは十五歳になっていましたが、

女として当然知っているべきことを教えてくれ
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る人もいませんでした。ゆりかごが日課でした。

見捨てられた娘でした。それは毎日の暮しのな

かでその痕跡がはっきりと判るたぐいの不幸と

いうべきものでした。母は病気の体だけでなく、

むしゃくしゃする気分をもてあましていました。

丸一年とし、うもの熱の下がる日は一日もありま

せんでした。わたしは三人の子どものしつけを

引き受けることになりましたが、教育を必要と

していたのはわたし自身でした。わたしたちが

住んでいたのはかんばしくない土地で、わたし

の教育に欠けているものを補ってくれるような

つきあいのできる人はどこにもいませんでした。

わたしは将来の運命を思い煩うこともなく、男

定されていない野生の葡萄樹のように成長して

いきました。

縁談わたしは美人といわれたことなど一度

もありませんが、それでも祖国の青年のなかに

わたしを求める人が一人だけいました 11)。ある

日、母がいつになく上機嫌でわたしに向かい、

一人の若者のことを話しました。たった今やっ

て来た人で、おまえのお婿さんにどうか、とい

うのです。「美男子で恰好がいい、感じもし"v"J
と母は語りかけました、「し、つだ.ったかS・・・から

来た何人かの友だちが教えてくれたんだけど、

あのひとはわたしの息子になりたいらしいんだ

よ。わたしはいやじゃなしリと。この思いがけ

ない知らせに仰天しました。が、その見知らぬ

人を快く迎えなさいと母は命令しました。わた

しは言いつけに従いましたが、実際その人にも

いいところがたくさんあると思いましたので、

母の宣告は正しいと思いはじめました。この間

の事情はくわしくお話しいたしません。とにか

くわたしは負けました。わたしのためにそのひ

とが二度目の旅行を計画したとき、母とその人

の言うとおりにいたしました。

幼妻わたしは求婚されました。母はわたし

が若いという理由でいろいろと難題をもちだし

ました。彼は母のしづ根拠を論駁しました。母

11)織物職人ヒルゼコルン、シュグィープス生れ。カルシュ

とのあいだに三子をもうけたが、生き残ったのは二人の

男児だけであった。
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の心も負けました。母としてはとにかくわたし

を養ってもらいたかったので、す。彼は吉例によ

り指輪を二つくれました。それをわたしは無邪

気な顔をして受け取りました。正式に婚約が成

り、一カ月後にその人の妻となりました。

フランクの詩 妻とはなったものの、急に子

守女の顔から抜け出せるものではありません。

夫は結婚する前、父の遺産のことを訊ねません

でした。寛大なところを見せようとして質問せ

ずにいたのですが、わたしの財産は彼には少な

すぎたのだと、あとになって感じました。わた

したちは性格が合いませんでした。わたしの柔

和な心、やさしさとあの人の金銭欲とで、は水と

油も同然でしたから、二人が一緒にやっていく

ことにしあわせを求めるのはしょせん無理な話

でした。わたしのただ一つの慰めは、その後も

あの牧童のおかげで手にすることができた本で

した。これは大切なことですが、かつて牛を追

った野のあるあの村に、わたしはまた戻ってい

たからです。もっとも毎日の仕事は骨の折れる

ものでした。曲がった椋がたくさんついている

木の葉 12) で羊毛を引っかいて、紡ぎ女に渡す

しごとをするか、小さな糸車を休まず手で回し

て速く動く織機の管に通す糸を巻きつけるかし

ていました。わたしは讃美歌を幾百と記憶して

いました。仕事をしていても、いちばん美しい

讃美歌をうたうじゃまになるわけではありませ

ん。とくに煩歌が好きでした。歌うといつも心

がみちたりたように感じましたので、ならば自

分で、歌がつくれないものかと自問しました。わ

たしは、さまざまな讃美歌を残してその名を永

遠にとどめたヨーハン・フランク町の作品を

刷ったピラ以外には、まだ詩人というものを知

りませんでした。ヨーハン・フランクの歌はわ

たしのお気に入りで、残された彼の俗語は今も

思い出します。幼いころ、おじさんの家の屋根

裏部屋でほこりをかぶってばらばらになってい

るのを見つけたことがあったので、す。それらは

12)羊毛、!!l!:l存の繊維を椛くための櫛、麻姉。

13) 1618-77年、聖俗歌謡をうたったプロテスタント詩人。

祝括主主に多くの神話を詠み込んだもので、内容

はよくわかりませんでしたが、美しいとは思い
コルプ

ました。「寵づくりのクピードーj という題の

歌の官頭を思い出します。夫の名がコルプだっ

たからです。詩人はこう歌いました。

あるときウェーヌスは緋の紋誌を

敷きつめさせた

カタツムリの舟に乗り

おおぜいのニュンフを舟遊ryに誘った。

詩人はつぎの行でまちがいなく多忙を歌って

いましたが、あとは忘れました。この歌人の作

品がどうしてこれほどきれいさっぱりなくなっ

てしまったのかと思います。ほかのものに交じ

って二つの輝かしい詩、「メシーアスJと「昇天J

もありましたが、この誠実なフランクを神のご

とき人と何度呼んだかしれません。

最初の創作 さて、自分の知識が増すにつれ、

あの詩の断片のかずかずをどうしてきちんと保

管しておかなかったのかと思うだに、残念でな

りません。しかし今度は自分で試してみようと

決心しました。どれか讃美歌の旋律を選び、不

平を言うようにうなる糸車の前にすわり、作っ

たばかりの詩をすっかり記憶できるまでくりか

えし歌いました。安息日の午後の数時間、それ

を書きとめるいとまがありました。赤ん坊の枕

の下にはいつも本が一冊はさんでありました。

母親に似た乳母の義務を果たしたり子守女の役

を演じたりするたびに、その本を取り出しまし

た。読んだのは『アジアのパニーゼ~ 14) とアラ

ビアの物語『千夜一夜』、シリアの長編小説『ア

ラメナ~ 15)です。ところどころに詩が挿入され

ておりましたが、無理強し、するようなところが

好きになれませんでした。それで小説家よりも

ましなものを考えようと誇り高い決意を固めま

した。たまたま熱狂的な歌を満載じた一冊の本

にめぐり会いました。軽やかに流れる韻律があ

り、それがわたしを大胆にするのに役立ちまし

1-1)ハインリヒ・アンゼルム・フォン・ツィーグラー・クン

ト・クリップハウゼンの長編小説(1689年刊)。

15)ブラウンシュグアイク公アントーン・クルリヒの長編小

説(全5巻、 1669-'刀年刊).



た。この詩人 16)は熱病に冒されたとき、その

熱のあまり熱狂的な気分になったとのことです。

ふだんは説教壇に立つのが務めなので、すが、感

激に襲われると、説教も会話も全部詩になって

しまったといいます。どんな偶然から職務を解

かれることになったのかは存じませんが、この

詩人はわたしの祖国へ来て、さる男爵家にかく

まわれ、その家でわたしが勉強したような詩を

書いたのです。しかしわたしの精神にもっと生

気を与えてくれたのは、向かいに住んでいた、

神学の博士論文を書いていた人の詩です。わた

しはもっと多くの本と、もっと自由な時間がほ

しいと思いました。フリードリヒの事業を耳に

し、それを歌いたいものだとうずうずしていま

した。王の名を聞くだけで、早くもわたしは火

がついたようになりました。けれどもわたしの

思考には飛躍というものが欠けており、天賦の

才能は日々の労苦の石の山の下に横たわってい

ました。が、それでもわたしのなかにあるこの

神々しい炎の息の根を止めることなどできませ

んでした。

夫 あのころの人生のつれあいは、もしも人

に未来を見る力が授けられていたら、きっとわ

たしを励ましてくれたでしょう。未来を一目見

さえすれば、わたしの読書熱にもっと公平で寛

大な態度をみせてくれたでしょう。もしかする

とわたしを愛してくれたかもしれません。そう

いう将来の展望はつれあいの大好きなことに好

都合ですし、わたしに一目おいてくれていたで

しょうから。大切な友よ、不愉快なできごとを

思い出すのはむつかしいものです。それについ

ては何も申し上げません。夫の性格にもいい面

がなかったわけではありません。どんなにひど

い目にあっても、結局、夫にも好ましく思える

ところがあり、夫はそれで平気な様子でした。

庖の主人としてはたいしたもので、、暴飲暴食を

16)ベルリンの伝道師、詩人ダーニエル・シェーネマン。フ

リードリヒ・グィルヘルム一世が 1735年にルタ一派のtL

停に介入したとき聡を辞し、グローガウ近郊グート・コ

ッベンにかくまわれ、ここで詩集『男爵関下領グート・

コ γベンにて有益に過せし時間~ (1刀6年)を完成した。
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ことごとく嫌い、だれにでも愛されるという才

能がありました。が、家でどんなささいなこと

でも何か起ると、もう自分を抑える力がありま

せんでした。あの人には、わたしの心を知るこ

となどできませんでした。夫婦生活は、おたが

いのためにつくられた二人の人聞が静かに打ち

解けて仲むつまじく暮すような関係ではありま

せんでした。

離婚 ある高い存在の、ものごとを決める手

は、ついにわたしたちを引き離すことを好まれ

ました [1九9年、正式に離婚]。もしかすると、こ

のときを境にわたしの難儀は終りを告げた、い

っそう自由な空気を呼吸することができるよう

になったと、そうお思いでしょうか。とんでも

ありません。運命はときどきわたしたちの舞台

を変えるにすぎません。目先のものしか見えな

いわたしたちあわれな人間は、闇夜に森のなか

をふらふら歩いていて、何かちらちらする光を

見、ひとの目を欺く硫黄を含んだもやにだまさ

れて深い沼地に迷い込み、腰を抜かして、長い

あいだいたずらに助けを呼ばずにはいられない

旅人に似ています。

どうか同情のお心をもってください。けれど

も同時に、むなしい石だらけの道から貴兄の友

情にあずかる名誉へとわたしを引き上げること

を思いつかれた、あの導きのみ手をぜひとも称

えてください、わたしのこの願いに耳をお貸し

ください。

1・Z第二の手紙 (1762年 9月3日付)

帰郷友よ、その畑眼の精神をもって、話の

続きをお聞きください。わたしは生れた土地か

らふたたび母の住む、隣国のポーランドへ戻り

ました。以後は記述を切りつめようと思います。

最初の手紙は読み手にあまりにも負担をかける

ものでした。とりとめもないこまごまとしたこ

とをお話ししたら笑われるでしょう。

まだ若く、心やさしい姑の祝福のおかげで、

また大きなしあわせに恵まれる予感がありまし

た。誠実なこの婦人は、うれしい予言の結末を

知り、それを喜べるようになるまでに、わたし
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の忍耐がどれほど険しい山を越えねばならない

かを知りませんでした。神の摂理は、わたしの

心を試し分別を鍛えるために、もっとも過酷な

手段を選ばれました。とうの昔に自分の幸福を

疑うようになっていた一人の男性に、わたしを

選ぶことを思いつかせられたのです問。

再婚 この人はわたしとさほど年の差がなく、

仕立職をなりわいとしていました。外見だけな

らその人を選ばなかったでしょう。が、とにか

く母はその人のことが気に入りました。母は、

言うとおりにしなかったら、母親としての愛情

も祝福もないと思えとくりかえし誓ってみせま

した。自分の心にこのような暴力を加えるのは、

わたしにとって筆舌に尽しがたい辛い体験で、し

た。その大切な男性の顔だちには、わたしと合

わないもの、野蛮なものが目立つように感じら

れましたので、ぞっとしました。それでも母の

勧めをないがしろにはできず、その命令はなか

ば神の命令でもありましたので、自分の気持ち

に逆らって言われるとおりにしました。自分で

自分の心を説得し、はい、と答え、それから気

のめいるような長い歳月を縛られて過すことに

なりました[17-19年船田。新しい夫に連れられて、

ポーランドでもどちらかといえば文化的な土地

へ行きました。しかし貧乏がすぐあとからつい

て来ていることをわたしは知りませんでした。

カロリーネ誕生迎えてくれた町はフラウシ

ュタットです。当時、世間の人はみな黄金時代

の陶酔のなかに生きていましたが、わたしにだ

けは窮乏の運命が定められていました。夫は地

上でいちばんのんきな人たちの仲間で、生れな

がらに善良なわたしの心を悪用し、わたしの財

産をことごとく使い果たし、しごとを探したり、

勤勉になる努力をしませんでした。けんかがき

らいなわたしはみすぼらしいことこのうえない

暮しの重荷に、不平も言わず耐えました。以前

の状態をふりかえってみると、それはたしかに

1乃夫の名はカ/レシュ。フラクシュタットで通いの仕立屋を

いとなんでいた。アンナ・/レイーザは夫の姓カルシュ

Karschに女性名詞の語尾ーinを付け、カルシンKarscl也1

と呼ばれることも多い。

気のめいるようなものでしたが、それでもしあ

わせでした。それにひきかえ今は一人の男がわ

たしに子どもを産ませ、いまわしい飲酒癖に負

けるたび、子育てはわたしに任せるというふう

でした。

どん底生活 1巧1年の冬とその後の歳月は、

貧乏ゆえのありとあらゆる災厄に苦しみました。

粗末な服では身を切るような寒さを防ぐことは

できませんでしたが、それで、も子どもたちを温

めるために出かけていき、二束、三束、たきぎ

を買いました。どんなに意気消沈していたか、

わたしのおかれた状態がどんなに希望のないも

のであったか、わたしの魂はそれをけっして忘

れません。絶望から夫はわたしをポーランドの

中心へ連れていくことを思いつきました。こん

なやりかたはやめさせてくださいと天に祈った

ところ、その願いは聞き届けられました。一人

の旅人が正式な営業でない宿屋に泊まりました。

そこの親切な住人が旅の人に夫を紹介し、しご

とを注文させてくれたのです。夫は計画を反故

にしました。わたしは二着の新しい服の佐立て

をまめまめしく手伝い、すべてを養いたまう神

を信じ、その家に感謝しました。が、その家の

七十四になる老主人はその直後に亡くなりまし

た。

機縁詩わたしは感謝の心にうながされ、そ

この娘さんたちと未亡人のために一種の弔問歌

をつくることにしました。みなさんにとってそ

れは心なごむ贈り物になりました。二、三週間

後、ひじように立派な紳士を先頭に、そろって

わたしに会いにこられました。わたしはその人

たちにお辞儀をしましたが、とても見られたも

のではないみすぼらしい服装でしたから、額に

は恥ずかしさがありありと現れていました。翌

日、その姉妹の一人が芦をかけてくれ、弔いの

歌をっくりたいので助けてほしい、もらったの

を渡したが最後、返してもらえない、と言いま

す。今度はその兄という人が口を挟み、こんな

粗末ななりをした女に詩なぞ作れるはずがない、

と申しました。そこで、梁が真っ黒になっている

住いへ戻り、詩を思い出して書きました。つい



でに故人の息子さんにあてて何行か詩を書きま

した。この方はベルリンとマクデブルクのあい

だにある、ある町の出納係長をしておられまし

たが、家族を慰めるためにこちらへ来ていまし

た。書いたものを持参すると、びっくりしてち

ょっとした贈り物をくれ、日曜日にもう一度来

るようにと言い、才能を埋もれさせてはいけな

いと忠告してくれました。わたしははじめて会

ったときと同じように伏目がちに現れました。

たまたま来ておられたリボフ 1めという校長先

生と二人で声をそろえて忠告してくれました。

わたしは貧乏ですからと口実をつけ、失礼して

隣家へ行き、一時間ほどしてから便隻一枚分の、

学校の先生の苦労をうたう詩を持っていきまし

た。二人とも、いまにわたしのことを魔法使し、

とでも呼びそうなほど唖然としてすわっていま

した。校長は家に来るようにと言い、一冊また

一冊と美しい本をくださいました。わたしはギ

ュンタ一、フォン・ベサ一、フォン・ハラー、

ゲラート 19)、『メシーアス~ 20)の最初の五つの

歌を読みました。校長の同僚 21)の方からは深

遠な英国人の『夜想¥JJ22) と最後の審判をうたっ

た歌を贈られ、これらの書物がわたしの蔵書と

18) W精選許集~ (17@年)のズ/レツアーによる序文と、『カ

ルシュ詩集~ (1792年)中の娘カロリーネ・ノレイーゼ・ク

レンケのカルシュ伝では、校長の名はリボフRibowでは

なくリケルトRickertとなっている。

19) ョーハン・クリスティアン・ギュンター(1695-1刀3年)

はシュレージエンの行情詩人。感傷的な恋愛歌、聖俗の

悲歌、調刺詩、無数の機縁詩を書いた。一一ヨーハン・

フォン・ベサー(165+-1729年)はベルリンのプロイセン

宮廷とドレースデンのザクセン宮廷で式武官と宮廷詩人

を務め、諸侯のための頒歌と英雄詩、粋な恋愛詩、祝賀

文学と機縁詩を残した。一一アルプレヒト・フォン・ハ

ラー (171品 77年)はスイスの詩人医師、大学講師、哲

学的な自然詩と教訓詳の作者。一一クリスティアン・フ

ユルヒテゴット・グラート(1冗5-69年)は好情詩人、寓

意詩人、感傷喜劇とドイツ長初の家庭小説『スウェーデ

ンのG…伯爵夫人の生涯~ (全2部、 1747-48年)の作者。

20) フリードリヒ・ゴットリープ・クロプシュトックの『メ

シーアス[救世主]一一英雄詩~ (全 20歌からなる叙事

詩全4 巻、 174~万年刊)。

21)プリューフアース P凶 versという名の教師。

22)エドワド・ヤング(1鉛3-1765年)0W不満、 53IJ名、生と

死と不死に関する夜想~ (全9部、 1742-45年)の著者。

ヨーハン・アルノルト・エーベルトによるドイツ語訳は

17，ω-69年に出版された。
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なりました。校長はフラウシュタットの二つの

名望家、グライフェンハーゲ、ン家とノイゲ、パウ

ア一家却を紹介してくださいましたが、わた

しにとってはありがたい名前です。両家ともわ

たしから感謝のことばを聞きたいと言い、蔑む

ことなく歌を受けとってくれました。もっとも、

今これら処女作のうちの一つを読むと、当時の

自分自身に苦笑を禁じえませんが。

母の死そのころわたしのおかれていたみじ

めな状況は、母の死の知らせを受け取ったとき

よりも多少はましになっていました。母は死の

床で、母の忠告に従ってはいりこんだ迷路から

わたしを救い出してくださいと天に祈りました。

神はこのような祈りをお聞きになりながら、な

ぜ母を生かして、そのみ手がわたしになしとげ

たあらゆる奇蹟を見せてやってはくださらなか

ったのでしょうか。

天才の自覚 わたしは機会があれば詩をっく

りました。ほめことばはいうに及ばず、ほめこ

とば以上のなにかが天才を発揮させたのです。

が、そうはいつでもあし、かわらずそれは弱し、も

のでした。作品はーっとして印刷されたためし

がありませんでした。ところが、ああ、大きく

ふくらみつつあった作家としての誇りをご想像

ください。 リッサのある若い郵便局長[ケノレバー

KりrberJが結婚して、フラウシュタットでわたし

の讃美者になりました。この人の婚姻のきずな

のために一つの歌をつくったので、すが、この歌

を印刷してくれ、讃辞をしたためた短い手紙を

それに添えて送り返してくれたのです。あのと

きの喜びをご説明したくても、いたらぬ文章で

はそれもかないません。そのときわたしの天才

は、はじめて飛ぶ能力のあることを自覚する鳥

に似ていたといった感じです。ほかにも二つの

きずなを大急ぎで歌いました。素材に選んだの

は最初の人間です。ー一つは至福の園で、の、あら

たに創造された連れあいとのきずなを、もう一

つは、男が女とともに閉ざされたエデンを去り、

23) グライフェンハーゲンはフラウシュタットの市長。ノイ

グパウアーはフラクシュタット出身のプロテスタント型

I読者で、 l森町(グロース)リッサの伝道師であった。
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ただ愛だけを道連れにいずこへとも知れず旅立

ってし、く様子をf齢、たものです。みな心底鷲き、

百万巻の書物を読んだのかと質問しました。そ

ういう名の人物がこの世に生きていたこともよ

くは存じません、ただ何かの本でそのような名

前が呼ばれるのを聞いたことはあります。その

歌を読んだことはありませんが、と答えました。

すると、要するにあなたは短い失楽園を書いた

のです、と言われました。

出会いのかずかず 隣町のリッサに住んで、い

Tこ一人の伝道師がわたしと知り合いになりたい

と、合図を送ってきました。わたしはうれしく

て、居ても立ってもいられませんでした。その

人のところにはほしいものが何でもありました。

名をフィーピヒとおっしゃいました。わたしの

友人になりたいとし、う熱意、公明正大な人がら、

誠実な聞かれた心に接するうちに、すでに塵と

なって久しい父の代りに、神の摂理がふたたび

授けてくださった父親を見るような心持ちにな

りました。この方はあらゆる方法でわたしを励

まそうとなさいました。その紹介で、改革派の

長老であられたジツコフとカーシウス両氏、希

望にみちた二人の若者、クローゼとツインマー

マンとも友人になりました。誠実なフィーピヒ

氏が紹介してくださったすべての家をここにあ

げることはできません。とにかくこの人は、ご

自分の段取りでわたしの窮乏に救いの手をさし

のべることができると、いつも心のうちに満足

を覚えておられました。筆舌に尽しがたい辛苦

にあえぐとき、師のお宅はわたしの避難所とな

りました。ああ、わたしが生気あふれる感謝の

気持ちをお伝えしないうちに、早くも逝ってし

まわれたのはなぜでしょう [1761年 12月没]。天

使たちはあの方の魂に、わたしがそれを愛して

いるということを告げねばなりません。それは

輝かしい教師の魂のなかでもきわだ.って光り輝

く地位を占めていなければなりません。夫に先

立たれた夫人の手には尼大な数の歌と手紙とが

残され、娘さんも堂々たる蔵書を引き継がれる

ことでしょう。ところがこのやさしい奥さまは

戦争で幸福の一部を奪われました。その昔タタ

ール人と激戦のあったシュレージエンあたりに

住んでおられたのですが、兵士どもに財産を掠

奪され、愛する夫の心と、夫とのあいだに生れ

た三人か四人かのお子さんしか手もとに残りま

せんでした。この感情豊かな伝道師の奥さまは

それでも幸福なのです。夫を抱きしめ、ああ神

さま、ありがとうございます、敵はすべてのも

のをわたしに残していきました、と叫ぶのでし

ょう。ああ、この不幸な戦争はわたしの友人の

一人をも奪ってしまいました。フラウシュタッ

トの名高いへ/レベルガ一家刊の出で、あった一

人の伝道師こそ、当時わたしの蔵書をつくって

くださった方なので‘すが、ヤングがそのルシア

を悲しみ、この方々が、大切な友よ、人生の楽

しみ、消え去った心の喜びを悲しむがごとく、

十年以上にもわたって悼みつづけておられる愛

する夫人がふたたびこの方のもとに返されるな

らば、この方はシュレージエンで、敵軍に奪われ

たすべてのものを喜んで‘忘れてしまわれるでし

よフ。

それにしても話の筋道をあまりにも遠く外れ

てしまいましたので、もう一度話をもとに戻し

て、わたし自身のことを、精神の協棟に倦むこ

とがなかった次第をお話しいたします。

結婚生活 わたしは主婦であると同時に下女

ともならねばなりませんでした。あすの朝のパ

ンの心配は寝室まで追し、かけてきました。まず、

むずかる子をなだめようと努め、つぎに、昼間

読んだり自分で書いたりしたものについて深く

考えることで自分の心をなだめました。ほんと

うに、かの卓越したブリテン人[ヤング]は、作

曲を、そして文雲を、人生の苦難のなかの慰め

の泉と名づけておりますが、それはわたしの気

持ちにかなう表現でした。経験に立って、わた

しはその意見に快哉を叫んだものです。いろい

ろな考えで頭が一杯になると突然睡魔が襲い、

命令を出す昼の目に夜が逃げ出すまでわたしを

放しませんでした。わたしが満足感を覚えたの

2-1)グァレーリウス・ヘルベルガー 0562-1627年)、 1599
年からフラクシュタットで伝道師を務めた。よく読まれ

た建徳の書の作者。



はいつも同じ理由からです。つまり、どんなに

粗末な食事でも、どんなにみすぼらしい服を着

ていても、とにかく夫にもっと理性をもっても

らいたい、夫にもっと確実なパンを差し出した

いと思うほかには、なんの願し、もありませんで

した。

創作わたしは詩をつくることを日課とし、

しだいに熟達していきました。そしてあるとき

へーロルトとかし、う伝道師と一緒に詩を朗読す

ることになりました。席にいた人たちの拍手に

勇気を与えられました。そのとき以来、食事の

席で小さな詩を語るのが習慣となりました。申

すまでもなく、詩をこしらえたのはわたしの食

卓ではなく、友人たちの食卓でのことです。わ

たしの暮しぶりは年を追うごとに耐えられるも

のになっていくようにみえました。しかしわた

しはまだポーランドにいて、祖国への激しいあ

こがれを胸に感じておりました。わたしがどの

ような道をとおってここまで運ばれてきたのか、

それをお話しいたします。

才能の発見夫は改革派教会に改宗いたしま

した。粗野な生活に明け暮れた丸六年、夫はい

つか会衆の前で罪ひーとの一人として槍玉にあげ

られるかもしれないなどと考えたことがありま

せんでした。わたしは夫を深い眠りから目覚め

させ、キリスト教徒の聖餐を拝受するよう勧め

ました。とうとう夫に詩のかたちの依頼状をも

たせ、リッサ近くの改革派の伝道師テュチュケ

[?]という人のところへ遣りますと、受け入れ

てくださり、夫は伝道師の挨拶状をもって帰っ

てきました。この立派な方はわたしを奇蹟のた

まものかなにかのようにご覧になり、すぐさま

親友にわたしのことを伝えられました。この人

こそ、わたしの歴史の第三期が始まるきっかけ

をつくってくださった方で、す。雲をいただく山

に登るとき好奇心にみちた青年の一方が他方に

手を貸すのに似ています。あとの者は先頭の者

について登っていきます。二人は一緒に頂上へ

たどり着き、足下の大きな湖のかずかずとはる

かに拡がる風景に感歎するのです。
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1・3.第三の手紙(1762年 9月8日付)

夫の暴力 誠実なズルツアー様、深い悲しみ

のあらしが吹きすさぶ七回の冬を、わたしはフ

ラウシュタットで生き抜きましたお)。この町は

ときどきポーランド王を二、三週間お泊めする

という誇り高い喜びを享受します。けれども偉

大なムガル朝の王のように、アウグスト 26)は

めったにそのおすがたを見せないすべを心得て

おられます。食卓を広く開放しておられました

が、ついに持顔の栄に浴することはできません

でした。だからといって悲しくはありませんで

した。わたしの魂はずっと一人のもっと偉大な

王の名声に夢中になっていたからです。いつだ

ったか、王が占領された最初の要塞切からす

ぐ参上せよとお召しになったとき、飛び上がっ

て喜びました。グ‘ローガウの宮廷伝道師デーベ

ル 2めは、ポーランド人の友だちが一人の女流

詩人を発見したと語るのを聞いて夢中になって

いました。デーベル氏はわたしの話をじかに聞

き、ご自分の希望でもあり、結婚している女友

だちの助言でもあるといって、わたしに住いを

変えなさいと助言してくれました。とくにむつ

かしい条件も見当たりませんので、ポーランド

を去り、1755年の秋、グローガウへ移りました。

家族は人数が増えていました。わたしは四人の

子どもの母であり、あし、かわらず改善の見込み

のない夫の妻でした。ほどなくして夫は不品行

の罪で伝道師の恩愛を失いました。が、それだ

けになおさらわたしの腹は決りました。だれあ

ろう、地に落ちたわたしのしあわせを引き上げ

る助けになりそうなことならどんなことにも喜

25)正確には 6回の冬(1749/50年の冬から 1754/お年ま

で)。

26) 1752年にカルシュは、ザクセン選帝侯にしてポーランド

玉であるアウグスト三世に表敬の詩を書いている。

m プロイセンのフリードリヒ二世はオーストリアにたい

してシュレージエンの領有を主張し、第一次シュレージ

エン戦争 (1740-42年)を行った。その際グローガウ要塞

は1741年3月 9目、十一週に及ぶ攻図のあとプロイセン

軍の攻墜を受けた。

28) ヨーハン・ミヒヤエノレ・デーベルはグローガクの改革派

教区の首席伝道師であった。フリードリヒ二世は1747年、

デーーベルに宮廷伝道師の称号を授与した。
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んでくれて当然の人から、わたしは妬みを買っ

ていました。わたしの人生を苦悩にみちたもの

にした原因を細大漏らさずお話ししようとすれ

ば、大型の本を半分ほど書かねばならないでし

ょう。が、あの野卑なふるまいと恐ろしい悶着

はカーテンの下に隠しておくのがいいのです。

すべてを見たまう神の御目はわたしが苦しむの

をご覧になり、わたしの忍耐と、かつてもっと

もすばらしい、もっとも愛すべき夫が要求しえ

たあらゆる義務を果たすすがたをご覧になりま

した。それでもすべてが浪費された以上、奇蹟

でも起らなければわたしは救われませんでした

し、家族を養うための心痛が終ることもありえ

ませんでした。すばらしい宮廷伝道師のお宅は

唯一気の休まる場所でした。奥様は男性のよう

に気丈な方で、賢く、ゆるぎない意志の人でし

た。弁舌はさわやか、同時にまじめで、妹さん

と競ってわたしの友人になろうとなさいました。

戦勝歌王はけっして妥協せぬ敵ゆえに戦地

へ赴き、しかもそれを六回もくりかえさねばな

りませんでした。王はロヴォシツェ近郊で、勝利

を収められ 29)、わたしはわたしの随一の方のた

めに勝利の調べをうたいました。友人のデーベ

ノレがその歌を印刷してくださいました。当時は

まだ王の願いはかなっていませんで、したが、オ

ーストリア勢がプラハ近くのベーメン山地で敗

北を喫しましたので [1757年5月 6日]、わたしは

一種の戦勝歌を書きました。群を抜いた愛国者

として戦死されたフォン・レーダー伯刻はそ

の歌に聞きほれていました。伯爵家はこの日を

境にわたしの支えとなりましたが、こういう

方々にど、れだ‘け親切な人たちが加わっても、す

べて無益でした。わたしはあし、かわらず窮乏の

29) 1756年8月末、フリードリヒ二世はザクセンへ侵攻し、

たちまちヒツレナでザクセン軍を包囲していた。包囲され

たサγセン軍を救援すべく接近していたオーストリア勢

を、フリードリヒは 10月 10目、ロヴォシツェ近郊で破

った。ロシア、フランスと同盟を結んだオーストリア、

およびスウェーデンと多数の帝国諸侯にたいするプロイ

センの七年戦争(1汚6臼年)が始まっていたのである。

30)カルノレ・ア/レベノレト・ライヒスグラーフ・フォン・レー

ダー(1766年没)。プロイセン国務大臣にしてグローガウ

行政区長官。

重荷を背負いつづけておりました。

大火 不幸な偶然からグローガウの三分のー

が瓦牒の山になりました31)。わたしはわずかば

かりのものを地下室に保管し、末の子を腕に抱

き、三番目の子の手を引きました。上の二人が

わたしの前を泣きながら走るのを見ました。そ

うやってもうもうと立ちこめる煙のなかを郊外

まで逃げました。町の悲惨なすがたに魂は惜然

としました。ようやくわたしは泣く自由を得ま

した。そして猛威をふるう炎を鎮めてください

と神に祈りました。野に横たわる幾千という

人々の祈りがつうじてか、灼熱の炎は消え、危

険を避けて出てきた屋根の下でふたたび夜を過

せるようになりました。それから一週間という

もの動揺がおさまりませんでした。教会委員会

の長老ルドフキが青空の下、祭壇の焼け跡で説

教をなさるまで、わたしは集中してものを考え

ることができませんでした。が、ようやく正気

に戻った感じがするので、すわって、この悲し

むべき事件を記念する二つの詩を書きました。

書籍商のギュンター氏が両方とも印刷してくれ

ました。今もあの丸天井の庖に行けばそれがお

いてあると思います。

知人の支援 この火災は多くの人に悲しい結

果をもたらしました。わたしも例外ではありま

せんでしたが、ときどきは心配事から逃げ出し

ていなかへ行きました。あちこちの伝道師が温

かく迎えてくださいましたので、そこへ飛んで、

いきました。そのなかのお二人はクリュノレとベ

リングとおっしゃいました。この名前はどうし

てもここに記しておかねばなりません。わたし

に親切をほどこしてくださいましたが、お二人

が他の多くの人と同じように戦乱のさなかに失

ったものは、天の恵みによって償われてしかる

べきだと思います。この二人にくわえて、とく

に、もうかなり早くから友人になっていたチル

ナーとかおっしゃった伝道師のことを書いてお

きます。この人はわたしのために数えきれない

ほど心からの願いを寄せてくださいました。そ

31>1758年5月13日の大火で一市区が完全な廃嘘と化した。



れだけでも、神がこの方の大きな損害を、この

方の慈悲深い後援者であるフォン・ルーケ氏に

たいしてと同じように、七倍にして返してくだ

さるだけのことはあります。フォン・/レーケ氏

も、わたしにたいする親切と高貴な心ばえが称

讃されてしかるべき人物です。彼らは知らず知

らずのうちに、こそ、ってわたしが歌う意欲を失

わないように気をつかってくれました。

大王を目撃する あるとき田舎へ行きたいと

いう種融を覚えました。わたしは面識のない伝

道師たちのところへ行きました。すると偶然着

いた村にフリードリヒが宿泊しておられたので

す。王は今しもツォルンドルフへと出立される

ところでした。伝道師の家にはウーオーバースノ

フ将軍均が泊まっておられ、すぐに親しくな

りました。翌朝わたしは、王のなかでも最上の

王の馬上ゆたかなおすがたを目のあたりにし、

王を囲んで朝の歌を唱和する兵士たちの歌声を

聞きました。衝動のおもむくがままにここまで

やって来て、 2マイノレ [15km]も歩いた甲斐はじ

ゅうぶんあったと思いました。わたしは王の勝

利を歌う計画を立てました 33)。ヴ、オーバースノ

フは会戦のあとすぐ伝道師[?]に手紙をしたた

め、その報せをわたしに伝えるよう指示しまし

た。わたしはこのときの勝利のために二つの歌

を書きましたが、もっとも大切な方よ、そのあ

とのできごとと、ロスパハ近郊の勝利 [1757年 11

月5日]に事態があまねく切迫していたことはご

存じのとおりです。このロスパハの戦勝だけは

まだ詩にしておりません。ちょうど竪琴に手を

伸ばしたとき、ちりぢりに敗走するベーヴ.エル

ン部隊がグローガウを通過したからですき4)。困

32)モ-9ツ・フランツ・カージミール・フォン・グオーバ

ースノフ(1708-59年)、プロイセンの少将。七年戦争で

は、プラノ¥ロスパハ、ロイテン、ツォルンドルフ各近

郊の戦いに参加、 1759年7月z3日にカイ近郊の戦いで戦

死した。

お)カノレシュの勘違し、。ツォルンドノレフ近郊の戦し、はこれか

ら一年後、すなわちロスパハおよびロイテン近郊の戦い

のあとである。

お)1万7年 11月 22目、アクグスト・グイノド¥ルム・フォン・

ベーグェノレン将軍の率いるプロイセン軍が、プレスラウ

近郊でオーストリア軍に敗れ、将軍自身が捕虜となった。
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り果てたわたしは旅立ち、ポーランドの友人た

ちのもとに身を寄せ、平和な時代の到来を夢見

ながら誕生日を祝いました。兵士たちはもうそ

こに来ていました。旅から帰るのと同時にロイ

テン近郊の勝利とし、う重大な報せが届きました。

このときをとらえて、わたしは詩神に歌えと命

じました。なにしろ感謝祭まであと二十四時間

しかなかったからで、す。歌の第一聯を植字工に

送り、まだ完了していないうちに第二聯を持っ

ていってもらいました。こうして歌の最後まで

いき、それは印刷されて、誠実な心ばえの歓呼

する群集に配られました。みな口をそろえて、

わたしが歌に魔法をかけたのだと言い、わたし

に会いたがりました。ああ、この讃歎によって

名声を獲得しましたが、主人としてわたしを支

配したがり、わたしの手からパンを受け取り、

神がその手から自分の手にパンを落してくれな

いといって神をののしっていた男はますます腹

を立てました。低劣な倣慢から人が陥りがちな

夫の狂暴なふるまいをわたしは話しませんでし

た。『道徳書簡~ 35)の第二部にはそのような実

例が紹介されています。 1

わたしはすべてをお話ししたと思いますし、

同時にまたわたしの心はすべてを赦すことがで

き、よりよい神の摂理に期待をかける誓約を誇

りlこ思うようになりました。

湯治旅恐怖と不機嫌のあまり体がひどく弱

っておりましたので、やむをえずヒノレシュベル

クに近い有名な湯治場お)へ行きました。手も

と不知意の身でありながら、これほど費用のか

かる計画をあえて実行したことをいぶかしくお

思いにならないで、ください。まだ面識のない一

人の友がわたしのために食卓を用意し、到着し

たときにはわたしのために部屋が用意されてい

ました。このような旅行ができたのは、ヴァノレ

ムブ‘ルンの牧師さんのおかげです。わたしは旅

35) W心を養うための道徳書簡~ (全2部)は1759年にライ

プツィヒで刊行されていた。著者はアルトーナの教育家、

作家、翻訳家ヨーハン・ヤーコプ・ドクシュ(172~年)。

36)ニーダー・シュレージエン、ズデーテン山地のふもとに

あるパート・グァルムプルンを指す。
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をつうじて、ヒルシュベルクの何軒かの家に知

られるようになり、二、三人の愛すべき姉妹と

友だちになりました。そして、わたしにとって

かけがえのないものですが、一面識もないフォ

ン・ザイドリッツ中将司と手紙のやりとりを

する栄誉を獲得し、中将も友人になりました。

あの方を友人にできたのはまことに幸運でした。

今もまだ友だちでいます。

二カ月というもの、さながら楽園にいるよう

でした。しかしつぎつぎと送られてくる夫から

の手紙と子どもに会いたい気持ちに負けて、帰

ることを余儀なくされました。

二人の娘の死 四週間、家庭の安らぎを味わ

いましたが、それは身構えるハリケーンに乱さ

れる前の不気味な海の静けさに似ていました。

一本の茎に育ち、この世にあらしめてくださ

った方にまだ.喜びのかおりも送りえない前に、

毒虫にむしばまれて枯れる定めの双子のパラの

ように、下の二人の娘が死の腕にいだかれて逝

きました。わたしは勇気をふりしぼり、なぜ時

をおかず子どもたちを召されたのか神にお訊ね

しました。無知なわたしとしては当然感謝申し

上げるべきところでしたが、思わずわたしもあ

とを追って死にたいと口走りました。このとき

を境にわたしのおかれた状態は耐えがたいもの

になり、四カ月ものあいだ不幸な結婚生活のあ

りとあらゆる拷問にさいなまれながら、ただも

う苦痛と、わたしを震えさせる恐怖のなかで生

きているとしか感じられないありさまでした。

夫を隔離 171ω 年1月21日がこの悲劇的な

役回りを変える日と定められておりました。こ

うして歎き悲しんでいたとき、その歎きの原因

をつくっていた人が周囲の方々のおかげで戦争

の旗の下へ連れていかれたのです。もっと別の

時だ‘ったら、わたしは異議を申し立て、自分が

みじめな境涯にあることをもう一度忘れること

3η フリードリヒ・グイノレヘルム・フォン・ザイドリッツ

(1721・73年)、プロイセンの騎兵隊総司令官。 1757年 11
月、ロスパハ近郊でフランス軍および帝国軍にたいする

プロイセン軍の勝利を決定的なものにし、 1758年8月 25

日にはツォルンドルフ近郊でロシアにたいする勝利を決

定する転機を招きょせた。

もできたでしょう。しかしほかならぬこの日は、

わたしたちの人生の日々をその書物に書き記し

ておられる方があらかじめ記録しておられた日

だ、ったので、す。わたしはさながら悪夢から目覚

めたような状態でした。元気を回復し、王のお

誕生日 [1月 24日]を祝う詩を書きました。この

日から幸運がわたしのほうに顔を見せ、わたし

はパラが花を咲かせるころまで深い安らぎのう

ちに過し、偶然のことから思いもかけぬ贈り物

をいただき、身を切るような悲しみがあとかた

もなく消えた毎日を過したのでした。

夫との再会 7月5日、フケ部隊の一部が帰

還し 38)、わが家も宿営を求められました。わた

しは自分の名字になっている人を、妻として礼

を尽して迎えました。軍服姿、それを身にまと

っているときの快活な様子、お仕えしている王

ゆえに、以前より夫を尊敬いたしました。夫の

身分に変化が生じたこと、半年間の苦労、ある

種の欠落が、わたしにとってほんとうにいい効

果を及ぼしたのだと，思いました。ほかのことは

ひとの親切に頼つてなんとか乗り切れると考え

ておりました。夫と公の散歩道を歩き、夫を満

足させるために望むことは何でもしてあげまし

た。が、おまえは倣'慢になったと言われました。

城塞周辺にはプロイセン兵とロシア兵が陣取

り、物価は高騰し、借金はかさみ、冬が恐ろし

いすがたで近づいてきました。迷路のような憂

いのなかから逃げ出す道は見つけられませんで

した。それをわたしは一人で担いつづけました。

夫はそんなことにまったく頓着しなかったから

です。王はトルガウ近郊で・勝利を収めました。

同時に、いくさの幸運に乗じてわたしの詩にも

幸運が舞い込んできました。詩の女神は困窮し

た暮しにもかかわらずはつらつとして、名状し

がたい希望がわたしの心にきざしました。

戦勝詩 11月 12日、わが家の客人が去って

38) 17，伺年6月 23目、大将ハインリヒ・アクグスト・パロ

ーン・ドヮ・ラ・モット・フケ(1698-1774年)の率いる

プロイセン軍は、ニーダー・シュンージエン、ランデス

フート近郊で大敗を喫し.フケO!干もオーストリアの捕

虜となった。



いきました。兵士たちは行進し、わたしはトー

ノレガウの勝利を詠みました。この歌はやがてわ

たしが行く運命にあった幸福の地へ、わたしよ

りも先に飛んでいきました。王弟、グローガウ

に来ておられたハインリヒ王子を歌にしました。

わたしは体じゅう精神そのものになったかのよ

うでしたが、あし、かわらず将来を思って震えて

おりました。

コトヴィッツ男爵との出会い 折しも誕生日

のこと、神に感謝のことばをささげていたとき、

一人の従僕がはいってきて、フォン・ヴレーヒ

将軍の令夫人 39) の手になる小さな書付をくれ

ました。夫人にはご返事をさしあげねばならな

かったのを失念していたのですが、そのことを

フォン・コトヴィッツ男爵をつうじて催促なさ

ったので、す。じつはこの非の打ち所がない貴族

の弟君のほうは存じあげていたのですが、男爵

ご自身とは一面識もありませんでした。男爵は

わたしを呼び寄せられ、将軍夫人からのあいさ

つをお伝えになりました。本来なら男爵に詩の

一つで、も朗読させていただ.くべきところでした

が、「ある未亡人の嘆きJしか思い浮びませんで

した。が、男爵はそれがお気に召し、タバコ入

れを贈られ、プレスラウへ発ってし、かれました。

わたしはその贈り物に天にも昇る気持ちでした

が、三日後、タバコの下から一枚の金貨が出て

きました。枕惚として机に向かい、その容器に

刻まれた絵を歌にうたい、男爵に手紙をしたた

めましたが、将軍夫人が男爵の心にどのような

ものを授けていたかは知るよしもありませんで

した。

未来への希望男爵はお帰りになるとわたし

を召され、男爵家の馬車でベルリンへ行く気は

なし、かとお訊ねになりました。あなたとお子さ

んたちの面倒はみてやろう、こんなところにい

たら食糧の心配に天才が窒息してしまう、あな

39) Jレイーゼ・ヱレオノーレ・フォン・グレーヒ、旧姓フォ

ン・シェーニング(}707品 四 年)01723年、中将アーダ

ム・フリードリヒ・フォン・ヴレーヒ (1746年没)と結

婚。キュストリーン近郊タムゼルの農園主。フリードリ

ヒ大王の幼なじみ。
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たの天才なら大都会のベルリンへ行けばもっと

創作が進むだろうと思う、とおっしゃるのです。

仰天しました。その昔、輝けるセラピムが牢獄

の鉄の扉をとおって舞い降り、鎖に触れてそれ

を外したまい、あとについて来なさいと命じら

れたときの使徒の一人叫も、ちょうどこんな

ふうに仰天したものでした。わたしはよろよろ

と病気の友人、宮廷伝道師デーベルを訪ね、彼

を神の救いの手にゆだね、わたしへの友情を忘

れないで、くださいと頼みました。

旅立ち 友人たち全員のお祝いのことばに送

られて、わたしはグローガウをあとにし、ツィ

ーテン[不詳]、ハーク 41)両家を祝福しました。

しばしば冬の寒さからわたしを守ってくれたか

らです。が、今はもう北風など感じませんでし

た。ピョートル三世によってシベリアの荒野か

ら呼び戻された追放者たち叫も同じように北

風など感じてはし、ませんでした。みな心はずむ

思いで、長く打ち捨てられたままになっている

自分の住いに戻ってきました。そしてふるい落

とされた雪は彼らを慰める露のしずくとなりま

した。

1-4.第四の手紙(日付なし)

王都へかつて翠を引く牛たちによって諸民

族の支配者に任ぜられた方 43) は、喜びに心み

たされることがありませんでした。しかし牛は

わたしに飲み物を与えてくれました。わたしは

王都の宮殿のかずかずを凝視し、その宮殿の一

つに導かれました。親切に世話をしてくれる人

の住いに身を寄せ、さながらアルプスの高山で、

雷雨と暴風が轟音を残して足下を遠ざかってい

くのを、なんの心配もなく聞いている人のよう

み

-10)ベテロ。 rj吏匂iiif;J12、7一一「視屯ち高の使ベテロの

傍らに高ちて、光明宅内にかがやく、御{新れの脇をた

たき、覚していふ『疾く起きよ』かくて鑓その手より

落ちたり。J

41)フォン・ハークはフェステ・グロ}ガウの駐屯部隊長。

42)女帝エカテリーナの死後(}762年1月5日)、ーピョート

ノレ三位はポーランド人捕虜をシベリアから戻した。なお、

ピョートルは5月5目、プロイセンと講和;を結んだ。

必}ダヴィデ王。「サムエル後reJ第一章以下。
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に、遠く雲の上まで、昇ってきたかのような心持

ちでした。四週間、不思議な静けさのなかで過

しました。しごとといえば、サン・スーシの賢

人から送られてくる手紙を読むことだけでした。

わたしは大胆にもそのうちの二通を韻文にして

みたのですが、ホメーロスの高い調べの歌に、

厚かましくも韻律の足かせをはめようとする詩

人たちと同じように、無理5郎、するところがあ

ったかもしれません。わたしは幸福な隠棲を楽

しみました。しかし気がつくと、わたしが当地

へ来ていることが世間のうわさになっていまし

た。貴兄の耳にも達したことでしょう。お救い

くださった方にお願いして貴兄を食事にお招き

するというのは、われながら妙案だと思いまし

た。貴兄はわたしに会うことを条件に男爵の招

待を受けてくださいました。

新しい交友 わたしたちの発音の違いはたい

へんなものでした。シュレージエンの方言で、語

ったわたしの詩はご理解いただけず、あいかわ

らずいちばん美しいドイツ語を話すのはスイス

人だと考えておりました。しかしそうであるか

らといって貴兄がわたしの友となる妨げとはな

りませんでしたし、わたしもベンを頼りに自分

の考えをいっそう理解していただくことができ

ました。わたしは貴兄を第一の友人と名づけま

した。あのころ貴兄と親交のあった、あのすば

らしい機械工H44)は、わたしを実の妹のように

おっしゃってくださいました。なぜならわたし

たちは同じーっの御手から異なる天才を授かり、

そのおかげで幾千という人々に知られる幸福を

味わっているからで、す。氏はまた思想、を歌うド

イツのホラーツィウス、 R45)を紹介してくださ

いました。

ズルツアー、グライムとの遅遅春になり、

ご存じのとおり毎日のようにモンピジュ[ベルリ

44)ゴットフリート・ホールフェルト(1710-71年)、ベルリ
ンの名高い機械工、機械技術者、発明家。

45)カルル・グィルヘルム・ラムラー (1π5-98年)、ベルリ
ンの好情詩人。その頒歌はホラーツィウスの技法をまね
たもの。詩人博士 Poetadoctus、王立幼年学校の哲学・
文義学耕受 (1748-90年)、当時、文体および韻律分野の
権威とみなされていた。

ンの離宮]近くの柳の下を散策しました。厳格な

思想のもちぬしでいらっしゃる貴兄のところへ

お邪魔することもたびたびでしたし、かの気高

い煩歌の詩人を訪問することもよくありました。

かつてわたしは戦争歌人叫からの手紙をつう

じて詩人を発見したのです。「よく間きたまえ、

し、し、かねJと詩人は言われました、 r"、し、かね、

グライムがアポローンの名において、妹にあい

さつをしておきなさいとわたしに命じているの

ですよj と。この格別なあいさつに、わたしは

天にも昇る気持ちでしたから、すぐアポローン

の兄弟に手紙を書きました。その返信はご存じ

のとおりです。わたしは貴兄の手から、未知の

個性を知らしめることを喜びとする一人の人類

の友の最初のあかしを受けとったので‘した。も

ちろんわたしに誇りうる業績があれば未知の業

績を、と申し上げるところですが、友人や、交

わることを余儀なくされたすべての人々にたい

してわたしがもっているものといえば、飾らな

い心ただそれだけです。

詩集への意欲 これまでは自然がわたしの第

一の書物でした。今は貴兄とグライムとパハマ

ン羽が蔵書を手配してくださるようになりま

した。わたしの財産は三十冊以上にもなりまし

た。しかもグライムから授けられたものは創作

の意欲だけではありません。グライムはベルリ

ンへ来て、貴兄と一緒にしだいに力をこめて激

励してくださいました。このくわだての成果に

ついてはとやかく申し上げる立場にありません。

読者は歌集のなかの第三部を期待しています。

が、かくも心豊かな友が鼓舞してくださらなか

ったら、わたしの天才だけではこれほど多くの

実を結ぶことはなかったでしょう。かなり以前

からわたしを引き立ててくださったのは、書籍

商というよりは文墓愛好者、出版者というより

46) グライムは 1758 年に ~lT:>6 iFおよび1757年の出征に
である郷弾兵の歌えるプロイセン軍~\m~ を刊行してい

た。

4乃ハインリヒ・グィルヘルム・パハマン、マクデ‘プ/レクの
商人、織物工場主。



は友人である男性的の手紙でした。しかし、

し、かなる暴力がわたしのゆるぎない決心をくじ

いたのかわかりません。詩のかずかずをわたし

に仕上げさせたのは、彼の約束でも、約束の洗

練されたことばでも、わたしの窮乏でもありま

せん。彼自身がそれを提案し、わたしが詩集の

約束をした、ということです。いずれわたしは

この約束を果す所存です。

いっそうたくましさを増した精神の最初の産

物であるこれらの詩は、これから世の人々にそ

れを迎えていただくための道として定められて

いたものです。わたしの天才がその父と申し上

げたいのは友情の炎です。これらの子どもが完

壁なものかどうかは判りません。ここには雲術

など関与しておりません。ただところどころ、

読書家であったことが功を奏しているにすぎま

せん。なにしろ夏の日の多くの時間を利用して、

ギリシア、ローマの英雄列伝八巻を読破しまし

た。プルタルコス 49) こそ、ティーアガルテン

のウェーヌス像のある柱まで出かけるときの唯

一のお供でした。あの若いブ.ナの木陰にすわっ

て、タ聞が迫り、散歩していた人たちが町への

帰り道を急ぐ時刻になるまで書をひもときまし

た。そのあとパハマン家とシュタール家の方々

が親切な食卓を用意して待っていてくださいま

した。ひともうらやむこんな生活が九月なかば

まで続きました。

恋と文通 グライムとの文通はことのほか活

発で、頻繁になりました。グライムがベルリン

にいたのは四十日間でしたが、ちょうどそれだ

けの数の歌を快い掠奪物としてノVレバーシュタ

ットへ持ち帰りました。わたしはマクデブ‘ルク

とノVレバーシュタットへ行きたいという衝動に

逆らえませんでした。万難を排しました。訪問

のためだと自分に言って聞かせました、旅をし
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意してくれました。向こうに到着して最初のし

ごとはマクデ、ブ‘ルク市に歌をささげることでし

た。でも、まるまる一年この町で過すことにな

ろうとは予想もしませんでした。

司令官の令夫人が食事に招待してくださいま

した。そしてフォン・ライヒマン夫人[マクデブ

ルク駐留部隊長の妻]がやがて世話をしてくださる

ことになるとは予想だにしませんでした。お心

の広いこの婦人にどうやら気に入られたようで

した。いつまでここに滞在するつもりかとお訊

ねになりました。詩人というのは大胆なもので

す。ここで冬を過せたら満足でしょう、ところ

が今の住いにはもう人がはいっているのです、

わたしはそう答えました。夫人は自室の一つを

提供してくれました。わたしにとってたとえよ

うもなく美しい驚きでした。このことばを頼り

lこノVレバーシュタットへ飛んで行き、そこで三

十日間を過しましたが、わたしにとっては喜び

と歌にみちた日々でした。

詩集出版友情は三度までもわたしを冠で飾

ってくれましたが問、友情の手で編まれた月控

冠は、君主のご命令で編まれた冠より青々とし

ているものです。そのころわたしの歌集を編む

最初の計画 51)が立てられました。フォン・シ

ュピーゲル氏問とグライムがそのことで相談

なさったようですが、わたしは通りすがりにち

ょっと耳にした程度です。

マクデブノレクに戻ると、司令官のお宅もフォ

ン・ライヒマン夫人のお心もわたしのために聞

かれていました。友人のパハマンはわたしのた

めに四つ目の月桂冠を編み、敬度な王女アマー

リエ 53)のために受難カンタータを書かせよう

と、わたしの詩神の手に黄金のベンをもたせま

した。この神聖な歌が成功したかどうかは判り

たいのだ、と。友人のパハマンが部屋を一つ用 問ノVレバーシユタツトでカ/レシユは三度、桂冠詩人の称号

を授与された。

51) 1763年に刊行された『精選詩集』の予約出版。

48)ベルリンの書籍商、出版業者グーオルク・ルーデグィ 52)エルンスト・ルートグィヒ・フライヘア・フォン・シュ
ヒ・ゲインター。カルシュの多くの詩と詩集はここで印 ピーグル・ツー・ディーゼンベルク、ハルパーシュタッ
制された。 卜の司教座聖堂参事会首席。

49)ギリシアの哲学者、歴史家 (50年ごろー125年ごろ)0 53)フリードリヒ大王の妹(1刀3-87年)、クヴェードリンブ
ギリシア・ローマの著名人四十四人の対比列伝を著した。 ルク女子大修道院長。
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ません。わたしはまだ気高いハープの調べにあ

まりにも不慣れな状態でした。信心深い悲しみ

に席を譲るため、わたしから煩歌の精神が去っ

ていきました。国王の妹君のお好みにあわせて

創作したという名誉は、わたしの幸福の輝かし

し、一部をなしています。宮廷伝道師ザックがわ

たしにそのための計画を伝えました。アマーリ

エご自身が構想を練られ、わたしは王女があら

かじめ引かれた道筋からたびたびそれることが

ないようにと、おのが詩才に命じました。「王女

がその音楽肇術をつうじてわたしのアリアに命

を吹き込んでくださるJ、そう思うだけで、さい

なまれつづけた十五年という歳月を顧みてわが

身を慰めるのに十分だ‘ったで、しよう。

人生の頂点 わたしの幸福は高いいただきを

目指して登っていきます。制約のない自由を享

受し、食事が司令官の食卓に供せられ、もはや

生活苦など無縁になったからで、す。息子 54)は

寛大なコトヴ、イツツさんが育ててくださいます

し、娘 55)のことはベルリンの友人たちが面倒

をみてくれています。女王様も王子様と王女様

もわたしのことばに耳を傾けてくださいます。

友人たちは変らぬ誠実さを示してくれます。医

師の助けもいりません。どのような歌、どのよ

うな本、あるいはどの散歩道を選ぶかは、全部

わたしが決めます。

デルポイの神託を訊ねさせ、その者に山のよ

うな黄金を贈り、みずから捕えられたときには、

おのが足かせを送った、かのリュディアの王56)

よりもわたしはしあわせです。ああ、たびたび

その王のことを、また、人間にものごとの結末

を問うよう命じたアテーナイの賢人[ソクラテス]

のことば在思い出します。神の摂理はわたしの

5-1)前夫ヒ/レゼコルンとのあいだに生れた，包、子クリスティ

アン。 1749年の離婚後に生れた。この「才能がなし、j息

子は1763年にベルリンへ出てから、生涯母に養ってもら

った。最後は教会用務員、助教師となった。

55)カロリーネ・ルイーゼ、 1750年6月21日、フラウシュ

タット生れ。カルシュの最初の子。カロリーネもその子

どもたちも生涯カルシュに養われ、母の家政を切り盛り

した。

56) リュディア儀後の王クロイソス(紀元前5ω年ごろ一日6

年)とデルポイの神託成就をめぐる伝説。

人生の秋を実り豊かなものにしてくれます。秋

を春にしてくれます。神の摂理は、わたしたち

が行儀のいい子どものように、騎ることなくそ

の才能を用いるかぎり、わたしたちに至福と喜

びとを授けたまうのです。しかし幸福な人間は、

かつて倣慢と自己愛とをもったベルシア人に占

領されたときクロイソス王が戦った相手、あの

好智にたけた二人の暴君よりも、はるかに強力

な敵と戦わねばなりません。ああ、英知を語る

友よ、どうかつねに自分自身を戒めるようわた

しに命じてください。つねにわたしの心が困難

な日々を顧みるのでなければならないと、また、

その回顧の一つひとつが、荒れ狂う海に岸をめ

ぐらせ、人間の不幸に限界をもうけてくださる

神へのほめ歌とならねばならないと、そうおっ

しゃってください。神は、みずからっくりたも

うた最上の人間のうちでもっとも高貴な人々の

好意がわたしに注がれるよう計らってください

ました。わたしの人生は幸福であることをやめ

ないでしょう、もしもわたしからこの最大の贈

り物を奪うことを神が好まれず、わたしが最後

の役割を終えるとき、貴兄の友人だという感情

をもちつづけるかぎりは。

2. 自伝詩

2-1. 大f自父の思い出

c7 Allserleselle G位Iicllte von Anna Louisa Karschin. 

Nachdruck der Ausg. Berlin 17，臼.Mit einem Vorwort v. 

Barbara &'Cker-Cantarino. Karben 1996. S. 92羽.

今は亡き叔父、彼女の子ども時代の導き手に
1761年

砂のなかから昇り来れ、

わが幼き日々の国にありて

安らぎを得たる、おんみ、なきがらよ。

かけがえのない老人よ、その手足に命を

ふきこみたまえ、

教えの蜜をわたしに授けた

くちびるよ、いま一度語りたまえ。



あるいはオリュンポスの頂にいます

かしこい影よ、わたしの行くところをご覧あれ。

牛のあとについて牧場を行くのではありません。

この上品な人々を見てください、

だれもがあなたの姪の歌を口ずさんでいます。

その会話を、あなたのほめ歌をお聞きください。

枝を拡げた科の木は永遠に青々と

していなければなりません。

辛いしごとに刈り手が疲れるように

長い一日に伯父上がお疲れになり、

芝の椅子が疲れ切った伯父上を受けとめると、

あそこでわたしは最上の父の子のごとく

心をこめて伯父上の首にすがりついたものです。

あの緑の葉の屋根の下で

神々のなかの神について理解できた

二十のくだりを伯父上に復唱しました。

信者が大切に守りったえた書物から

理解しがたし、かずかずの篇言を引くと

敬度な方よ、その意味を教えてくださいました。

黒い職服に身をかため

高い説教壇からわたしたちに

正しい生きかたを教える人たちと同じように、

伯父上は人間の堕落1) と約束 2) について

お話しなさるとき、さながらやさしい

口づけのように

すべてのことばは語られました。

天界の住人たる伯父上よ、

ごらんください、わたしの友人たちが

しずかに涙して

しばしばわたしの頬をぬらすさまを。

もしも語りうるものなら、かけがえのない

影よ、語ってください、

伯父上の心はあのとき、わたしが生涯

幸福と名誉とに恵まれることを望んで

おられましたか、

1)アダムとイグの堕落。

2)神がイスラエルに与えた約束。

毎日のように知恵の書を前において

ページをながめ、

野の花を摘み、

小さな両手でそれを運び、

伯父上の髪の飾りにしては、にっこりと

伯父上の横で蓄積の花びらのうえに
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すわっていたとき。

伯父上がまわりのほかの魂の

三倍も光の衣を身につけられ、

もっと神のまなざしを楽Lまれますように。

この地上の喜びの杯から

わたしに与えられるすべての滴の代りに

至福の海が伯父上をぬらさんことを。

2・2. 牛追いの少年

t7 Auserlesene Gedidlte von Anna Louisa Karschin. Ebda. S. 

%. r捕えられたヒバリにJ(1761年 10月5日、ノVレバーシ

ュタット)より。

背の高い草むらで牛は草をはんでいた。

牧童はおまえたちのさえずりに耳を傾けながら

柏の木の根元に立っていた。谷はおおぜいの

子どもたちが

おまえたちの歌にあわせて歩くのを見ていた。

2・3. 若い日の苦難と結婚生活

t7 Auserlesene GeJic/lte von Anna Louisa Karschin. Ebda. S. 

l11.r司教座聖堂参事会首席フォン・ロホフにーーかくも美

しい詩をものすることを教えたのは愛にちがいないと氏が

語ったときにJより。

わたしの青春時代は心配事にうちひしがれ、

夏の多くの朝にはためいきまじりに

この単純な頭で口ごもるような歌をうたった。

若者にささげた歌で、はなかった、

いな、蟻の群をごらんになるように

群なす人間を見下ろしたまう神にささげた

ものだ‘った。

しばしば歌のたねとする感動もなく、

やさしい気持ちもはたらかずしてわたしは

妻となり

母となった。野蛮な戦争の時代に
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都市の壁をよじ登った戦士から

なかば口づけを強要された娘が

愛を知らずに母とならねばならないように。

わたしは愛を知る人のために歌をうたうとき、

つねに望みながら得られなかった

男のなかでもいちばんやさしい男のことを

考えている。

し、かなる妻といえども、わたしが感じたこと

のないくちびるに

サッポーの静かな炎をもって口づ、けをする

ときほど

まことの心をこめて口づけする者はいまい。

2-4. 本と子どもの遊びの世界

r;;r Allserlesene Gedichte von Anna Louisa Karschin. Ebda. S. 
191 f. rカード遊ひ・をする者たちにj より。

本だけをわたしは愛し、

読み、深く思いをめぐらせ、

粗末なものとはいえわたしも一冊こしらえた。

そこでは遊びもダンスも問わなかった、

英雄の頭を飾るものを読み、

戦と危険とを夢見た。

自分でつくったとりでを攻めて、

おのが民を整列させ、

さながら将軍のごとくふるまった。

槍を投げ、瓦のかけらを飛ばし、

めったなことでは退却せず、

声を張り上げて突撃を命じた。

要塞を攻め落すと

民を呼び寄せ、

敵国深く侵入し、

知恵を働かせてジグザグ行進、

ありとあるイラクサを敵に見立てて

その無数の敵をなぎ倒した。

そこにはわたしの強し、一撃で倒れた

小さいなきがらが幾千となく

身を横たえていた。

わたしは誇りをもって自分のことを勝利者

だ、と 4思った。

わたしは子どもだった。けれども人はしばしば

歳をとっても子どもようにふるまうものだ。

それにしてもわたしの空想力は強い。

まだ‘家畜を追っていた

あのころからそれはもう働いていた。

しかしそれが見ているのは別な戦、

考えているのは、みずからを不滅の存在

とした人たち、

みずからを書いて不滅の存在とされた人

[グライム]。

2・5rベロイーゼの閲歴J

r;j" Gedidzte l'orr Amza Lollisa Karschirr， geb. DiirbacJr. Nach der 

Dichterin Tode nebst血remLebenslauffhg. v.lhrer T，ぽhter

C和olineJL[u民]Kl.[encke]， geb. Karschin. Nachdruck 

der Ausg. Berlin 1792. Mit einem Vorwort v. Barbara 

Becker・Cantarino. Karb四 1996. S. 197 f.: Bel/oisell5 
Lebens/all(. 

わたしが生れたときは教区の厳かな祈願もなく、

わらぶきの小屋で司祭の願し、もなしに

はじめて陽の光を見てこのかた、

小羊や鳩、

山羊を相手に五歳まで成長し、

一人の造物主の存在を信ずることを学んだ。

なるほど朝焼けは心地よく、

森はどこまでも青々と、野辺は色とりどりに

染まり、

小)11は澄んで銀のように美しかったのだ‘から。

ひばりがベロイーゼ‘のために歌うと、

ベロイーゼもひばりのあとについて歌った。

小夜暗鳥がハンノキのしげみで

甘い歌声を聞かせてくれると、わたしは

早くもその調べと競いあいたいと思った。

そんなわたしを大伯父は見て、

ついて来なさいと言った。

向こうへ着くとすぐ大伯父から、

わたしたちの心を天まで引き上げてくれる

本を読み、理解することを学んだ。

四度の夏と四度の冬がわたしたちのかたわらを

羽が生えたように飛Lて去った3

大伯父の腕から引き註されて、わたしは



生れたばかりの弟のゆりかごの横に立った。

大きな弟を背負って

三頭の牛を野に追い、

牧童の歳月を過しながら

心ゆくまで自然の美しさを称えたものだ、った。

けれども幼くして結婚のくびきにつながれ、

つづけて二度までもその重荷に耐えねば

ならなかったが、

うれしいときも苦渋のときも

その慈しみを生れる前から

感じる者に寄り添ってくれる

ムーサイがいなかったら、

奮起することもおぼつかなかったで、あろう。

ムーサイはわたしに勇気と忍耐とを授け、

おさな子たちを膝にのせて

歌をつくるすべを教えてくれた。

女として、下女として、母として務めを果たし、

辛く重たい苦悩のかずかずにさいなまれつつ、

わたしはかの王のために、そして、

王とその勇士の群に

不滅の緑の冠を授けた戦のために歌った。

そうして、なお難難辛苦の幾歳月を送った

はてに

ようやく他の重荷から解き放たれて、

わが人生の日々は歌となった。

3. 容貌

t7 A!lserlesem Gedicllle von Anna Louisa Karschin. Ebda. s. 
228ムおo.rエーザー氏が女詩人の肖像画をt釦、たときパーレ

モンにJ(1761年 12月 16日)より。

ああ友よ。絵描きであろうか、絵描きは

わたしの目に

わたしの心を見つけた。

絵描きは探るような目っきで

精神を発見してそれをt晶、た。

しずかに感じる魂を

絵筆は描き、

魅力のないことをあなたもご存じの

口と頬とほほえみは描かなかった。
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ああ、美しすぎるこの絵を

見ても、わたしのなかで考え感じる

不滅の友の

肖像であることがわかる。

この女は神々からわたしに

遣わされ、長いあいだ誤解されていたが、

向上しようと努めるその飢餓感は、

パンで、はなく、

自分のために友を求めてやまなかったのだ。

、，a
J

• • • • • • 「
a
E
L

彼女のために魔術をつかうこの画家を教え、

こう告げてほしい、この歌姫は

外側の魅力には乏しいが

甘美な感情は豊かであると。

繊細につくられた心をもって

女はかつてサッポーと呼ばれた。

ムーサイにめでられ、

友人を裏切るようなことはなかった。

4.詩人アンナ・ルイーザ・力ルシュ、

旧姓デユJレ1¥ハ{云草稿

t7 W1792年版ベルリン文墾年鑑 BerlinisclzerM!lSelU/lnulIlllclIJJ 

(カノレル・ハインリヒ・イェルデンス編)に発表された、カ

ルシュ自身によって書方通れたという自伝。 Zit.nach: AmU/ 

LO!l即応lrscll(1722-1791)目 Diclllerinfiir Iiebe， Brof Illld 

VlIlerumd. Ausstellung zurn :2∞. Tod田 tag10. Okt. bis 16. 

Nov. 1991. Staatsbibliothek Preusischer Kulturbesitz，. Aus-

stellungskataloge 39. Konzeption der Ausstellung: Giscla 

Staupe u. a. Berlin 1991. S. 24・28.

ニーグ'ーシュレージエンの国境近く、ツュリ

ヒャウ[ポーランド語でスレフフ]とクロッセン 1) と

のほぼ中ほどにハンマーと呼ばれる分農場 2)

1)クロスノ・オジャイスクエ。 12世紀以降ドイツ人の入怪

が始まった。 1163年シュレージエンに併合、 17-12年プロ

イセンに併合。

2)ここは村落共同体の外にある荘園。
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があった。この名前はおそらく、この地の水車

を回す川に沿って他の水車小屋とならんで建て

られていた何軒かの縮減小屋 3) から起ったも

のであろう。建物といってもわずかしかなく、

藁葺の宿屋兼料理屋がそこで、いちばん立派な建

物だった。この料理屋で、 1722年 12月1日、

アンナ・ルイーゼ・デュルパヒンは生れた。父

クリスティアン・デ、ユルパハは村の農夫で、あり、

料理屋の亭主であり、当地の穀物集積場の監督

をしていた。父も母もしごとに追われ、幼い娘

のしつけのことになど、ほとんど、あるいはま

ったく頓着しなかった。

五歳になると、祖母の兄という人がアンナを

引き取った。名をマルティーン・フェトケとい

い、かつては役人であったが、当時は隠居生活

をしていた。この人が両親を訪問し、アンナを

ポーランドのテイル、ンュティーゲルという小さ

な町へともなったので‘ある。当時はほかにしご

とといって何もなかったこの賢明な老人は、少

女に読み、書き、計算を教えることを喜びとす

るようになった。読み物は聖書で、あった。少女

の興味をかきたてたのはとくにダヴィデとマカ

ベア一族の英雄たちだ、った。

それからほどなくして母は未亡人になった。

母は再婚すると、こまやかな愛情を注いで、くれ

た大伯父のもとから幼いデュルパハをもう一度

連れ戻した。おりしも大伯父は、かつてさる地

主貴族と一緒に習ったラテン語の知識を全部少

女に教えようと考えたところで、あった。少女は

もう単語を五百も暗記し、十歳にしてもっと覚

えたいと意欲を燃やしていた。しかし母は大伯

父に娘を戻すよう真剣に求めた。娘にラテン語

がいったいどんな役に立つものか、母には理解

できなかったからである。どれほど異議を申し

立てても無駄であった。悲しみのうちに、涙を

流しながら娘を大伯父は手放した一一そして二

度と会うことはなかったので、ある。

3)槌で素材(布、革など)を縮減する工場や小屋。毛成物

にせっけん溶i夜、アノレカリ溶液を含ませ、圧力や摩僚を

加えて収縮させ、組織を綴密にする、メルトン、フラノ、

ラシャなとeの整理工程の一つ。

娘は自分がまだ子どもだというのに、干監主い

の弟の子守女にならねばならなかった。両親は

翌年分農場を出て、シュヴィーブス[シフェポジ

ン]のほかの農場で小作をした。その年の夏、

幼いデュルパハは三頭の堂々とした雌牛の牧童

になった。少女は早くから運命の意志に従う才

能をもっていた。うきうきしながら刈り株の残

る畑で三頭の牛に草をはませ、かつてダ.ヴィデ

やヨアブやマカベア一族の人々がイスラエルの

敵どもにたいしてしたように、小枝でアザミの

首をかたっばしから例ねた。刈り株の残る畑で

草をやったあと、二番刈りの干し草が積まれた

畑に移動した。小川が畑と野菜畑のあいだをく

ねくねと伸びていた。あるとき牛飼いの娘が小

川にかかる木橋に腰をかけていると、向こう岸

に一人の牧童がいた。少年は輪になっている牛

たちに本を読んで、聞かせているのだ‘った。牛飼

いの娘はあっという間に輪に加わり、熱心に耳

を傾けた。翌日も岸に沿ってずっと牛を追って

いき、小)11が小石の上をさらさらと流れるあた

りまで、行った。ここなら楽に向こうへ移ること

ができた。この秋ほどすばらしい秋を味わった

ことはなかった。秋が去り、冬が来た。しかし

その埋め合わせがあった。その間に親しくなっ

た牧童が今度は本を貸してくれたからである。

なかでも「不死身のジークフリートJrベーター

と銀の鍵Jr美しきアラメーネJrア、ジアのパニ

ーゼJr千夜一夜物語Jなどが牧童の蔵書のおも

なものだ、った。幼い牛飼いはこれらをむさぼる

ように読み、牧童の境遇をとても愉快なものに

変えた。

夏がまた近づいた。義父は本を読んでいるの

を見ると不機嫌になった。文学少女は今度は裁

縫学校に通い、そこで色とりどりの花の刺繍を

覚えてうれしかった。しかし空き時間になると

接骨木の茂みの根元に隠しておいた本をそっと

取り出し、気づかれないように読んだ。

十四歳になったとき大伯父が死んだ。大伯父

の小さな家と花畑と広い果樹園は祖母が相続し



た。祖母の娘はシュヴ.ィーブスからここへ移り

住み、これらすべてを買い取った。夫、つまり

幼いデュルパハの義父がそれから一年して死ん

だ。父はルイーゼが子守をしていた三人のいた

いけな子どもを遺していった。母はずっと病気

がちで、あったため、死ぬ前に娘が食べていける

のを確かめたいと思い、まだ、十六にもなってい

ない/レイーゼを今度は結婚させた。この男のも

とで与えられたしごとは、羊毛を仕分けし、撚

り糸を巻き取り、仕分けした羊毛をすくことだ

った。この間、ノレイーゼはこういうしごとをす

べていそいそとこなした。しごとをしながら早

くも歌をいくつもこしらえ、そのあと日曜日に、

記憶しておいたのを紙に書きとめた。それから

隣人が「死者の国の対話Jを貸してくれた。そ

れはこれまで、接したことのない新鮮な分野だ、っ

た。アレクサンダー、ボンベイウス、カエサル

が登場した。そして文学少女は第一次シュレー

ジエン戦争後 4) からもうドイツのカエサルを

称える歌を試みたが、今となってはもう覚えて

いない。むろんごくありきたりの内容であった

と思われるが、将来の花の芽であることに変り

はなかった。

彼女は最初の結婚で、四度母になった。二度目

の結婚生活は極度の貧困を招いた。およそまっ

とうな女が耐えられるかぎりのありとあらゆる

悲惨な暮しを耐えた。 1751年には、今なお存命

の娘、旧姓カルシンに、憂いに沈む乳房を含ま

せた。泣きながら娘を胸にだきしめ、なかば餓

死したような乳房からあたうかぎりの栄養を与

えた。神はこの悲しみをじっとご覧になり、あ

る家族の心を引き立て、彼女にいささか援助の

手をさしのべさせられた。彼女は感謝のしるし

に、この家族の年寄の死を悼む歌を書いた。故

人の息子が父の死の知らせを受けて帰宅したと

ころ、この弔問歌があったため、この貧乏な女

を学校時代からの旧友だ‘ったさるラテン語学校

4) 17-10年12月、プロイセンはシュレージエンを要求してオ
ーストリアと開戦(第一次シュレージエン戦争 1740-42

年)、これを契機にオーストリア継承戦争(ー17-18年)も
勃発した。
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の校長に引き合わせた。校長はほとんど本など

読んだこともない女がこれまで、手にする機会が

なかったような良書を貸してくれた。たとえば、

ギュンター詩集、ハラー詩集、ヤングの訳書な

どである。さらに校長が紹介してくれた二、三

の名望ある家からは、折節いろいろな贈り物を

もらった。ほかにもポーランド・リサ[ポーラン

ド名レシュノ]の二つの教会の説教師との友情も

めばえた。苦しみはしだいしだいに軽減されて

いった。しかしいちばん大きな原因、今もその

姓を名のっている原因は残り、妻をともなって、

1755年、グロースグローガウ 5)に転居した。

今は自分と四人の子どもと、働かない酒ぴたり

の夫を養っていかねばならなかった。

七年戦争 [175ふ臼年]が勃発した。偉大な国王

のいさおしは目にみえて女を燃え立たせた。ロ

イテン近郊の戦い 6)ののち、勝利が宣言された

ちょうどそのとき、疎開先のリサから戻った。

女は大急ぎで戦勝歌を書いた。翌日それが感謝

祭を祝う人たちに配られると、だれもが、これ

ほどの貧窮にさいなまれながらこのような詩を

書きえた奇蹟の女性に会いたがった。この女は

戦争終結後、不滅の君主ご、自身に向って、わた

しは自然とフリードリヒの勝利のおかげで詩人

になりました、と答えた。その後も、 トールガ

ウ近郊の最後の決定的な勝利 [17，ω年11月3日]

をうたったが、それからまもなく、坤吟してい

たさまざまな困苦のなかから、さながら神の天

使に導かれるかのようにベルリンへと導かれた

のである。二人の子どもはグローガウの墓に納

めてきた。二人はさしあたりなんとか食べさせ

た。息子は、自分をベノレリンへ連れてきてくれ

たシュレージエンの気高い貴族[フォン・コトグィ

ツツ男爵]の所領に残してきた。娘は、宮廷顧問

官シュターノレがベルリンの寄宿学校へ入れてく

れた。

5)グローガウはポーランド名グオグフ、ニーダーシュレー
ジエン北部、オーダー河畔の町。

6) 1757年12月5目、プロイセンはロイテン(ポーランド名
/レティンヤ)近郊でオーストリア軍を竪破。ロイテンは
ニーダーシュレージエン、プレスラクの西方。
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1761年、女はベルリンからマクデプルクの司

令官フォン・ライヒマン夫人を訪ね、ここに丸

一年滞在した。ここで安らかな静かな生活を味

わった。つづいて戦争詩人グライム氏とのあい

だにも親しい交際が始まった。こういうできご

とが、詩人としての才能を発展させ完成させる

ために必要なすべてのものをかなえてくれた。

かくして、ついに最初の詩集が成り、 1764年に

代金前納の形式で印刷された。彼女は当時読者

が示してくれた心遣いに、心から感謝している

と語っている。それは必要経費全額を差し引い

て、フリードリヒスドールηで2αゅクーラー

もの収入をもたらしたのである。しかしそれで

も、これを維持するには涙ぐましい努力とぬか

りない切り盛りが必要で、あった。

1763年 8月 11日、大王は彼女に格別な慈悲

を示され、サンスーシで十五分間ことばをかけ

られたが、その包み隠しのない態度と生れ卑し

い女の当意即妙の受け答えとにいたく満足され、

最後に、生活援助を約束されたのである。 1759

年以降手紙をやりとりし、後援者でもあったフ

ォン・ザイドリツ中将は、おりしもポツダムに

滞在していた。王室側近の友人が中将に、カル

シンには年額2ω クーラーを支給することにな

ったと請け合ったようである。そこで中将は、

代金前納の[詩集出版の]ことは国王にはお話し

しないよう釘を刺しておくほうが賢明だと考え

た。で、きれば黙っていたくはなかったが、立派

な人物の命令を重んじてカノレシュはこのことを

話さなかった。しかしこの秘密主義がかえって

不利に働いたのかもしれない。フリードリヒは

約束を忘れた。カルシュは二十三年間で、およそ

90クーラーを国王から少しずつ受け取った。こ

こから 2クーラーを抜きとり、 1773年、これを

つぎのような書付けと一緒に送り返した。

「二クーラーなど大王の下賜されるもの

ではございません。

乃プロイセンの金貨。 1750-1857年当時、 1フリードリヒス

ドーノレは 5ターラー金貨に相当した。なお、カルシュの

『精選詩集』が出版されたのは1763年 10月末。

なぜならこれはわたしの幸福を増すもの

ではなし、からでございます。

それどころか、いささかわたしを

おとしめるものでございます。

ですからこれをお返しいたします。j

さりながら、フリードリヒはその英雄として

君主としての品格ゆえに、いつまでもカノレシュ

の心に生きていた。玉はついに父祖たちのもと

へ逝った。カルシュは大葬の日に旅人への呼び

かけと太陽讃歌とを書いた。カルシュは慈悲、を

求めて群がる無数の人々に固まれたお也継ぎに

近寄ることはあえてしなかった。しかしドイツ

文学の愛好者であり、寛大な国王であらせられ

る閣下は、カルシンの古い請求書にたいし、た

いそう漏酒な家を建てることをもってこれに代

えさせられた。かくてフリードリヒの霊は、向

こうの世界の英雄たちにまじってこれをど覧に

なりながらほほえまれたのである。

5. ザームエル・パウア『ドイツの女性作家』

(17叩年)

Gi"ザームヱル・パウア (1768-1&32)の女性作家事典より。

Zit. nach: DelltsdlulllJS SchriftstelIerIllllell VOIl Sanlllel Ballr 

(1790). Als Nachdruck hg. u. mit einer Einleitung versehen 

v. Uta Sa奇i[5tuttgarter Arbeit町田rGermanistik， hg. v. 

Ulrich Muller u. a. Nr. 19，1). Stuttgart 1990. S. 41-53. 

アンナ・ルイーザ・カルシン

詩的天才を生みだすのは自然で、あって技肇で、

はない、とは古くから言い伝えられたことばで

ある。この詩人の例はその雄弁な証拠である。

もっとも成功した歌謡はすべて熱狂のうちに書

かれたものだが、落ち着いた熟慮の末に完成さ

れたものは、例外なく詩神の不興をかなりあか

らさまに現している。

カルシンは1722年に、ニーダーシュレージエ

ンの国境近く、ツュリヒャウとシュヴィープス

とクロッセンにはさまれた小村に生れた。この

村は家もまばらな荘園で、 fデァ・ハンマーJと

呼ばれる。この村の貧しい七人の住民のなかで、



父はもっとも名望ある人物であった。この村の

農夫であり宿屋の亭主でもあったからで、ある。

父の死の直前、七歳のとき、分別のある老人で

あった祖母の兄に引きとられてポーランドペT

き、この人から読み書きを習った。生活苦が始

まったのは十歳のとき、それから四十歳近くに

なるまでなみたいでいでない辛苦を味わった。

ふたたび母親のもとに戻された。まず干壷主いの

弟の子守をしなければならなかった。それから

まもなく、三人の子どもと両親の家畜の世話を

任された。その直前から文喜への自然な愛着の

最初の痕跡が現れた。異常なほどの歌の喜びを

感じ、百篇もの讃美歌をそらんじ、労働のとき、

小さな家畜の群の番をするときそれらを口ずさ

んだ。そうこうするうちに、自分も朝の歌をっ

くりたいという願望がきざした。牛追いの暮し

のあいまに、生来の天才を助けてくれるもう一

つのきっかけが王尉Lた。知り合った牧童が、小

川と家畜の群に隔てられながらも数冊の本を届

けてくれた。『ロビンソン~rアジアのパニーゼ』

『千夜一夜物語』が彼女の蔵書であった。その

おかげで牧童の暮しは↑知直になった。しかし幸

せは永くは続かなかった。そのあとすぐささや

かな家畜の群を離れ、ふたたび子守に戻らねば

ならなかったからである。これらの辛い下女の

しごとをこなすうちに十七歳になったo 母の勧

めである男と結婚し、夫の加工した羊毛をすべ

て整えるしごとを与えられた。しかも家のきり

もりまで、彼女一人のうえにのしかかっていた

ため、読書と歌の執筆への意欲をみたす時間は、

日曜日の数時間しかなかった。この時間に、労

働のあいまに着想した歌を書きとめた。

九年間の結婚生活ののち彼女はこのきずなか

ら解放されたが、むしろはるかに辛いきずなを

になうこととなった。母はそれからしばらくし

て二人目の夫に嫁がせ、同時に、カノレシンの人

生でもっとも粗末な貧窮の時期を迎えさせた。

二のうえなく不幸な結婚生活と難難辛苦がもた

らす、重苦しい、意気阻喪させる運命を、この

二人目の夫のもとで耐え忍ばねばならなかった。

しかしまさしくこの暮し向きのなかで、自然は
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幸運の遊びをあやつる全能を示したのである。

いくつかの試作を残したあと、ポーランドのフ

ラウシュタットで得たさまざまな知人に勇気づ

けられて創作を続けたのであるが、なかでも特

筆すべき知人はハレの教授マイアーで、あった。

この人物のことはうわさで、知っているにすぎな

かったが、ポーランドから歌を送ったことがあ

ったので、ある。

他方、これら天才の発露は、詩神が彼女のう

ちにともした炎もなかば押しつぶされた果てに、

その小さな火花として残るにすぎなかった。し

かし偉大なフリードリヒの勝利がこの火に力を

授け、ついにそれは爆発を阻害していたものを

打破した。 1755年、夫と四人の子どもとともに

彼女はグロースグ‘ローガウに転居した。ここで

ある書庖に出入りし、文学作品やその他の多種

多様な本を、無秩序に、とくに意図もなく、し

かし大いなる熱意をもって読破した。カルシン

の詩から判断する人は、本人がごくわずかな本

をひじように早く読みとおしたことを知らなけ

れば、おそらく相当量の本を読みあさったもの

であろうと思うにちがいない。

プロイセン王のいさおしはこの並外れた女性

の教育を完成した。ロヴ‘ォシュッツ近郊の戦い

のあとカルシンは最初の戦勝詩を書いた。しか

しあし、かわらず不幸の重荷にあえいでいた。が、

運命は、並の人間ならうちひしがれてしまうで

あろう歎くべき暮しのなかから、ついに彼女を

引き上げることを思いついた。シュレージエン

の貴族であるフォン・コトヴィッツ男爵が、171ω

年に折しもグローガウを経てベルリンへ向かっ

たときカノレシンを知ったので、ある。善意にあふ

れた氏の心は彼女の不幸に同情し、そこから救

い出してベルリンへともなった。首都に到着し、

さまざまな文雲愛好者を知るや、その天才はあ

りったけの能力を示しはじめた。まちでも宮廷

で、も讃歎の的になった。この地でうたった歌謡

は彼女のために予約出版された。年金も受ける

ようになった。

その問、軍役についていた夫の愁歎にカルシ
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ンはつぎのように書き送った。

「堪え性のない歩兵殿。

あなたの悲歎がわたしの心を動かすだろうと、

それはなるほどそのとおりです。けれども、そ

こには見下げ果てた'慢心のことばが躍っていま

す。あなたが金切り声をあげている不幸という

のがいったいどれほどのものか、わたしには理

解できません。それも、真暗な牢屋で死刑判決

を待つ人の金切り声のようです。あなたはこと

あるごとに愛国心とやらを吹聴しますが、ちっ

ともその証明になっていません。そんなものに

はもう厭きあきしました。あなたの誠実は口ば

かり。証拠を出してくださいと言ったら、あな

たに乱暴をはたらくことになります。でも、救

い出してくれなどと、そんな甘ったるい声がど

こから出てくるのか教えてほしいものです。一

人の君主に住えて自分の血が流れるのを見たい

という誇らしい満足を得たいのに、どうして自

分は男に生れなかったのかと、自然にたいして

腹を立てている女ですよ。

ああ、戦場に送り出せる息子がいないのはく

やしい。王が事実この戦に勝ち、詩神、わたし

の詩神がその勝利をうたうなら、だれかわたし

の家族の一人がいささかなりとも勝利に貢献し

たのだと思って、勝利の喜びは倍になるでしょ

う。[…ー]プロイセン王の兵士であることが恥

ですか。英国人はこのドイツ人の栄誉をうらや

んでいます。なのにあなたときたひには、それ

をばかにしています。

恥を知りなさい。そして王が、去る 10月、レ

ヒェンベルクに大勢の新兵を集め、ご自身の最

初の戦の話をされたのを思い出しなさい。[…

…]王は兵士たちのことを恥だとは思われなか

った。その目に映ったのは無価値な人間ではな

かった。あなたの目にはどう映ったので、すか。

あわれな人。あなたは、君主にして父、諸国の

平安のためにご自身の栄誉を顧みず、安楽な暮

しを捨て、自分に厳格であられる方の、遠く足

もとにも及びません。どれほど多くの将軍が進

路をふさがれ、あるいは殺されさえしているこ

とか。あなたは祖国のために命をかけたし、から、

自分の命をそんなに大事にしているのですか。

[…ー]除隊を頼んでくれと言われでも、やり

かたを知りません。理由を訊かれるでしょう。

でも、わたしとわたしの子どもたちを扶養して

くれる人を返してくださいなどと言ったら、良

心がとがめます。夫がいないと生きてはし、かれ

ませんとか伺とか言えとで、もおっしゃるのです

か。そんなことを言ったら真実に反する罪を犯

すことになります。笑われますよ。あなたのい

うとおり難儀が理由ですなどとは言えません。

ほかの幾千もの人たちとあなたが担っていくの

はそうものです。お願いですからこんな理不尽

な頼みごとはやめてください。従容として運命

に従ってください。[..・H ・]夫のすべての義務と、

結婚の法の神聖さは、けだもののような欲望を

せめて別の女に向けさえしなければ、それで守

られたことになります。ふだん夫が家じゅうの

ものを飲み屋につぎ込み、妻に家の切り盛りを

任せ、分別を見せたことがなかったとしてもか

まわない、それで害があるわけではありません。

しかし夫はやはり男です。こぶしの力で妻はそ

れを感じます。あなたが不幸であればいいなど

と思ったことはありません。でなかったら、せ

めて二年前に左肩の傷をひとに見せてもよかっ

たでしょう。それでもわたしの友だちの前であ

なたを立てることはできませんでした。あなた

の誓いと下心はわかっています。あなたはだれ

にたいしても不誠実です。空と風はあなたのか

つての誓いのことばを聞いていました。わたし

はあなたの誓いを信じました。あだな望みをい

だいたものです。しあわせは六週間続きました

が、それをあなたは奪い取りました。泣きまし

た。涙を見ても、あなたの荒れた心は動きませ

んでした。心の声を大にして、まっとうな人間

になってくださいと申しましょう。もちろんわ

たしがそれで、得をするわけではなし、かもしれま

せん。それをこの目で確かめたいとも思いませ

ん。わたしは毎日を一人静かに過したい。わた

しについて知っていただきたいのは、ほかでも

ありません、わたしが悪徳の敵であり、つねに

あなたの友で、あったということだけです。J



この詩人の多くの作品は高い詩的天才を証明

している。詩行の構成には軽やかな新しい歩み

がある。比輸はしばしばひじように大胆で、そ

れらが最高の持情的感動の火花をありありと見

せ、 ドイツのサッポーという称号を授けられた

のも当然のことだと思われる。ただしこの高い

才能が、あるときはもしかすると困窮のために、

あるときはちょっとした女の虚栄心のために、

取るに足らない対象によっておとしめられるこ

ともあった。自分で見たかもしれないどんな小

都市も、そこでもてなしてくれたどんなありき

たりの人間も、歌の対象にしてしまった。カル

シンの最上の作品としてあげられるのは、当然

のことながら王子誕生に寄せる頒歌と、この王

子に最初の男児が誕生したときに書かれた子守

歌とである。わたしたちの手に残されたのは、

貴重な二つの詩集と、文義年鑑に散りばめられ

た多彩な作品とであり、個々の人物にだけ伝え

られたまだ知られていない作品のなかには、保

存するだけの値打ちのあるものも、かなり見つ

かるだろう。

6.フォン・クレンケ『詩人アンナ・ルイーゼ・

力ルシン、 l日姓デュルパハ伝記草稿J(1791年)

Gi"カロリーネ・ノレイーゼ.はカノレシュの再婚で生れた娘(1乃0

od. 175ι18白年).1ガO年に叔父エノレンスト・ヴィルヘル

ム・へンベルと結婚、 81年目u雪。 82年、カルル・フリード

リヒ・フォン・クレンケと結t昔、翌年離婚。寄宿学校在学中

(1761-67年)を除き母カ/レシュと同居。母の没後(1792年)

その詩集を編み、冒頭に長文の伝記 V仇tο"./卸f

Leめbens必均/allザlグ(derD日idlt伽enυillAIlI削I口川Ila悶aLμouiseKarsdlil山t日1Ilι，geb.DUI旬dlを

掲載した。以下はその一部。 Zit.nach: GeJidlte l'OIl Amw， 

LοllL"-ll， Karsclzill， geb. Durbac]z， a. a. O. 5.1-128. 

母はこの子を1722年12月1日に産んだ。詩

人みずからの記述によれば、生れたとき醜い子

だ、ったとし、う。額のしわだらけの皮膚が、顔に

深く陰気にくぼんだ両目の上まで垂れ、やせこ

けた顔にはうっとうしい気難しさが現れていた。

体も顔の皮膚とまったく同じ黄色で、しわくち

ゃだ‘った。上のかわいい子どもたちに慣れてし

まっていた母は嫌悪の情をおぼえて生れたばか
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りのいきものから目をそむけ、こんな醜い子は

どこかへやってもらいたいものだわ、水車の川

にでもほうりこんでよ、と、思わず辛競な冗談

を口にした。他方、ぜひともここに書いておき

たいことがある。詩人はその後けっして醜く育

ったわけで、はなく、また、もしも身体と表情と

をうまくあやつるすべを心得ていたら、死ぬま

で美人で、とおったで、あろうと思われることであ

る。彼女は中背の、均整のとれた上品な立ち姿

をしており、美しい、ずっと変らない顔色で、

淡い褐色の髪と、これ以上望めないほど美しい、

し、かにも人間らしい額をもち、そこにはまさし

く偉大な精神の光が宿っていた。輝きにみちあ

ふれ、ひじように明るく雄弁な目、つねに赤い

唇、上機嫌のときは表情に心から陽気な気分が

あふれでいた。しかし、たいていその顔を支配

していた眼光にさらされると、ひとは耐えがた

い印象を受けた。しばしばある瞬間に気が散る

ことはあるが、それでも思考やふるまいが逸ら

されないようなとき、相手になるのはむつかし

かったであろう。[…..J
いなかの習'慣に従って、幼いデュルパハも祖

母に育てられた。彼女は物静かな、自分の殻に

閉じこもった子どもで、寝ているときも起きて

いるときもひとの邪魔をするようなところはな

かった。それは六歳になるまで変らなかった。

[・・・・・・]

六歳になったとき母が未亡人になった。今や

料理庖を自分一人で切り盛りしなければならな

くなったこの立派な婦人は大きな負担感をおぼ

えたので、子どもの教育のことまで考えるゆと

りがなくなった。周辺のどこを探しても勉強さ

せられるような学校はなく、教会さえ 1マイル

も離れたところにあった。母親がおかれていた

状況は悲しむべきものであった。ちょうどその

とき、大学出で役人をしていたことがある自分

の母親の兄が妻に死なれなかったら、子どもは

完全な無知のままおとなになるほかなかったで、

あろう。この人物はおりしも飲食庖を切り盛り

してくれる女を必要とし、妹、すなわち幼いデ

ユノレパハの祖母に来てもらうことにしたのであ
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る。彼は未亡人になった姪を訪ねるためにやっ

て来た。そこに幼い少女がいた。そしてその子

が聡明な頭脳とすぐれた記憶力をもっているこ

とを見抜いた。農民たちと粗野な交際を続け、

しつけをないがしろにしたら、これほどの才能

が窒息してしまうにちがいないと考え、老人は

妹だけでなくこの子も一緒に連れていきたいと

母親に提案した。母は大喜びで同意した。

[.一…]

「マカパイ記jを勉強するのが好きになった。

[・・…]このカノン化された英雄詩は彼女の想

像力に影響を及ぼしさえした。この物語にすっ

かりなじみ、もう女であることがいやになった。

歳の市で、買ってもらった人形を梨の木のこずえ

に投げあげただけでなく、ついでにままごと遊

びも捨ててしまった。本を読まないときや勉強

しないときは庭に出て、はしばみの枝を持ち、

敵の軍団に襲いかかるようにイラクサに斬りか

かった。[......J 

人の心理になどてんから理解のない祖母は、

そんな時間つぶしに不平を言って頭を振り、孫

が本を読みすぎるのを叱った。いや、孫が書く

ことまで勉強しているのを知ると、母方の先祖

の道徳がないがしろにされていると、かんかん

になって怒った。祖母は兄の良心に訴えてその

罪を反省させようと、こう言った。娘が読み書

きなんぞをして怠け者になりふしだ.らになった

ら、兄はいつかきっと後悔しなければならなく

なる、と。 r[……]女の子に書くのを覚えさせ

るなんてとんでもない。ぜったいだめ。娘は書

けちゃいけないのよ。所帯をもったら書くこと

よりほかにやることがあるわ。どうせ恋文を書

くのが関の山で、それよりほかにいいことなん

かありゃしない。書くのを覚えさせるなんてぜ

ったいにだめ。J

[・・・・・・]

[・…一]この間に再婚し、また所帯を大きく

する状態になっていた幼いデュルパハの母は、

娘が読み書き計算を覚えたことをいやだとは思

わなかったが、ことラテン語については自分の

母親とまったく同じ意見だ‘ったo そこで娘の頭

が狂ってしまわないようにとみずから叔父を訪

ね、もう十歳になった娘をふたたび引きとった。

[…-一]この瞬間から詩人のいとわしい運命が

始まった。そしてこの[大伯父との]別離は彼女

の墓を越えて続く悪影響を残すこととなった。

[・・…・]

[……]すっかり怠け者になってしまうとい

けないので、母は三頭の子牛を娘に預けた。娘

は毎日遠く離れた小作地の一部であった牧場ま

で牛を追わねばならなかった。このようなしご

とはカルシンのような人にふさわしくはないよ

うに思われるが、本人はこの体験を思い出すた

びに、けっして不愉快にはならなかったのであ

る。それどころか牧童の歳月を人生でもっとも

うるわしい時代だと考えていた。ここで味わっ

た自由、花の咲き誇る周囲の輝かしい自然、い

くつも小川の流れる牧場、いたるところに拡が

っていた愛すべき平安一一それらは無数の美し

い像で彼女の魂をみたした。それらの像をつく

ったのはほかならぬ彼女自身で、あった。族長が

王であり、最高の詩人が黄金時代を夢見た牧童

の身分以上に、いったしW、かなる身分がかくま

でも心を慰めてくれるであろうか。

そのささやかな家畜を追ってはじめて草の多

い牧場に足を踏み入れたとき、彼女は十三歳で

あった。ここでかつてないほど空想の衝動を感

じたが、やりかたさえ知っていたら、それらを

絵にしたことだろう。読むべき本もなければ書

く道具もなく、思いを告げうる相手もいなかっ

た。こうして彼女は子牛と時間を過ごしながら、

ただ空想をもてあそぶばかりで、あった。しかし

ある日、感傷的な夢にふけっていると、突然一

頭の牛が逃げ出した。牛は別の牧場との境界を

なしている濠をやみくもに渡りはじめた。不安

にかられて幼い牧童は濠に入り牛のあとを追っ

た。ほかの二頭は自然にあとからついてきた。

彼女はかなりの距離を走ってようやく牛に追い

ついた。さて、少し休もうとしてあたりを見回

してみると、そこはまったく別の牧場で‘あった。

そしてやや離れたところに牧童がし、ることに気

づいた。少年は木の下にすわり一一ああ、すば



らしい幸運で、あったが、本を読んでいたのであ

る。うれしくて胸が高鳴った。思うが早し、か少

年のそばに立っていた。ごく短いことばをふた

言三言交わしただけで終生の友になっていた。

そして本好きがたちまち二人の心を友情のきず

なで‘結びつけた。たといこの瞬間にユピテルの

ような神が天から舞いおりて彼女の子牛の一頭

に姿を変えても、詩人はそれに気づかなかった

であろう。若い牧童が読んでいた本に、それほ

ど気持ちが執着していたので、あったoその本は、

当時ドイツの作家の名声を高からしめた独創的

作品の一つで、あった。この種の作品には、『美し

いメルジーネ~ w不死身のジークフリート~ w金

の鍵をもっベーター~ w政治的コリカ~ w千夜一

夜.nwアジアのパニーゼ~~ wロビンソン・クノレー

ソー』、ほかlこもはるかに浅薄な作品があった。

少年は彼女より二歳ほど年上で、彼女の両親

が住んでいたのと同じ小さな町の住人だ、ったo

姿かたちは、けっしておおげさでなくアイソポ

スのような人物を描くのにうってつけの見本に

なりうるほどで、しかも口べたとしゃがれ声ま

でかのギリシアの寓話作家を努需とさせるもの

であった。しかし頭は彼が生れた町の住人のだ

れと比較してもずっと聡明だ、った。心情は↑副主

によってつねに平静に保たれていた。[……]

[…・・・]彼女は夏が永遠に続くことを願った

が、それは過ぎていった。ところで彼女のふる

さとで本を読もうとすれば、絶対ひとに見つか

つてはならなかった。母親たちは読書にがまん

がならなかったからである。彼女はたびたび牧

童から本を借り、注意深く庭のにわとこの木の

根元に隠した。夕方になるとまたそれを取りだ

し、夜明けに、まだ寝ていると思われているす

きに読むことができるよう枕の下に隠しておい

た。また、見つからずに逃げ出せたときはいつ

も牧童の父の家へ行き、牧童と一緒に本を読ん

だ。やがてまた夏となり、若い牧童は必死の思

いで入手しようとした新しい本で、牛追いの少

女のために夏をいっそううるわしいものにして

くれた。なるほど読書によって健康な思考が、

疲れさせる機知と知らないことばづ、かいの流れ
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に溺れてしまうこともよくあり、彼女の精神も

この読書によって揺れ動くことはなかったが、

感覚はいっそう振幅が大きくなり、読書によっ

て、また、行儀のいい牧童との親しい交際によ

って、彼女の着想は洗練された。もしかすると

牧童身分のこの三回の夏こそは、彼女の詩人の

血管をせいいっぱい拡げ、充溢させた源泉であ

ったのかもしれない。なぜなら、ここでは知識

欲も本だけでは満足せず、自然界のもろもろの

事物にかんする知識も与えてくれたからである。

彼女は多種多様な鳥と田舎の見虫を覚えた。木

や草や花の種類の違いを研究し、もっとも取る

に足らない雑草もたぐいまれな記憶力を駆使し

てその名前を覚えてしまった。同じようにして

四季の移り変わりも自然界の変化も知り、星空

に親しんだ。だからこそ美しい色彩のすべてを

動員して輝かしい自然のすがたを描くことがで

きたのであり、それが、もしかすると他の追随

をゆるさぬ美質をその傑作のかずかずに与えた

のかもしれない。詩人がこのような牧童の暮し

ではなく、人の手によるしつけの幸福に恵まれ、

現代の本を持っていたら、いま広く知られてい

る高い水準にまでその才能を飛躍させることは

かなわなかったで、あろう。ほんとうの天才は、

永いあいだその才能自身にのみゆだねられたと

しても、そのことによって損なわれることはな

いであろう。事実、あまりにも早くひじように

すぐれた手本を示してしまうと、そのような教

育法によって天才はみずから大胆に飛朔するこ

とにたいし臆病になってしまうのである。それ

ゆえ、早くから養成された才能が大胆に躍動す

るほど高められるのはまれなのである。他方、

放任された天才の野性の自由な力がそれを容易

になしとげてしまうのは、天才の奔放な流れに

翻弄されてときどき規則をないがしろにしたり、

流れに任せて取りかえしがつかないことになる

危険はあるものの、まだ知らない芸術の規則を

恐れる必要がなし、からである。
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7.プロイセン一般就学義務制度

導入に関する勅令(1717年)

Gi" Geschidlte der Padagogik. Dokumentationsband I. Hg. v. 

Albert Reble. Stuttgart 1勿1.S. 232. 

神の慈悲によりてフリードリヒ・ヴィルヘル

ム、プロイセン国王、プランデンプルク辺境伯、

神聖ローマ帝国侍従長官、i!帝{柔

不快の念をもって余の聞き及ぶところである

が、視学官および司祭よりたびたび余のもとに

寄せられる訴えによれば、とりわけ田舎におい

て子弟を学校に通わしめることをし、かにも怠る

両親があり、それゆえ貧しい若者が、読み書き

計算は申すに及ばず、若者の健康と幸福とに資

する必要不可欠なことがらにおいても、はなは

だしき無知の状態に放置されたまま長ずるにま

かされているという。それゆえ余は、このきわ

めて有害な禍根から一気に救い出すべく、慈悲

の念によりここに一般勅令を公布せしめ、大い

なる恵みもて以下のとおり厳命することに決し

た。学校が設置されている場所においては、今

後両親に、子弟一名につき週 2ドライアーの授

業料を納付せしめ、冬期は毎日、夏期は、両親

が子弟を家政に必要とするゆえ、週に少なくと

も一度ないし二度学校に通わしめ、冬に習得し

たことがらを完全に忘れることなからしめるべ

く配慮せしめ、これに違反すれば両親を厳罰に

処するものとする。ただし両親にその財力なき

場合は、各地区の救貧基金より 2ドライアーを

支給すべきことを余は望むものである。つぎに

余は恵みもて、今後司祭が、とくに田舎におい

ては毎週日曜日午後、教区民に教理問答の授業

を遺漏なく実施すべきことを望み厳命する。一

一おんみらは本勅令に謹んで、従い、余の尽きせ

ぬ恵み深きこの意思と命令とを各地に公表し、

とくにその命令権を行使しなければならず、ま

た、監視を怠ることなく、違反者の氏名を罰と

して公示するよう官憲に指示しなければならな

い。余の恵み限りなき意思は本状にもとづき行

われる。余はおんみらに慈悲の念をいだくもの

である。 1717年 9月 28日、ベルリンにてこれ

を公布す。

8.バルトロメーウス・パハー

『少女の友](1抑制

Gi" Bartholomaus Bacher (1ガ3-1827)， Der Maddlel!frell/ld， 

1807. Zit. nach: Ki/lJer-!l/Id Jllgeudliterahlr. MaJdle/lliteratllr. 

Vom 18. JahrllllllJert b白 zlIm Zweite/l れセltkrieg. Ei/le 

Textsammltmg. Hg. v. Gisela Wilkending [U山 rersal-

Bibliothek Nr. 8985]. Stuttgart 1994. S. 78 f. 

通学の励まし ものがたり

マリーが六つになりましたとき、おとうさま

はマリーを学校へ通わせなさるのがし、いと考え

られました。女学校の先生がとても熱心で、教

えるのがお上手で、、あずかった子どもたちをほ

んとうの父親のように扱っておられることを、

おとうさまはよくご存じだったので、なおさら

のことでした。それで、おとうさまは仕事場か

らお帰りになると、前の晩にマリーをお呼びに

なり、こうおっしゃいました。「なあ、おまえ、

おまえもだんだん大きくおなりだから、だんだ

んとたくさんいいことを勉強しなければいけま

せん。おまえが立派な人になったら、おとうさ

まもおかあさまも、ほかの人たちも、いつかき

っとおまえのことを喜ぶ日がくるだろうからね。

おとうさまがおまえの先生になるのがし、ちばん

いいのだが、毎日おしごとがあって時間がない

のは、おまえもよく知っておいでだね。それで

ね、おとうさまはおまえをあしたから学校へや

ろうと思う。Jおとうさまのおっしゃることを聞

いて、娘は体をふるわせ、泣きはじめました。

でも、おとうさまはことばを続けて、こうおっ

しゃいました。「ほら、こないだの日曜日、とて

もやさしくおまえとお話ししてくださった親切

なあの方のこと、おぼえておいで、だね。あの方

におまえの先生になっていただ、こうと思うんだ

よ。あの方ならおまえによいことをちゃんと教

えてくださるだろう。おまえがおっしゃること

をよく聞いて、なまけたりなんぞしないで、注

意していたらね。



おまえが日に日にたくさんのことを覚えてい

くのがわかれば、おとうさまはほんとうにうれ

しいだろう。これから学校でもご指導を受ける

ことになる編物や縫い物なんぞがだんだん上手

になったら、おかあさまだ、っておまえのことを

喜んでくださるだろう。Jr学校へ行ったらぶた

れるかしらJと娘が質問しました。するとおと

うさまはこうお答えになりました。「お行儀がよ

くて、おとなしくて、いっしょけんめい勉強す

る子が学校で罰をもらうことなんかないのだよ。

ましてや、ぶたれるなどということはありませ

ん。だ‘って、なにもしていない子に、どうして

先生が罰をお与えになったり、たたいたりなさ

るものかね。よいことをおっしゃっても、それ

を聞かなかったり、ほかになにか乱暴な悪いこ

とをした手に負えない子なら、学校で罰をもら

うこともあるさ。だけどそういうことはめった

にないのだよ。Jこれを聞いて娘はいっぺんにこ

わくなくなりました。娘はつぎの日の朝、うき

うきして学校へ行きましたが、毎日たくさんよ

いことを教わるので、一時間もなまけませんで

した。ましてやまるまる一日なまけるなどとい

うことはありませんでした。けれどもほかの子

どもはなまけることをおぼえて、それが自分た

ちをひどくそこねることになりました。

少女はよいことをたくさん勉強したければ、

まじめに学校へ通わねばなりません。

9.ヨーアヒム・ハインリヒ・力ンペ

『父から娘への助言~ (1789年)

<7Joaclum Heiruich Campe (17-16-1818)， Vaterlidzer Rntlzβir 

meine Todzter. Euz Gegenstiick zllIn TIzeoplzron. Der 

mmdlSeIlem weiblidze/l }llgend gewidmet， 1789. Zit. nach: ebJll 
(wie Nr.8)，S.149・15-1.

女の一般的、個別的天職について

おまえをつくられた方の御心に照らしてみた

とき、おまえが全力で努力していくべき目標と

はいったいどのようなものだろうか。

この疑問が際限もなく大切であることはおま
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えにも今にわかると思うが、その答えを発見す

るべきところに発見するためにまずもっ

て思い起してもらいたいのは、人として社会人

として生きていけるよう成熟していくうえで、

これからおまえ自身を、したがってそれ

はおまえの天職を、という意味でもあるのだが、

二つの視点からよく見つめねばならぬというこ

とだ。おまえは一人の人間だーーということは、

人類の一般的使命についてまわることは、すべ

ておまえの天職でもあるということだ。おまえ

は女性だーーということは、男と人間社会と市

民社会のために女の果たすべき役割がおまえの

天職であり使命でもあるということだ。[......J 
[..... .J 

わが子よ、たといおまえの姉妹が、まさかい

つまでもあのような状態が続くとは思えないが、

t前ってあのみじめな恥じるべき定めに満足だと

言っても、おまえの心と分別はきっとそれに強

く反挺してくれるだろう。 L・h ・.J おまえのま

だ健やかな人間らしい内なる感情は、わたした

ちの万物の父の叡知がおまえとおまえの生活と

に関して用意しておられるかもしれない計画に

ついて、かならずやもっとすぐれたこと、もっ

と偉大なこと、もっと尊いことを、おまえに予

感させてくれるだろう。そしてこの予感はおま

えを失望させはしない。実を言うとおまえたち

は、大きな子ども、おもちゃの人形、どこかの

おばかさん、あるいはそれどころか復讐の鬼と

なるべく定められているのではない。それより

もむしろ一一ああ、おまえの誉れ高い天職をそ

のすぐれた品位への感謝にみちた喜びをもって

聞きなさし、一一ひとをしあわせにする妻、かた

ちづくる母、家の中の賢い管理人となるべく定

められているのだ。より大きな重荷と心配と苦

労とを担わねばならない人類の残りの半分であ

る男のために、こまやかな心配り、愛情、世話、

配慮によって、生活を甘美なものとすべき妻。

子どもを産むだけでなく、子どものうちに美し

い人間らしい徳の最初の芽を育て、子どもの精

神的能力の最初のつぼみを賢明に大きく育てる

べき母。細心の注意、秩序、清潔、勤勉、倹約、
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やりくりの知識と器用さを発揮して、稼いでく

る夫の幸福、名誉、家庭内の安らぎとしあわせ

をゆるぎないものとし、夫のために食事の心配

を軽減し、夫の家を平和と喜びとしあわせの住

いとすべき家政の管理人。この、女の気高い尊

敬すべき天職をけっして忘れてはならない。そ

して、よく覚えておくがし、い、全人類社会の福

祉は、究極において、もっぱら、おまえたちの

準備がちゃんと整っているか、それともおざな

りかに左右されるのだ。なぜなら、家の中の家

庭の幸福はいうに及ばず一一ちょっと聞くと信

じられないように思えるかもしれなし、が一一国

家の公共の福祉も、大部分はおまえたちの手に

握られ、すべてとは言わないまでもその大部分

は、女がその自然の、市民的使命をどのように

果たすかに左右されるのだ。川は水源、次第だ。

女から生れ、のちのしつけをもってしても二度

とふたたび根絶できない善悪への最初の印象を

女から受け取る市民もまた女次第である。川は

水源次第で、ある。人間の公の生活もまた人間の

家庭生活次第である。国家の公共の福祉もまた

家の中の家族のしあわせ次第である。 [......J

10. 十八世紀の婚姻論と女の役割

10-1.ダーフィト・クリストフ・ザイボルト
(1776年)

c? David Christoph Seybo同 Predigtelldes Heml Magister 

Sebaldus Not/tallker aus seille1'/ Papiere1'/ ge::ogen， Prag 17回

[erst: 2 Bde. Leipzig 1774/76)， 5.191・212

まず第一に、夫は妻にたいして暴君で、あって

はならず、妻を奴隷のように扱うようなことは

せず、妻にたいしては自分のことばとしごとが

愛にみちていなければならないということです。

[……]妻にたいするこの愛にみちた態度を、

みなさんは

第二に、とりわけ妻がなにか失敗したときや、

妻の支度したもの、ことばや行為のなかに不満

を感じる原因がみなさん自身にあるときにこそ、

証明しなければなりません。[……]しかし、も

しも夫が妻の犯した過失を指摘し、腹を立てて

非難するばかりで、些細なことにこだわって、

ライオンのように怒り狂うなら一一妻は改善さ

れるでしょうか。[......J 

第三の義務[……]はこうです。妻を裏切る

な。ほかの女性のほうが夫は気に入っているの

ではないかなどと妻に疑惑をいだかせるような

きっかけを妻に与えてはなりません。このよう

な疑惑が結婚生活のなかにひとたび侵入すると、

夫婦のしあわせはすべて破壊されます。 [......J

みなさんにお勧めしたい第四の義務[……]

はこうです。妻がひもじい思いをしないために

また、いつカキ申がみなさんを奥さんから分かつ

ときが来て、奥さんが生活の糧を自分で得られ

るよう、まめまめしく働け、ということです。

[・・・・・・]

妻の第一の義務は夫を敬うことです。使徒が

述べておられるように、夫は妻のかしらです。

そのかしらに分別の座が配されているのです。

[…・・]男は神からよりすぐれた分別を授けら

れ、男の洞察力は進歩し、より多くのものを見

渡すことができ、家政全体をよりよく秩序づけ

ることができます。ですから妻には夫を敬う義

務があります。つまり、妻は夫を尊敬するだけ

でなく、夫の恥になるようなこともしてはなら

ないということです。なぜなら夫の名誉は妻に

とっても名誉であるからです。[......J 

[…ー]みなさんは一一これがお教えしたい

第二の義務で、すーーもっと譲ることを学びなさ

い。妻がもっと沈黙を心得るなら、結婚生活で

し、かに多くの不和が避けられることでしょう。

[一・…]

第三に、わたしは女性一人ひとりに夫への貞

節を勧めます。 [......J太陽が昇ると、それは主

の高い空にかかる飾りとなりますが、同じよう

に慎ましやかな妻はその家の飾りとなります。

これにたいして、太陽に照らされるもののなか

でもっともさげすむべきものは不実な妻です。

それは女性の恥であり、夫にとって地獄にほか

なりません。[……]

いよいよ最後の特別な義務[……]ですが、



それは家の切り盛りに最善を尽くせということ

です。夫が野良仕事をし、額に汗して作物を育

てているのに、妻が家にいて、外で夫が稼いで

くるものを浪費することがままあります。これ

はまちがっています。稼ぐより浪費することの

ほうがずっとかんたんです。ですから、夫が野

良仕事に専念するなら、きちんと家の切り盛り

をし、家事をまっとうにこなすようにして、夫

の稼いでくるものを保存するようにしなければ

なりません。[一…]

10-2.クリストフ・ゼルJ、ーマー(1701年)

Gi" Max RlImpf， DelltscJle Ballerlllebell， 5tllttgart 1夜話1，5.おOf.

Zit. nach: Frauenlebe/l im 18. ]ahrlnwdert. Hg. v. Andrea van 

Dulmen.M也、chenll.We加 ar1992. 5.35 f. 

縫い物をし、糸を紡ぐこと、つくろい、掃除

すること、料理し、磨くことは女のためのしご

とである。畑を鋤き、まぐわで、耕すのは、パン

をそれ以外の必需品とともに家へ調達するため

の男のしごとである。[......]したがって女は男

からパンを受け取り、男は女から干し草と亜麻

布、料理とスープとを受け取らねばならぬ。男

は畑へ出て、そこから家全体のためにまっとう

な食糧を調達し、他方、女は家を守り、よほど

やむをえぬ事情がなし、かぎりは、みだりに家の

外にすがたを見せるべきではなし、。[…・・・]夫婦

の愛情と安らぎがつねに夫婦生活の支えとなる

ようにしたければ、とくに女が上品なふるまい

と実直さ、目立たぬ態度と孤独、寡黙とまめま

めしい労働[......]によって、所帯を注意深く

切り盛りしながら、つねに愛情を維持するよう、

ひたすら心がけねばならない。家の外で行わね

ばならない他のしごとは男の領分である。男は

市役所、穀物市場、畑、仕事場にいるので、女

は針刺し、糸紡ぎの巻竿、食料品戸棚、衣服、

亜麻布戸棚、台所などにしごとをもっている。

[……]以上に述べた方法で、二人が結婚生活

でそれぞれの重荷をにない、等しい愛情をこめ

てそれぞれの髄を引くならば、この駆としての

性格はすべて目に見えて軽減されるか、それど

ころかすっかり消えてなくなりさえするだろう。
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10・3.カルル・フリードリヒ・ウーデン
(1783年)

Gi" Karl Friedrich Ud叫 Uberdie Erzielllwg der Tachter des 

Mittelstalldes，5tendal17，回，，5.159-162.Zit. nach: Frauellleben， 

a. a. 0.5.39. 

娘は第一に、生れながらに (vond巴rNatur)忍

耐と服従の定めを負っている[…・・]。

女は結婚するまでのあいだは両親に服従する。

結婚によって変化するのはその輯だ‘けで、ある。

みずからすすんで服従すること、不平を言わず、

抵抗せず、ただ静かに従う態度、女はそれを当

然のみつぎものとして両親に示してきたが、そ

れを今度は夫が要求する。女は家の支配者なし

にはいられない。家の支配者は戯格な定めにの

っとってその小さな王国を支配することが多い

が、気まぐれのほかに何の定めを知らない場合

も少なくない。崇拝する恋人は専制君主のごと

き夫となる。[……]

われわれ男のそれを質量ともはるかにしのぐ

多様な生活苦に、女が責めさいなまれているこ

とを忘れてはならぬ。 L・h ・.]女の身体構造とそ

の素質と使命のすべてに特有な重荷と不愉快が

ともなうのは、ある程度やむをえない。[......] 

夫一人なら自分の力ではそれに耐えられまい。

しかし災厄の大部分は夫にではなく、人類の弱

い部分に課せられてきた。その点で自然の意図

はひじように賢明だ、ったが、重荷に耐えられる

ようにする根拠をも、自然は婦人のうちにおい

たのである。なぜなら自然は、忍耐、柔和、柔

軟さ、中庸の素質を婦人に授けたからである。

10-4.ルイーゼ・アーデルグンデ・
ヴィクトーリア・ゴトシエート

Gi"Luise Adelgunde Victoria Gottsched， Das XXIX. 5tuck. 
der " Verlliil!{tigen Tadlerillnen". Zit. nach: Fralle/l der Goethe-

zeit I11 Briefen， DoJml1le/l tm 1lI1d Bildem. VOIlιler GottscJledin胎

zu Bettilla V011 Amim. Eille AlltllOlogie von Helga Haberland u. 

Wolfgang Pehnt [Uluversal-Bibliothek Nr. 8-154-65). 

5tllttgart 19ω.5.38. 

多くの人が女性の学識というものに根深い憎

悪をいだいているのは、何度みても不思議でし

かたがない。たいていの人がどういうときに女
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性をにいちばんこつけいな、おぞましいものと

して思い描くかというと、それは学識ある婦人

という肩書をあてがうときである。学識のある

妻をもらうくらいなら一生独身でいたほうがま

しだと考える男がいるのはまちがいない。[…

11.力ルシュ『精選詩集』序文

(ズノレツアー執筆)

r7 Anna Louisa Ka既h，Auserleswe Gedidzte [1763)， a. a. O. 
s. VII-XXVI. 

詩人は教育と規則によってつくられるのでは

なく、その召命と能力とを自然からのみ受けと

る、とは古来よく知られたことばである。この

召命を授かった者は意図や技術とは無関係にム

ーサイの言語を語る。しかしこの召命がなくて

も教育と規則とで補えるかというとそうはし、か

ない。プラトーンは、歌を感激によって生みだ

し、その歌が何であるか自分も意識しないとい

うのが、詩人のほんとうの特性だ、と言っている。

詩行が調和し進行するのにともない詩人は熱狂

する、それが詩人に思想と像とを提供するので

あって、そういうものは腰を落ち着けて見つけ

られるものではないというのが、プラトーンの

見解である。だからもっとも卓越した詩人のほ

うが規則よりも古く、また、し、かlこ精織な批評

といえども、塞術以前の歌より完全な歌を生み

だしたことがないのは不思議なことではない。

ここにわたしたちが何篇かの精選された歌謡

を世に送りだす詩人の例は、先のことばの真実

を疑いようもなく証明する。意図もなければ技

術も教育もなく、彼女が最上の詩人の仲間入り

を果たすのをわたしたちは目撃する。自然が感

激をとおしてし、かに作用するか、それなくして

は意図も努力もし、かに自然の欠落を埋めるすべ

がないか、この詩人をみてわたしたちは驚きを

禁じえない。もっとも成功した歌謡はすべて想

像力の灼熱のうちに書かれたものである。これ

にたいして、意図をもち、じっくり考えた末に

こしらえた作品では、つねに無理強いした痕跡

とムーサイの不在がかなりあらわになっている。

詩人が集いにおいて、あるいは孤独な時間に、

なにかの対象に活きいきと心を動かされると、ー

その精神が突知として熱を帯びる。忘我の境地

に立ち、魂の一本一本のばねが活発に動きだす

と、彼女は詩作へのあらがいがたい律語bを覚え、

ムーサイの吹き込む霊感のままに、驚嘆すべき

速さで歌を書く。ぜんまいを一杯まで巻けばほ

かの助けなしに正しく進む時計のように、魂が

最初の想念に触発されるや、思想と像がいかに

して自分のなかに生れるのか、などということ

はわからないまま、彼女は歌うのである。詩行

の調和と進行が感激を支えるというプラトーン

の精散な考察が、わたしたちの詩人の実例によ

って証明されるのを、わたしたちは目のあたり

にする。彼女みずからが言うところの調子と韻

律が決まれば、思想と像とを見つける苦労も努

力もなしに、歌全体がたちまちにして流れはじ

める。素材と表現のもっとも精績な変化が、ベ

ンの下で、ペンに宿るがごとく生れるのである。

わたしたちの詩人がその召命を自然からのみ

授かったことがし、かに疑いえぬ事実であるか、

当人の生活状況のすべてがそのことをもっとも

明確に証明する。なぜならそこには、自然にも

って生れた素質以外に、文塾への種語bを人工的

に彼女のなかにつくり出せる要因が何も見出せ

なし、からである。この詩人の場合、学習によっ

て獲得した規則は天才の代役を務めうるという

ことを納得させられるような状況が何一つない

のである。この詩人はどん底と紙一重の境涯に

生れ、その教育も、子ども時代と青春時代のは

じめに与えられたしごとも、卑しい出自に見合

うものであった。しかし長じてなおその暮し向

きは、自然のほうが彼女の遭遇するあらゆる障

害よりもはるかに強力でなかったら、かならず

やその精神をちっとも深い泥にまみれさせたで

あろうたぐいのものであった。

彼女は 17)")平にニーダーシュレージエンの

国境近く、ツュリヒャウとシュヴィーブスとク

ロッセンにはさまれた小村に生れた。この村は



人家もまばらな荘園で、 fデ.ァ・ハンマーJと呼

ばれる。この村の貧しい七人の住民のなかで父

はもっとも名望ある人物であった。この村の農

夫であり宿屋の亭主でもあったからで、あるo 父

の死の直前、七歳のとき、聡明な老人で、あった

祖母の兄に引きとられてポーランドへ行き、こ

の人から読み書きを習った。生活苦が始まった

のは十歳のとき、それから四十歳近くになるま

でなみたいでいでない辛酸をなめた。ふたたび

母親のもとに戻された。まず種違いの弟の子守

をしなければならなかった。そのあとすぐ両親

の家畜のすべてである三頭の子牛の世話と面倒

をみるしごとを与えられた。その直前から文墾

への自然な愛着の最初の痕跡が現れた。異常な

ほど歌う喜びを感じ、百篇もの讃美歌をそらん

じ、労働のとき、小さな家畜の群の番をすると

きそれらを口ずさんだ。そのためそれがどのよ

うな歌で、あったかもう記憶していないが、自分

も朝の歌をっくりたいという願望がきぎした。

牛追いの暮しのあいまに、生来の天才を助け

てくれるもう一つのきっかけが現れた。知り合

った牧童が小)11と家畜の群に隔てられながらも

数冊の本を届けてくれた。『ロヒ?ンソン~ rアジ

アのパニーゼi~r千夜一夜物語』が彼女の蔵書で、

若い牛追いの娘はそれらをむさぼるように読ん

だ。そのおかげで牧童の暮しは↑対直になった。

しかし幸せは永くは続かなかった。そのあと

すぐささやかな家畜の群を離れ、ふたたび子守

に戻らねばならなかったからで、ある。これらの

辛い下女のしごとをこなすうちに十七歳になっ

た。今まさにそれまでよりもはるかに辛い人生

を歩みはじめたのである。母の勧めである男と

結婚し、夫の加工した羊毛をすべて整えるしご

とを与えられた。しかも家のきりもりまで彼女

一人のうえにのしかかっていたため、読書と歌

の執筆への意欲をみたす時間は、日曜日の数時

間しかなかった。この時間に、労働のあいまに

着想した歌を書きとめた。

九年間の結婚生活ののち彼女はこのきずなか

ら解放されたが、むしろはるかに辛いきずなを

になうこととなった。母はそれからしばらくし
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て二人目の夫に嫁がせ、同時に、カルシンの人

生で、もっとも粗末な貧窮の時期を迎えさせた。

このうえなく不幸な結婚生活と難難辛苦がもた

らす、重苦しい、意気阻喪させる運命を、この

二人目の夫のもとで耐え忍ばねばならなかった。

しかしまさしくこの暮し向きのなかで、自然は

その力をわたしたちの詩人の天賦の才に現した。

名高い説教師シェーネマンのいくつかの詩を読

む機会に恵まれたのである。ベルリンでは知ら

れていることだが、激しい熱に浮かされると、

ときとして一種の狂気がこの男を襲った。その

とき男はいつも韻文で語り、説教したのである。

この奇妙な男の詩の大多数は、ムーサイの神々

しい炎の刻印よりもむしろ悪性の狂熱のしるし

を帯びていたが、詩人は嘱目した詩に、みずか

らの天才を異常なほど刺激してくれるなにかを

見出した。衝動に従いたいと、それまでにない

強い欲望を感じたが、彼女はそのための時間に

も契機にも恵まれなかった。

彼女はいくつかの試作ののちも、当時滞在し

ていたポーランドのフラウシュタットで得たさ

まざまな知人に勇気づけられて創作を続けた。

生活状況を伝えるごく短い報告のなかで彼女が

言及しているのは、校長リッケルト、その同僚

プリューパ一、市長グライフェンハーゲン、フ

ラウシュタットのノイゲパウア一博士、大ポー

ランドはリサの教会の伝道師、帝国伯フォン・

レーダー、グロースグローガウの宮廷伝道師デ

ーベルで、はじめてその詩作をうながし、援助

してくれた人たちだ、と言っている。この方々へ

の感謝の気持ちから、この場を借りてぜひお名

前を記しておいてほしいというのが彼女の希望

である。同じ理由で、グロースリサの郵便局長

ケルパーが詩人のベンから生れた作品をはじめ

て印刷させた人物であること、うわさをつうじ

て知るにすぎなかったが、ポーランドから尽を

書き送ったハレの名高いマイアー教授こそ、誌

筆を続ける勇気をいちばん多く与えてくれた人

であることにも触れておきたい。

他方、これら天才の発露は、詩神が伎女のう

ちにともした炎もなかば押しつぶされた果てに、
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その小さな火花として残るにすぎなかった。し

かしフリードリヒの勝利がこの火に力を授け、

ついにそれは爆発を阻害していたものを打破し、

I 激しく燃え上がらせた。 1755年、夫と四人の子

どもとともに彼女はグロースグローガウに転居

した。ここである書庖に出入りし、文学作品や

その他の多種多様な本を、無秩序に、とくに意

図もなく、しかし大いなる熱意をもって読破し

た。彼女が本をひじように早く読みとおし、そ

れをし、かに活用しているか、し、かに容易にその

最上の特徴をつかみとるか、それは彼女の詩の

いたるところに現れている。カルシンの詩から

判断する人は、本人がごくわずかな本をひじよ

うに早く読みとおしたことを知らなければ、お

そらく相当量の本を読みあさったものであろう

と思うにちがし、ない。

前年に終結した銘記すべき戦争と、全世界の

目を一人くぎ付けにした英雄の偉大な事業は、

このたぐいまれな女性の詩的精神の形成を完成

させた。ロヴォシュッツ近郊の戦いのあと彼女

は最初の戦勝詩を書いた。そして、それからほ

どなくしてプロイセン榔弾兵の軍歌、ラムラー

の頒歌数篇、ウンツアー夫人の歌を読み、強い

刺激を受けた。その後フリードリヒの勝利をう

たう歌を書いたが、これらはすでに成熟のきざ

しをみせる詩人精神の証左である。

この間も詩人はつねに貧窮のきわみにおかれ

つづけた。しかし運命は、並の人間ならうちひ

しがれてしまうであろう歎くべき暮しのなかか

ら、ついに彼女を引き上げることを思いついた。

シュレージエンの貴族であり、年来その愛すべ

き人がらをもって知られていたフォン・コトヴ

イツツ男爵が、 1760年に折しもグ、ローガウを経

てベルリンへ向かったときカルシンを知ったの

である。善意にあふれた氏の心は彼女の不幸に

同情し、そこから救い出してベルリンへともな

った。首都に到着し、さまざまな文塾愛好者を

知るや、その天才はありったけの能力を示しは

じめた。まちでも宮廷でも讃歎の的になった。

この詩集に収められた歌の大半は、彼女にとっ

てひじように幸福なこの時期以降に書かれた作

品である。いずれも彼女の性格と最近のできご

とを表現して余すところがないので、そのひと

となりについてこれ以上くだくだしく述べる必

要はあるまい。ただ、わたしたちの詩人の支援

者各位のために、この精選詩集の特徴について

いささか述べておく必要はあるだろう。

詩人の友人数名がこの詩集を編纂しようと計

画したときの意図はよく知られている。これほ

どの才能に恵まれた人物を貧困のどん底から救

い出すのにこのような方法を選んだことを、わ

たしたちは喜んでいい。以下に掲げる名簿が示

すとおり、ひじように多くの善意の方々が、提

案された方法を喜んで、支援したいと申し出られ

たのである。この著作の発起人と支援者諸氏が

ひとしくいだいていた善意に免じて、この集成

のページが少ないことをお赦しいただきたい。

用紙の重さ、ないしページ数ゆえに、前払い金

の支払い義務がなかったことはだ‘れもが知って

いる。他方わたしたちは、出版がかなり遅延し

たことをお赦しいただかねばならないことを認

めるにやぶさかではない。さまざまな避けがた

い事情が遅延の原因である。

本集成に収められた作品の選択にあたったの

は、自身の作品から十分にそのすぐれた趣味が

知られている、さる高名な詩人である。もちろ

んここに収録されたいくつかの作品よりも完全

なものが抜け落ちていることを批判されるかも

しれないと氏は虞れている。そのため氏は、内

的価値の求めよりむしろ偶然の事情から収める

ことを余儀なくされた詩も若干あることをお断

りせねばならない、ご賢察をたまわりたいと語

っている。



12.ズルツアー『文芸の一般理論』

r7 Allgemeille Theorie der Schonen Kiillste ill eIlzzeIlI， Imclr 

alpfmbetぉcJlerOrdll!lIIg der KllIlstll'Orter at!f eIlmllder folgendell， 
Arhkeln abgelrlllldelt， von Johann Georg Sluzer. Leipzig 

1771/1774. Zit. nach: Digitale Bibliothek Bd. 67. Berlin o. J. 

天才(文雲) 生れもった素質があるかにみ

える仕事と業務に、ひいでた技量と、他の人び

とにまさる精神の生産性とを示す人間には、そ

もそも天才がそなわっているとみなされるよう

である。[......]

しかし天才と称せられる偉大さが、つねに精

神のあらゆる能力にまで及ぶとはかぎらない。

ひじようにまれな例だが、魂のすべての側面に

おいて偉大な人物というものも存在する。しか

し他方にはとくに高い水準の個別の精神力をも

っ人もおり、そのため特定の業務において他の

追随を許さぬ能力を発揮する。が、こういう人

間を無条件に天才ということはできない。特別

な能力を発揮しうることがらに関する特殊な天

才というべきであろう。

総じてどちらの場合も、想像をある高い水準

の明断さと生気に、あるいは、ことがらの性質

に応じては明瞭さにまで高める、しかもやすや

すと高める力が天才にはそなわっているようで

ある。[......]

いずれ哲学が天才を生みだすそもそもの原因

をつきとめるかどうかは判らない。その最初の

根拠を与えるのはどうやら自然である。なぜな

ら自然が、特殊な天賦の才を授けようと考えた

人物が特定の対象に格別な感受性を示すように

しむけ、これらの対象を味わうことがその人の

いわば欲求になる、といったことが起るからで

ある。[......]

どんな刺激を受けても活動を起さず、これと

いって欲求を覚えない感受性の鈍い人問、そう

いう人間はどれほどすぐれた悟性をもっていて

も天才とはいえない。なぜならすぐれた悟性は

欲求によって活動状態に保たれねばならなし、か

らである。なんらかの感受性から刺激を受ける

まで、魂の各種の能力は不活発な怠惰のなかに
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ある。しかしこの感受性があるかぎり、魂は活

動するのである。[......]

[……]したがって天才には暖かい感情とい

うものが必要である。それなくして精神は十分

な活動性を示すことができない。格別な精神的

才能に恵まれた人間なら、そのような感情がほ

んの一瞬でもきざせば、たとい一瞬でも天才の

活動が現れる。種類を問わず本来の天才という

のは、こうした感情が支配してしまった人間で、

ある。

悟性の人間は、感情や内面の欲求がなくても、

流行から、あるいは模倣の喜びから、あるいは

感情の外にあるなんらかのきっかけによって、

ほかの人が天才の衝動から行う仕事に巻き込ま

れることがある。しかし、どれだけ悟性が立派

でも、真の天才のはるか後塵を拝するしかない

であろう。彼の作品には企てが、冷静な計画か

ら生れたいささか堅苦しい本質が発見されるだ

ろう。このやりかたで、は、{酎生と熟慮、の人とは

みられでも天才とはみなされない。彼の作品は

技塞と模倣とから生れたものだと気づかれてし

まうだろう。なぜなら真の天才の作品は自然の

刻印そのものだからである。[......]

以上の考察に従えば、たぐいまれな魂の力が、

特定の種類の想像にたいするとくにひいでた感

受性と結びつくことが、天才を生みだす絶対不

可欠な条件ということになろう。[…一]

[...…] 

人間精神の歴史に一等星のごとく輝く天才た

ちの列に連なるべき偉大な喜術家は、ホメーロ

ス、フィーディアス、あるいはへンデ‘ルのよう

に、みずからの墾術に固有な天才とは別に、す

くふれた哲学的天才をもっていなければならない。

たといおのが喜術の天才をもちあわせなくても

依然として一個の天才でありつづける、そうい

う人間でなければならない。この普遍的、哲学

的天才がすぐれた着想、すぐれた思想を授け、

これを塾術の天才は霊芸術に固有な精神に従って

処理することになるのである。そこから生れた

文蓄の燦然たる作品には、襲術家のみならず、

感情と十副主をもついかなる人間も讃歎の声を惜



96 

しまない。

したがって個々の雲術家の天才は、これを二

つのものさしによって測らねばならない。一方

のものさしで彼の雲術を測り、他方のものさし

で彼の材料を測るのである。アナークレオンは

塞術の天才を、もしかするとホメーロスと閉じ

水準で、もっていたかもしれない。いずれも大詩

人である。しかし普遍的な人間としての偉大さ

というものさしを当てはめると、一方は英雄で

あるが、他方は愛すべき少年である。同じよう

にラファエロとカロは二人とも絵画の天才であ

るが、一方は偉大な魂をもち、他方は、きわめ

て活発だが遊戯の域を出ない空想にすぎない。

[……]第一巻、 4制 59ページ)

感動(文塞) 多少なりとも天賦の才に恵ま

れた雲術家が口をそろえて断言するところによ

ると、彼らはときに異常な魂の活動を感じ、創

作がいつになく容易に進むことがあるとし、う o

そのようなとき想像がたいした苦労もなく展開

し、最上の着想があふれるように流れ出るのは、

あたかもなにか高い力に霊感を授けられている

かのようだ、と。これが感動と呼ばれるもので

あることはまちがし、ない。霊芸術家はこの状態に

おかれると、対象が異常な光のなかに王尉もる。

神々しい力に導かれるように、彼の天才は苦労

しなくても発見し、骨を折らなくても、発見し

たことに最善の表現を与えるのである。感動に

襲われた詩人にはもっともすぐれた思想と形が、

わざわざ探さなくても流れ込んでくるのだ。[…

[……]この常軌を逸した魂の活動はどこか

ら来るのか、これほど見事な作用はし、かにして

得られるのか。

この高められた活動は、欲望の力として現れ

るか、魂の想像力として現れるかのいずれかで

あるが、それぞれに固有な効果がある。[……]

つまり感激には二種類がある。とくに感覚には

たらくものと、想像にはたらくものとである。

どちらもそのみなもとは、きわだ‘った美的活

力をもっ対象が魂におよぽす活きいきとした印

象にある。この対象が不分明で、想像力の発展

する余地がないとき、あるいは、対象のはたら

きから生ずる感情のほうが活きいきしていて、

もっとも卑近な情熱の対象がどのような性質の

ものであれ、対象の性質に関する知識が感情に

及ばないとき、あらゆる注意は感覚に向けられ、

魂の力はすべて活きいきとした感情となる。一

方、強し、印象を与えた対象が明瞭な像を結び、

精神がその全体を多様な部分にいたるまで見わ

たすことができるときは、感覚だけでなく想像

力も刺激を受けて、強引にその対象にしばられ

る。十酎生と想像力はその対象を、完全に、これ

以上なく明断に、活きいきと把握することに努

める。第一の場合、心の熱狂が生ずる。第二の

場合、天才の感激が生ずる。[…...]

心の熱狂、あるいは、おもに感覚としてま尉も

る熱した魂の活動は、目にはっきりとは見えな

い重要な対象によって喚起され、想像力はそこ

にはたらく余地を認めない。注意力は対象その

ものから引き離されて、魂の感じるもの、魂自

身の努力へと向けられる。そのとき精神は対象

を見失うので、ますます活きいきとその作用を

感じとる。すると魂は感情そのものと化する。

魂は自分のほかにはもはや何も見ず、すべてを

自分自身のなかに認めるのである。[...・..] 

[・・…・]

この状態にあっておのが感覚を表現しようと

する詩人は、竪琴をとり、讃歌、頒歌、悲歌を

うたう。[……]

[……]この感激のなかで詩人はわれわれを

も力ずくで連れ去り、驚嘆、恐怖、あるいは常

軌を逸した喜びを味わわせる。[......] 

[・…・・]もう一つの感激は想像力のなかによ

く似た現象を引き起こす。[......]それは対象の

大きさ、豊かさ、美しさから生れる。対象が感

覚だけでなくとくに精神にも作用を及ぼすと、

対象ははっきりとした展開にゆだねられる。想

像力はそこに多段さを認め、すべてのものをで

きるだけ明瞭に見たいと思う。[……]精神はそ

のありったけの力をふりしぼり、他のすべての

対象から引き上げさせ、ただ明日析に見ようと努
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[......J 

いったん精神が強靭な力に支えられてこのよ

うに一定の方向をとりはじめると、その努力は

強くしかも持続する。っかんだ、対象はたえず精

神の眼前に努需する。他のすべての表象はこの

一個の対象との関係においてのみ言及されるに

すぎない。[..・ H ・]精神がこの対象をありうるす

べての側面から、ありうるすべての関係におい

てながめるのは、ごく当然なことである。[……]

[. .....J 

今や対象は尋常でない光のなかに見られる。

そのなかにまだ見たことのないものが見える。

長いあいだ見たいと思っていたものが、今や努

力なしに現れる。なにか高い善意の存在がわれ

われの五感を鋭利にし、あるいは超自然的な方

法で願わしい対象をわれわれの想像力の前にお

いてくれた、そう信じたくなる。

[・・・・・・]

感激につつまれて成った作品もしくはその一

部には、塾術家がその対象を見たときの豊かな

生気と燦然たる光の、明確な痕跡が刻まれてい

る。すべてのものが豊かな泉から流れ出たかに

みえる。一語一語、一筆一筆が力強く、まさに

なすべきことをなしている。この塞術家にとっ

ては一切が容易で、あった、彼は何も求めなかっ

た、あるべきところに見出したにすぎない、そ

の魂全体をかくも活きいきとみたしてくれた対

象を自分の外に表現したくて、彼はうずうずし

ていたのだ、ということがよくわかる。

[......J 

f~討生と天才とをもちあわせる雲術家なら、感

激に浸ることができれば、すぐにでも創作の成

功はまちがいないと信ずることができる。もう

心配することはなにもないからである。自分の

感覚に身をゆだねさえすればいい。表現すべき

ことはすべて彼の空想の世界に明瞭な像を結ん

でいる。意図も熟慮もなく、魂があらゆる部分

を最善の方法で秩序づけ、もっとも活きいきと

作り上げる。[.....・]

あらゆる感激のみなもとは、すべての注意力
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を集中させる対象の強し、魅力にある。だからそ

のために二つのものがぜひとも必要になる。申

し分のない魅力をもっ対象と、塾術家の側の感

じやすい鋭敏な魂とである。[…・・・]

空想、の美しさ、 'ls='t生の完壁、道徳的偉大さな

ど、繊細な感情が完全に欠落していると、もは

や教育によっても練習によってもこれを補うこ

とはできない。[......J 
感激するとすべての注意力がとくに一個の対

象に向けられているので、同時に存在する他の

すべての魂の表象は聞のなかへ落ちてして。そ

のため、つぎに、注意力をただ一つの対象に限

定する技術も、感激のための手段として必要に

なる。この技術は明噺かっ熱心な沈思によって

得られる。[......J 第一巻、 13ふ142ページ)

13.ゲーテ『シェイクスピアの日に』

r? Goethe， Zum Slzakespears Tag. Zit. nach: G田 th四

SiimtlicJle仇rerkιJubilaums・Ausg.Hg. v. Eduard von der 

Hellen.36. Bd.: ScJlriften zur Literatur. Mit Einleitung u. Anm. 

v. Oskar Walzel. 1. Teil. Stuttgart u. Berli.n o. J.， S. 3-7.ウィ

リアムの聖名祝日(Im年 10月 14日)のために起草され

た文章。ゲーテ家で朗読されたと伝えられる。

わたしたちのもろもろの感情のなかでもっと

も高貴な感情は、運命がわたしたちを完全な無

へと引き戻したかにみえる瞬間においてなお存

在しつづけたいとしづ希望です。諸君、この世

の人生はわたしたちの魂にとって短すぎます。

その証拠に、およそ人間は、身分の高下を問わ

ず、し、かに能力のある人でもし、かに立派な人物

でも、すべてのことに疲れ果てたとしても、生

きることにだけは疲れることを知りませんし、

出発のときあれほど恋い焦がれていた目標に、

結局は到達する人もいません。なぜなら、その

途上でしばらくのあいだどれほど順風満帆でも、

ついには、所期の目的に達した剃那、だれが掘

ったともしれぬ穴に落ちて忘れ去られてしまう

こともしばしばあるからです。

忘れ去られてしまう。このわたしが。わたし

こそわたしにとってすべてで、あるのに、いっさ
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いのことは、ただわたしをつうじてしか知りえ

ないというのに。自意識をもつほどの人ならだ

れでもこう叫び、この人生を大股で歩き、果て

しない道程のために準備を整えるはずです。も

ちろんおのが分に見合う程度においてではあり

ますが。[......]ともあれこのひたむきな旅人の

巨人の歩みに驚嘆し、敬意を表し、その足跡を

たどり、その歩みをわたしたちの歩みと比較す

るならば、彼はわたしたちの友であり道連れと

なります。

[. ... ..] 

きょうわたしたちはかの並ぶものなき偉大な

旅人の記念日を祝い、それをわたしたち自身の

名誉ともいたしましょう。わたしたちがその業

績を評価しうるとすれば、その業績の萌芽はわ

たしたち自身のなかにもあるからです。

しかし、わたしが多くのことを順序だてて書

きしるすなどと期待されては困ります。魂の平

静は晴着にふさわしくありません。それに目下

のところはまだ、シェイクスピアについて熟考し

たわけではありません。予感した、あるいはせ

いぜいのところ感じたというのが関の山です。

シェイクスピアを一ページ読んだだけで、わた

しは生涯そのとりこになりました。はじめて一

つの作品を読み終えたとき、盲目の人が奇蹟の

手で一瞬のうちに視力を授けられたかのように

立ち尽くしておりました。わたしは自分の存在

が無限に拡大されたことをいきいきと認識し、

感じました。すべてが新鮮で知らないものばか

りでした。慣れない光に目が痛くなりました。

わたしはしだいに見ることを学びました。感謝

すべきわが創造的精神のおかげです。今なおわ

たしは獲得したものをいきいきと感じておりま

す。

規則ずくめの演劇と手を切ることに一瞬たり

ともためらいませんでした。場所の統ーはまる

で牢獄のごとく窮屈に思われ、筋と時間の統ー

はわたしたちの想像力をしばる重い足かせのよ

うに感じられました。わたしは自由な大気のな

かに飛び込み、わたしにも両手両足のあること

をはじめて感じたのです。規則としづ君主がそ

の穴のなかにいて、わたしたちにし、かに多くの

不正を働いていたか、いかに多くの自由な魂が

今もそのなかで窮屈な思いをしているか、それ

を知ったいま、この連中に挑戦状をたたきつけ、

毎日彼らの塔をこなごなにたたき壊すことを試

みなかったら、わたしの心臓ははり裂けていた

でしょう。

[・・….]

シェイクスピアの演劇は、世界史が目にみえ

ない時代の糸にあやつられて、波打ちながらわ

たしたちの眼前を通りすぎていく様子を見せて

くれる美しい覗き眼鏡です。シェイクスピアの

執筆計画はふつうの様式に従っていえば計画と

はいえないものです。彼の作品はすべて、わた

したちの自我の個性、わたしたちの意志の借越

な自由が、全体の必然的な進行と衝突する神秘

の一点(哲学者もいまだにその一点を見、確定

したことはありません)を中心に回転します。

ところがわたしたちの趣味は堕落していて、目

を曇らせてしまいましたので、この聞から抜け

出すためにはほとんど新しい創造を必要とする

ほどです。

[・・…・]

そこでわたしは叫びます。自然、自然、シェ

イクスピアの描く人間ほど自然なものはない、

と。[……]

14.神一一天才一一自然

14-1. r朝の思いJより(1761年)

GJ'"Morgen-Geda出叩.1761. In: Auserleselle Gιlidlte (17，臼)，a.

a. O. S. 22 f.， luer: S. 23. 

安らかな心、わたしの周囲を支配し、

仕事にも不機嫌にも一日として

わたしを疲れさせないこの静かな平安、

血管を流れるこの柔らかな火、

そして、わたしのなかで考え歌うこの感情、

これらはみなわたしを慈愛をこめて

はぐくまれた方の賜物だ。



14-2. r神l二Jより

Gi" An Gott. In: ebda.， 5. 2S-32， ruer: 5. 30 f. 

おんみの愛を受けた人間たるわれは

おんみをのみ感じ認識する。

おんみはわれを天使のごと

獣と星のはるか高みへと引き上げたまい、

われにおんみを学ばしめるため

精神と理性とを賦与したもうた。

わが精神に授けられし翼もて

わが想念はわれを去り、

なべての世界のはるかなる高みへと昇る、

全能なる者よ、おんみの足下まで。

創造者よ、魂の力を授けたもうたことを

神よ、われは野にありて

うむことを知らぬ自然の

無数のいとなみに

感謝いたします。

おんみの存在を認識いたします。

14-3. r /"，ーレモンの誕生日にj より (1761年)

Gr An Palemon，組仕立emGeburtstage. Den lten d田

Christmonaths 1761. In: ebda.， 5. 217・220，ruer: 5. 217 f. 

わたしが生れたとき

天なるみ使いの一人は

貧乏の衣に包まれたわたしをご、覧になった。

あわれに思し召した天使は

人類の父上に奏上された一一

「生命と運命の支配者よ、

この生れ卑しき娘を

わが導きの庇護のもとにお預けください。

娘は悩みにいだかれ、

恥辱にまみれた塵に深く覆われておりますが、

深刻にしわの刻まれたその額は

おんみが考えるために造られたものです。」

99 

「そなたに預けようJ、万物を創造された神は

天使に向かって言われた。

そのときムーサイの一人と

この竪琴がわたしの手にゆだねられた。

この竪琴で英雄フリードリヒをたたえる

晴やかな讃歌を奏で、

美徳と神聖な友情とを、

そして柔和な愛を弾し、たのだ、った。

14-4. rとっくににて家畜を追ううたびとJより

Gr Der 5anger bey der Heerde， in WelschI阻d， eine 

Eロ泣uung.In: ebda.， 5. 311・314，ruer: 5. 312. 

彼は音節の数をかぞえ、韻を見つけたが、

教師から美しい表現の

選びかたを教わったことはなかった。

14-5. r若い友人にJ(1763年)

Gr An einen jungen Freund. 1m Marz 17，臼.In: eM日.，5.76ι

徳を愛する友よ、真理を語る者よ一一ー

あなたはわたしの才能をほめ、それは自然の

賜物だとし、う。

自然にはその価値があり、名誉が与えられて

当然だ。

わたしの着想、表現、精神、飛躍は自然の

贈り物だ。

技塞から得たものはなく、

教師から教わったものもない。

お金を金庫に蓄えたことがない父は

偉大な人で、はなかった。わたしが育った土地に

指導のできる人はいなかった。

わたしは田舎で遊び、ときどき砂の塔を

こしらえた。

それに怒りをぶつけ、

怒りにまかせてそれを焼き落した。

こんなにも戦の好きな女の子がし、るかしら。

いや、それでもときどき羊飼いの女の子たち

を誘って、

新鮮な牛乳を飲み、ダンスと遊戯に興じた。

が、子どものころ、ふとしたことから一枚の
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ページを見つけた。

それはかつて詩を書いたフランクの作品だ‘った。

わたしは詩行を追い、感じることを学んだ。

ああ、わたしの青春時代は

奇妙というもおろかなものだ。あなたの

ご親切ゆえに

わたしはあなたを友人の一人に数えることが

できる。

ならば、うるわしき詩人よ、わたしはひたすら

感情をこめて、自然がし、かにして

わたしをはぐくんでくれたかを、

自然に敬意を表してお話ししよう。

15.力ルシュからグライムに宛てた手紙

f カノレシュとヨーハン・ヴィルヘルム・ルートグィヒ・グ

ライム(I719・1803年)との往復書簡のうち保存されている

のは、カルシン書簡 1035通、グライム書簡 227通である。

Zit. nach: "Mein Bruder ill Apoll". BriそfwecllSelZWisclletl AmUl 

LOll回 Karscll!md Jollmm vVilllelm Llldwig Gleim. Hg. v. 

Regina Norternann. Bd. 1: Briefwechsel 1761・1768，hg. v. R. 
N凸rternann.Gottingen 19%. S. 5 ff. 

15-1.ベルリン(1761年4月28日付)

アポローンの名においてわが兄弟よ。

[……]グライム先生との交際をわたし以上

に必要としている者はどこにもおりません。か

つてわたしは暗閣のなかで、気のめいるような

さわがしい心配事に翻弄されて生きてきたから

です。そこから抜け出し、生きるとはどういう

ことかを味わいはじめたのは、やっと数カ月前

からにすぎません。交際の場には事欠きません。

足しげく訪問してくれもします。しかしこの気

晴らしはわたしにとって有益で、も快適でもあり

ません。あの人たちは自分の好奇心を満足させ

たいだけなのです。わたしを厚かましく見つめ、

両手を打ち合わせてブラヴォーと大声をあげる、

まるでわたしの話がちょっとした呪文でもある

かのように。わたしもときには一緒に笑ってみ

せますが、心は満足を知りません。口もとに笑

みを浮かべてそんなふうを装い、一座の人たち

を欺くのです。しばしばよりよい自分であるた

めにベンをとり、喧喋に固まれて身辺のことを

書きます。 [......J

15-2.ベルリン(1761年 5月14日付)

[・…・]わたしの人生の春、朝は、悲しい雲

に覆われたまま過ぎていきました。人生の真昼

に垂れ込める雷雲の晴れるためしはありません

でした。今わたしは秋を迎えています。幸運は

うれしい勤勉の果実を両手一杯運んでくれます。

勤勉はどんな労苦のさなかにもわたしを元気づ

けてくれました。友は幸福のもっともすばらし

い贈り物です。どんな富とも交換しません。皆

わたしの心の偶像です。そのなかでも先生は筆

頭の一人でなければなりません。すぐに、すぐ

にベルリンへおいでください。でも美人のサッ

ポーを想像なさらないでください。いえ、詩人

のような陰気な額、無口な二つの青い目、口づ

けを受けるためにグラティアたちの唇にならっ

てつくられたらよかった口、しかしわたしの全

体をご覧ください。わたしの心を。心について

は自然は親切でした。詩人にふさわしく心は感

情そのもの、友情そのものです。 [......J

15-3.ベルリン 0761年7月 l日付)

[……]ほんとうは、あまり慎重でいらっし

ゃるのでわたしをお訪ねにならないのですね。

お目にかかれないままいたずらに日々は過ぎて

いきました。でも第三の場所でお目にかかった

期待の瞬間を思い出してわが身をなぐさめまし

た。わたしは毎日お便りを差し上げる喜びを味

わいました。ああこの喜び、それをこれからも

味わいたい。何もお話ししないうちに、人間の

うちでわたしにとって唯一の……で、ある方のた

めに、少なくとも詩の一行をこの手が書かない

うちに、日没を迎えることのないようにいたし

ます。ああ、「唯一のJのあとのことばを申しま

せんでした。それを言うがよい、あの方を求め

で波うつ心よ、いまVft1'L落ちる涙よ、行け、そ

してあの方に告げよ、あの方の友情のすべての

価値を感じています、と。卓越した友よ、この

ような涙にあなたのおもかげを追わせたことを



怒らないでください。これは、わたしの心が抑

えねばならない愛の子どもなのです。ああ、こ

の愛は純粋にして無垢なものです。その美しさ

ゆえに世間に知られてはなりません。[……]

15-4.ベルリン(1763年 8月 15日付) [グライム

による書写]

最上の友よ、十七日間、うるわしのポツダム

に過ごし、親切なご主人の奥さまと一緒に馬車

でベノレリンを訪ねましたら、大切なグライムさ

まからお便りが何通か届いておりましたので、

うれしいお知らせを差し上げられることを喜ん

でおります。

フリードリヒ大王、このうえなきフリードリ

ヒは、わたしの不機嫌の最後の雲を散らしてく

ださいました。大王にこれまで以上の祝福をお

与えくださらなくては困ります。大王はあなた

の友をあらゆる心配事から解き放ち、守ってく

ださるのですから。

ザイドリツ将軍はわたしの歌を大王にお渡し

する絶好の機会をとらえました。それはこのあ

いだの月曜日のご夕食のとき、クヴ‘ィントワス

少佐が国王にわたしの詩、あるファンタジーの

翻訳をお渡しくださったので、す。[......J 
[・・…・]

王は、わたしがホラーティウス、ホメーロス、

ピンダロスを知っていることに驚かれ、わたし

がまだポツダムにいるのかどうか、どこに滞在

しているのかと、将軍にお訊ねになりました。

翌朝早くクヴィントクスからお使者が来られ、

参内するようにとご指示なさいました。関口一

番、フリードリヒがわたしにお会いになりたい

とおっしゃっている、と。すぐサンスーシに出

かけました。わたしを取り囲むお小姓がたが成

功を祈ってくれました。ところが友人のザイド

リツは、君主にはいささかご不興のおもむきで

あらせられると見てとったにちがし、ありません。

きょうのところは引き合わせないほうがいいと

おっしゃいました。/それでまた帰りました。

翌日、王はどこかご機嫌ななめのご様子で、ど

うして連れてこなかったのかと、わたしのこと

101 

をお訊ねになりました。

八月十一日、午後五時、わたしはダルジャン

侯爵のもとに呼ばれました。侯爵と、王の朗読

係であるフォン・カット氏が紹介してくださる

ことになりました。数日前、王女様がたが前庭

でダンスをなさる前におられた大理石の大広間

に、わたしは立っていました。何万という明り

が広聞をあかあかと照らしていました。ここに

立ち、全ヨーロッパはおろかインドさえ交誼を

得たいと願う君主、偉大な君主を待ちました。

心臓が突き上げるように十二回も打ちましたが、

十分な時間がありましたので、王が扉を開けら

れるまでに自分の生命力をきちんと整えること

ができました。

が、ついに王がはいってこられました。

そのほう、詩人か。

はし、陛下、そう呼ばれております。

シュレージエンの生れとのことだが。

はい陛下。

父はだれであるか。

葡萄酒のたくさんとれますグリューンベルク

に近い、シュヴ.ァイドニッツ生れの百姓でござ

いました。

シュヴァイドニッツの生れか。あそこは聖職

領ではなかったか J)。

父の存命中はフォン・ケーゼリッツ様がご領

主でございました。

が、そのほうはいずこで、生れたのか。

小作地でございます。ホラーティウスが所有

しておりましたような小作地でございます。

教育を受けたことがないとのことだが。

さようでございます、陛下、わたくしの教育

はこれ以上ない粗末なものでございました。

しかし、だれのおかげで詩人になれたのかね。

自然のおかげです。それと、陛下のあまたの

勝利のおかげでございます。

1) フリードリヒ二世はフォン・ケーゼリッツ{もしくはケ

スリッツ)家の所有するグリューンベルタ近主主シュグア

イ(ド)ニツ村をシュヴァイドニツ要塞と混同したよう

である(編者ネルテマンの注入
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だが、規則はだ‘れに教わったのだ。

規則と申しましでも、なにも存じません。/

なにも知らん。そのようなことはありえぬ。

だが、韻律は知っているに相違なかろう。

はい陛下。ただ、韻律は耳で聞いて守ってお

ります。それを韻律と申してよし、かどうかわか

りません。

ことばを習ったことのない者が、いったいど

うやってことばをきちんと処理するのかね。

母国語は存分にあやつれます。

たしかにそうであろうが、洗練という点では

どうかな、文法はどうしているのかね。

文法につきましては、ほんの少し間違える程

度だと、失礼ながら陛下に申し上げてよいかと

存じます。

だが、文法を間違えてはなるまい。

(王はお笑いになりました。)

ところで、どんなものを読んでおるか。

プルタノレコスの列伝を。

詩人も読んでおるであろうな。

はい陛下、ときどきは詩人も読んでおります。

ゲラート、ハラ一、クライスト、ウーツ、わた

くしどものドイツの詩人はすべて。/

しかし、古代の詩人は読まないのかね。

古人のことばを解しません。

翻訳は持っているであろう。

ボードマー訳でホメーロスの二、三歌章 2) と、

ランゲ訳のホラーティウス 3) を読みました。

ほう、ホラーティウスをな九で、夫はいる

2)ヘクサメトロンによる『イーリアス』第四、第六歌章の

翻訳(ライブツィヒ、 171ω年刊)。

3) ザームヱル・ゴットホルト・ラング訳のホラーティウス

頒歌集(グオルク・フリードリヒ・マイアー序、ハレ、

1747年刊)、もしくはラングによるホラーティウス頒歌全

5巻および詩学第一巻の「詩的翻訳J(羅独対訳、ハレ、

1752年刊)。

4) 当時フリードリヒは七年戦争と老いに苦しみ、古典に慰

めを見出していた。ジャン・パプテイスト・ポアイヱ・

ダルジャン侯爵宛書簡(1763年3月1日付)一一「侯爵

殿、ようやく和平がなりました。 [......Jこれで余の軍務

も終了いたしました。こちらでいま何をしているかとの

お訊ね。毎日キケロが法廷で弁論を行っているのを開い

ております。ウェレス駁論はとうに読了し、今は『死ニ

ツイテ』に取り組んでおります。これ以外ではグァト[ア

ベ・シヤ/レル・グァト(1九3-ω年)、美学者]を読み終

か。

はい陛下、ただ、夫は陛下の旗の下から逃亡

いたしまして、ポーランド各地を転々としたあ

げく、再婚したいと申しまして、わたしに離縁

を迫っておりますが、わたしといたしましては

同意する考えでおります。別段養ってくれると

し、うわけでもございませんので。

夫とのあいだに子どもはおるか。

娘が一人おります。

どこに住んでいるのかね。

ベルリンでございます。宮廷顧問官のシュタ

ール様が娘の養育費を出してくださっておりま

す。

美しい娘か。

ほどほどでございます、陛下、母親が美人で

はございませんので。

さりながら、その母親もかつては美しかった

であろう。

えました。これで余が怠惰でないことはお判りでありま

しょう。[......J 
余は心を安らかにし、いささかなりとも職務の重荷を下

ろして、自由な時間をつくり、情熱が口を閉ざしているあ

いだに自分自身のことを考え、魂のなかに白分を閉じこめ、

正直申して日を追うごとに耐えがたくなりつつある使者

の謁見を遠ざけるよう努めております。[…・・JJ
ゾフィー・カロリーネ・フォン・カーマス夫人宛書簡

(17，臼年3月6日付)一一「またお目にかかることになり

ました、おかあさん。今月下旬か来月早々になるであろう

と存じます。お別れしたときと同じように息災であられる

ならばさいわいです。今度またお目にかかるとき、わたし

は老人のごとく、ほとんどおいぼれのおしゃべりになって

いることと存じます。さながらロパのごとく髪は灰色にな

り、毎日歯が一本ずつ抜け、痛風のためいささか足が言う

ことをききません。しかし寛大なお心ゆえに老人の障害に

もがまんしていただけるでしょうから、また昔話をいたし

ましょう。

さて、あの善良なパイロイト辺境伯[フリードリヒ大王

の妹婿、 1763年2月26日夜]も亡くなりました。これは

ほんとうに辛いことでした。敵どもは永久に生きんとして

いるかにみえますが、わたしたちは共通の友を失っていき

ます。ああ、おかあさん、わたしはベルリンと、わたしが

そこに見出すであろう空虚とを恐れます。しかしわたしは

ただあなたのことだけを思い.それ以外は幻想にふけるこ

とといたします。あなたにたいするわたしの率直な敬意と

友情とをじかにお伝えできれば、これにまさる喜びはあり

ません。この敬意と友情とをわたしは墓までたいせつに持

ってし、く所存です。お遠音で.フリードリヒ J(Briφ 
Fried，.id，s des Gn戸1/.ln J叩 tscherUber四 tZlUlg.Hg. v. 

Max Hein， deutsch ¥". Fril'drich、'onOppeln-Bronikowski 

u. Eberhard KOlUg.之BJ.B..'rlin 1914. S. 129 f.) 



失礼ながら申し上げます、いまだかつて美し

かったことはございません。自然が母親の外側

を飾ることを忘れましたので。

その母親はいったいどのようにして暮しを立

てておるのかね。

ああ、陛下、それはそれは粗末なものでござ

います。ベルリンでは家をもつことなどできま

せん。わたくしの住いがどのようなものかご想

像いただくためには、パリのパスティユの一室

をご想像いただかなければなりません。

では、いったいどこに住んでいるのかね。

教会委員会の古い建物の四階の屋根裏部屋で

ございます。

どうやって食べているのヵ、

友人たちからの施しに頼っております。宮廷

顧問官のシュタール様がたひ。たび食糧をもって

きてくださいます。

歌を印刷すると、どれほどの実入りがあるの

だ。

微々たるものでございます、陛下。陛下のご

戦勝を記念する八篇の歌を印刷してもらいまし

た一一

そのときの収入はし、かほどか。

20クーラーにすぎません。

20クーラーか。たしかにそれでは長生きでき

ぬな。されば、きっと余がみてやろう。そちの

生活費をまかなうことにいたそう。

このようにおっしゃって、王はわたしを残し

て退出なさいました。わたしはよろよろとよろ

めくように広間を出ました。レントクルス将軍

にお会いしましたが、どんなことを申し上げた

か覚えてはおりません。 [......J
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16.フリードリヒの詩人として

16-1. r王妃に」より(1762年)

G7 "An die Konigin. Ueber eine Lustfahrt auf der Ebe rnit 

den Prinzesinnen von Braunschweig. zu Magdeburg irn 

August 1762". In: Altserlesene Gedidlte， 5. 71-73， hler: 5. 73. 

いつの日にか大地の神々が

その玉座より舞い降りて、

緋の衣をまとわぬすがたで民の前に現れる

ことを思いついたら、

大地の神々は世の人々の楽しみとなろう。

同じく、サンスーシなるフリードリヒの

黄金時代に、アポローンから伝授された

その神々しいフルートの楽の音がすべての

民の耳にとどく。

そして世の人々はすべてこれを楽しみ

とする。

16-2. rプロイセンの王子にj より(1762年)

G7"An d四 Prinzenvon Preussen am Tage田 in田 Religions-

bekenntnisses. (Zu Magdeburg den 28ten d回 Jenners

1762.)" In: ebJa目， 5.82-白，hler: 5. 83 f. 

隣人をおのれ自身のごとく愛し、

天使のあらゆる美徳を実践する。

フリードリヒの、平和を愛さぬ

敵とはならぬこと。

これはイエス・キリストをその宗祖とする

宗教の教えるところ。

心と口もてその信仰告白をなす

王座の君主万歳。

王子よ、おんみが民の前に進みたまえば、

鼓舞された民は戦の不安に疲れたまなざしもて

おんみを仰ぎ見、

おんみには繁栄を、民自身には幸福を祈願

するであろう。

おんみは正しきキリスト者の勇気もて

フリードリヒのみ手より武器を拝受するで

あろう。

人の血を無益に流すためではない、
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そう、おんみの祖国の正義を証明するために。

早くもおんみは戦場へ向かうべく

準備を整えておられる、おんみ君主の御子の

誉れよ。

民の祈願とわが歌とを

おんみが出陣されるとき、おんみの耳に

響かせよう。

16・3.rフォン・ライヒマン夫人に」より
(1761年)

GT""An die Frau von Reichrnann". In:めda.，S. 87ムhier:S. 

88. 

真理の声はフリードリヒの勝利を歌えと

命ずる。

よしフリードリヒの敵どもが

歌をかえよと残忍に迫るとも

死してなおフリードリヒを歌うであろう。

16-4. rたえまない頭痛を歎き、王のご健康を
祝して乾杯することを勧められたときJ

GT""Als sie uber b田 tandig.田 Kopfwehgeklagt hatte， t¥nd 

darauf erinnert wurde， d田 KonigsGesundheit zt¥ trinken'“. 

In: ebda.， S. 347. 

杯よ、墓穴の縁にあっては

おまえを飲み干すことはもはやできぬ。

されどはや意識も失せゆくときになお

口ごもりつつ言うであろう、

フリードリヒとその王家、万歳、と。

16-5. r無比無双のピンダロス」より (1763年)

GT" "Der unnachahrruiche Pindar， an Herm Ramler (Den 

24tenJ目mer171臼)".In: eMι，5.167-172， hier: 5.169-172. 

わたしは羽音をたててクローパの花から

蜜を吸う蜜蜂のように

エルベの岸辺で、

あまりに粗末なわたしの歌に思いを寄せる。

不器用な指使いで

サッポーの竪琴を弾くが、

わたしには英雄の歌をかなでる

灼熱と男性的な高揚感に乏しい。

『
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さればわたしたちのために歌え、

沸きたつ街の祝祭の楽の音を、

悲歎にくれる者たちの喧騒の消えた

正義の広間を、

偉大なフリードリヒの

待ち望まれた帰還によって

新たに洗練された民にもたらされた

喜びの再生を。

そのときこそ、もしもわたしに今も

創作の力が残されているなら、

おんみの声に唱和しよう、

力弱く響くわたしの歌を。

軍歌のうたびとの

腕を借りながら

聞の声をあげよう。それに答えを

歓呼する街が返してくれる。

シュプレー}IIの薫香たちこめる

教会堂に、耳かたむける聖なる森に、

歓呼の声をあげる民に、

わたしたちは三声の合唱をささげよう。

神は地上にかの国王を授けられた。

神は地上への贈り物として

この王にまさるものなしと見たもうた。

いな、王に比肩するものを神は照覧された

ことがない。

16-6. r祖国の父フリードリヒ大王に」より
(1763年)

GT""Dem Vater des VaterIandes Friedrich dem Grosen， bei 
triumphirender Zuriic比四1ftg回 ungenim Namen Seiner 

Burger. Den 30. M昌ロ 1763".In: Gedidrte (1792)， a. a. O. S. 
11-13. 

新たな友情のきずななる神殿を

ダイアモンドのアーチで飾りたまうおんみ、

ああ、王よ、父よ、幸福な国の守護神よ、

われらのためにご自身が帰ってこられた。
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悲歎の叫び、流れる涙が強い管きとなって

天に届き、おんみの耳にも問えよう。

おんみが来られる、その勝利は絢潤たる

ローマのそれにまさる。

われらは奴隷を得て歓声をあげはしない。

つぎつぎと運ばれる見知らぬ王の宝物にも

勝利者が得た王冠にも歓声をあげはしない。

そう、おんみ、法の番人として

栄光とともに帰還された君主にこそ歓呼する。

おんみのまなこに幾千という深夜から

われらのために創造された陽光が現れた。

そして今、おんみのしもべを愛をこめて

照らしている、

おんみの神のかんばせのごとく。

それはしばしば祖国が死に瀕する者のごとく

あえぎ、

おんみの命を案じて震えるたびに

見きわめがたい危険に際し

かなたよりおんみに輝きほほえみかけた

ものであった。

ああ、戦にあってゆるぎなきおんみの膝を

いだ‘カミせたまえ、

おんみ征服者よ、そして約束したまえ、

祈願するおんみの国を孤児のごとく見放し

たまうな、

たとい新たな敵がおんみに挑むとも。

そのときはわれらに武器を与え、おんみの

民を戦場におもむかせたまえ、

おんみはしかし、われらの喜びよ、

サンスーシにとどまりたまえ、そして

われらより恥知らずにも逃亡する夫あらば、

勇敢な妻よ、夫を殺すがよい。

16-7. rムーサに、あかあかと照らされたタベを
歌えとJより(1763年)

Gi'" "An die Mu田!， das sie den Ab四ldder grosen III山凶-

nalion singen solle. Den 4. April 17，臼，".In: ebJa.， S. 48-51， 
luer: S. 48 u. 50 f. 
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戦場の上空を飛び、

硫黄の煙と砲弾の雨をつらぬき、

勝利者を訪ね、勝利者とともに凱旋門をくぐり、

勝利者の入城の祝祭を歌ったおんみ、

ああムーサよ、今また大胆に歌え、

あらしの風の翼から解き放たれて

星のマントを身にまとい、

ベルリンを見下ろしている誇り高き夕べを。

ベルリンはその偉大な王を、

その平和を、永遠だと称し、

警術の炎に諸天のごとく、

また絢澗たる自然の賀のごとく燃えていた。

可
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ああ、ムーサよ、街の貧しい民の声が

聞えぬカミ。

民は歓呼し、上気した顔で踊りまわり、

空腹に大勝利したことをことほぎ、

平和の果実の味をほめたたえ、

神のごとく心を配りたまう方に再会する

喜びを思うことで

戦争のすべての懸念をぬぐい去る。

その方はなんとしてでも敵どもを改心させ、

勝利を忘れ、みずからの民が

大いなる貧苦を味わっていはせぬかと

関われた。そして

ベルリンが征服者と和平を記念して

巨大な像を立て、ぜいたくに飾りたてた

ランプもて

白い大理石のピラミッド上で

三度までも月を恥じ入らせたとき以上に、

民のやさしさを王の偉大なみ心は喜ばれた。
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17.耗侍

17.・1.rアポローンにJより (1763年)

~"An den Apoll， das er die Leyer zurucknehmen mochte. 
(Als sie zu Berlin wegen an Quartieren einige Zeitlang in 

einer Dachstube wohnen muste.)" In: Gedidlte (1792)， a. a. O. 

s. 28 f.， hier: S. 29. 

深夜その暗い部屋でわたしはしばしば

隣人の月を見上げつ歎息する、

黄金を所有し安楽に暮す

卑しき者どもにさえわたしは蔑まれていると。

狭い屋根裏部屋のわたしを

連中は生れ卑しき女と呼ぶ。

そしてお上品に笑うために

わたしに暇つぶしの歌を所望する。

ああ救いの手をさしのべるアポローンよ、

もしもその父の手が
ぴと

サビウム人[ホラーツィウス]の張った

黄金の弦をわたしに贈りたまわなければ、

おんみの恥となるだろう。

もしも第三のカエサノレ[フリードリヒ大王]の

法がわたしを、

夜の領域のはるか下にあって、

ティベルの白鳥[ホラーツィウス]が

たゆたったごとく

幸運と卑しき民のはるか高くへと引き

上げたまわねば。

17.・2.rフォン・ライヒマン夫人にJ(1762年)

r7 "An die Frau von Reichmann， Kommendantin zu 

Magdeburg. 1762". In:めda.，S. 248 f. 

冬はこの薄い壁に凍りついた風を吹きつけます。

しかしわたしはベッドのなかで抵抗します。

ここにすわり凍えた手で奥さまにしたためます、

たとい北風がいつもにもまして強く

ヒ。ュービューと窓から吹き込み、

指が寒さに曲がっても、奥さまのために歌を

書きます、

毎日、最初の心のあいさつを歌に託して

お伝えするために。

多くの寒さをわたしは耐えてきました。

夜が明けるやすぐに

貧乏に追い立てられて早朝ベッドから

起き上がったとき、

どんなに不安な思いで薪を採りに走ったこと

でしょう。

わたしの横を倣慢な裕福な市民が通りすぎて

し、きました。

身分は高くありませんが、

金持ちのこざかしい知恵にうぬぼれていました。

もしかすると金などいずれ煙のように消えて

しまうはずなのに。

あのときわたしが奥さまの横を通りすぎて

いたら、

奥さまは同情のあまり大声で泣いてしまわれ

たでしょう。

あわれな体の内側は冷たく空っぽでした。

外側もそれはそれは粗末ななりをして

おりました。

両腕にそれぞれ一束の薪をかかえていた

その女が

今はこうして温かくして、老若を間わず

熱心に求められる身の上となったので、す。

わたしは難儀して体をひきずり、薪を

こまかく折り、

かまどの前にへたりこみ、子どもたちを寒さ

から守るために

震えながらそれを火にくべました。

ああ、わたしがかまどのそばにすわっている

姿をご想像ください。

乾燥したトウヒの火に水を入れた鍋がかけて

あります。

沸騰すると鍋をはずして麦粉を入れます。

ラード抜きの粗末なスープもおしいくいただ

きました。

今ではだれもわたしをそんな食事に招待する

ことは許されますまい。

名高いロイテン近郊の勝利このかたコーヒー

にもうるさくなって、

それは、どんなスープを飲んで、も効果の

なかった

悪性の咳を、体を温めるコーヒーの脂分が

止めてくれるほど

濃くなくてはなりません。

今からまいります、奥さま、わたしがキスを



いたしましたら、

まずわたしのまなざしは、コーヒーはできて

おりますか、とお訊ねしているのです。

17.・3.r比較についてJ(1779年)

Gr "Ueber die Vergleichung. An Nanntchen. Den 5. Okt. 

1779".1n: ebda.， S.ぉoι

わたしのようなつまらぬ者と

けっしてご自分を比較してはなりません。

幼いころわたしは

ハシバミの茂みの下ばかりを走っていました。

あなたはというと、その華者な足で

ノミッカスの葉[葡萄樹の葉]の下を歩き、

そこでパラ色のお口に

みごとな赤ワインを運んでいらしたのです一一

わたしはナイチンゲールしか存じません。

家で細かい甘い餌をやると

わたしの名前を呼んでくれるような

色あざやかな翌日鵡などおりませんでした。

わたしのソファーは芝の生えた地面だ‘け、

ここでわたしの口は

花と家畜を相手におしゃべりをしました。

家畜を追うときも犬などおりません。

わたしのひとことで三頭の牛はいうことを

聞きました。

あなたの言いなりになるのはヴァイオリン

ですね。

わたしは母の産んだ子どもたちをあやして

おりましたが、

あなたは愛情をこめて

膝にのせた小犬に

砂糖菓子をあげて、そのお口に

絹のハンカチを詰めました。

そうしないと

ママが目を覚まされるとし1けなし、から一一

あなたは金持ちの家に生れました、

わたしは代々農家の出です。

ですから、あなたとわたしとでは

そもそも比較などできないのです。

あなたは男性のためにだけ歌い、

大きくなられ、殿さまを笑うこともできます。

わたしはそんな倣慢にはなれません。

けれども大理石の階段のところで

けちな殿さまの耳に訴えなくても、

元来ドイツ語を好まれないのに

国王ご自身がわたしを

サンスーシにお召しになりました。
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フェルディナントがわたしにご返事をくださる、

偉大なフェルデ、イナントが一一

その前にわたしにできることといえば、

心をこめて何度も何度も、

ほしいものがありますと書いたことです。

狽下は気高いいさおしを立てられるときも

あなたほど倣慢である必要はありません。

18.国王からの年金支払

18-1.グライム宛書簡(1763年8月17日付)

Gr"Mein Bruder in Apoll". Briefwechse/， Bd. 1， a. a. O. S. 1回 f.

驚かないで、ください、グライム様、友人の常

軌を逸した幸運に驚かないでください。きょう

その友人のもっとも偉大な、神のごとき父上フ

リードリヒが証書にご署名なさいます。ご自身

の歌びとのために、彼女が自分で選んだ家をシ

ヤルロッテンブルクにあてがってくださり、2ω
クーラーの年金と燃料費とを下賜されることに

なりました。し、かがですか大切な友よ、いかが

ですか、わたしのただ一つの希望をかなえるこ

とを運命は思いついたのです。自分だけのささ

やかな家はわたしがいちばん望んでいたもので

す。国王が願いを温めていた一人の女の空想を

よしとされたなどといったら、みな仰天するに

ちがいありません。王はアンハノレト中佐宛の詩

をご覧になりました。クヴ、イントクスは、わた

しがシヤルロッテンプルクに家をほしがってい

る、それがわたしの最大の幸福だということを

お伝えになった。なんとかしてやれ、卓越した

フリードリヒがそう叫ばれた。この鶴の一声、

承認だけでも、わたしは生涯そのご恩を忘札ま

せん。明日ポツダムへまいります。王の足もと

にひれ伏して、御意に涙をささげたいと思いま
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す。[司教座聖堂]参事会首席にもこのしあわせな

できごとをお伝えください。どんなにかお喜び

になることでしょう。グラフ様にも手紙で知ら

せてあげてください。また、ちょっとした感謝

祭をしてくださいませんか、グレーミンデが食

事の支度をしてくれるでしょう。それから、ぜ

ひとも申し上げておかねばなりませんが、ほん

とうにたくさんの方々がわたしのために力を合

せてくださいました。[......J 

18-2. rクリュニツ博士から詩人への招請状J

(1763年10月24日)
tT "Aufforderung an die Dichterin von Herm Doktor 

Krunitz. [Als in Sanssoud der Konig nut血rg田 p町 hen

hatte.] Den 24. Okt.1763". In: Gedichte (1792)， a. a. 0.， S. 182 

ああサッポーよ、この部屋にも長いこと

いらっしゃいませんね。

サンスーシにもあきあきし、王のご威光に

目がくらみましたか。

ご主君ということばはとても美しく響きます

が、友人ほど美しくはありません。

紙とベンがあなたを待っています。お心の

ままに書いてください。

18-3. r詩人の返信J

巴7"Antwortder Dichterin. Geschichte der Unterredung nut 

dernPhilωophen zu SanssoudぺIn:ebda.， S. 183-187. 

友よ、わたしがこの世に生を享ける以前に

親切な自然から早くも

へりくだりなさいという命令をもらって

いなかったら、

このようにつまらない人間でも

内心の誇りをもっていばってみせ、

フリードリヒの大理石の大広間に

わたしのしわだらけの顔が映りました、

そして心臓に羽が生えて胸から

くちびるに飛び出しました、ことばの選択と

アクセントを整えました、とお話しする

でしょう。

王はと申しますと、マルクス・アントーニウ

スが国民を前に、

カエサルの殺害者をあるいは難じ、あるいは

弁護したときよりも

すぐれた雄弁の持ち主としてわたしとことば

を交わされました。

王がはいってこられました。王の頭上、黄金

の雲に

漂うアポローンのすがたをわたしは見ました。

王がお話しになると、わたしの耳に

先継ぎ平にくりだされるご質問とともに

ユピテルの雷が響きました。眼光は

収穫の日の稲妻にも似ていました。

しかし友よ、わたしはたじろぎはしません

でした。

父はだれであるか、

し、かなる塵挨にまみれてきたか、

いかにしてわたしの天才はここまで努力して

きたか、

青春時代をどれほどの閣のなかで過ごしたか、

そして書かれている塞術の規則を知らないこと、

愛読書のプルタルコスがしばしば

わたしの曇った目を晴らしてくれたことを

言苦しました。

[......J 

王はお訊ねになりました、そちに歌を教えた

のはだれか、

アポローンの弦の運びを伝授したのはだれか、

と。

英雄であらせられる王よ、と申しました、

自然と王のご戦勝が

技蓄なくしてわたしを詩人にしたのです、と。

王が笑みを浮かべ、どうやって食べているかと

質問なさいましたので、友人たちに養われて

おります、

毎日、けっして騎らぬ、ンュタール様のところ

へ行きますと、

氏がすすんで面倒をみてくださいます、

そしてわたしの娘を王さまのための

二人目の詩人に育ててくださいます、と。

そう申しますと、王のまなざしは友を称讃

されたようでした。

住いはどこじゃ、と訊ねられました。

君主よ、と申しました、地上高い屋根裏部屋

でございます、

この小部屋は星ととなり同士でございます。

ご立腹なさらずにお聞きください、膝を屈して



お願い申し上げます、わたくしの部屋は

ルイがおおぜいの人を送りこんだ

ノfリはパスティユの一室とご想像ください、

その人たちはしばしば勇敢で忠実なのですから、

戦士としてお使いになることもできたで

しように。

王は大声でお笑いになりました。わたしも

ローマ女のように

心強く自由に、額の敏をゆっくり伸ばし、

海上にあって板切れをあてがわれたように

笑いました。

いま陽が射しはじめ、その光線をほがらかに

投げかけ、t¥:;惚として

くちびるに笑みを浮かべます。

心臓がわたしの心臓のように高鳴り、

それをどう表現してし、いか半分もわからない

からです。

祖国の父は最後にこう言われました、

憂いなく暮らせるようにしてやろう、と。

[. .....J 

わたしは辞去いたしました。友よ、そのとき、

ふだんは青ざめている頬が燃えるように紅潮

しておりました。

レントクルス様からごあいさつをいただき、

わたしはわ

混乱した気持ちでご返事をし、よろよろと

よろめきながら、

酔っぱらいのようにことばも足も覚束ない

ありさまでした。

しかしもっとも神聖な歌にかけてお誓い

いたします、

フリードリヒが匠の技に

糸杉の家を建てさせられでも、

サッポーの魂が騎ることはありません、

なぜならサッポーにとっては友情だ、けが

甘美だからです。

184.グライム宛書簡(1773年 9月4日付)

r7 Die Karschil/. Fri出品desGrl'sel/ Volksdidlleril/. Eill Leben 

il/ Briモ(en Eingeleitet u. hg. v. Bisabeth Hausmann. 

Frankfurt a. M.l933.S.:2白'>-267.

[……]性悪な人間にいちいち腹を立てず、

わたしの冷静さを見習ってください。
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実例をお話しいたします。先だってポツダム

にまいりましたら、クヴィントクスが、国王に

お約束を思い出していただけるよう働きかける

べきではなし、かと、ふたたび助言してください

ました。それどころか王がおことばを思い出さ

れるまで、四週間に一度は手紙を書きなさいと

まで言われます。[......J王がわたしとお話しに

なってちょうど十年になります。いい機会です

から、王に手紙をしたため、それをフォン・ク

ネーベノレ氏をつうじて侍従のテシェンに渡して

いただきました。王が出立される二、三日前の

ことです。それから一週間前の日曜日にようや

くこの方々はわたしにいたずらをしようと思い

つきました。王がわたしの手紙をご、覧になった

とは考えられません。しかしご覧になろうがな

るまいが、どうでもいいことです。要するに郵

便配達された書付を受けとりました。 ドイツの

詩人A・L・カノレシン様と書かれています。宮

廷の印璽が捺してあり、し、ちばん下に、「御下賜

金2ターラー在中j と書かれていました。帰宅

したとき開封されていることに気づきました。

わたしは平静を保ち、翌朝、宮廷尚書殿につぎ

のような文章を書きました。

ニクーラーなど偉大な国王の贈られる

金子ではありません。

このような贈り物でわたしの幸福は増え

ません。

しかり、これはわたくしをいささか

皮めるものです。

ゆえにご返却し、たします。

お金を戻して封印し、封筒に、「配分金2フリ

ードリヒスクーラー同封Jと書きました。同時

にクヴィントクスにも手紙をしたため、一部始

終を説明し、尚書からの手紙を添えて、これが

陛下のご命令によるものかどうか訊ねてほしい

と伝えました。おそらくそうではないでよう。

手紙の宛名はまちがいなく例の廷臣、先日わた

しがその奥さんと仲直りをした例の廷臣のさし

がねでした。二度とこんな金額は受けとりませ

ん。結局まともな報いはなかったわけで、す。
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18四5.r受領書窓口宛にしたためしものJ
(1783年 1月)

r? "An Qllitllng田 tattgeschrieben. Im Janner 1783". In: 

Gedidzte (1792)， a. a. O. S. 324. 

陛下は命じられた、

家を一軒建てる代りに、わたくしに

三クーラー支払っておきなさい、と一一

君主の下命は確実に

即座にねんごろに執行されたので、

わたくしは感謝申し上げねばならない。

しかし三クーラーでは

ベルリンで大工が

わたくしに終の住処を建てることはできない。

でなければびくびくせずに

本日そのような家を注文するであろう。

いつの日にか虫けらどもが宴を張ったとき、

やつれ果ててやせこけた

老女の残り物がごちそうかと腹を立てる

であろう、

なにしろ国王が飢えさせている女

なのだから。 1)

18四6.r愛情を集める国王フリードリヒ・
ヴィルヘルムへの謝辞の試みJ(1787年 2月)

巴7"Versllch einer Da叫=gungan Konig Friedrich Will阻，Im

den Vielgeliebten. Im Februar 178ア.In: ebda.， S. 235 f.フリ

ードリヒ・グィルヘルム二世はついに先王である伯父の約束

を果し、ハッケ広場前に詩人の家を建てさせた。カルシュが

入居したのは1789年春のことである。ただしこの家はカル

シュを心配事から解放するどころか‘かえって借金をかかえ

させることとなった。さらに、銀カロリーネとの同居はしだ

いに耐えがたいものとなり、晩年のカルシュを地獄に突きお

とした。

1) Die Karsιhin， a. a. O. S. 312によれば、この詳は17;回年5

月 17日付の書簡に挿入されてし、る。詩の前にはつぎのよ

うな文章がある。「わたしはフィッシャ一橋のすぐ償手に

住んでいます。左手の川沿いに、家のたっている荒れ果

てた場所があり、闇夜だと人も犬も川に落ちかねません。

並んで住んでいる人たちはわたしの隣人になりたがりま

す。以前からの知り合いもいて、王に手紙を書きなさい

としつこく言います。年が改まりましたので、国王陛下

にお臣賞し、し、工事現場のありさまを申し上げましたとこ

ろ、色よいご返事の代りに 3クーラーを下賜されます。

そこでできたのがこの受領書です。J詩につづけてつぎの

ように舎かれてし、る。「けれどもこの受領書は結局、宮廷

の国庫には送られませんでした。わたしは散文の請求書

をしたため、あくまで希望を伝えました。ですからまだ

希望を捨ててはおりません。今年がだめなら来年は可能

かもしれません。j

わが老年に花びらを撒く

幸福の創造者にして君主よ、

辞書にも書かれていないことばは

ほかならぬわたくしのまなざしに現れて

おります。

国父たる方の王座高くにまします

守護神たる陛下に御礼申し上げようとしても、

涙を流すばかりにて、ことばにはなりません。

ヴェルナー氏 2) より

国王のご下命が伝達されて以来、

わたくしは蓄蔽の花びらの上を歩き、

蓄積をしとねに、やさしく甘くまどろんで

いるかのようです。

家、わたくしのために家の礎石がおかれ、

建てられ、飾られる、

さながらムーサイの神殿のごとく一一

それを目のあたりにすれば、

老い衰えたこの胸も

心の種I動を容れるには狭すぎることでしょう。

このような目の喜びに接したら

心は幾日も燃えつづけ、

至福のあまり病に倒れ、

喜びの美しい死をとげるかもしれません。

いまわの際には感謝の鼓動を打ちます。

19.娘との確執、遺言

r? Die Karsdrin， hg. v. E. Hallsmann， a. a. O. S. 348-351. 

どんなささいなできごとがきっかけになって

娘に悪霊がとりついたものか、神さまはご存じ

かもしれない。わたしの命にかかわることなら、

それを口にすることはできない。要するに、机

に向かっていたとき娘が暴れだし、大声で果て

しなく悪態をついたので、とうとうわたしは涙

声で、「ああ、神さま、この反抗心を屈伏させる

手だてはないでしょうかJと叫んだ。暴君を完

2)ヨーハン・クリストフ・フォン・ヴェルナー(1732-1800

年)、宮廷建築局長官、 1788年以降、国務大臣。



全に狂乱させるにはそれだけで十分だった。音

がした。ああ神よ、お願いですからそれを罰し

てください。恐ろしい音がして娘のげんこつが

わたしの額に当たった。たてつづけに二度もこ

うどなるのを聞いた一一 f負けないわよ、負け

ないわよJ一一わたしは押し黙って泣きながら

椅子にすわっていた。涙をふき、何が起ったか

を書きとめた。こうして、このおぞましい時間

に遺言書の草稿をしたためたのである。その問、

娘は窓辺によりかかり、歌をうたいながらわた

しのため息と涙をせせら笑っていた。このよう

な言語道断な恥辱を受けたときに、こうして遺

言書をしたためる力を心と手とに残そうとすれ

ば、わたしと同じように、ほんとうに人間であ

り母であらねばならない。

娘に。

・…・遺言書の形式と草稿。1788年2月15日、

恐怖の時間にあたうかぎりの忍耐をもってこれ

を記す。わたしは十分に齢を重ね、しだいに虚

弱になりつつあるため、遺言を確定する必要が

ある。したがって意識のしっかりしているあい

だに、娘をわたしの財産の相続人に指定してお

く。財産は金貨2C削クーラーからなり、信頼で

きる二人の人物からしか送金されないことにな

っている。ほかに六本の銀製ナイフと四客の銀

の燭台を贈与するが、後者のうち二客はすでに

贈り物として娘の所有物となっている。さらに

八本の銀製スプーンも、パンチ用スプーン一本、

カーピングスプーン二本、銀製砂糖皿一枚とと

もに、すでに娘の所有するところである。銀製

ナイフ一対とスプーン一本はとくに孫に贈る。

孫にはこのほかにも銀メッキを施した筆記具一

本を与えるが、これは、わたしを思い出すよす

がとして使用しうるものであり、ぜひそうして

ほしい。紅茶スプーン六本は娘に、銀製砂糖入

れー客と他のスプーンとナイフは息子に与える。

息子を法の定めるところにより王家より贈られ

た家の相続人に指定するが、条件として、孫ハ

インリヒ・ヴ、イルヘルム・へンベルに、その生

活が不安定なあいだは、中二階の賃貸料の三分
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のーを受けとらせるものとする。孫はこの三分

のーをつねに貯金し、将来ベルリンに居を構え

るとき、相続分として、この家の三分のーに居

住させることを定めておく。しかし息子が相続

人なく死亡した場合は、この家の礎石をおいた

孫が相続人となり、家主となることを希望する。

孫にたいしては、その妹ヴ、イルヘルミーネ・ク

レンケが援助を必要とするときにはこれを援助

するだけの公正な心をもってもらいたい。この

ほか、わたしの衣料、寝具、什器、書籍に関し

ては、一切を娘に遺贈し、家具のうち兄に譲る

ことを希望し、もしくは譲りうるものの決定は、

娘の意向にゆだねたい。わたしの墓について口

論し、いさかいが起らぬよう、神のお計らいに

ゆだねたい。

以上、備忘のために。さてつぎ、に、おまえに

なしうる最良最上の世話について、やさしい一

言について、おまえにとって他の幾千ものこと

ばが火の川のようにおまえの唇にのぼるとして

も、これだけは口にしたくないという母という

呼び名についてお願い。それを忘れることをわ

たしに教えてほしい。おまえが百のことを習っ

たときのように、わたしにもたやすくそれを習

う心と頭はある。知つてのとおり、わたしの心

は柔和だ。わたしの安らぎはおまえの気分に左

右される。おまえが右へ左へと他人に示し、し

ばしば頼まれもしないのにほどこす善意という

施し物をわたしにも分けてもらいたい。おまえ

のB宛の手紙はひじように美しいものであり、

まさしく善良な心から出たことばになっている

が、天使の輝きなどといラことはうっちゃって

おこう。それは過分というものだ。「母におまえ

の柔和な心の輝きを分かち与えよJ、あるいは何

かそのようなものを……

1788年2月17日

娘に。

わたしにたいすることば遣いを和らげること

はできないようですね。それは心と耳を傷つけ

ます。おかあさんは歳をとっていたわってもら

う必要があります。体も弱っており、カタノレが
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胸の病気になるかもしれません。なにしろおま

えはおかあさんの全身を震えあがらせたからで

す。おかあさんが墓に入ればわたしたちは別々

になり、おまえの切なる願いは近いうちにかな

うかもしれません。しかしおかあさんはこれか

らもまだ長いこと息を切らして生きていき、も

っと恐ろしいいさかし、にさらされるかもしれま

せん。ですからなにか手だてを考えましょう。

おかあさんはおまえほどおこりっぽくありませ

んし、無思慮でもありませんが、そうかといっ

て口に出す前にいちいちことばを吟味する人は

いません。もしもおまえがおかあさんを心底軽

蔑し嫌悪していなかったら、おかあさんがおま

えに期待できるようなことを、今おまえはおか

あさんに要求しています。子は敬語をきちんと

使えるのでなければなりません。それを学習す

るのはむつかしいことではありません。心が口

調を決めてくれるからです。いったいどの悪魔

にそそのかされてあんな罵害雑言をおかあさん

にぶつけるので、すか。子どもを殺した狩人に母

トラが襲し功功ミるみたいに、自分の母親を責め

さいなむあの強い憤怒はだれに吹き込まれたも

ので、すか。おかあさんの年とって干からびた腕

のあざは当分消えないでしょう。おかあさんが

何をしましたか、何を言いましたか。おまえの

不自然なふるまいが証明したこと、ただそれだ

けです。わたしが何か言うと、とげとげしい敵

意に血が煮えたぎ、っていないときでも、あまり

分別があるとはいえないことばで反論しました。

どうしたらいいでしょう。母親には耐えがた

いこともおかあさんは耐えてきました。いつか

またおまえが、おまえの言う半狂乱になっても、

幼いおまえをだ‘っこした腕をどす黒く青くなる

ほど、殴ったり、今はまだ書きもののできる手を

しびれるほど打ったりしないために、おかあさ

んの提案を聞いてください。どこか下宿を探し

なさい、三カエノレの干兄日[聖ミカエル大天使の祝日、

9月 29目。決算日]までお金を出してあげます。お

金はおかあさんが借ります。国王の贈り物をこ

ころよく引き受けたいと思っている棟梁がたに

余分な駄賃を出すくらいなら、そのほうがまだ

ましです。おまえには月々8クーラーあげます。

学費と給佐代も払ってあげるし、薪も四分のー

あげます。必要ならおまえの銀器も全部、それ

から家具類も全部よろこんであげます。この提

案なら満足だと思います。つい先日、とくにひ

どい口げんかをしなかったとき、おかあさんに

出ていけと言いましたね。だから、なにもかも

が、おかあさんが息をしていることさえ気に入

らないというのは本音にちがし、ありません。け

んかせずに別れましょう。おまえの詩集で家政

をみてもらおうとは思いません。月々のお金は

クンツさんに預けますので、自分で取りにいっ

てください。婆やはわたしが引きとります。お

茶をいれる湯とスープをおかあさんのために火

にかけるくらいの力はまだ、残っていますから。

婆やには個室をあてがい、毎日 1グロツ、ンェン

渡します。そしたらまた元気になってくれるで

しょう。洗濯物は義理の妹に洗ってもらい、帽

子二つは大通りであつらえます。そしたらすぐ

に、おまえのふしあわせなおかあさんの声を聞

くことも、顔を見ることもなくなり、すぐにで

も心底幸福な気分に浸れるでしょう。

20.終駕

20-1.孫ハインリヒ・ヴィルヘルム・
へンペルに贈ることぱ

f ハインリヒ・グィルヘノレムはカノレシュの娘カロリーネ・

ルイーゼ・フォン・クレンケの最初の結婚で生れた息子。

Zit. nach: Lie/>es VOll der n!tm たIrschin.AnlasIich der 27. 

Hauptsanunlung der Gesel1schaft der Bibliophilen Zll 

Leipzig am 24. Oktober 1926. Langensalza 1926. S. 6 f. 

あなたが右へ進むときも左へ進むときも/ど

こかに称讃と美徳があるならば、/称讃を追い

求め、わたしの息子よ、美徳を愛しなさい、/

悪しき手本と迷うばかりの/旅人の手招きとに

/惑わされぬ/勇気を失つてはなりません。

ベルリン、 1791年4月21日

心からのいましめのために/これをしたため

たのは/おまえに祝福をあたえる/おまえの/

祖母/アンナ・ルイーザ・カルシン。



20-2. r復活祭の太陽にJ(I初年)

t2i'" "An也.eOstersonne. 1791". ln: Gc.!i.:i:te (1792)， a. a. O. S. 

270-272 

復活祭の太陽よ、おんみは壮廷に

友なる女の頭上に昇った。

子どもらはそのひとを取り囲み、

祝福を受け、

色とりどりの卵をもらうだろう。

わたしは希望する、そのひとが

復活祭の朝のごとく晴やかなることを、

いついつまでも、

たといわたしがもうそのひとの顔を見ること

がないとしても

わたしに愛を注ぎつづけてくれることを一一

おんみが三度跳躍して 1)

その姿を映したエルべから、

そのひとが復活祭の朝の水をくませることは

ないだろう孔

そのひとは美しくなることを望んでいない

そのひとはあいさつを翼にのせて運んだ。

あるいはこの復活祭のあいさつのなかの

一つはわたしのものかもしれぬ。

この地上の谷で

わたしがおんみを楽しむのも

まちがいなくきょうが最後であろう。

事実わたしは復活祭の小羊の焼肉も

復活祭の菓子も

もはや味わうことを許されぬ。

わたしは虫に喰われて空洞になった

柳の幹のようだ。しかもその木は

立っていた場所から

大水になかば洗い流されてしまったo

わたしの魂はいまも生きてりるが、もはや

おんみの輝きを感ずるにすぎない、おんみ、

木の芽を聞かせる情け深く甘美なものよ。

1)復活祭の朝、太陽が喜びのあまり三度跳躍し、復活した

イエスの前でお辞儀をするという民間信仰がある。

2)復活祭の朝の静けさのなかでくんだ水には、治癒、強壮、

美化効果があると信じられていた。

ただわたしの目はなおも遠く

花咲く草原を見、
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覚めているが、やがてそれもかすんでくる。

おんみがもう一度現れ、歌声を聞かぬうちに、

その目は見えなくなるであろう、

「おんみの躍り上がりつ崇敬せる存在によりて

その方はよみがえりたまえりJと一一

わたしもまたよみがえるべきである。

しかし窓ガラスをとおしておんみを見ている

とき

おんみが温めてくれる

この肉体をもってよみがえるのか、

このたるんだ皮膚と

この朽ち果てた骨をもってなのか。

わたしの墓は、今はまだまっすくーに

立てられるこの頭によって破られるのか、

夜が昼に場所を譲り、

おんみが世界の半分とわたしとに

活力を授けたとき一一

おんみはわたしの復活を目撃するか、

それともおんみの誇りも

山岳とともに沈み、

塔とともに崩れ落ちるほかないのか一一

ああ、いかなる賢人も答えられまい。

わたしも享楽のとき

それを穿撃することも問いただすこともせず、

若々しい春の日々には

おんみの輝きを享受しよう。

花の冠をまだ

こめかみに巻くとしよう、

なるほど齢を重ねる痕跡として、

ここにはちらほら

白いものが見え隠れするのではあるが一一

さて、さらに一年がするりと抜け出ないうちに、

そして多くのキリスト教徒がおんみについて、

復活祭の日の朝

おんみが三度跳躍したと語らぬ前に

もしやわたしの目がかすんで見えなくなった

ときは、

わたしは天使を愛するとしよう、

憂きことのみ多き世から
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さらによい世界へとわたしを追ってくれた

天使を一一

2~3. 孫ヴィルヘルミーネ・フォン・
クレンケ宛書簡

rdi'" Die必lrschin，hg. v. E. Hausmann， a. a. 0.5. 378f. 

フランクフルト・アン・デァ・オーダー、

1791年 8月9目。

[・・…]ミンヒェン、おばあちゃんの枢はこ

このフランクフルトにおいてくださいね。体が

すっかり弱ってしまいましたから。……このあ

いだの日曜日に、クライスト 3) の眠る墓地を歩

きました。あの方の横に眠りたいと思います。

天国でも墓地でもわたしが隣人でいやだとはお

っしゃらないでしょう。あわれな、年とった、

ばかにさた、見下げはてたわたしの骨でも、こ

こなら、ムーサイの寵児たちからときどき花と

歌とをささげられるで、しょう。あなたのおにい

さんがおばあちゃんの目をつむらせ、おにいさ

んの涙がおばあちゃんのやせこけた顔を洗って

くださるでしょう。おにいさんは身心ともに健

康で、神さまの望まれるとおりの人になるでし

ょう。[……]おにいさんは最良の手本をみなが

ら勉強し、いちばん立派な人たちを友人とし、

人との交際でも立派で、、礼儀正しくふるまって

います。

2~. ゲライムへの最後の手紙

rdi'" Die KarscJlin， hg. v. E. Hausmann， a. a. O. S. 382. 

1791年9月、フランクフルト・アン・デ.ア・オーダ

ーより

帰りの旅を恐れております。道なかば、どこ

かで病に倒れ、見ず知らずの方々にご迷惑をお

かけしてはいけないと思うからです。自宅に足

を踏み入れるかと思うとぞ、つといたします。最

近、ハンブ〉レクからわたしの知らないお客さま

が十日か十二日かお泊まりになりましたが、わ

たしにはなにも知らされませんでした。このよ

3)エーヴアノレト・クリスティアン・フォン・クライスト、
1715-59年、カルシュが敬愛した詩人。

うなやりかたをどう思われますか。感心いたし

ません。この地で柔和な人たちと一緒に暮らせ

たら、そのほうがお気に召すでしょうo [...・..J
ああ、すこし前から思考力がすっかりなくな

ってしまいました。書くことも、なにもかもお

っくうになりました。大切な友よ、神のご加護

がございますように。姪御さんにも、それから、

先生の辛酸をなめている友の人生に今なお関心

を寄せてくださるすべての方に、わたしからの

ご挨拶をお伝えください。

アンナ・ノレイーザ・カルシン

追伸。昨日来すこし加減がよくなりました。

きのうはワインを一杯飲みたくなりましたが、

このたった一杯のワインほどわたしを元気づけ

てくれたのは生れてはじめてです。強壮効果が

現れました。

2ルS.レーベルト夫人のグライム宛書簡
(1791年10月，22日付)

rdi'" Die Karscllill， hg. v. E. HausmalU1， a. a. O. S. 383-385.ヨ

ハンナ・ルイーゼ・レーベルト、旧姓リヒター (1730年ご
ろ-1797年以降)は夫ヨーハン・アンドレーアス・レーベ
ルトの経営するベルリンの薬屋で手伝いをし、夫の死後その
底を引き継いだ。カルシュの18友。

生れいとやむごとなき司教座聖堂参事会員

にして

尊敬措くあたわざる友に。

'……クレンケ夫人よりその母上が十二日夜十

時に逝去されたことはお聞き及びのことと拝察

いたします。母上はフランクフノレトトアン・デ

ァ・オーダー]で体の不調を訴えて病を得、一日

当地[ベルリン]に帰着されたときにはひどく衰

弱しておられました。わたしは月曜日にすぐお

見舞いにあがりました。その月曜日にはまだ起

き上がっておられましたが、すがたかたちはす

っかり変り、死相が現れていました。お嬢さま

はおみえではありませんかとお尋ねしますと、

会いたくもないと答えられました。こんなにお

悪いのですし、万が一ということもありますの

で、ぜひともお嬢さまと仲直りをなさってくだ

さいとお頼みいたしました。わたしの再度の切

なる懇請にも同じお答えが返ってきました。わ



たしはクレンケ夫人のところへまいりまして、

母上の容体が重いことをお伝えし、もはや危篤

状態にあられますとお話しして、母上の手を握

ってあげてくださいとお願いいたしました。こ

れはお嬢さまの務めでございます、と。けれど

も母上同様、お嬢さまもお聞き入れにはなりま

せんでした。わたしはことばを尽くし、クレン

ケ夫人に今後ありうることを全部お話ししまし

たが、無駄骨でした。お二人の心がここまで反

目しておられる以上、もはや手の打ちょうがあ

りませんでした。わたしは悲しい思いをしなが

ら帰宅いたしました。翌日またまいりますと、

お嬢さまがいらしているとのことです。わたし

はうれしくて、クレンケ夫人がわたしの申し上

げたことをよくよく考えられ、反省されたのだ

と思います。カノレシュさんのところに間借り人

の一人が降りてきていて、部屋で何かしたいこ

とがあると言っていました。カルシュさんは女

中をおいておられなかったので、給仕女が来て

申しますには、この男性は何か必要なものがあ

るとのことでした。それを聞いてカル、ンュさん

は泣きだし、クレンケ夫人を呼んでください、

自分ではどうすることもできないから、と言わ

れます。クレンケ夫人が部屋に来られますと、

母上が泣きながら手を差し出されました。母上

のほうが娘さんよりも先に手を伸ばさねばなら

なかったわけで、す。これはクレンケ夫人が仰々

しく話してくださったことですが、これからは

ずっと母上に付き添い、お世話をします、夜は

眠れませんでした、と。けれども、それはすべ

て娘さんとして当然のことですと申し上げまし

た。ほかにも、これはどうしてもつけ加えてお

かねばなりませんが、カル、ンュさんは娘さんが

部屋に来られる前ベッドから落ち、助け起して

くれる人がだれもいなかったため、そのまま三

時間も床に倒れていて、後頭部に大きなこぶを

こしらえてしまわれました。ようやく給仕女が

来て助け起してさしあげました。こんなことが

赦されるでしょうかと娘さんに申しました。お

二人の部屋は並びで、ガラス戸がついています。

ところが木で鼻をくくったようなご返事でした。
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このお二人がお互いにたいして過ごしてこられ

たのは、まことに歎かわしい人生でした。カル

シュさんはまさか亡くなるなどとはお思いにな

らず、こんなに体が衰弱した経験はないなどと

ご自分でおっしゃっていたくらいですから、あ

いかわらずあれこれと、いろいろなことをお話

しになりました。クレンケ夫人は母上が生前夫

人のことをほめておられたことや、夫人にすべ

ての赦しを請い、祝福を与えておられたことな

どを、今ではさかんに吹聴しておられます。と

ころがマダム・ド・クレンケはわたしのことな

どあまり信用なさいません。母親が風変わりだ

からといって、母親にたいしてあんなふるまい

ができる子どもというのは、きっと悪い心をも

っているのです・.....

21.批評

21-1.メンデルスゾーン『最新文学書簡』
(1764年)

Gi'"M回目 Mendel田 ohn，Briefe， die Nellsle Lilleralllr betre.舵I!d.

Berlin 1761 u. 1764. 272. u. 273. Brief (1764). ln: 0， mir 
E目的'isdllnidll was dieル1enschenfuhlm. Gedidlle 1l1ld Briefe 

VOll Annaμu問 Karsdzill目 Hg.u. mit einem Nachwort v. 

Gerhard Wolf [Markischer DichtergartenJ. Berlin 1981. S. 

239-245. 

書簡第二百七十二

いつで、あったか、 トノレガウの勝利を歌ったカ

ルシュ夫人の詩から美しい箇所をヲ|し、てご紹介

したことがある。以来この詩人について意見を

交わす機会がなかった。読者には伏せていたが、

夫人はグ‘ロースグ、ローガウで、貧乏生活に甘んじ

ていたところを、さる善意の手で救い出されて

ベルリンへ導かれ、この街のいたるところで、

いや、宮中においてさえ讃歎の的となり、文塞

の専門家と愛好者の支援を受け、友人のなかで

もとくにすぐれた頭月白から高い評価を受け、公

報のすべてが夫人の詩と讃辞とを満載し、つい

には友人諸氏によって詩集が予約出版されるほ

どである。のみならず、この詩人に関してもっ

と注目すべき事情を伏せていたのは、本巻に夫
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人の詩を掲載して読者をあっと言わせたかった

からである。読者が他の記者たちと夫人を張り

合うようなことがなければ、いや、そのような

ことがないことを前提にできるのはわれわれの

大いに誇りとするところであるが、この尋常で

ない詩人の出現はひじようにいい意味で読者に

とって意外なものであるにちがいない。事実こ

の現象は常軌を逸しているのである。[......]

詩人は現在わが国の首都に住み、ムーサイと

交友とから天賦の才に与えられる利得を享受し

ている。夫人は友人たちの助言を利用し、友人

たちも夫人の趣味を純化し、洞察力を鍛え、才

能を伸ばすことに余念がない。読者諸氏におか

れでもぜひこの幸運な機会を逃されぬようお心

がけいただきたい。良質な土壌はなるほどいた

いけな植物の最初の成長をうながすのに有利で、

あるが、やはり注意深く世話をして、異常発育

や、ふりかかるその他の危険から守ってやらね

ばならない。カルシュ夫人の天才になお若干陶

冶が不可欠で‘あることに、夫人の詩をやや詳細

に検討することになれば、読者諸氏もわたくし

同様気づかれるかもしれない。たとえば多くの

美しい作品だけでなく、ここには中程度の、気

の抜けたような、不出来な作品も多いのである。

したがって、作品に磨きをかけるには、詩人に

批評眼か忍耐かが、もしくはその両方がなお不

足しているにちがいないことは、容易に見てと

れるのである。

書簡第二百七十三

前回の書簡にはカル、ンュ夫人の詩にたいする

わたくしの評価も書いておいた。見るところ、

夫人には巧みな表現法、熱い想像力、穏当な道

徳的判断力、並はずれた詩作能力が具わってい

る。この才能にせめて騎ることなく、批評眼の

ある友人たちの適切な助言に従うことを怠らな

ければ、時を経てとくに好感を寄せられる詩人

になるかもしれない。

時を経てと言ったのは、友人たちが当初夫人

の天才を世間に吹聴したときの、あの熱狂ぶり

にはとてもついていけなし、からである。みな夫

人に、ドイツの他の詩人、いや、細かいことを

いえば、古今すべての詩人とかなんとか、そう

いう人たちと同等の評価を下しただけでなく、

カルシュ夫人の二編のレバーの歌[宴席で被露され

る戯れ歌。レバーはカワカマスの肝臓から来ているという]

の広告を出すたびに、きまって予告文で恐ろし

い騒音をたてる何とかし、う新聞だけのことだと

はいえ、とにかく他の詩人以上に評価したがっ

た。

古今のすべての詩人、たしかあるドイツの論

説にはそう書いてあったと思う。ある英国人

uジェントルマンズ・マガジンJ]も、たぶん馬鹿に

してであろう、 ドイツ人の言い分をまねて書い

ていた。これ以上軽率なほめかたができるもの

だろうか。まるでホメーロス、シェイクスピア、

クロプ、ンュトックなど古今の詩人の塾術が、ま

あなんとかがまんのできる思いつきを押韻や韻

律にあてはめるだけのものであるかのような言

いぐさだ。そしてこのカノレシュ夫人もそういう

雲当ができる以上、ホメーロス、シェイクスピ

ア、クロプシュトックに劣らず偉大である、あ

るいは、ピンダロス、ホラーツィウス、ルソー

などの煩歌は即興で書かれたものであり、これ

らの詩人よりも上に立つためには、上手な即興

詩をっくりさえすればいい、とでも言うのであ

ろうか。まさか、と、こんな不遜なことばを口

にしたとたん、塾術詩人は顔を赤らめたであろ

うか。

こうした友人たちの軽率な熱意は、当然のこ

とながら夫人を益するよりもむしろ害となるに

ちがいない。このような厚かましい称讃に持ち

あげられでも自分はけっして謙虚さを失わず、

どんな批判にも超然としていられると信ずるた

めには、人並みはずれた志操をもたねばなるま

い。夫人自身はほとんど本を読んだことがなく、

したがって他人と自分とを比較することもでき

ないので、おのれの能力を量る正確な秤をもっ

ておられないのである。この点は友人から学習

する必要がある。ところが不幸なことに友人た

ちは、これまで夫人の自己愛がこうあってほし

いと望んだかもしれない以上の好意的な評価を



下している。だから、詰局のところ夫人は、こ

の手の男たちに祭り上げられた存在であること

に異論を差しはさむ余地がないのではなし功、

とくに夫人は、もしも完全に説き伏せられてい

るとしたら、自分自身と比較してその友人たち

をおとしめ、批評を軽んじ、創作した詩のすべ

てを改善の余地なきものとみなすほかないので

はないか。運悪くこのような考え方を受け入れ

るほかないとしたら、夫人の幸福な自然のたま

ものは助けの得られないまま失われてしまい、

友人たちは痛烈きわまりない非難をわが身に招

くこととなる。

夫人におのれの力量がいかほどのものかを教

え、現時点で詩人たちの列に占める自分の位置

を示し、自分が完壁からなおほど遠いことをつ

ねに感ずるよう、努力すれば到達できる目標を

悟らせるほうがよほど新設で、あったと、読者は

思われないであろうか。もっと高尚な文学ジャ

ンルというものが存在し、そこに到達するため

の挑戦さえまだ.手つかずだ、と言ってやるべきで

あった。卓越した詩人のことばこそ尊重される

べき眼目である文学ジャンノレ、主要な虚構と人

物の性格づくり、情熱の取扱いを要求する文学

ジャンルである。夫人の選んだ‘文学ジャンルで

は、愛好家のためになるほど立派な詩をこしら

え、そこには幸福な気質がはっきりと現れてい

るが、名人には名人の厳格な規則というものが

あり、名人はこれに従って判定され、どんなに

幸福な気質が具わっていても、精神の熟慮と努

力がなければ名人をうならせる作品はできない

ということ、むしろ、どんなにすぐれた頭脳も

即興で創作することが多すぎると、拙速と無頓

着になじんで無能そのものになり、高い美の水

準にはとても到達することができないというこ

とを夫人に諭すべきで、あった。最後に、完壁な

頒歌を書くためにはし、かに多くのものが必要で、

あり、ただ熱狂するだけではそのすべての条件

をみたすことができないこと、計画なし秩序な

しのただの無駄口のなかになかなか好感のもて

る詩句がまぎれこむこともあるのは確かだが、

それでは煩歌の名がすたるということも、夫人
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には黙っているべきで、はなかったD 雑な筆遣い

でも馬の緯fのちょっとした泡くらいならじよう

ずにまねもできるが、一本の蓄積をありありと

表現するにはいたらない。そこには軽い筆遣い

だけでなく、計画や意図、あるいは十分に練り

上げられた全体像といったものが求められるの

である。詩を書くことにばかりかまけず、もっ

と吟味し、できるだけ機会をとらえて、われわ

れがどの文学ジャンルにももっている偉大な模

範と自分とを比較し、読者の前で震えるわざを

夫人に教示しておくべきであった。こういう言

い方は夫人の自己愛にこびるもので、はなかった

であろうが、どんな行き過ぎたお世辞よりも夫

人には有益で、あったはずだ。お世辞などを言っ

ても、当然のことながら、完壁をめざす夫人の

歩みを阻害するだけである。その場合、夫人の

名声はさほど速くは拡がらなかったで、あろう。

しかしそれは徐々に高まり、今その名声が徐々

に低下していくのを目撃する危機にあれば、な

おさらゆるぎないものとなっていたであろう。

これらの詩がもう手から手へと筆写されて運

ばれていくあいだ、この詩人が女であることと

生活事情とにたいする配慮、は、多くの小さな欠

点をおおい隠し、多くの小さな美点をいっそう

効果的にするのに役立ったので、ある。一冊の本

を手にとって読みはじめるやいなや、読者は、

著者がだれか、それはどのような境遇にある人

物かなどといったことを忘れているであろう。

国王か、婦人か、ユダヤ人か、そんなことはし、

ま問題になっていることとはなんの関係もない。

作家たる名誉を欲する者は、細かいことはさて

おき、とにかく作家として評価されねばならな

い。情け容赦ない裁き手は当人の名望など無視

して本質だけを見る。約束されたものが大きけ

れば、そして、作品にたいする称讃の声が大き

ければ、判定はまちがし、なくそれだけ厳格にな

るであろう。読者の期待が大きければ、読者を

満足させることはつねにそれだけむつかしいも

のである。この一般的な所見だけでも、われわ

れの詩人の友人たちに、多くの点で読者の温情

を必要とした作品をこれほど大騒ぎして世に送
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り出すのをやめさせるべきであった。

21・2.ヨーハン・ゴットフリート・ヘルダー
「サッポーとカルシンJ(1767年)

Gr 5appho und Kaxschin. In: Fragmente iiber die llellere 

delltsclre Literatllr. Zweite 5amrnlung. 4. Von der grie-

chischen literatur in Deutschland， B， 7. Zit. nach: Herder's 
Werke. Nach den besten Quell四 revidirteAusgabe. Hg. u. 

mit Arun. begleitet v. Heinrich Duntzer. 19. Theil. Berlin o. J. 
5.177ι 

ムーサの希望により、しばしば場所がらをも

わきまえずサッポーの名をかたる一人の女流詩

人について最後に述べておきたい。この人物が

これみよがしに自分を見せるときのあの決然と

した態度から、これはひょっとすると彼女の崇

拝者の幾人かが、内気な女にこんな甘い夢を見

させたのではないかと疑いたくなったのである

が、もしそういう疑念がなければ、わたしとし

てもこの婦人の思いつきを男ならありそうなこ

とだ、などと思わないであろう。

マダム・カルシンの詩を想像力の描いた絵画

のようにみなすにすぎないとしても、それらの

絵は多くの独創的な特徴ゆえに、規則どおりに

作られた煩歌などよりも、よほどドイツの天才

を目覚めさせるうえで功績がある。わたしはこ

の婦人に、『文学書簡』の枠に収まりきらない功

績を認めるにやぶさかではなし、。しかし、それ

でもなおつぎのような問いを禁じえないのであ

る。この人がサッポーであろうか、と。

かのギリシアの女流詩人からわれわれの手に

残されたこつの詩からみて、サッポーの性格は

おおよそつぎのようなものであろう。「歌と比喰

とことばの配置において、すべてのものを溶か

し去る精妙な灼熱において、もっとも響きのよ

い表現の絶妙な選択において、第十のムーサと

化した歌姫Jだ、と。

たとい歌の配置においてはサッポーの詠みこ

んだ以上のものをハリカルナッソスのディオニ

ュシオス 1)が見出したとしても、カルシンの詩

とは比べるべくもない。カルシンの詩には全体

1)前 1世紀後半、古代ギリシアの修辞家、歴史家。『古代ロ

ーマ史』がある。

に計画がなく、比晴を倹約するということがな

く、持情的な反復も知らず、豊富な詩的想像力

のおもむくがままに書きなぐったような産物で

ある。

意地の悪いパーオンだけは例外だが、ロンギ

ノス 2) もカトワッルス 3) も、またその解釈者

たちもサッポーの穏やかな火に全身を浸した。

[……]しかるにドイツのサッポーにあっては、

火は穏やかというよりも荒々しく、溶かすよう

だというよりもむしろあらしのようであって、

その作品は、かのギリシアの女流のごときウェ

ヌスのたおやかな友というより、むしろ両性具

有だといっても過言ではなL、。

最後に、サッポーの美しい響きの選択はホラ

ーティウスをその後継者に任ぜしめたが、もと

よりサッポーに比肩しうるもので、はなかった。

しかしドイツのホラーティウスたちは、われら

のカルシンをお手本にしたいと思うであろうか。

ギリシアのサッポーはカル・ンンにこう告げてさ

しっかえないのではなし功、サッポーの残した

断片によれば、それは自分の下女に語ったこと

ばだという。「そなたはムーサイとグラティアの

住みたまうピーエリアの山 4) で蓄積を摘んだ

ことがないとみえる。J

わたしは今ある程度の配列と火と美しい響き

では、この分野でサッポーと張り合うのはおや

めなさいとわれらの詩人に言いたい。彼女の詩

集に期待するのは、サッポーの詩がたど‘った運

命以上のものではない。サッポーの詩は滅びて

しまったというか、批評の贋金づくりどもの情

け容赦ない致損にさらされたのである。作者が

自分でそうしたくなくても、雲術批評家たちが

カルシュ詩集を好きほうだいにするのは目にみ

えている。

2)カッシオス・ロンギノス (ca.210 -ca.273)、古代ギリシ

アの弁論家、哲学者。アカデメイア学頭。

3)ガイユス・ウァレリクス・カトクツルス(Ca.84 -ca. 5! v. 

Chr.)、ローマ共和制期の詩人。

4) もっとも古い時代には、ムーサはトラキアのピーエリア

とポイオーティアのへリコーン山に崇拝の中心をもって

いた(高在住春繁『ギリシア・ローマ神話辞典』岩波書底、

177ページによる)。



21・3.へルダー『カルシュ詰集A(1797年)

c;:;-Gιlichte von AmUl WU回 KI:r~;:."!， g~. Dlirbadz. Nach der 

Dichterin Tode nebst ihrem ~nslauf hg. von ihrer 

Tochter C. L. von悶白水e，geb. Karsd也1.Berlin. Zweite 

Aufl.， mit dem Bildnis der Dichterin. 1797. Aus d四

"NacJzridzten von geIeJzrten 5.rl:m， 1zg. v. der Akademie 

niitzlidzer WzssenscJUlften zu E柏市 li97，S凶ck25. Zit. nach: 

Herder's Werke. Nach den besten Quellen re¥idirte Ausg. 17. 

百leil: Gesammelte Abhandlungen，. Auf臼 tze，Beurthei-

lungen u. Vorreden aus der Weimarer Zeit. Hg. u. mit Anrn. 

begleitet v. Heinrich D加 tzer.Berlin o. J. [1876] S.印 .%11.

われわれのあいだに芽吹きはじめたすぐれた

ものにたいする評価が不十分ではないか、もっ

と引き立てるべきではないか、それらを真っ先

にばかにするのはおまえたちではないのかと、

われわれドイツ人に批判が寄せられているが、

これはまことにもっともなことである。このた

び遺稿集が出版されたこの女流詩人などはさし

ずめその証明になる。極貧の境遇にあって、あ

きれでものが言えないほど粗野な人々のあいだ

にまじって、この人は人生最良の歳月を過ごし

たのである。いったいこれが(と、母なる詩人

のの実の娘がここに提供している、まことに注

目すべき、たいへんよく書けている伝記の前半

を読めば、自問するであろう)、これがドイツの

一地方か、これがポーランドか、モルダウか、

と。こんなふうにして文明開化した人聞が一緒

に生きているのか、と。一一カルシュ夫人の才

能豊かな母、彼女が「砂のなかから昇り来れJ

と美しい歌をささげた伯父、つぎには本を貸し

て読ませてくれた一人の牧童、この荒涼たる土

地にあってわれわれを多少なりとも喜ばせてく

れる人物はこれだけである。一一コトヴ‘ィッツ

男爵に導かれてようやくベノレリンに出ると、ま

ず最初に驚きのまなざしで、見られたが、遺憾な

がら大多数の人からは驚きのまなざしで見られ

るばかりで、あった。歌を書かせてみた。最後に

は、その歌をただ受け取りさえすれば彼女に敬

意を表したことになると信じた。ほめるために

歌う空気のなかでは何年たってもその域を出る

ことができなかったのも当然である。夫人がそ

の後も永く、つねにその声をある程度美しく保
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ったことは驚歎に値する。ヨーク伯爵夫人に寄

せる彼女の最後の詩(本集中 2ページの献辞を

見よ)は1792年10月の作、そしてカノレシンは

10月 12日に亡くなった。名前だけのことでは

なくその心情においても洗練された後世のドイ

ツ人がいつかこの伝記を読み、多くの詩から輝

き出ているわれらの詩人の議論の余地なき才能

のかずかずと比べることになれば、シュヴィー

ブス、フラウシュタット、グローガウのこの野

花を打ち捨てられたものだと思うであろうか、

それとも本人がその長所のかずかずをたたえる

首都の貴顕たちのあいだにまじっているのを発

見するであろうか。伝記の最後の部分を、この

時期の詩と比較しながら読んで[......Jいただ

きたい。

このような比較をしてみると、ある奇妙な感

情がわれわれの胸中に去来する。カルシンの最

上の歌は 1761年、 1762年に書かれたものであ

り、もしかするとさらに 1768年までをも含めて

しW、かもしれない。このころは一貫して大きな

対象を扱っていた。讃歎を惜しまぬ友人たちの

鼓舞のおかげで、カノレシンはし、わば自分以上の

水準に引き上げられた。ところが自分の罪か他

人の罪かによって自分だけを頼りにしつづけ、

それどころか自画自賛し、自慢ばかりをするよ

うになったとき、墜落したのである。揚げヒバ

リにはその歌を目覚めさせてくれる天の霊気が

不足していた。グライム、ズ、ルツアー、パハマ

ンなどと友情をはぐくんだ時代に書かれた詩が、

すべての作品のなかでもっともすぐれているの

は疑問の余地がない。ことにグライムはカルシ

ンの竪琴からもっとも大胆にして魂のこもった

音色を引き出したことによって、彼女に最大の

功徳をほどこしたのである。

われらの歌姫の詩について多少なりとも率直

に語りたければ、詩のなかにある自然と技喜と

を区別しなければならない。創作の対象、たと

えば神、摂理、自分自身の生活の運命と経験、

人間の義務、自分自身、あるいはまた、とくに

戦時や大火、飢餓、心配事、貧乏における人間

の一般的状況、慰めとなる宗教の希望などにつ
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いてのあらゆる純粋な感覚を、わたしは彼女の

気高く強し、自然感覚の領域に属するものだと考

える。後年にも語られるほとんどの自然感覚は、

カルシンの場合、少女時代と青春時代に旺胎す

る。それらは彼女の詩才に、ほんとうになまな

ましい像と車越した表現とを与え、しかも炎の

文字[不滅の文字の意]で書かれていることが多い。

カルシンの以前の詩集(アンナ・ルイーザ・カ

ルシシンの『精選詩集』ベルリン、 176-1年 1))

には、このような内容の煩歌と歌謡が収められ

ている。[..・H ・]これらは彼女の心を打ち明ける

ものだ。そして彼女の内面の志操を、そしてた

いていは自分自身の青春時代と生活史のなかの

思い出を語っている。[・…..]ひょっとすると、

宗教と自然と人間生活のなかのもろもろの対象

に関するこの詩人の純枠な民衆感情を、心から

出た5齢、響きによって歌った二つの詩集のうち

でもえり抜きの作品に敬意を表し、このさまざ

まな感情が一貫して独自のものだと評される時

代が今に来るかもしれない。それとともに詩人

の名とことばは、まちがいなく永遠の命を獲得

するであろう。

これと正反対なのがただ派手なだけの対象で

ある。照明、王侯の入城、慈悲深い態敷無礼な

どがそれである。自然詩人がこのジャンノレで、何

を歌い、何を記述しえたであろう。無数の明り、

目を丸くして見物する人たちでごった返す街路、

がらがらと反響する橋、高らかに鳴り響く駅馬

車の角笛、それから会釈、お辞儀、どんな表現

をも見下す倣岸な礼儀作法を。このあわれなカ

ルシンのように、九十九人のムーサイが揃いも

そろってこんな対象を、くりかえし、いやにな

るほど、報われることなく歌わねばならないと

したら、ムーサイこそあわれというべきであろ

う。にもかかわらず、死ぬまでこれらの対象と

手を切ることができなかったのは、どん底の身

分に生れ育った女詩人の生活環境と考え方から

すればまことに当然のことで、あった。唯一無二

1)詩集の扉には 1764年と印刷されているが、実際にはその

前年に出版された。

の王フリードリヒはこの点でも一つの例外であ

るのかもしれない。われらのエリンナ 2) も人々

の熱狂を分かち合い、この人のために美しい歌

のかずかずを残した。それらは最初の言努長[…

…]とこの遺稿集[…...]において、ことばに

よる王冠の華麗な月桂樹の葉であるのだが、こ

れを王は軽蔑した。[......]

[.... ..J 

おもしろいことに、このムーサの歌った感情

のなかには、サッポーのとろけるような愛は含

まれておらず、したがってこの点ではおそらく

サッポーと呼ぶことはできなかった。彼女がも

っともうるわしい歳月を過ごしたのは、ほかで

もないアドーニスの庭であった。結婚生活のあ

らゆる重荷と苦痛とを知ったが、愛の喜びには

恵まれなかった。そしてもっとも織細な感情は

幼いころに目覚めなかったので、あろうか。子ど

も時代は、荒々しい空想の火と、あるいは貧乏

や心配事と折り合えない魂の柔軟な形成を、場

合によっては盛んな形成を要求しないのであろ

うか。ピンダロスの[......]愛を歌った断片か

ら判断すると、彼もまたおおよそわれらの詩人

と同工異曲の愛の歌人で、あった。炎は輝き、燃

やし、照らす。けれども暖めはしない。溶かす

こともできない。ムーサイの贈り物は人それぞ

れなのである。

詩人としてのこの豊かな才能をいわゆる塞術

規範に近づけてみたとき、カルシンはどこに位

置づけられるであろうか。彼女もまたドイツの

流儀に従って文壇に一定の地位を占めなければ

ならないからである。

ホラーティウスを奉ずる墓術部門はカルシン

に抗議するであろう。しかしあのような育ち方

をした歌人にホラーティウスの喜術を身につけ

るべきだなどと、どうして要求したり希望した

りすることができたであろう。かのローマ詩人

の煩歌はどれをとっても精巧な象眼細工である。

ホラーティウスはその竪琴をギリシアのカメー

2)紀元前4世紀末のギリシアの女流詩人。



ナ 3) の余韻とした功笥をみずから誇っている。

それは彼の歌の構想にも、設の比除と言語にみ

られる連結にもいえることである。これと同じ

花冠を貧乏なカルシンは編むことができなかっ

たし、そうしたいとも思わなかった。若いころ

カルシンの耳に聞えていたのはギリシア人の持

情詩ではなく、たとえば讃美歌のたぐいで、あっ

た。そこにはホラーティウスばりの調べは含ま

れず、またそのようなものを教えてくれること

もなかった。ラムラーの歌の書法にも近づかな

かったのは、それゆえまことに幸運なことであ

った 4)。そしてホラーティウス自身を模倣する

ときには、むしろホラーティウスの喜術作品を

彼女ならではの手法を用いて解体してから模倣

するのである。[...・..J
カルシンはどちらかというとウーツ、クライ

スト、グライムなどの自由閲達な詩法に近づく。

美しい対話「わが若き日の無上の喜びjーーと

りわけいくつかの道徳的な特徴をもっ大小の詩

は、われわれの父祖の時代の文学へ、上掲の三

人の詩人の美しい素朴な世界へと、読者を連れ

戻してくれる。わけでもグライムから、詩人は

その大胆にしてこまやかな言語を習得したよう

に思われる。

しかしなせ9われわれは一風変わった天才に固

有な場所を割り当てようとはしないのか。外国

の名前など使わず、なぜ本名で呼ぼうとしない

のか。この詩人の空想はゆるぎない一定の軌道

をたどっている。喜術の規則などなくても、一

見道に迷ったようで、も迷つてはいないムーサの

飛朔を知っている。まさかと思うようなところ

で止まり、霊気の像から一個の全体を織り上げ

ると、それがますます心地よい響きをかもし出

すのだ。郷土色をもつかずかずの特徴がこの輪

郭のなかに注ぎ込むのは、それが物事の自然な

すがただからであり、断じて欠点などではない

のだ。この想念の大胆な飛躍、甘美な狂気、い

3) リークィウス・アンドロニークス(前3世紀)以来ギリ

シアのムーサと同一視されているローマの水のニンフ{高津

春繁『ギリシア・ローマ神話辞典』岩波書底による)。

4)ラムラーはドイツのホラーティクスと呼ばれた。
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ちいち感激しやすい性質、そしてとりわけ持情

文学のいとなみこそは、神々からカルシンに授

けられた個性あふれる贈り物なのだ。そういう

大胆な飛躍をホラーティウスだけを基準にして

測るわけにはし、かない。なんといってもホラー

ティウスはもっぱらあらゆる歌謡と煩歌のお手

本というわけで、はない。で、なかったらピンダロ

スも詩篇も最初から最後まで一一欠陥品という

ことになってしまうであろう。

[...…] 

願わくは、カルシンの詩の二冊目の遺作集が

出版されんことを(今回の遺作集からはまだ多

くの詩が割愛されているかもしれないのだか

ら)、それがさらに多くの、二つの言主集に収めら

れなかった歌をわれわれの手に残してくれんこ

とを。グライム、エーベルトとの、また、その

他の書簡集にもきっとその種の詩が含まれてい

るであろう。[……]



付録2

アンナ・ルイーザ・カルシュ年譜

年 アンナ・ルイーザ・カノレシュ関連事項 歴史事項

1722 12月1日、アンナ・ルイーザ AnnaLouisa Durbach ヨーハン・ゼ‘パスティアン・バッハ『平均律

(1722-91)、ポーランドとの国境に近い北シュレージ クラヴィーア曲集』第一集刊{第二集 1744年

エンの小作地 fハンマーAufdem Hammer J に、旅 刊)。

館兼飲食庖主クリスティアン・デュルパハの第三子

として生れる。民家もまばらなこの小作地は、オー

ダー河畔ツュリヒやャウ Zullichau(ポーランド名ス

レフフ)とクロッセン Crossen(ポーランド名クロス

ノ・オジャイスクェ)とのあいだ、シュヴィープス

Schwiebus (ポーランド名シフジエボジン)の近くにあ

った。母は旧姓クーへ/レKuchel。

1726 ジョナサン・スウィフト『ガリヴァー旅行記』。

1728 祖母の兄フェトケ MartinFetkeに一年の予定で引

き取られる。住いはポーランドのテイルシュティー

ゲルTirschtiegel(チュジエル)に近い、ポーゼンPosen

(ポズナニ)のメーゼリッツ Meseritz(ミエンジゼツ)

あたりにあった。

ヴィヴアルディ『四季』。

1729 バッハ『マタイ受難曲』。ハラー『アルプス』。

1730 父、死去。

1731 母、へンベノレ Hempelと再婚。 1731年(もしくは

1732 

1733 

32年)、アンナはふたたび実家に戻され、母の再婚

で生れた子グイルヘノレム WilhelmHempel (geb. 

1732)の子守をする。[ヴイ/レヘルムはその後指物師の

徒弟となったが、無職であることも多く、 1764-80年はア

ンナに養われた。 1770年、カロリーネ(1750年生れ。カ

ルシュの娘)と結婚。グィノレヘルムとカロリーネの長男グ

イ/レヘルム・へンベルWilhelmHempel (geb. 1. Juli 1770) 

をアンナはたいそうかわいがった。この夫婦は 1780年に

高E婚した。]

ハラー『スイス詩集の試み VerslIch

sc1lweizerisc1ler Gedic1ltd。

バッハ『ロ短調ミサ曲』。



123 

1737 義父へンベル没。 15歳で織物職人ヒールゼコルン ゲッテインゲン大学創立。

Michael Hiersekornと結婚。夫はシュグィーブス出

身の名望家[したがってこの結婚はアンナの母にとって

社会的上昇を意味した。 3人または4人の男児をもうける

が、長男は7歳か9歳のときシュグィープスで死亡した]。

1738 現在までに確認されている最初の作品 Neujah時

wunsch an den Rinderhirten 

1739 17歳にならない前に第一子出産。

1740 Eine Satire auf die Verfassung von Schlesien， 
wahrend der Kaiserlichen Regierung. 18歳になら

ない前に第二子出産。

1741 An das Fraulein Mose. 

5月、プロイセンでフリードリヒ二世(大王)

即位(ー1786)010月、カルル六世死去。マリ

ーア・テレージア即位。 12月、プロイセン、

シュレージエンを要求し、オーストリアと開

戦(第一次シュレージエン戦争。 -1742)。こ

れを機にオーストリア継承戦争 (-1748)。

4月、プロイセン、モルピッツの戦いでオー

ストリア軍撃破。

1742 Ein Fraulein， namens Evchen， will Ihren Namen 6月、プロイセンとオーストリア、プレスラ

nicht horen; dauber wurde gesungen. / Arie (シュグ ウ条約。プロイセン、シュレージエンの大部

ィープス時代是後の作) 分を獲得。シュヴィーブスもプロイセン・シ

ュレージエンに併合される。

17+1 第二次シュレージエン戦争(・1745)。

1748 第二子(もしくは第三子)出産後、離婚。プロイセン・ クロプシュトック『メシーアスム

シュレージエンで庶民の離婚を許可する法が制定 モンテスキュー『法の精神』。

され、この離婚はおそらくその最初の適用例だとい アーへンの和約、オーストリア継承戦争終る。

われる[原因がアンナの妊娠にあったのか、ヒルゼコル

ンの後妻となる女の妊娠にあったのか定かでない。関係者

は事実関係をあいまいにしている]。次男と三男は夫が

引き取る。アンナは三人目の子(ヨーハン・クリステ

イア・ヒルゼコノレン)を身ごもっていた [Schwiebusと

Tirschtiegelのあいだの付Muschtenの知人の家で出産]。

17-19 母の指図で仕立職人 (Wanderschneider)カルシュ マリーア・テレージア、行政・司法・軍事の

Daniel Karschと再婚(三人ないし四人の子をもうけ 改革を開始。

る)。ポーランドのフラウシュタット Fraustadt(グ プロイセンでフリードリヒ法典公布。

ショーグァ Wszowa)へ転居[この地は1793年に第二回 ゲーテ生れる (-1832)。

ポーランド分割によってプロイセン領となる。三十年戦争

期には対抗宗教改革をiされた多くの福音主義教徒(グリュ

ーフィクスAndreasGryphiusもその一人}を受け入れた

王都]。たちまち即興詩人として名をあげる。その名

はポーランドのリッサLissa(L回 zno)からプロイ

セン・シュレージエンのグローガウ Glogauまで届

いた。当時の流行文学を熟読、摂取。



124 

1750 娘カロリーネ・ルイーゼ CarolineLuiseフラウシュ J. S.バッハ没。

タッ卜に生れる(生年を 1754年とする説もある)。

1751 ディドロ、ダランベールらの『百科全書』刊

行開始 (-1772)。エドワド・ヤング(1683-1765)

『不満、別名夜想、 71aComplaint， or Nigllt 
71lOlIghts on L俳~(42-45) のエーベルト Johann
Arnold Ebertによる独訳沙Klagenoder Nacht-

gedanken iiber Lel'en， Tod l/nd Unsterblicllkeit<< 
刊。クロプ・ンュトック『メシーアス』改訂版

[カルシュはこれを読んだものと恩われる]。ゲラ

ート『模範手紙文集ならびに手紙におけるよ

い趣味についての実践講座 Sammlllng
praktおcherBriφnebst einer rrak他cllenAb-

handlung von dem gllten Gescllmack in Brilφn~ 
刊。

1754 6月21日、娘カロリーネ・ルイーゼCarolineLuise 啓蒙主義哲学者ヴオノレフ ChristianFreiherr 

フラウシュタットに生れる(生年を 1750年とする説も von Wolff没(1679-)。

ある)。その後生れた二人の子どもはまもなく死亡。

1755 機縁詩Gelegenheitsgedichteを売って生計を立てる リスボン大地震。モンテスキュー没。

(ピラ印刷)0 1755年までフラウシュタットに住む。 レッシング『ミス・サラ・サンプソン』。

1755年夏、グローガウへ転居。

1756 七年戦争のあいだフリードりヒ二世の戦勝とオー 8月末、フリードリヒ二世、ザクセンで戦う。

ストリアの敗北をうたう(ピラ印刷。版元Schweickardt 10月1目、ロボジッツ Lobositz(チェコ名ログ

inGlogau。カルシュの名はベルリンまで届く)。 ォシツェ)近郊で勝利を収める。

1757 ポーランド、の友人を頼って旅に出、誕生日を祝って

もらう。一一グローガウへ戻る。プロイセンを称え

る詩 [Auf den Sieg bei Leuten]。歓呼する人々の前

で朗読される。夫の悪態。一一根康悪化。面識のな

いパート・ヴェルムブ、ルン BadWarmbrunn (チェプ

リツェ・スロスキェ・ズドルィ)在住の牧師に招かれ、

パルムプルンヒノレシュベルク Warmbrunn-

hirschberg (イエレンヤ・グラ)近郊のその地で湯治。

フォン・ザイドリッツ FriedrichWilhelm Freiherr 

von S巴ydlitzと文通("Ichlebte 2 Monate wie im 

日ysium")。夫の手紙にせかされて帰宅。末の娘二

人が死亡。以後 4カ月間、「不幸な結婚生活のあら

ゆる責め苦Jにさいなまれる。

1756-63年七年戦争。

モーツアルト生れる。

5月 6日、オーストリア軍、プラハ近郊で‘敗

れる。 11月 5 日、プロイセン、ロスパハ

Ro佼'ach(ハレの南、ライプツィヒの西、チェコ

名フラニェツェ)近郊でフランス軍と帝国軍を

撃破。 11月 22日、フォン・ベーグェルン

Au伊 stWilhelm von Bevern (1715-81)率い

るプロイセン軍、プレスラウ近郊でオースト

リア軍に敗れる。 12月5日、プロイセン、ロ

イテン Leuthen(ニーダー・シュレージエン、プ

レスラウ西方、ポーランド司名ルティンヤ)近郊で

オーストリア軍を撃破。

ゲラート『宗教歌集 GeistlicheOden IInd 

Lieder~ 干IJ 。

1759 結婚生活の難儀から体をやすめるため4週間ヒルシ 8月12日、クーナースドルフ Kunersdorf(フ

ュベルクで湯治。 ランクフノレト・アン・デァ・オーダーの東)近郊

で、フリードリヒ二世、オーストリア・ロシ

ア軍に最大の敗北。

1760 1月21日、後援者、酒乱の夫を国王室に入隊させる。 6月23日、フケ軍敗れる。リーグニツLiegnitz

1月24日、国王の誕生日を祝う詩を書く。以後、平 (8月15日)、 トルガウ I()EZelll_D:1月 3日)



和な生活を獲得。 7月 5目、フケ軍の一部帰還。夫 近郊の戦いでフリードリヒ二世勝利。

と再会、散歩。物価高騰、借金生活。 11月3日、ト

ルガウ Torgau近郊の勝利。 11月 12日、グローガ

ウ時代の戦争行情詩の最後を飾る Aufden Sieg bei 

Torgau成る。グ、ローガウ滞在中の王弟ハインリヒ

をうたう。 12月、フォン・コトヴィツ男爵 Rudolf

Gotthard Baron von Kottwitzの勧めでベルリンへ

行く決意を固める(rグローガウなどにいたら、生活の

糧を得ることに扱々として、才能をつぶしてしまう J)。シ

ュレージエン・ポーランド時代の宗教行情詩の最後

の作 Die併ttlicheVorsehung成る。 38歳の誕生日

の直後、 11歳の娘カロリーネ・ルイーゼをともない

グローガウを去る。最初の夫との子ヨーハン・クリ

スティアンは教育のためシュレージエンに残す。

1761 1月25日、ベルリン着。宮中顧問官シュタールStahl ルソー『新エロイーズ』刊。
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の指示でカロリーネを敬度主義にもとづく実科学 ランベルト、常数πが有理数でないことを証

校の寄宿舎に入れる。ズルツアーJohannGeorg 明。

Sulzer、ラムラ-KarlWilhelm Ramlerと避遁。3月、 オイラー、流体運動方程式。

An Herrn Professor Sulzer.。ズルツアー、グライム、

パハマンから本を贈られる。グライム Johann

Ludwig Wilhelm Gleim (1719・1803)、5月中旬から 7

月初旬までベルリンに滞在。 5月、グライムとの文

通はじまる。グライム、カルシュを fドイツのサッ

ポーJと呼ぶ。 6月、 AnGleill10 7月初旬、グライ

ム、ハルパーシュタットに帰る。 7月 24日、Seufzer:

Steu Schlummer-Korner auf ihn hin …7月、 Die

Freundeo 9月15日、ベルリン出立、マクデプルク

とハルパーシュタットへ行く。 9月 24日、マクデプ

ルク到着。 25日にはハルパーシュタットにいる。 9

月、 AnHerrn Gleiffio詩集出版企画が具体化しはじ

める。 10月、ハノレバーシュタットでDasMoos， als 
Herr Domdechant… ライヒマン夫人に気に入ら

れ、ハルパーシュタットに 28日間滞在。 Domherr

Ernst Ludwig von Spiegel， Friedrich Eberhard von 
Rochowを知る。秋、フォン・シュピーゲルとグラ

イム、カルシン詩集を計画。 10月 21日、ふたたび

マクデプルクに戻る。大商人パハマン Heinrich

Wilhelm Bachmann (nach 1734-76)がパトロンの一

人になる。都市駐屯軍長官ライヒマン、その妻(コ

トグィッツ男爵の従姉妹)との親交。 11月、グライム、

マクデブルク訪問。 Gleimist in Magdeburg zu 

Besuch 11月 8目、プロイセン王妃に紹介される

(1760年、ロシア軍を逃れてマクデブルクに避難し

ていた)012月 16日、王女アマーリア(フリードリ

ヒ二世の妹)よりカンタータ執筆を依頼される。幸福

の頂点を実感。 12月 23日、ふたたび宮殿に召され、

コンパクトを下賜される。 12月?An eine Freundino 

このころカル・ンュの夫、兵営を脱走。枢密顧問官プ

ーフホルツ Buchhozに離婚の可能性を相談 (vgl.

an Gleim， 10. Jan. 1762)。この年、 Morgerト

Gedanken; Der Fruhling; An ihren verstorbenen 

Oheim; An Milon; An Densclben; An Milons Bil1et; 
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5apho an Amor; An Herrn Uz (自分の本領は好情詩で

はなく歌Liedだ); An den Domherm von Rochow; 

Belloisens Lebenslauf; An Gleminden成る。

1762 1月 24日、国王の誕生日。マクテープルク大聖堂で誕 ルソー『社会契約論~ wエミーノレ』刊。

生日カンタータが披露される。一一2月4日ごろカ プロイセン宮廷、ベルリンへ戻る。ベルリン

ルシン、ふたたびハルパーシュタットへ行く。 (2月 は戦後の混乱。多くの人々が市内へ流入。

5日付のあとのカルシンの手紙はグライムの手もとから銭

き取られた。)一一2月 12 日と 5月 24 日、

>>Hannoversche Beitrage zum Nutzen und 

Vergnugen<<にカル、ンュ詩集の予約募集広告掲載。

カルシュがハノレバーシュタットに滞在しているあ

いだにパハマンがその見本のために詩を選択(ただ

し詩集掲載詩の選択はグライムが行った)0 2月 26日ご

ろグライムに連れられてマクデプルクに戻る。 28日

ごろグライム帰る。このころ 5apphoist traurig bei 

Thyrsis.一一3月、 Ob5appho fur den Ruhm 

schreibt? ヘルムシュテット Helmstedt学会の名誉

会員となる。一一5月17日かつての牛追いの少年に

2グルデ‘ン送金。 30日マクデブノレクでロシアとの和

平成立の告知。一一-6月 3目、マクデ‘プルクでスウ

ェーデ‘ンとの和平成立の告知。グライム、ハルパー

シュタットで・の祝典にカルシンを招待。 9目、ハノレ

バーシュタットの祝典の様子をライヒマンに伝え

る。 20日マクデ?ブルクへ戻る。 24日フォン・ブラ

ウンシュグァイク Ferdinandvon Braunschweig、

カッセノレ近郊ヴィルヘルムスタールでフランス軍

を撃破。グライムへの恋の終り。 -8月、 Andie 

kりnigin.--9月ズノレツアー 5ulzerへの4通の手紙

(1日、 3目、 8日付、および日付なし。ただし日付はグラ

イムの記入になるもので信頼できない。 4通のうち最初の

3通は1761年秋に、 4通目は1762年9月初旬に書かれた。

1831年WilhelmKorteによって発表された)010月、ベ

ノレリンへ戻る。戦後の住宅難。パイアー Baier夫人

(RaITUerの友人、 E詩寺でIは土"Phil且山1ぜs

共有する。ふたたび惨めな暮しに甘んじねばならな

い挫折感と、それを打開してくれるかもしれない大

王への期待を Anden Apoll (→1763年)に歌う。

一一11 月、母の二度目の結婚で生れた長男

5tietbruder Daniel (1765年に結婚)、次男 Wilhelm

Hempelに会い、生活援助。 Wilhelmを引き取り、

生活費をかせぐためふたたび機縁詩に手を染める。

一一一この年、 Andie Frau Reichmann; Elegie auf 

die Geduld; Gedichte nach vorgeschrieben~n 

Endreimen. 

1763 ズ、/レツアーの序文執筆遅延。七年戦争期は用紙の調 2月、パリ条約、 3月、フベルトクスプルク

達困難。そのため詩集の出版遅れる。 7月26日ごろ Hubertusburg条約締結(オーストリア・プロイ

ポツダム到着、フリードリヒ二世との面会の機会を セン・ザクセン問。フベルトクスプルクはライプツ

ねらう。 8月11日、フリードりヒ二世を謁見(サン・ イヒ近郊)。七年戦争終結。 3月30日、フリー

スーシ宮、鏡の問)。翌日ベルリンへ帰る。その後も ドリヒ大王ベノレリン帰還 [vgl.F riedrich der 

ポツダムに招かれる。フリードリヒ大王は約束した Grose an Frau von Camas， 6. Marz 1763: Br児島 11， 

年金を下賜することなく 50ターラーの見舞金を贈 S. 130， Nr. 116.カルシュやベルリン市民のフリー
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るにとどまった。 10月下旬、離婚後に生れた最初の ドリヒ偶像化、理想化願望と実像とのはなはだしい

夫とのあいだにできた息子と再会。 10月末『精選詩 落差]。

集AlIserleseneGediclltd (グライム、ズルツアー編)出

版される。 20∞ターラーの収入。この年、 Anden 

Apoll。

1764 1月、 Gesangan die Konigin (フリードリヒ讃歌)。こ チェーザレ・ベッカリーア『犯罪と刑罰』刊。

の年、 Zueignungs-Gesang an den Baron von 

Kottwitz; Das Lob des Essens; Lob der schwarzen 

Kirschen; An die Kartenspieler 0 Moses 

恥1endelssohn: Briefe， die neu巴ste Litteratur 

betreffend (3月版)にカルシュの詩にたいする批評

が掲載される。

1765 カル、ンュ『小品集 Kleini旨keiten~ (詩集)刊。

1766 Heinrich Wi1helm von Gerstenberg， Bri，俳 iiberdな
Merklυiir-digkeiten der Litteratllr， 1. u. 2. Sarnmlung 

(Schleswig u. Leipzig)刊。カル、ンュ批評を含む。

1767 娘カロリーネ、HeckerscheRealschuleから母のもと

に帰る{母の異父弟 WilhelmHempelが同居していた}。

この年、 Aneine Dichterin 0 Johann Gottfried 

Herder，. Sappho oder die Karschin: Zwo 

Antipode町 obSappho und Corinna wegen ihrer 

Buhlerei ver¥oren gegangen ? ein Urtei1 der 

Litteraturbriefe. In: Ueber die nwere Delltsclle 
Litteratllr. Zwote Samml/lng von Frngmenten. Eine 
Beilage ZlI den Bri，俳尽 dieneue.批 Litteratllrbetr，俳 nd
(1767). Kap. IV: Von der Griechischen Litteratur in 

Deutschland. 

ヨーゼフ二世、オーストリア皇帝に即位。

レッシング『ラオーコオン』、ヘルダー『近代

ドイツ文学に関する断章』、グィーラント『ア

ーガトン物語』刊。

レッシング『ハンブ‘ノレク演劇論~Wミンナ・フ

ォン・パルンヘルム』刊。

[英]このころから産業革命はじまる。

1770 4月 1目、カロリーネ(16歳)を 20歳近くも年上 ベートーヴェン、へーゲル生れる。

の叔父へンベルErnstWilhelm Hempelと結婚させ Johann Bernhard Basedow， MetllOdenb/lch fiか
る[カロリーネが妊娠していたため]07月 2日、カロ Vater lInd Miitter der Familien der Vullar. 

Pーネ、長男 HeinrichWilhelm (-ca 1850)を出産

[その後二人の子を産むが、いずれも生後間もなく死亡]。

1771 カノレ‘ンュとグライムの関係悪化。 AnSe.H民 hfurstl.芙]アークライト、最初の機械工場制紡績

Durchlaucht den Herzog Ferdinand … 業をはじめる。

1772 カル、ンュ『新詩集NelleGedidlte~刊。Über die Ernilia レッシング『エミーリア・ガロッティ』刊。

Galotti. 

1773 晩夏、フリードリヒ二世より下賜された 2ターラー ゲーテ『鉄の手のゲッツ・フォン・ベルリヒ

を返却。 ンゲン』刊。

1774 

1775 ゲーテ、ベルリンに数日滞在。カルシュ、ゲーテに

書簡を送る (9月4日付)。

ゲーテ『若いヴェールターの悩み~Wクラヴィ

ーゴ』刊。
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1776 Morgengedanken. -An Mademoiselle Graf， uber 7月、アメリカ合衆国独立宣言。

die Mis Sara Sampsonもこのころか。カロリーネの

自伝的作品(劇)沙Dereltrlic1ze Sc1zweizerαベルリン

で刊行[ベルリンでは何度か上演された。カロリーネに

はこのほか、詩、随筆数編、長編小説断片があるJo3月

28日、カロリーネ、次男 Carlを出産(ー14.Juni 1780)。

1778 ゲーテ、ベルリン訪問。 AnGoethe; Gesundheits- 7月、バイエルン継承戦争 (-1779)。
gluck und Seelenfrieden…コトヴィエツキを知 グオルテール、ルソー没。

る。2月7日、カロリーネ、長女 Ferdinande出産(-11. ヘルダー『諸国民の声~ (民謡集)刊。

S巴pt.1778)。

1779 Uber die Vergleichung. Rez疋pt zu 

1780 

Starkungsschokolade; Lied einer alten reichen 

Witwe; Meine Zufriedenheitもこのころか。

マリーア・テレージア没。ヨーゼフ二世統治。

1781 11月7目、カロリーネ、三男 Ferdinand(-25. Juli ヨーゼフ二世の諸改革。レッシング没。シラ

1781)を出産。 27日、カロリーネ離婚。 一『群盗』刊。カント『純粋理性批判』干IJ。

1782 3月、カロリーネ、プレーメン出身の 22歳の貴族 ヨーゼフ二世、死刑廃止、修道院への抑圧禁

Carl Friedrich von Klenckeと再婚。ひきつづき母と 止。 6月18日、スイスでアンナ・ゲ、ルディン

同居。やがてクレンケ夫妻別居。 処刑される[記録上ヨーロッパで長後に処刑され

た魔女]。

1783 1月 26日、カロリーネ、娘 WilhelmineChristiane 

を出産[のち作家となる。二人目の夫の姓をとり、Helmine

von Chezyを名のる。 1856年1月28日没Jo7月、カロ

リーネふたたび離婚。 10・11月、カノレシュ、ハルパ

ーシュタットに滞在。

1784 シラー『たくらみと恋』刊。

1786 [An Schiller]; Zuruf an den Fremdling…グライ

ム、カルシュ書簡集刊行を提案、実現せず。

1787 Versuch einer Danksagung.フリードリヒ=ヴイ

ルヘルム二世より家を与える通知 [MinisterWollner 

の手紙による]。

フリードリヒ二世没。フリードリヒ=グイルヘ

ノレム二世即位 (-1797)。

ゲーテ『タウリスのイフィゲーニエ』、シラー

『ドン・カルロス』、モーツアルト『ドン・ジ

ョグァンニ』刊。

1788 カロリーネとの確執つのる。カロリーネの詩集 モーツアルト最後の 3つの交響曲成る。[仏]

>>Gedichte v. C. L. von Klencke， geb. Karsc1zitl<<， Berlin 三部会招集を布告。[英JrタイムズJ創刊。

出版される。

1789 フリードリヒ=ヴイノレヘノレム二世、カノレシュのため

にハッケ広場沿いに新築家屋を贈る。 4月24日、入

居。作家活動をはじめた娘カロリーネ・フォン・ク

レンケにたいする嫉妬と憎悪に苦しむ。このころ三

人称形式で『自伝略述 VorllIz併記eLelJens-

besc1zreibllng der Dic1zterin A1l1lf1 LlIise Karschill， geb. 
Dijrbac1z~ を執筆(没後 "Berliner Musenalmanach fur 

1792"に発表される)。

[米]ワシントン、大統領に就任。[仏J5月、

三部会開催。 6月、第三身分、国民会議を宣

言。 7月、フランス革命勃発。 8月、「人間お

よび市民の権利の宣言J(人権宣言)採択。
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ゲーテ『ファウスト断片~ wトノレクヴアート・

タッソー~ w植物変態論』刊。ハイドンの 12

の「ロンドン交響曲」成る。

1791 An die Ostersonne.一設との荏執>-7-10月、フラ モーツアルト『魔笛~ wレクイエム』成る。モ

ンクフルト・アン・デァ・オーダーで法学を学んで ーツアルト没 (175ふ)。

いた孫 HeinrichWilhelm Hempelのもとに身を寄

せ、生活を援助。しかし故拐、ンュレージエンまで行

くことはできなかった。病気。 -10月1日、危篤状

態でベルリンの自宅へ戻される。その 12日後、 10

月12目、カルシュ没(享年68)Q-Sophienkircheに

葬られる。

1792 Wアンナ・ルイーザ・カルシン詩集 Gedichteder シラー『三十年戦争史』刊。

1795 

1796 

Anna Louisa Karschi~ ベルリン刊[娘カロリーネ・
フォン・クレンケ編。第二版、ベルリン、 1797年]。冒頭

にカロリーネによるカルシュ伝[カロリーネの成功し

た唯一の作品だといわれる]。

1802 9月21日、カロリーネ、ベルリンに没する (49歳)。

1805 Helmine von Ch岳zy(Hg.)， Lel7en IInd Romnnti・'sche
DicJltllngen der TocJlter der必lrschin.Als Denkrnal 

kindlicher Liebe (Frankfurt am Main). Darin: 

Caroline Louise von Klenclくe:Fragmente. 

1819 Ludwig Achirn von Arnim， Ungedmckte Bri，げを der
KnrscJlin. Bekannt gemacht von Ludwig Achim von 
Arnim 

1858 Helmine von Chezy， Meine Grosmutter Anna 
Luise Ka悶hin.In: Unvergesse附• Dellk"U1lIrdigkeiten 
nlls dem Leben von Helmine von Ch邑zy.Von ihr 

selbst erzahlt. Bd. I. Leipzig 1858. S. 3-110. 

ゲーテ『グイルヘルム・マイスターの修業時

代』刊。

カンベ『父から娘への助言 VaterlicherRntlz 
fiir meine Tochter. Ein Gegenstiick zlIm 
ηleophrotl~ 刊。



Gedichte von Karschin (Chronologisch geordnet) 

1722 

12 [1. Dezember (Oktober?) Amza Lallisa Dllrbac1z wird auf dem »Hammer« zwischen 
Züllichau und Krossen in Niederschlesien als Tochter des Wirtshallspäclzters Christian 
Dürbach geboren.] 

1738 

? Neujahrswunsch an den Rinderhirten. In ihrem sechs zehnten Jahr, 1738 

1740 

? An ihren ersten Mann. In ihrem achtzehnten Jahre gemacht, 1740/ Eine Satire auf die 
Verfassung von Schlesiens, während der Kaiserlichen Regierung 

1741 

An das Fräulein von Mose. 1741 

1742 

? Arie. In Schwiebus 1742 / Ein Fräulein, Namens Evchen, will ihren Namen nicht hören, 
darüber wurde gesungen: 1742 

1752 

? . An Se. Majestät den König von Polen. Neu-Fraustadt in Polen 1752 

1755 

? Das Schicksal. Sr. Wohlehrwürden des Herrn Feldprediger Klettk bei Gelegenheit 
dessen Nahmensfestes gesungen. 1755 

1757 

12 [Auf den Sieg bei Leuthen.] Am 5. Dezember 1757 

1758 

5 Der 13ten Mai 1758, als der Tag des Schreckens in Glogau 
11 Schlesisches Bauerngespräch zwischen Vetter Hanß und Muhm Ohrten, gehalten zu 

R. ... bei Glogau im November 1758 

1759 

? Das beständige Einerlei 



1760 

1 Zuruf an Glogau (Den 24tenJenner 1760) 

11 [Auf den Sieg bei Torgau.] Am 3. November 1760 
? Die göttliche Vorsehung 

1761 
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3 An Herrn Professor Sulzer (Zu Berlin im Merz 1761) / Das tödtlich kranke Kind, an Herrn 
Professor Sulzer (Zu Berlin den 17ten Merz 1761) 

4 An Herrn Professor Sulzer, über das Bild seiner verstorbenen Gattin (Zu Berlin im April 

1761) / An Herrn Professor Sulzer, über den Tod seines Kindes (Zu Berlin im April 1761) 

5 An den May (zu Berlin den 27ten May 1761) 

6 Der Unterschied eines Schmauses und einer kleinen vergnügten Mahlzeit. Den 4. Jun. 
1761 / Morgen-Fragen an Gliphästion, als er Abends vorher einen Traum erzählet und 
dabey gesagt hatte: Er schlafe immer sehr gut, und habe selten Träume (Zu Berlin, den 

4ten des Brachmonaths 1761) / Gliphästions wirklicher Traum (Zu Berlin den 6ten des 

Brachmonaths 1761) / Gefällt die Dose Dir so gut ·wie das Gedichte (8. Juni) / An Gleim (Berlin, 

den 14. Juni 1761) / Das Ungewitter. An meinen Freund 17. Juni 1761 / Doris an 
Damon/ der Kuß / An Gleim. Empfangen, den 22. Juni 1761. Morgens um 7 Uhr / Lied 
der Lalage / Der Dank an Herrn Borchmann (30. Juni) / Gedanken an Herrn Gleim / 
Klagen bey dem Grabe 

7 Der weinende Amor, bey Betrachtung einer Bildsäule zu Charlottenburg im Garten 
(Den 16ten des Heumonaths 1761) / Die Abendmahlzeit auf dem Lande, an Herrn 
Geheimen Rath Buchholz (Den 16ten des Heumonats 1761) / Auf Palemons Flügel (Den 20ten 

des Heumonats 1761) / Die Sehnsucht der Freundschaft, an Herrn Gleim (Zu Berlin den 

21ten des Heumonats 1761) / Seufzer (Berlin, 24. Juli) / An Herrn Geheimen Rath Buchholz 
an seinem Geburtstage (Den 30ten des Heumonats 1761) / Die Freunde, an Palemon, nach 
Herrn Gleims Abreise aus Berlin (Im Heumonat 1761) / Von dem Vertrauen auf Gott an 
den Herrn Professor Sulzer (zu Berlin im Heumonat 1761) 

8 Das Ungewitter in der Nacht vom 3lten August 1761/ Die Fahrt der Königlichen Braut 
nach Engelland 

9 Auf den Tod des Prinzen Heinrich von Braunschweig zu Berlin den 12ten des 
Herbstmonats 1761 / Ueber den Entsatz von Braunschweig (13. des Weinmonats) / 

Vorbitte wegen eines Nußbaums an Palemon (Zu Magdeburg den 18ten des Herbstmonats 

1761) / An Palemon (Den 20ten des Herbstmonaths 1761) / An Herrn Gleim. Bey Besteigung 
des Spiegelberges ohnweit Halberstadt (Zu Halberstadt den 26ten des Herbstmonaths 1761) 

/ An den Herrn Kanonikus Gleim. Halberstadt, den 29. Septbr. 1761 
10 An den Schöpfer an ihrem Geburtstage den lten des Weinmonats 1761 / Lied an 

gefangene Lerchen dem Dohmdechant Freyherrn Spiegel zum Diesenberg zugeeignet 
(Zu Halberstadt den 5ten des Weinmonaths 1761) / An Herrn Utz (Zu Halberstadt den 8ten des 

Weinmonats 1761) / Das Harz-Moos, als Herr Domdechant Freyherr Spiegel zum 
Diesenberg etwas Moos vom Harzgebürge mitgebracht hatte (Zu Halberstadt den lOten des 

Weinmonaths 1761) / Ueber den Entsatz von Braunschweig. Zu Halberstadt den 13ten 
des Weinmonats 1761/ Als die Wiederkunft des Königs gewünschet wurde / Als von 
Sanssouci gesprochen wurde / An den Herrn Kanonikus Gleim. Magdeburg, im 
October 1761 / An Palernon, nach ihrer Zu rückkunft aus Halberstadt (Im Weinmonat 

1761) 

11 Den 16. November des Morgens um 1/2 5 Uhr 
12 An Palernon, an ihrem Geburtstage. (Den lten des Christmonaths 1761) / An Palernon, als 

sie die goldene Feder vermißte (Den 6ten des Christmonaths 1761) / An Palernon (Im 
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Christmonath 1761) / Gesang am Geburtstage der Königin zu Magdeburg den 8ten des 
Wintermonats 1761 / An Palernon, als Herr Oeser das Bild der Dichterin entworfen 
hatte (Den 16ten des Christmonaths 1761) / Don Goldofon: oder der sterbende Geizige, eine 
Erzählung (Den 16ten des Wintermonaths 1761) / An Mademoiselle W. Buchholz, auf ihren 
Geburtstag (Den 30ten des Wintermonaths 1761) / Klagen einer Braut an ihre Nachtigall. Im 
Wintermonath 1761 

? An den Dohmdechant Freyherrn von Spiegel, zum Diesenberg, als er gesagt hatte, daß 
er schlaflose Nächte hätte, und bey Lichte nicht gut lesen könnte / An die Frau von 
Reichmann / An Herrn D. K. / An ihren verstorbenen Oheim den Unterweiser ihrer 
Kindheit / Begebenheit im Reiche Plutons, nach der Schlacht bey Torgau / Der Frau 
Geheimen Räthin Buchholz / Die Allmacht und Güte Gottes / Die Felsen-Brüder, an 
den Reichs-Grafen zu Stolberg-Wemigerode / Die Sommer-Nässe, an Herrn Gleim / 
Klagelied über den Tod eines Canarien-Vogels (Zu Magdeburg) / Morgen-Gedanken 

1762 

1 Ein Wort an den Tod (Zu Magdeburg den 16ten Jenner 1762) / An den Prinzen von Preussen 
am Tage seines Religionsbekenntnisse (Zu Magdeburg den 28ten des Jenners 1762) 

2 Der Shlrmwind heult dm Tag Hlld mich abscheulich all (7. Febr.) / An Tyrsis. Als man die 
erste Nachricht erhielt, daß der rußische Käyser Peter der dritte des Königs Freund sey, 
und darüber ein Fest angestellet war. Den 9ten des Hornungs 1762 / Begebenheit zu 
Wien in der Kaiserlichen Burg. Den 12., 17., 21. / Eigenschaften der Sapho. Halberstadt, 
den 18., 19., 20. / Mittags, als die Dichterin mit bei dem Dom-Dechant Spiegel zu 
Halberstadt speiste. Den 18. Februar 1762 / An Herrn Gleim, am Tage der Geburt eines 
Menschenfreundes (Zu Halberstadt den 22ten des Hornungs 1762) / Die Habsucht der 
Könige. Halberstadt, den 22. Febr. 1762 / An die Prinzessinn Heinrich. Halberstadt, 
den 23. Febr. 1762 

3 An den Herrn Regierungs-Advokat Köpfen (Zu Magdeburg, den lOten März 1762) / Ob 
Sappho für den Ruhm schreibt? An die Frau von Reichmann den 10. März 1762 / An 
Palernon, als er von Magdeburg nach Berlin verreisen wollte 

4 An Palernon (Den 2ten April 1762) / An Palernon, zu seinem Geburtstage [2. April] / An 
Denselben / An Palernon, der Spaziergang auf dem Fürstenwall (Zu Magdeburg im kalten 

April 1762) / Der Schlaf, an Herrn Gleim, als er sagte, daß er immer gut schliefe, und sie 
gebethen wurde, dem Schlaf ein Lied zu singen. Den 2ten April 1762 / An Herrn 
Zachariä, den Verfasser des Gesanges von der Hölle, zu Braunschweig 

5 Das Feuerwerk am Ufer der EIbe an den Herrn Professor Sulzer (Zu Magdeburg den 18ten 

May 1762) / Der Feldzug in Sachsen eröfnet vorn Prinzen Heinrich des Königs Bruder. 
Zu Magdeburg den 18ten May 1762 

6 Du bist viel glücklicher als ich (10. Juni) / Lied der Frölichkeit im Brachmonath 1762 
8 An den kranken Herrn Rector Goldhagen (Zu Magdebttrg den 21ten August 1762) / An die 

Königin. Ueber eine Lustfahrt auf der Eibe mit den Prinzeßin von Braunschweig. Zu 
Magdeburg im August 1762 / Klagen und Bitte, dem Königlichen Feldherrn Herzog 
Ferdinand gesungen auf dem Schutt des Gotteshauses zu Elbingerode am Harz / 
Erinnerung und Fragen an die Königin 

9 An Herrn von Humbracht nach einern Ungewitter (zu Magdeburg den 5ten des 

Herbstmonats 1762) 

10 Als das Tagebuch der Oesterreichischen Armee, unter dem Befehl des General von 
Laudon, vorgelesen wurde / Aufmunterung an den Geheimen Rath Freyherrn von 
Labes, wegen seiner Betrübniß über Peter den dritten (Den 20ten des Weinmonaths 1762) 

? An den Herrn Music-Director Rolle, über die Cantate des Friedens-Festes / An die Frau 
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von Reichmann, Kommendantin zu Magdeburg / Ein Gebet an den Mars 

1763 

1 An Ihro Königliche Hoheit die Prinzeßin Amalia, bey dem Empfang des Prinzen 
Heinrichs. Den 5ten Jenner 1763/ Der unnachahmliche Pindar, an Herrn Ramler (Den 

24ten Jenner 1763) / Des 24sten Januars musikalische Feier in der Darletschen Wohnung 
2 Bei dem jubelvollen Empfange der Königin. Den 16. Februar 1763 / An Ihre Majestät 

die Königinn am Tage nach Ihrem glorreichen Einzuge in den Königl. Pallast. Den 
17ten Februar 1763 

3 An einen jungen Freund. Im März 1763 / An Gott bei dem Ausruf des Friedens. Den S. 
März 1763 / Der Himmel bleibet lauter Wolke (23. März) / Dem Vater des Vaterlandes 
Friedrich dem Großen, bei triumphirender Zurückkunft gesungen im Namen Seiner 
Bürger von A. L. Karschin. Den 30. März 1763 / An das Vaterland bei der 
triumphierenden Wiederkunft des Königes. Den 30. Martii 1763 

4 An die Muse, daß sie den Abend der großen Illumination singen solle. Den 4. April 
1763 / Aufforderung an die Muse, daß sie dem Philosoph zu Sans-Souci nachfliehen 
soll. Den 21. April 1763 

7 Als sie eine zum Scherz verfertigte Ordre an den Kanzeleidirektor Brandhorst, und ein 
Execu- toriale auf einem Tisch fand. Den 5. Julii 1763 

8 [11. August: Bei einer Audienz sagt ihr Friedrich II. ein Haus und eine Jahrespension zu, hält 
jedoch sein Versprechen nicht.] 

10 Dir will ich sagen, daß kein Pietist so sielter (1. Okt.) / Aufforderung an die Dichterin von 
Herrn Doktor Krünitz [Als in Sanssouci der König mit ihr gesprochen hatte]. Den 24. Okt. 1763 
/ An den Phöbus. Den 27. Oct. 1763 

12 An die Melpomene wegen des Prinzen Heinrichs des jüngeren Königlichen Hoheit. 
Verstorbenen Bruder Seiner Majestät des Königs. Den 30sten December 1763 

? An den Apoll, daß er die Leyer zurücknehmen möchte / An Venus, über die stolze 
Phillis / Das Türkische Bacchusfest. Dem Obristen von Anhalt gesungen / Die 
göttlichverkannte Phillis im Walde / Phillis, die Helferin. Eine Idylle an Damon / 
Ueber den Unbestand des Ruhms 

Ende des Jahres: [Die von Gleim, Bachlllalln, Sulzer und Rander auf Subskriptionsbasis vermz
staltete Ausgabe ihrer »Auserlesenen Gedichte« (vordatiert auf 1764) bringt ihr zwar den 
erhofften materiellen GC'winn (2000 Tale1), doch fallen die Urteile der Kritiker übe1'1viegend 
negativ aus, so daß Anna Louisa Karsellmonatelang wie gelähmt ist.] 

1764 

1 An die Stadt Berlin wegen Sr. Königl. Hoheit des Prinzen und Feldherrn Heinrichs. 
Den 18. Jenner 1764 / An die Clio wegen des Königs den 24sten Jenner 1764 / Gesang 
an die Königin. Den 24. Jänner 1764 / An Ihro Königl. Hoheit die Mutter des 
Preußischen Thronfolgers. Den 29ten Jenner 1764 

? An den Phöbus Apollo wegen des ihr von dem Freyherrn Dohmdechanten von Spiegel 
geschenkten dreyseitigen Pettschafts / An die jüngste Demoiselle St*hl / Das Lob des 
Essens. An Quintus Icilius / Warnung an den jungen Herrn von H*st. 1764. Als 
derselbe der Mahlerey den Vorzug vor der Dichtkunst ertheilte 

1765 

1 An die Königinn. Den 24. Jenner 1765 
2 An Se. Hochwürden Gnaden den Herrn Domdechant Freyherrn von Spiegel zur Feyer 
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des 22sten Februars 1765 
4 Bey dem Eheverbündniß meines jüngsten Bruders Ernst Daniel Hempel. Berlin, den 24. 

April 
7 An die Najade. Den 14ten Julii 1765 

11 An den klagenden G*d. Den 11. November 1765 
? Als sie des Sonntags zu einer Lustreise nach Charlottenburg eingeladen wurde, und sie 

sich entschuldigte, weil sie den Herrn Rath Spalding predigen hören müßte / An 
Phillis. Eine Einladung zu den Ruinen bey Potsdam / Jupiter und sein Adler. An den 
Verfasser des Gesanges Ptolomäus und Berenice / Ueber die Vorzüge des Prinzen 
Friedrichs von Braunschweig / Ueber ein Gemälde / [»Kleinigkeiten« (Gedichte)] 

1766 

1 An die Mnemosyne, bey dem allerhöchsten Feste, welches Se. Königl. Hoheit Prinz 
Heinrich Sr. Majestät dem Könige gab. Am 24. Jenner 1766 

9 Aus einer Bußtagspredigt des Herrn O. C. R. Spaldings. Im Sept. 1766. In Herrn Doct. 
Krünitz Stammbuch 

? An einen Ingenieur, Liebhaber der Phyllis / An Herrn Doktor Krünitz wegen ihres 
Pettschafts / Der sichere Fromme. Aus einer Predigt des Herrn Ober-Consistorialrath 
Spalding / Ermahnung an einen jungen Freund / Nachricht an den Grafen von 
Stollberg-Wernigerode wegen des Rinderhirtens Johann Christoph Grafes in Schwiebus, 
zween Meilen von Züllichow 

1767 

? An eine Dichterin, welche das Klavier spielte 

1768 

11 An den regierenden Reichsgrafen von Stollberg-Wernigerode über die Freude, Seinen 
einzigen Enkel glücklich vermählt zu sehen. Im November 1768 

? Dorimön und Amariethe in ihrer neuen Wohnung 

1769 

1 Lied an Se. Fürstl. DurchI. den jungen Prinzen von Anhalt, Enkel des regierenden 
Herrn Grafen von Wernigerode zum Ersten Jahrstage. Den 9. Januar 1769 

9 Sr. Hochfürstl. Durchlaucht dem Herzog Ferdinand von Braunschweig-Lüneburg, im 
Königlichen Garten zu Schönhausen unterthänigst gewid met. Den 4ten September 1769 

1770 

1 Das Abentheuer einer Winternacht (24. Jan.) 

8 Auf die Geburt des jungen Prinzen von Preussen Königl. Hoheit. Berlin, im 
Augustmonat 1770 

1771 

1 Lied der Clio. Sr. Durchlaucht dem Herzog Ferdinand von Braunschweig. Den 12. 
Jenner 1771 
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? An Se. Hochfürstl. D-.Hchlaucht den Herzog Ferdinand von Braunschweig-Lüneburg 

1772 

4 Über die Emilia Galotti. An Sr. Durchl. den Feldherm Ferdinand Herzog von 
Braunschweig und Lüneburg. Im April 1772 

? An einen jungen Herrn von Baronoff, jetzt Ruß. Kaiserl. Kreisrichter in Chstland. Ins 
Stammbuch 1772 / ["Nelle Gedichte«] 

1773 

Spätsommer: [Anna LOllisa Karsclz weist die Annahme von zwei Talern zurück, die ihr Friedrich II. 
geschenkt hat.] 

9 Zwey Thaler gibt kein großer König (4. Sept.) 

10 An Ebendesselben Hochfürstl. Durchl. (= Herzog Ferdinand von Braunschweig
Lüneburg) Den 19. October 1773 

11 An den jüngstgebornen Prinz Friedrich Carl Ludwig von Preussen in Seiner Wiege. 
Den 19ten November 1773/ Dem Andenken des Herrn Hofrath Stahl bei seinem Grabe. 
Berlin, im Nov. 1773 

? An Lehnchen R** über einen Zuckermann 

1775 

7 An meinen Freund, den Akteur H** Den 10. Jul. 1775 
? An meine Freundin / Die neue Versicherung 

1776 

6 Morgengedanken (16. Juni) 

1778 

5 [Begegnllng mit Goethe in Berlin.] An Goethe zu Berlin, Montags den 18. Mai 1778 / Was 
wirst du von dem Weibe denken (27. Mai.) 

6 An Gleim. Den 27. Juni 1778 
7 0 du mein bester unntter allen (3. Juli) / Herzforschung an Göthe 
? An den Herrn Ober-Consistorialrath Gedicke 

1779 

10 Ueber die Vergleichung. An Nanntchen. Den 5. Okt. 1779 

1781 

8 Ich habe viel, sehr viel geduldet und gelitten (6. Aug.) 

1782 

9 Ihre Königlichen Hoheit der Fürstin von Anhalt-Dessau gebornen Prinzessinn von 
Brimnschweig-Schwedt am 24. September 1782 

12 Dem Ritter Bredow der vor Jahren ... (22 12. 1782) 
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1783 

1 An Quitungsstatt geschrieben. Im Jänner 1783 

1785 

4 Die Wassernoth bei Frankfurth an der Oder im April 1785 [27. April] 

5 An Ihro Königliche Hoheit die Prinzessinn Louise, Tochter des Prinzen Ferdinand von 
Preußen K. H. Als diese höchsten Herrschaften Bellevue beziehen wollten. Den 24. Mai 
1785 

1786 

5 An Schiller. Berlin, den 4. Mai 1786 
8 Die Nadelstichsheilung. Den 14ten August 1786 / Zuruf an den Fremdling beim 

Marmorsarge Friedrichs des Großen am 18. August 1786 
9 An die Sonne bei dem Leichenbegräbnisse Friedrich des Größten den 9ten Sept. 1786 

1787 

2 Versuch einer Danksagung an König Friedrich Wilhelm den Vielgeliebten 
8 Trostgesang für Neu-Ruppin bey den Ruinen am 31sten August 1787 

12 Loblied bei dem fünf und sechzigsten Jahresschluß (1787?) 

1788 

[Zunehmende Streitigkeiten mit ihrer Tochter Caroline.] 
1 An den Herrn Baron von Kottwitz zu Boyadel, Neffe desjenigen Freyherrn von 

Kottwitz, welcher sie aus Glogau führte 
9 Versuch eines Gesanges zur Geburtsfeier Sr. Excellenz des Königlich Preußischen 

Kabinets-Ministers Grafen von Hertzberg. Den 2. September 1788 
? Skizze einer Epistel an Herrn Sekretair K*ch 

1789 

[König Friedrich Wilhelm II. von Preußen läßt ihr am Hackeschen Markt ein Haus 
bauen, was ihr jedoch keine finanziellen Erleichterungen bringt. Ihre letzten Lebens
jahre sind überschattet durch Eifersucht und Haß auf ihre ebenfalls als Schriftstellerin 
tätige Tochter Caroline von Klencke, die ihr den Haushalt führt.] 

4 Wie Kindlein, die kallm Wörter lallen (An Gleim, 2. April) 

12 Lobgesang nach tödtlichem Schmerz unter meinen Kindern gesungen am 6ten 
December 1789 

? Den ersten Tag bis in die Nacht (Geschrieben am zweyten Tage meiner Hausbewohnung) 

1790 

5 Nachmittags den 23. Mai 1790 
6 An Frau von Bandemer, die reich war und arm wurde: Im Rosenmond 1790 / Schön ist 

Wahrheit lind Nahtr (22. Juni) / Nachschrift insgeheim zIllesen (Den 23. Juni) 

11 Und wär ich eine Malerin (3. Nov.) 

12 [An Gleim.] Berlin, den 5. Dezember 1970 
? An eine adliche Schuldnerin, für welche sich die Dichterin verbürgt hatte 
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1791 

4 Ich werde nicht die Sa.1t im nädlSten Herbst erleben 
7 An die verwith'·ete ~fadame R*ldt nach Freyenwalde nachgeschrieben. Den 19. Ju!. 

1791 
Juni - Ende September: [Obwohl sie bereits schwer erkrankt ist, reist sie nach FrankflIrt an der 

Oder, um die Versorgung ihres Enkelsolmes Heinrich Wilhelm Hempel sicherzustellen, der dort 
Jura sutdiert.] 

9 Gesang auf eine Hochzeit, welchen die Dichterin in der tödtlichen Schwäche ihrer 
letzten Krankheit zu Frankfurth an der Oder gedichtet 

Anfanf Oktober: [Rückkehr nach Berlin.] 
? An den Herrn von M*p"n in Braunschweig. [Welcher sich dienstlich für den Ritter ihrer 

Muse erklärt hatte.] / An die König!. Hof-Bauadmiil.istration wegen ein paar 
geschenkter eiserner Spahröfen / An die Ostersonne / Eine Gesundheit / Skizze einer 
Epistel an den Herrn Ober-Consistorialrath Büsching 

12. Oktober: [Anna LOllisa Karsch stirbt im Alter von 68 Jahren in Berlin. Im folgenden Jalzre 
veröffentlicht Caroline von Klencke eine umfangreiche Ausgabe ihrer Gedichte.] 
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A 

Ach bester Freund, dein Herz ist grambeklemmt [an 
Gleim, Frankfurt an der Oder, 21. Sept. 1791] 

BwII/366 
Ach, es regnet Il1zauj1lörlidt G159 
Adlill, der stampfende Held, sprach mit dem 

wiehernden Pferde G163 

Ahmt meinem beispiel nach Ihr Frauen [an Gleim, 

Berlin, 21. Sept. 1775] BwII/94 
Alcides stritt mit Löw lind Hyder G334, W93 
Alle Musceln alle Nerven sind [an Gleim, Berlin, 22 

Nov.1783] BwII/193 
Aller Menschen Vater! höre G134 

Allexis, wenn ich midt verwandeln könnte [an Gleim, 

Berlin, Juni 1761] BwI/ll 
Als das Tagebuch der Oestreichischen Armee, 

unter dem Befehl des General von Laudon, 

vorgelesen wurde (Im Weinrnonath 1762) 

A349 

Als die Mutter zwoer Königinnen G59 

Als die Wiederkunft des Königs gewünschet 
wurde (Im Weinrnonath 1761) A345 

Als ein Dichter im Weinrnonath ihr eine Rose gab 
[ca. 1761/63] A358, W15 

Als Friedrichs große Macht in Sdllesien marsdlieret 
G345, R34, W8-1 

Als gesagt wurde, daß in Abwesenheit des Königs 

manches Unrecht geschehen sey [ca 1761/63] 

A346, BwII/492 
Als Gott der geistigen Monaden G333 

Als jemand sagte: der Wein habe manchen Dichter 

auf den Parnaß geführet [ca. 1761/63] A356 
Als Fingst der Hirsch voll Liebesjlamme G252 

Als Lissabon noch ganz in königlicfler Pracht A319 

Als man sagte, der Gram nähm ihr viel Zeit weg 

[ca 1761/63] A351 
Als sie des Sonntags zu einer Lustreise nach 

Charlottenburg eingeladen wurde, und sie 
sich entschuldigte, weil sie den Herrn Rath 

Spalding predigen hören müßte. 1765 G127 

Als sie eine Rose zeigte, an welcher eine Rosen

knospe saß [ca. 1761/63] A354 
Als sie eine zum Scherz verfertigte Ordre an den 

Kanzeleidirektor Brandhorst, und ein Exe-



cutoriale auf einern Tisch fand. Den 5. Julii 

1763 G326 

Als sie krank lag [?] Me86 

Als sie sich gegen den Angrif eines Freundes mit 

verschiedenen Einfällen gewehret hatte, und 

bald darauf ein wilder Schweinskopf auf die 

Tafel gesetzet wurde [ca. 1761/63] A352, 

W18 

Als sie über beständiges Kopfweh geklagt hatte, 

und darauf erinnert wurde, des 

Gesundheit zu trinken [ca 1761/63] 

W114 

Königs 

A347, 

Als sie während eines Ungewitters von einern 

Dichter gefragt wurde: ob sie sich vor dem 

Donner fürchte? [ca 1761/63] A357 

Als von Lobgedichten gesprochen wurde [ca. 

1761/63] A350, W102 

Als von Sanssouci gesprochen wurde (Im 

Weinrnonath 1761) A3-!8, W93 

Alten RlzeJjnwein mödtt ich !taben (an Lebbäus 

Benzier, Sekretär des Grafen Stolberg

Wernigerode) H381 
Alzindor und Lucinde. Eine Romanze [? zwischen 

1761 und 1772] N21, WH9 

Alzindor lind Lllcillde N21, W149 

Am Busen ist sie mir gestorben G292 

Amm Göthe. Zu Berlin, Monntags den 18 Mey 

1778 [an Gleirn, Berlin, 27. Mai 1778] BwII/ 
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Am vierlIndzwanzigsten des Veilc/tenmonds bekränze 

(Dezember 1790) H372 

Am wemenreidten 51rreegestade G273, W117 

An Brücknern Als er die Rolle Medons spielte [? 

zwischen 1761 und 1772] NU 

An das Fräulein von Mose. 1741 R37, G341 

An das kommende Jahr [?] G333 

An das Vaterland bei der triumphierenden 

Wiederkunft des Königs [30. März 1763] 

B227 

An den ApolI, daß er die Leyer zurücknehmen 

möchte. [Als sie zu Berlin wegen Mangel an 

Quartieren einige Zeitlang in einer Dachstube 

wohnen mußte.] 1763 G28, M3H, R77 

An den berühmten Chodowiecky [?] G221, Me82 

An den berühmten Maler Herrn Rode [?] G195 

An den Dohmdechant Freyherrn von Spiegel, zum 

Diesenberg, als er gesagt hatte, daß er schlaf

lose Nächte hätte, und bey Lichte nicht gut 

lesen könnte. 1761 A278 

An den Dohmherm von Rochow, als er gesagt 
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hatte, die Liebe müsse sie gelehret haben, so 

schöne Verse zu machen [ca. 1761/63] All 0, 

H398, R68, W18 

An den einjährigen Wilhelm von K [?] G70 

An den Freyherrn von A. aus Cöthen über die 

Winterlustbarkeiten in Berlin [?] G92 

An den Freyherrn von Kottwitz, als er ihr 

Gemählde zeigte, und sie fragte, ob die 

Blumenstücke nicht schön wären? [ca. 

1761/63] A273 

An den Frieden [?] G335 

An den General-Lieutenant von Seydlitz. Auf das 

Erzgebirge zu Freyberg [?] G24 

An den Herrn Baron von Kottwitz zu Boyadel, 

Neffe desjenigen Freyherrn von Kottwitz, 

welcher sie aus Glogau führte. Im Januar 1788. 

G165 

An den Herrn Grafen von Stollberg Wernigerode. 

Nach der 14ten Ode aus dem 2ten Buche des 

Horaz [?] G32 
An den Herrn Kanonikus Gleim. Halberstadt, den 

29. Sptbr. 1761 G72, W73, Me73 

An den Herrn Kanonikus Gleim. Magdeburg, im 
October 1761 G163 

An den Herrn Music-Director Rolle, über die 

Cantate des Friedens-Festes. 1762 A231 

An den Herrn Ober-Consistorialrath Gedicke. 

1778 G246 

An den Herrn Regierungs-Advokat Köpfen (Zu 

Magdeburg, den lOten März 1762) A181 

An den Herrn von M*p*n in Braunschweig. 

[Welcher sich dienstlich für den Ritter ihrer 

Muse erklärt hatte.] 1791 G156 

An den jungen Lenz [ca 1761/63] A323, Me57, 

W47 

An den jungen Tytirus über eine Rosenknospe [?] 
G292 

An den jüngstgebornen Prinz Friedrich earl 

Ludwig von Preussen in Seiner Wiege. Den 

19ten November 1773 G55 

An den klagenden G*d. Den 11. November 1765 

G20 

An den kleinen von K über die Landkarte von 

Persien, Griechenland und ganz Asien [?]. 

G98 

An den kranken Herrn Rector Goldhagen (Zu 

Magdeburg den 21ten August 1762) A291 

An den May (zu Berlin den 27ten May 1761) A39, 

Me59, W49 

An den Phöbus. Den 27. Oct. 1763 G66, W153 
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An den Phöbus Apollo wegen des ihr von dem 

Freyherrn Dohmdechanten von Spiegel ge

schenkten dreyseitigen Pettschafts. 1764 G34 

An den Prinzen von Preussen am Tage seines 

Religionsbekenntnisses (Zu Magdeburg den 

28ten des Jenners 1762) A82 

An den Prinzen von Preussen, als von dem 

Nutzen der Geschichte gesprochen wurde [ca. 

1761/63] A257, W102 

An den regierenden Reichsgrafen von Stollberg

Wernigerode über die Freude, Seinen einzigen 

Enkel glücklich vermählt zu sehen. Im 

November 1768 GllO 

An den Reichs-Grafen zu Stolberg-Wemigerode 

[ca 1761/63] A89 
An den Schöpfer an ihrem Geburtstage den lten 

des Weinmonats 1761 A7, Me88, R136, W40 

An Denselben (=Milon) [?] G29O, R86 

An Denselben (=Palemon) [ca. 1761/63] A235 

An den Wein [?] G329, H400, Me106 

An die Chartenspieler [ca. 1761/63] A190, W22, 

Me68, R83 

An die Clio wegen des Königes den 24sten Jenner 

1764 G7 

. An die Frau Doktorin M. [?] G68 

An die Frau von Reichmann. 1761 A87 

An die Frau von Reichmann, Kommendantin zu 

Magdeburg. 1762. G248, R73, W27 

An die Freyfrau von Troschke und Rosenwehrt [ca. 
1761/63] A103, W58 

An die goldene Feder von Palernon geschenkt [ca. 

1761/63] A62 

An die jüngste Demoiselle St*h!. 1764 G257 

An die Königinn. Den 24. Jenner 1765 G104 

An die Königin. Ueber eine Lustfahrt auf der Eibe 

mit den Prinzeßinnen von Braunschweig. zu 

Magdeburg im August 1762 A71, R75, W94 

An die König!. Hof-Bauadministration wegen ein 

paar geschenkter eiserner Spahröfen. 1791 

G188, W31 

An die Leda [?] G30, Wl54 

An die Melpomene wegen des Prinzen Heinrichs 

des jüngern Königlichen Hoheit. Verstorbenen 

Bruder Seiner Majestät des Königs. Den 30sten 

December 1763 G107 

An die Mnemosyne, bey dem allerhöchsten Feste, 

welches Se. König!. Hoheit Prinz Heinrich Sr. 

Majestät dem Könige gab. Am 24. Jenner 1766 

G5 

An die Muse, daß sie den Abend der großen 

Illumination singen solle. Den 4. April 1763 

G48, W99 

An die Mütter des reisenden Chur- und lieflän

dischen Adels [? zwischen 1761 und 1772] 

N65 

An die Najade. Den 14ten Julii 1765 G18 

An die Ostersonne. 1791 G270, M332, Me97, 

R130, W78 

An die Prinzessinn Heinrich. Halberstadt, den 23. 

Febr.1762 G145 

An die Sonne bei dem Leichenbegängnisse 

Friedrichs des Größten den 9ten Sept. 1786 

G121 

An die Stadt Berlin wegen Sr. König!. Hoheit des 

Prinzen und Feldherm Heinrichs. Den 18. 

J enner 1764 G3 

An die verwittwete Frau Baronesse von Sievers in 

Altona [? zwischen 1761 und 1772] N3 

An die verwittwete Madame R*ldt nach Freyen

walde nachgeschrieben. Den 19. Ju!. 1791 

G159 

An E. [?] W117 
An Ebendesselben Hochfürst!. Durch!. (= Herzog 

Ferdinand von Braunschweig-Lüneburg) Den 

19. October 1773 G152 ~ An Se. Hochfürst!. 

Durch!. den Herzog Ferdinand von 

Braunschweig-Lüneburg.1771 

An eine adliche Schuldnerin, für welche sich die 

Dichterin verbürgt hatte. 1790 G168 

An eine Dichterin, welche das Klavier spielte. 1767 

G78, R109, S156 

An eine Freundin [?] G300, R103 

An einen Alten [?] G329 

An einen, der das Klavier spielte [?] G328 

An einen Freund der melancholisch den Tod einer 

Freundin beweinte [ca. 1761/63] A43 

An einen Ingenieur, Liebhaber der Phyllis. 1766 

G301 

An einen jungen Freund. Im März 1763 G76 

An einen jungen Herrn von Baronoff, jetzt Ruß. 

Kaiser!. Kreisrichter in Ehstland. Ins Starnrn

buch 1772 G332 

An ein glückliches Volk [?] G334, W93 

An Frau von Bandemer, die reich war und arm 

wurde: Im Rosenmond 1790 H367· 

An Gleim (Berlin, den 14. Juni 1761) H90, Me63, 

R90 

An Gleim. Empfangen, den 22 Juni 1761. Morgens 

um 7 Uhr H399, R91, BwIj22 

An Gleirn. Den 27. Juni 1778 H294 



[An Gleim.] Berlin, den 5. Dezember 1790 R129, 

Me72,H404 

An Gleminden, nach einem Ungewitter [ca 

1761/63] A3-tl, R72 
An Goethe zu Bcrlin, Montags den 18. Mai 1778 

H292, M327, R120, BwII/120 

An Gott [ca. 1761/63] A14, H391, Me96 

An Gott [ca. 1761/63] A23 

An Gott [ca. 1761/63] A28 

An Gott als sie bey hellem Mondschein erwachte 

[ca 1761/63] A3, W42 

An Gott bei dem Ausruf des Friedens. Den 5. 

März 1763 G129, W257 

An Herrn Borchmann, als er bat, mit einer 

Schüssel vorlieb zu nehmen [ca. 1761/63] 
A355 

An Herrn D. K. 1761 G320 

An Herrn Dohmdechant, Freyherrn Spiegel zum 

Diesenberg, als vom Horaz gesprochen wurde 

[ca. 1761/63] A353 
An Herrn Doktor Krünitz wegen ihres Pettschafts. 

1766 G322 
An Herrn Geheimen Rath Buchholz an seinem 

Geburthstage (Den 30ten des Heumonats 

1761) A133 

An Herrn Gleim, am Tage der Geburt eines 

Menschenfreundes (Zu Halberstadt den 22ten 

des Hornungs 1762) A221 

An Herrn Gleirn Bey Besteigung des 

Spiegelberges ohnweit Halberstadt (Zu 

Halberstadt den 26ten des Herbstmonaths 

1761) A204, B163, M308, R95, W16 

An Herrn Hofrath Raspe, in Cassel [? zwischen 

1761 und 1772] N39 

An Herrn Leibmedicus Zimmermann. Bey seiner 

ausgestandnen Wundkur in Berlin, 1771 N3-t 

An Herrn Professor E [?] G37 

An Herrn Professor Sulzer (Zu Berlin im Merz 

1761) A138, R61 

An Herrn Professor Sulzer, über das Bild seiner 

verstorbenen Gattin (Zu Berlin im April 1761) 

AU! 

An Herrn Professor Sulzer, über den Tod seines 

Kindes (Zu Berlin im April 1761) A1-n 

An Herrn Utz, den Verfasser der lyrischen 

Gedichte [ca. 1761/63] A186, M318, R67, 

W19 

An Herrn Utz (Zu Halberstadt den 8ten des 

Weinmonats 1761) A188 

An Herrn von G. den Officier und Dichter [?] 
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G209 

An Herrn von Humbracht nach einem Ungewitter 

(zu Magdeburg den 5ten des Herbstmonats 

1762) A36 

An Herrn Zachariä, den Verfasser des Gesanges 

von der Hölle, zu Braunschweig (Im April 

1762) A177 

An Ihre Majestät die Königinn am Tage nach 

Ihrem glorreichen Einzuge in den Königl. 

Pallast. Den 17ten Februar 1763 G45 

An ihren ersten Mann. In ihrem achtzehnten Jahre 

gemacht,1740 G343 

An ihren Geist, wegen der Unmöglichkeit den 

König zu singen [ca 1761/63] AllS, W83 
An ihren verstorbenen Oheim den Unterweiser 

ihrer Kindheit. 1761 A92, R64, WlO 

An Ihro Königl. Hoheit die Mutter des Preuß.

ischen Thronfolgers. Den 29sten Jenner 1764 

GI 01 

An Ihro Königliche Hoheit die Prinzeßin Amalia, 

bey dem Empfang des Prinzen Heinrichs. Den 

5ten Jenner 1763 A120 
An Ihro Königliche Hoheit die Prinzessinn Louise, 

Tochter des Prinzen Ferdinand von Preußen K 

H. Als diese höchsten Herrschaften Bellevue 
beziehen wollten. Den 24. Mai 1785 G237 

Anläßlich einer Redoute bei der Hochzeit .des 

Prinzen Heinrich [?] H401, W104, Mll5 

An Leda [?] S155 

An Lehnchen R** über einen Zuckermann 1773 

G202, Wl56 

An Mademoiselle Gräf, über die Miß Sara 

Sampson [?] Rll1 

An Mademoiselle Rehbeld in Berlin, nach 

überstand- nen Pocken [? zwischen 1761 und 

1772] N63 

An Mademoiselle Sack [?] G266 

An Mademoiselle Stahl [ca 1761/63] A126 

An Mademoiselle W. Buchholz, auf ihren Geburts

tag (Den 30ten des Wintermonaths 1761) 

A301 
An Marinetten [?] W153 

An meine Freundin. 1775 G331 

An[n] meinem freund Gleim über Leßings Wehrt 

[an Gleim, Berlin, März 1781] BwII/l50 

An[n] meine Mutter in jene Welt geschrieben den 

dritten Juny 1785 BwII/469 

An meinen Freund, den Akteur H** Den 10. Jul. 

1775 G174 

An Milon [?] G288 
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An Milon [?] G294, M309, R85 

An Milons Billet [?] G298, R87 

An Montan [?] G333 

An Montan über Spaldings briefe an Gleim [?] 
Bw II/389 

An Palemon (Den 20ten des Herbstmonaths 1761) 

A207 

An Palemon (Den 2ten April 1762) A298 

An Palemon (Im Christmonath 1761) A183 

An Palemon, als er von Mageburg nach Berlin 

verreisen wollte (Im Merz 1762) A300 

An Palemon, als Herr Oeser das Bild der Dichterin 

entworfen hatte (Den 16ten des Christmonaths 
1761) A228 

An Palemon, als sie die goldene Feder vermißte 

(Den 6ten des Christmonaths 1761) A336 

An Palernon, an ihrem Geburtstage. Den lten des 

Christmonaths 1761. A217, R134 

An Palemon, der Spaziergang auf dem Fürsten

wall (Zu Magdeburg im kalten April 1762) 
A214, W23 

An Palemon, nach ihrer Zurückkunft aus 

Halberstadt (Im Weinmonat 1761) A2ll 

An Palemon, zu seinem Geburtstage. 1762 [2. 

April] A233 ->An Denselben 

An Phillis. Eine Einladung zu den Ruinen bey 

Potsdam. 1765 G90 

An[n] Quitungsstatt im Jenner 1783 BwII/450, 
G324, R196, H312 

An Schiller. Berlin, den 4. Mai 1786 M329, R125 

An Se. Hochwürden Gnaden den Herrn Dom

dechant Freyherrn von Spiegel zur Feyer des 

22sten Februars 1765 G61 

An Se. Hochfürst!. Durchlaucht den Herzog 

Ferdinand von Braunschweig-Lüneburg. 1771 

G149, RllO 

An Seiner Königlichen Hoheit den Prinzen 

Heinrich [ca. 1761/63] All8 

An Se. Mejestät den König von Polen. Neu

Fraustadt in Polen 1752 G352 

Antwort der Dichterin. Geschichte der Unter

redung mit dem Philosophen zu Sanssouci 

[1763] G183, W106, M315, MeHl, S141 

An Tyrsis. Als man die erste Nachricht erhielt, daß 

der rußische Käyser Peter der dritte des 

Königs Freund sey, und darüber ein Fest 

angestellet war. Den 9ten des Hornungs 1762 

A49, M311 

An Venus, über die stolze Phillis. 1763 G67 

An W. [?] Wl58 

An W. *** Als er den Tod Peter des dritten beklagte 

[1762] A53 

Aphrosine. Ein Erzählung [? zwischen 1761 und 

1772] N17 

AI'0ll! nimm deine Leyerwieder G28, M31-l, R77 

Arie. In Schwiebus 1742 G350, Me%, W39 

Aspan, ein Edelmann, gewalmt zum Zeitvertrieb 

G224, W143 

Allch Götter ärgern sielt. Von eines Aergers Glut 

G195 

[Auf den Sieg bei Leuthen.] Am 5. Dezember 1757 

R39 

[Auf den Sieg bei Torgau.] Am 3. November 1760 

R51 

Auf den Tod des Prinzen Heinrich von 

Braunschweig zu Berlin den 12ten des Herbst
monats 1761 A74 

Auf die Geburt der Königinn Charlotte von 

Großbritannien [? zwischen 1761 und 1772] 

N44 

Auf die Geburt des jungen Prinzen von Preussen 

König!. Hoheit. Berlin, im Augustmonat 1770 

G38 

Auf die krankgewesene Braut des kochischen 

Acteurs, welcher in der Emilie den Grafen 

Apiani macht. Am 12. April 1772 N51 

Auf eine Glocke die in Magdeburg umgegossen 
ward [ca 1761/63] ASS 

Auf[f1 Erden ist kein stallb Imd all!! den ballm kein blat 

[an Gleim, Berlin, empf. Okt. 1784] BwII/ 
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Aufforderung an die Dichterin von Herrn Doktor 

Krünitz [Als in Sanssouci der König mit ihr 

gesprochen hatte]. Den 24. Okt. 1763 G182, 

W106 

Aufforderung an die Muse, daß sie dem Philosoph 

zu Sans-Souci nachfliehen soll. Den 21. April 

1763 G52 

Auf Ihro königl. Hoheit die Fürstin von Anhalt 

Dessau. Den 24 August 1771. N49 

Aufmunterung an den Geheimen Rath Freyherrn 

von Labes, wegen seiner Betrübniß über Peter 

den dritten (Den 20ten des Weinmonaths 

1762) A294 

Auf Palemons Flügel (Den 20ten des Heumonats 

1761) A198, Me69 

Aufruff, an meinem Freund zum Todtenopfer 

Friedrichs [Berlin, 20. Aug. 1786] BwII/262 

Alls alleIl himmlischen Be:irken G63 

Aus einer Bußtagspredigt des Herrn O. C. R 



Spaldings. Im Sept. 1766. In Herrn Doct. 

Krünitz Stammbuch G336 

AllS lwdlerllObenem Stamm elltstelm Me127 

AllS seiner Acten-Sdzanze tiefllervor A188 

B 

Begebenheit im Reiche Plutons, nach der Schlacht 

bey Torgau. 1761 A331, W112 

Begebenheit zu Wien in der Kaiserlichen Burg. 

Den 12. Februar 1762 / Den 17ten eod. / Am 

21. eod. Abends nach 11 Uhr / Halberstadt, 

den 21. Febr. 1762 G311, R146 / G312 / G313 

begieriger als beyde Gradu:n [an Gleim, Berlin, 17. 

Febr.1785] BwII/221 

Bei dem Al'0ll schwör ich: mich hat nicllt T1lyrsis lieb 
G315 

Bei dem jubel vollen Empfange der Königin. Den 

16. Februar 1763 G9, M313 

Bei dem Lärmen, bei dem Tanze R142 

Bei dieser Sonne schwör iclls dir G332 

Bei Erinnerung ihres ersten Freundes [?] G335 

Beim Brokensdmeeherrllnttersclimel:er [an Gleim, 

Berlin, 13. März 1784] BwII/203 

Beim Gerällsch des Schallspieltan:es G287 

Bei Reidlenberg, narn Friedrichs Sieg G20-l, H393, 

W136 

Belloisens Lebenslauf [?] G197, H396, M318, 

Me53, R69, W9 

Ben-Ha-Alim, ein Prinz erzogen an dem T1lroll A307 

Bestrafte Reiselust [?] Me118 

betafibt Saß ich fll1n ann der Seilte [an Gleim, Berlin, 

21. Sept. 1775] BwII/93 

Bey dem Eheverbündniß meines jüngsten Bruders 

Ernst Daniel Hempel. Berlin, den 24. April 

1765 G113 

Bey den Unsterblichen Zll seyn G37 

Bey Friedridl WiIhelms Kriegsgetüse [an Gleim, 

Berlin, 10. Aug. 1786] BwII/260 

bist dllnodl hier du Jrelldenbringer [an Gleim, Berlin, 

3. Dez. 1785] BwII/2-l1 

bist 1/idlt amm Ocerstrom gekommell [an Gleim, 

Berlin, 4. Sept. 1781] BwII/161 

Blick allf! blick allf von deinem Asdle1l1liigel G117, 

Wl-l0 

Brief an einen reisenden Cavalier 1785 BwII/466 

C 

Comelia - nidll eine Römerin, nein, eille alls dem 
Volk R138 
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Cybele, eine Erzählung [? zwischen 1761 und 

1772] N5 

Cyntia lächelt IIns ZIl G209 

D 

Da bitten mich mm alle Lellte [an Gleim, 31. Mai 

1778] BwII/423 

Da liegen sie, versteckt in Felsenlöchern G24 

Da Mandloff, der einmal die Kanzelei regiert G326 

Dank für die Heimfahrt aus Pankow nach dem 

Sturm [?] Me122 

Dank für' ein Paar wunderhübscher Schuhe [?] 
Me117 

Danklied am drey und sechzigsten Geburtstage 

nach langwieriger Krankheit [1785] G138 

Damm wende nicht trallrig H367 

Das Abentheuer einer Winternacht [1770] H254, 

Mel07, W28 

Das beständige Einerlei. 1759 G224, W143 

Das Feuerwerk am Ufer der Eibe an den Herrn 

Professor Sulzer (Zu Magdeburg den 18ten 

May 1762) A173, W25 

Das Harz-Moos, als Herr Dohmdechant Freyherr 

Spiegel zum Diesenberg etwas Moos vom 

Harzgebürge mitgebracht hatte (Zu Halber

stadt den lOten des Weinmonaths 1761) 

A339, Me82, R71, W77 

Das Lob des Essens. An Quintus Icilius. 1764 

G84, M321, R81, W53 

Das Lob des Rebensaftes ward G84, M321, R81, 

W53 

Daß billtl ich, ja daß sol ich sein [an Gleim, Berlin, 6. 

April 1784] BwII/207 

Das Schicksal. Sr. Wohlehrwürden des Herrn 

Feldprediger Klettk bei Gelegenheit dessen 

Nahmensfestes gesungen. 1755 G358 

Daß de1/ Pompejl/S Cäsar iibemJ/lndell G334 

Daß Doctvr Winndreidl Wildebrand (Wieder Im 

bette geschrieben den 2 Septtember 1791) 

BwII/364 

Daß Friedrich im Trillmph zlIriicke sich bege/Je R142 

Daß Gliick Bestimmte dieseli Sdmlllk [an Gleim, 

Magdeburg, 22. April 1762] BwI/l0l 

Das T1lier hat Maß 11/stinkt; der Mensdl hat einen 
Geist [1762] G318 

Das tödtlich kranke Kind, an Herrn Professor 

Sulzer (Zu Berlin den 17ten Merz 1761) A330 

Das Türkische Bacchusfest. Dem Obristen von 

Anhalt gesungen. 1763 G63 

Das Ungewitter. An meinen Freund 17. Juni 1761 
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(unvollendet) H392 

Das Ungewitter in der Nacht vom 31ten August 
1761 AI0, Me90, W61 

Das Versprechen eines Mannes an seine kranke 

Frau. Der Jungfer Fethackin erzählt im Stahl

sehen Hause N56, W148 

Das Wunderbild, eine Erzählung [ca 1761/63] 
A315 

Deckt noch der Schlaf dein Auge ZII HI09, Me63, 

RI00 
Deine Seele giebt mir immer G331 
Dein Halberstlidter PlIblicum [an Gleim, Berlin, 22 

Juni 1785] BwII/235 
Dein schwarzes Auge macht das Dunkel W153 
Dem Andenken des Herrn Hofrath Stahl bei 

seinem Grabe. BerIin, im Nov. 1773 G260 
Dem Enkel zum Abschied, da er nach Frankfurt 

geht [1791] H375 

Dem Ritter Bredou. der vor Jallren [an Gleim, 22. Dez. 
1782] BwII/424 

Dem Vater des Vaterlandes Friedrich dem Großen, 

bei triumphirender Zurückkunft gesungen im 
Namen Seiner Bürger von A. L Karschin. Den 
30. März 1763 B229, G11, S151, W90 

Dem reichen Plichter Sdlinkenmnd G199 
Den dämmerungsgrauen Rok, und allch den Dennk

dllcaten [an Gleim, Berlin, 5. Dez. 1790] 
Bw II/ 349, H404, Me72, R129 

Den Erdgebvhmen allen N41 
Den ersten Tag bis in die Nacht (Geschrieben am 

zweyten Tage meiner Hausbewohnung) H359 
Den griihchenllidlelnden Jlinkes besang net/lidl der 

G303 
Den Musen hold und treu A243 
Den Oberscliiifer Friedrich A49, M311 

Den 22 Juny 1761. Morgens 7 Uhr H399 

Der Adler und die Pfeifvögel. Eine Fabel [?] 
G275,MeI25, W159 

Der ältisten Tochter des Hoftbuchdrllcker Dekers 

an Ihrem Geburtstage den funfundzwanzigs
ten Februar [an Gleim, Berlin, 27. Febr. 1771] 

BwII/30 
Der altte waT..:re Grenadier [an Gleim, Berlin, empf. 

15. Sept. 1778] BwII/129 
Der Dank an Herrn Borchmann (Aus dem Brief v. 

30. Juni 1761) H91 
Der 13te Mai 1758, als der Tag des Schreckens in 

Glogau G362, H51, R42, W119, Me140 

Der du allf Steinen wul mif grallgewordnen Miirlzen 
N39 

Der Du den Pinsel des Apelles G82 

Der Dll den Tempel Deines nellen Frellndsdtaftbandes 
B229, G11, Me132, S151, W90 

Der du des Gliickes Eigensinn ertragetl A294 

Der dll mein Allge gilt getroffen G221, Me82 

Der dll mir dieses Saytenspiel bespanntest G34 

Der dll mit finstern Blicketl ganz veräd,tUd, A43 

Der dll mit ladlendem Allge A211 
Der du nadl sehreeklidIen Gewittern A14, H391, 

Me96 
Der Feldzug in Sachsen eröfnet vom. Prinzen 

Heinrich des Königs Bruder. Zu Magdebllrg 

den 18ten May 1762 A80, M312 
Der Frau Geheimen Räthin Buchholz. 1761 A128, 

W20 

Der Frühling an die Frau von Wrech [ca. 1761/63] 
A33, Me55, R62, W45 

Der große Knto war kein Weiser N34 

Der Himmel bleibet lallter Wvlke (Aus dem Brief v. 
23. März 1763) H186 

Der Himmel der dllrch Seine sdletlkllng [an Gleim, 
Berlin, 28. Dez. 1768] BwIj337 

Der jllnge Tag, zlIriickgeko/tl/tlen A25 
Der Jungfer Fetltackin er::.lihlt im Stahlsellen Hallse 

N56 
. Der König lebt! lind dein Gesang AI06 
Der Liebhaberhut. Eine wirkliche Begebenheit [?] 

GI93,Mel09, W157 

Der Leibmedicus Zimmermann, in Sanssouci. Den 
Hen November, 1771 N37 

Der Maler? 0 FrelInd, geflltlden Me85 
Der midI allS unanställdigen Geschliften All-V, 

M320, R79 

Der Morgen drellt sein heitres Angesichte A21, 
Me5-l, R60, W44 

Der Neid gleicht einer Spinne BwII/388 

Der Pächter und der arme Schäfer. Eine Dosen

malerei-Geschichte [?] G199 
Der Persische Prinz, eine Erzählung, an Ihro 

König- liche Hoheit den Prinzen Heinrich von 
Preussen [ca. 1761/63] A308 

Der Provisor mengt geschwinde G330, RI23 

Der Rinderhirte lebt IIvch dort G??6 

Der Sänger bey der Heerde, in Welschland, eine 

Erzählung [ca. 1761/63] A311 

Der Schlaf, an Herrn Gleim, als er sagte, daß er 
immer gut schliefe, und sie gebethen wurde, 

dem Schlaf ein Lied zu singen. Den 2ten April 

1762 A225, W70 

Der Sd,öllen Kiinste größte Ridller [an Gleim, Berlin, 



4. Juli 1764] BwI/218 
Der seinen Stlll,l hoch iiber alle Thronen B227 
Der sichere Fromme. Aus einer Predigt des Herrn 

Ober-Consistrialrath Spalding. 1766 G41 

Der Skorpion, die Schildkröte und die Gans. Eine 

Traumfabel [?] G273, Me124, W117 

Der Sturmwind heult den Tag und mich abscheulidl 
an (Aus dem Brief v. 7. Februar 1762) H129, 

RI04 

Der Tod. An Herrn Professor Sulzer. [ca. 1761/63] 

A147 
Der Tugend Freund! der Wahrheit Redner, Du -

G76 

Der unnachalunliche Pindar, an Herrn Ramler 

(Den 24ten Jenner 1763) A167 

Der Unterschied eines Schmauses und einer 

kleinen vergnügten Mahlzeit. Den 4. Jun. 1761 

G322, W57 

Der Vater alles Zanks ist das verhaßte Meill G314, 

W92 
Der Vorsatz, ich wills nicht mehr Thun [an Gleim, 

Berlin, 21. Sept. 1775] BwII/93 
Der Weidendanun ~ Die Spazier-Gaenge von 

Berlin 

Der weinende Amor, bey Betrachtung einer 

Bildsäule zu Charlottenburg im Garten (Den 

16ten des Heumonaths 1761) A333 

Der Weingott ulld der Herzenszieler [an Gleim, 

Berlin, 4. Juli 1764] BwI/218 
Der Winter drollt mit LII11genpeiie R145 

Der Winter hauchet Frost all diese diillne Wand 
G248, R73, W27 

Der Zorn über Thyrsis [?] G315 

Des Glückes Bllllllt:nkörbdlen stickte Me117 

Des Jovis, der Latona Sohn G78, RI09, S156 

Des längst versöhnten SdLicksals SdzlujJ R124 

Des 2-lsten Januars musikalische Feier in der 

Darletschen Wohnung. 1763 G180 

Des Waldes l1Liere sind dem Löwen untertlwn A352 

Des Weinstocks Saftgeurädlse ward Bl64, G125, 

M322, R82 

Dich flieht der Sdllaf? didl sieht die Lampe wadIen? 

A278 

Didl fimff:el1 Winter alttes Kind [an Gleim, Berlin, 

27. Febr. 1m] BwII/30 

Did" grosser Friedridl, sing id, nidlt A3-!9 

Didl soll Dein Hmmdum sdlöll11etnigell H91 

Didl wieder liebster Gleim ::u 1It:1/11t:1l [an Gleim, 

Berlin, 10. Juni 1773] Bwll/32 
Die Abendmahlzeit auf dem Lande, an Herrn 
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Geheimen Rath Buchholz (Den 16ten des 

Heumonats 1761) A130, Me61, W55 

Die Allmacht und Güte Gottes. 1761 A16 

Die Castanien-Bäume [?] W65 

Die dll das Feld des Krieges iiberJlogest G-l8, W99 

Die du den goldnen Apfel hingerissen G67 

Die du der goldnen Zeit zu Dir gewiinschte Tage G3 

Die Du gleich einem andern Mensdlenkinde G101 

Die Du von eines 71lronensitzers Mund geküßt G257 

Die einst zu jedem Iwnigsiißen Liede G7 

Die Fahrt der Königlichen Braut nach Engelland 

(Im August 1761) A85 

Die Felsen-Bruder, an den Reichs-Grafen zu 

Stolberg-Wernigerode 1761 A99 

Die freuden die du mir beschrieben [an Gleim, Berlin, 

11. Okt. 1786] BwII/276 
Die Freunde, an Palemon, nach Herrn Gleims 

Abreise aus Berlin (Im Heumonat 1761) 

A195, R66 

Die göttliche Vorsehung. 1760 G389, M305, 

Mel00, R56 
Die göttlichverkannte Phillis im Walde. 1763 

G252 

Die große That des Julius Cäsars [?] G334 

Die guten Götter lieben dich [an Gleim, Berlin, 9. 

Sept. 1775] BwII/85 
Die Habsucht der Könige. Halberstadt, den 22. 

Febr.1762 G314, W92 

Die Hoffnung sdll11eichelt mir, Sie werden permittiren 
G341, R37 

Die illr eudl tlie den Nordwind laßt entkleiden G9, 

M313 
Die ihr sdwn ein halb Jahrhundert iiberlebt N5 

Die klagendn Musen und Apoll [?] G191, MelOS 

Die Lehre will idl mir Be1wltten [an Gleim, Berlin, 21. 

Sept. 1775] Bw 11/94 

Die Linden --->Die Spazier-Gaenge von BerIin 

Die Musen alle sind :u wenig A231 

Die Muse JlieTlt :u dir, einsamer Cran:: von Weiden! 
W63 

Die Nadelstichsheilung. Den 14ten August 1786 

G207 

Die neue Versicherung. 1775 G332 

Die reife Trau/1e hört ich jiillgst zur Rose sl'redlen 
A358, W15 

Die Residenzien zusammell [an Gleim, Berlin, 9. Nov. 

1786] Bwll/282 

Die RoSt:nsdlwester ist 1l0dl kleill A354 

Die Sehnsucht der Freundschaft, an Herrn Gleim 

(Zu Berlin den 2lten des Heumonats 1761) 
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A163 
Dies ist in ihrem vollen Reit:e G321, W155 
Die Sommer-Nässe, an Herrn Gleim. 1761 A160, 

W12 
Die Sonn' am blauen himmlisc1len Geu'ölbe A85 

Die Spazier-Gaenge von Berlin [?] W63 

Dieß war Ein Kuß den lIlan im Spiele BwI/371 
Dies Tantalussisc1le Verlangen G300, RI03 
Die stille Nacht streut ihre Schlummerkörner A225, 

W70 
Die Straße bebt die Fenster zittern [an Gleim, 

Magdeburg, 8. Nov. 1761] BwI/37 

Die Veilchen [?] Me65 
Die Vorsicht giebt mir Fleiß an Trauben oftmals wenig 

G325 

Die Vonvelt redete viel von der schwarzen Kunst 
W158 

Die Wassernoth bei Frankfurth an der Oder im 

April 1785 (= am 27. April) G217, W138 
Dir, edle Trauerfrau, die mit dem Aschenkmge N3 
Dir, Freundin, sei mein Dank und Herzensguß 

gebracht Me122 
Dir, 0 mein Freund, mein Sulzer will ich singen 

A138, R61 
Dir will ich sagen, daß kein Pietist so sic1ler (Aus dem 

Brief v. 1. Oktober 1763) H202 
Vitmar spielte mit Minetten G207 
Don Goldofon: oder der sterbende Geizige, eine 

Erzählung (Den 16ten des Wintermonaths 
1761) A319 

Dorimön und Amariethe in ihrer neuen Wohnung. 
1768 G276 

Dorimön und Amariette. Ein Idyll. Bey der Ver
mählung des jungen Grafen von Stolberg
Wernigerode [? zwischen 1761 und 1772] 

N28 

Doris an Damon/ der Kuß [21. Juni 1761] 

BwI/371 
Dort, wo die Nacht, allfllll1ldertjiihrgen Eichen A152 

Drei Musen hüpfen auf [?] Me67 
Du aus den Händen der Natur A301 

Du bist viel gUicklicher als ich (Aus dem Brief v. 10. 

Juni 1762) H157 
Du lm:ll1lend Fett vom schon verzehrten Tiere Me91 

Du, den Germanien mit klagenden Gesängen G335 

Du, den ich lange schon verelzrte G110 

Du der du so geistreich bist BwII/425 

Du, der vom Weine berauscht, die Lust der Erde 
besungen Al86, M318, R67, W19 

DIl, dessen Auge nic1lts verriith G92 

Du deßen lieblichste Gel1ärde [an Gleim, Berlin, empf. 

2. April 1773] BwII/34 
Du dichtest, wenn du Dichter bist W117 

Du dmckest Dir das Siegel ab G322 

Duett zu einer Operette G256 

Du Glaß! an meines Grabes Rande A347, W114 

Du goldner Schlaf ->An Gleim (Berlin, den 14. 

Juni 1761) 
Du goldner Schlaf, bist du von ihm genossen (Aus 

dem Brief v. 14. Juni 1761) H90, Me63, R90 
Du Gott des Krieges, laß die Erde! G244, W98 
Du großer Ferdinand, ich brannte Dic1l zu seIm G57 

Du Herr der Felsen, die einander gleichen A99 

Du junger Friihling kommst herab A323, Me57, 
W47 
Du kennst den Gmnd der Festungswerke G301, 

Me111 
Du ke/lnst /loch nicht den Regenbogen G70 

Du liichelst, Plzöblls! diese nackten Riillll'fe G66, 

W153 

Duldmanns Rache [?] G212 

Du liegst zu Bette, Freund! an Haupt lmd Fiissen 
kra/lk A291 

Du, mir aus Händen der Freundschaft A62 

Du noch nicht ltalb geleerte Schale! R145 
Du Priesterkind! den Musen nachZ/lsteigen G266 

Durch deitles Lagers Ueberhang G90 
Dllrchlal/c11ter Fels, der ehemals den Wogen G152 

Dll Siinger, aus dem Lande A239 
Dll Sängerin geheimer Klagen A247 

Du Siingerin, tonvolle Muse flieh G52 

Dll Sangest nicht zerdriikte Trauben [an Gleim, 

Berlin, 4. Juli 1764] BwI/218 
Du solst den Braven Grenadir [an Geim, Berlin, 10. 

Juni 1790) BwII/337 
Dll sllchst fiir dic1l [an Gleim, Berlin, 4. akt. 1783] 

BwII/I90 
Dll trallest, mein geliebter Bruder G113 

Du wein ttes t liebster freund weil mann ertro:tte 
L'eidett [an Gleim, Berlin, 23. Febr. 1780] 

BwII/141 
Du Wonne meiner jllngen Tage G276, N28 

E 

Edle Mütter, die ihr etlre Seelen N65 

Ehrwürdiger, und Liebenswerther G215 

Eigenschaften der Sapho. Halberstadt, den 19. 

Februar 1762 / Halberstadt, den 18. Februar 
1762 / Halberstadt, den 20. Febr. 1762 G316, 

R147/ G317 / G318 



Ein Adlererbe gab vor Zeiten G275, Me125, W159 

Ein armer Ehegatte N25, Me112, WH5 

Ein Blick, Dllrchlallclttigster Allgllst! G352 

Eine Gesundheit. 1791 G32-! 

Eine kranke Braut an ihren Geliebten [ca. 1761/63] 

A237 

Eine Rede zu Gott über die Kürze der Zeit [7] 
G306,Me9-l, W75 

Eine Romanze [7] G20-!, H393, W136 

Eine Satire auf die Verfassung von Schlesien, 

während der Kaiserlichen Regiegung. 1740 

G3-l5, R34, W8-1 

Einfältig maellte die Natllr G288 

Ein Fräulein, Namens Evchen, will ihren Namen 

nicht hören, darüber wurde gesungen: 1742 

G351, R38 

Ein Gebet an den Mars. 1762 G244, W98 

Ein GralJ/lwhl ballert siell der Greiß? [an Gleim, 

Berlin, 20. Okt. 178-1] BwII/217 

Ein Wort an den Tod (Zu Magdeburg den 16ten 

Jenner 1762) A326 
Einzige Toellter des sorgenden Paares N63 

Elegie auf die Geduld [7] G2%, R106 

Em[m]l'fannge diesen brief mein bester [an Gleim, 

Berlin, empf. 17. Mai 1783] BwII/182 

Endliell, glltes Kind, gelangst N51 

Engliselles EVel/al, aell gieb diell :ujriedetl G351, 

R38 

Enkel -::weyer großetI Priester N5-! 
Entsell~itelt wird das feindIieIle VergIliigetl R39 

Er bleibt sich immer gleiell wie du [an Gleim, Berlin, 

Febr.178-1] Bwll/198 

Er fing es endliell all/l:Il wißetI [an Gleim, Berlin, 21. 

Sept. 1775] Bw 11/93 
Erheb mg·miell dein Angesiellt A23 

Erheitre I/iellt des Garten-Hallses Wände A201, W59 

Erinnerung und Fragen an die Königin (Im 

August 1762) A266 

Er ist mein WIlnsell, ich seill Gedanke G335 

Er kommt, der StIlrmwind heult 11111 anzII5agetl AI0, 

Me90, W61 

Er kommt, wie nel/net Iwell in deinem Bllsen hiiJ1etld 

A120 

ErlaIll'e, wertlIer Schatz, daß iell fiir allt:II Dingen 
G3-!3 

Ermahnung an einen jungen Freund. 1766 G88 

Erstlinge jener Prael,t, die IInsrer Herrscller Glite 
W67 

Erst wellig Student alt, Ing iell in mii"ischer Gestalt 
RH1 
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Es rinnen dahin die jUichtigen Jahre G32, Me92 

Es träufelt so liebliclt vom Himmel herab H403, 

Me71, W33 

Es ziemt siell nielll mit dir ZII zanken [an Gleim, 

Berlin, 14. Febr. 1787] Bw1l/292 

Euch, Zierdetl von Berlin! und seines Volks Vergniigen 

W65 

F 

Flieht ilzr Freuden, weicht ihr Scherze A250 

Fliistern sich von Oltr ZII Oltr lind sagen [an Gleim, 

Berlin, 19. Dez. 1786] BwII/285 

Frau, der eins Leben niellIals bitter G68 

FraII, schreib iell fiir den RIII"n, lind fiir die Ewigkeit? 
G268, R74, W3-l 

Frau, sei dll mir gegriißt von meiner Freunde MIInd 
Me67 

Frellden-Schöpfer! Monat, der dem Jahre A39, Me59, 

W49 

Frellnd aller MetllISelletI die siell plagen [an Gleim, 

Berlin, 6. Mai 1781] BwII/151 
FrelInd, den iell immer herzlich binn [an Gleim, 

Berlin, 14. Okt. 1789] Bwll/317 

Freund! des OlYllll'us Götter leerten G26 

Frellnde, wiederholt doell nur G320 

Frellnd, in BerIill die schönen Kinder alle A160, W12 

Freundin dessen, der die Welt regieret A33, Me55, 

R62, W45 

Frellnd, morgen in der nächsterl Stunde H-l01, 

Me115, W10-! 

Freund, Ilicht in jiirstliellt:n Sälen A130, Me61, W55 

Freund! staune lIIich niclIt an. Ich kom/ll im schönsten 
Putz A298 

Freund, vom näelltlichen Mahl deines und meines 
geliebten A163 

Frellnd, von GebäIlden rund 1I1/liier verselIlossen 
Me66 

Freund, war dein Schlaf, so wie 1lach einer SchlaclIt 

A282 

Frellnd, wenn mir vor dem Schritt zllm LebeIl G183, 

M315,~fe13-l,S141, W106 

Frellnd, zeiel1l1e diesen Tag mit eil/em größem Strich 

Me6-! 

Frelll/d, zeiel11le diesem Tag mill Einem größer1l Strich 

Bw 1/12, H399, Me6-!, R91 

FreIlnd! ziime mit einem still:ankendem Blick A235 

HIII/ba1lge frostige Tage A183 
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G 

Gan[nJz was funt,kelnagelneues [an Gleim, Berlin, 6. 

Sept. 1786] BwII/269 

Gebet eines Kindes [7] G134 

Gebt mir frische Lorbeern /1111 die Leyer A77, W96 

Gedanken an Herrn Gleim über den Herrn von 

Kleist, nach einem abendlichen Spatziergange 

im Walde bey Berlin [ca. 1761/63] A152 

Gedanken auff den Spiegelbergen [an Gleim, 

Berlin, empf. akt. 1784] BwII/214 

Gedichte nach vorgeschriebenen Endreimen 

G309 

Gedicht nach vorgeschriebenen Endreimen Ehe 

Sehe Stand Brand Klage Plage Einerlei 

Entzwei Denker Henker Qual Wahl. 

Halberstadt, den 21. Febr. 1762 W147 

Gefällt die Dose Dir so gut wie das Gedichte [an Gleim, 

Berlin, 8. Juni 1761] BwI/I0, H89, R90 

Geheimer Sekretär, beim hochgeliebten Bmder G177 

Geliebte, die mit ihrem GWck auf Erden A128, Me79, 

W20 
Geliebte Fürstin der Natur G121 

Geliebter Freund! des l,öc1,sten Glite G339, R33 

Gern fiihr' ich mif der stillen Sirree G127 
Gesang am Geburtstage der Königin zu Magde

burg den 8ten des Wintennonats 1761 A67 

Gesang an die Königin. Den 24. Jänner 1764 R78 

Gesang auf eine Hochzeit, welchen die Dichterin 

in der tödtlichen Schwäche ihrer letzten 

Krankheit zu Frankfurth an der Oder 

gedichtet. Im September 1791 G131 

Gesang in Trauer um den Freund [7] Me9l 

Geschichte der Unterredung mit dem Philosophen 

zu Sanssouci [1763] G183, M315, Mel34, 

S141, WI06 

Gesundheit [?] G328 

Gesundheitsgliicke und Seelenfrieden R149 

Gieb mir die Hand! bald ist der Berg erstiegen A204, 

B163,M308,R95, W16 

Gleich einem Friihlings Morgenrot11 A53 

Gliphästions wirklicher Traum (Zu Berlin den 

6ten des Brachmonaths 1761) A286 

Gliphästion, mein Frellnd, der nic1/t zu träumen pflegt 

A286 

Gott! du bist SeMpfer! groß sind deil/e Werke! A28 

Gott fuhr alif Sturm, lllifWetterv.lolkel/ lag H392 

Gott im Wirbelwinde [7] R138 

Gott ist noc11 Gott, in Schallervoller Stille A46 

Gott segne dich mul gelJe Dir H375 

Gott zeigt in seiner Schöpfllng-Werke A339, Me82, 

R71, W77 

Grabesbliimlein allsgestrellt [an Gleim, Berlin, 22 

Juni 1785] BwII/232 

Graf, als ich fern von eines Reichen Saal Me86 

Gram! willst dll mir die Stunden nehmen? A351 

Grazien und sc1,öne Liebesgötter [an Gleim, Berlin, 19. 

Dez. 1786] BwII/285 

Groß ist die Fiirstin die dir Griiße [an Gleim, Berlin, 

10. Sept. 1783] BwII/186 

Groß war vor Zeiten G239 

Griin wie der FriiJlling war Dein Kleid G146 

Guter Rath wider das Aergerniß über die Thorheit 

Anderer [7] G323 

H 

Halb träl1mend und halb kümmerlich Me67 

Hast dll die Maiestät gesehen [an Gleim, Berlin, 22 

Dez. 1785] BwII/242 

Hatts deiner Toc1ltter Kind verfüget [an Gleim, Berlin 

21. Sept. 1775] BwII/97 

Ha wer wird immer so [an Gleim, Berlin, 21. Sept. 

1775] BwII/93 
Held! der in tapfrer HllIld verdeckte Keile trägt A260 

Hellaugigte, dem Friihling ähnliche Tage wiinsc11 icll 
G279 

Herr, der dll iiber IIns des Tages Wagell leI/keil G306, 

Me94, W75 

Herzforschung an Göthe [1778] Bw H/ 425 
Hier alif diesem Asc1,en-Kmge A155 

Hier liegen sie, die heiligen Gt:1Jeine G260 

Hoch- lind Woltlgebornes Fräulein! G341, R37 

Horaz verlwnd Natur ul/d Kunst A353 

Horcht immerhin Illif Siegesboten-TOll G241 

Härst du die Musenstime Graf? [anGIeim, Berlin, 29. 

Aug. 1786] BwII/265 

Hört, Frellnde, miene Abenthwer H254, Mel07, 

W28 

I 

Ich bill Empfindung und Gesang [1762] G312, R148 

Ich habe viel, selzr viel gedilidet lind gelittell (Aus dem 

Brief v. 6. August 1781) H310 

lell hab Ilzn nicht genug gekannt [an Gleim, Berlin, 

März 1781] BwII/150 

leh kam aus Tiejfen Seelensc1llaffe [an Gleim, Berlin, 

21. Sept. 1775] BwH/94 

leiliebe 1/och 1/1/1 dich noc1lmehr zu lieben BwI/16 

Ich meinerseits bill itzt gesiinder (Aus dem Brief v. 27. 

Juni 1778) H294 



Ich muß, ich darff dir wiederspredle1l [an Gleim, 

Berlin, 3. März 1790] BwII/330 

Ich sahe Dich, Vortrefflichste Gekrönte G45 

Idl schimmpftte im Epistelthon [an Gleim, Berlin, 14. 

Okt. 1789] BwII/319 

Idl II1lbegeistertes Metall A55 

Ich wache, bester Freund [an Gleim, 16. Nov. 1761] 

R100 

Ich ward geboren olme feierliche Bitte G197, H396, 

M31~Me53,R69,VV9 

Ich werde nicht die Saat im nächsten Herbst erleben 
(Im April 1791) H376 

ich wollte dich belJ Kleistens Sdzatten [an Gleim, 

Berlin, 10. Juni 1773] BwII/33 

Ich wollt im dick'm VValde leben [?] Me64 

Ich wollt im dicken Walde leben Me64 

Ie:t giebts der Stantsgeschäftte viel [an Gleim, Berlin, 

Anfang April 1790] BwII/335 

111, lange nidzt gesalm, und doch noell gut gekallllt! 
G376, Me149 

Ihre Königlichen Hoheit der FUrstinn von Anhalt

Dessau gebornen Prinzessinn von Branden

burg-Schwedt am 24. September 1782 G239 
Ihr trallrig Bild muß immer vor dir sel,wel'ell A330 

Im Lallde, wo Horaz Gesänge A3ll 

Im Reich der Schatten ging jiingst eill Geriidlt umlter 
A331,Me13~ VVl12 

In das Stammbuch eines jungen Edelmanns [7] 
Me127 

In diesem stillen Hayne gatten G256, Me107 

111 eiller kölliglidten Stadt N17 

In eiller weltbekallnten Stadt G193, Me109, VV157 

J 
Ja ja lIadl schaden wird mann weiser [an Gleim, 

Berlin, 21. Sept. 1775] BwII/93 

Ja Klio redet oft mit liederreidtem Munde N4-1 
Ja, sie sind sdtön, die bUllten Blumenstiicke! A273 

Jt:remins, der vor Zeiten G229 

Jeremias Klage bei dem Anblick der Flucht seines 

Volkes aus dem Elsas [?] G229 

JUllgger frelllllldling auß dem Lande [an Gleim, Berlin, 

6. Okt. 1775] BwII/101 

JUllger Friililillg, laß mich lteute Me65 

Jfingling, blaß silld Deille Wallgen G88 

Jiillgst als illl Götterralh llesdt'os5en G180 

Jiingst Imt idt von dem Sdlöpft7" aller Töne G107 

Jfillgst snIl idl der Latona Solm G191, Me105 

Jupiter und sein Adler. An den Verfasser des 

Gesanges Ptolomäus und Berenice. 1765 G26 
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K 

Kammerlterr des Königes G165 

Kenner von dem saphisdlell Gesange! All 0, R68, 

VV18 

Klagelied über den Tod eines Canarien-Vogels 

(Zu Magdeburg 1761) A239 

Klagen bey dem Grabe des Herrn von Kleist, als 

Herr Gleim sagte, daß er seinen Schmerz nicht 

singen könnte, in seinem Nahmen [ca. 

1761/63] A155 

Klagen einer Braut an ihre Nachtigall. Im 
VVintermonath 1761 A247 

Klagen einer VVitwe [ca 1761/63] A57 

Klagen eines unglücklichen Verliebten [ca 

1761/63] A250 

Klagen über eine gestorbene Rose an meinen 
Freund R* [?] G303 

Klagen und Bitte, dem Königlichen Feldherrn 

Herzog Ferdinand gesungen auf dem Schutt 
des Gotteshauses zu Elbingerode am Harz (Im 
August 1762) A260 

Kleiner Brief aus Berlin [?] Me66 

Kleont und Julie. Den 19 Nov. 1771. N47 

Kleontes Ilieng allein den Musen an N47 

Kommt herallfgestiegen aus dem Sande A92, Me83, 
R64, VV10 

Komm wiedL7", Frelllld! und laß dir singen A300 

König, Valler, Volksliebltaber [an Friedrich den 

Großen, 1. Jan. 1780: Abschrift im Brief an 

Gleim v. 2 u. 4. Jan. 1780] Bwil/433 

L 

Laß Diell bey Leibe nidlt vergleidten G250, Mel13, 
R121, VVll0 

Uißt die Natllr aus ihrer Halid A221 

Lell1ldu:1I, dieser Zuckerlllann G202, VVl56 

Liebe Mlltter, wenn beim Ewigfretten BwII/469 

Lied an gefangene Lerchen dem Dohmdechant 

Freyherrn Spiegel zum Diesenberg zugeeignet 

(Zu Halberstadt den 5ten des VVeinmonats 

1761) A95, Me87 

Lied an Se. Fürstl. Durchl. den jungen Prinzen von 

Anhalt, Enkel des regierenden Herrn Grafen 

von VVernigerode zum Ersten Jahrstage. Den 9. 

Januar1769 G95 

Lied der CHo. Sr. Durchlaucht dem Herzog 

Ferdinand von Braunschweig. Den 12. Jenner 
1m G59 
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Lied der Frölichkeit im Brachmonath 1762 A243 
Lied der Lalage [an Gleim, Berlin, 23. Juni 1761] 

BwI/16 
Lied der Musen, an die junge Prinzeßin Tochter 

des Prinzen Ferdinands vom Hause [ca. 
1761/63] A122 

Lied einer alten reichen Wittwe, die gern Dame 
werden will [?] G25-l, R123 

Lob der Rose an Tyrsis [an Gleim, 7. Dez. 1762] 

BwI/382 
Lob der schwarzen Kirschen. 1764 B164, G125, 

M322, R82, W51 

Lobet den Schöpfer, der Himmel /lnd Erde gegriindet 
G136 

Lobgesang nach tödtlichem Schmerz unter meinen 
Kindern gesungen am 6ten Decernber 1789 
G136 

Loblied bei dem fünf und sechzigsten Jahres

schluß [1787] GH1 

M 

Männer Ellre WelJßheit ist BwII/425 
Mein altter Lebellsfimllke glimmt [an Gleim, Berlin, 3. 

Nov.1790] BwII/347 
Meine Seele tallmelt, nicht bera/lsdlt vom Weille G38, 

N31 
Meine Zufriedenheit [?] R124 
Mein ganzes Herze ziirnt a/lf den, der in den Tagen 

Me130 
Mein Geist lind mein Gejt"iltl sind die beflalllmte Ode 

[1762] G317, R146 

Mein lieber H**, glaube kiinftig G174 

mein lieber Nellgeboltrner [an Gleim, Berlin, 2. April 

1786] BwII/248 

mein SdliilTer ward mir Stllmm IIl1d saite [an Gleim, 
Berlin, 21. Sept. 1775] BwII/93 

Mein Scltäpfer, mein Erl/alter G138 
Mein Wilhelm! Strecke nidlt die zarte G98 

Melpolllt:/le, die selbst den Fischgeschlechtern G1B 
Mel'santlls gie/lg ZII seinem Weibe N56, W148 
MidI darf nidlt ein Patent des Knisers heißen kränell 

[1762] G311 

Miloll, gestern war ich selig G290, R86 
Mir Z/lr Last fiU11 idl mein Leben A57 

Mischt immer e/lre Bliitter, spielet A19O, Me68, R83, 

W22 
mit[t] Einem Morallistenflllc1le [an Gleim, Berlin, 

Okt./Nov.1781] BwII/163 
Mit einer ihren Gram er:iilllendell Gebiirde G362, 

Me140, R42, W119 
Mit Illmdertta/lsend Stimmen mft H188, Me131 

mit kranker Stirn lind kriinkern Herzen [an Gleim, 

Magdeburg, 15. Januar 1762] BwI/64 

Mit Schneegewölken grau bekleidet [?] W68 
Mit Sc1meegewölken grall bekleidet W68 

Mittags, als die Dichterin mit bei dem Dom

Dechant Spiegel zu Halberstadt speiste. Den 
18.Februar1762 G326 

Monarch lllld Sdlöpfer eines Gliiks [an Gleim, Berlin, 
3. März 1787] BwlI/297, G235, M331, Me75, 
R128, W113 

Morgen-Fragen an Gliphästion, als er Abends 

vorher einen Traum erzählet und dabey 
gesagt hatte: Er schlafe immer sehr gut, und 
habe selten Träume (Zu Berlin, den 4ten des 
Brachmonaths 1761) A282 

Morgengedanken (Aus dem Brief v. 16. Juni 1776) 
H284,Me62,R119, W72 

Morgen-Gedanken. 1761 A21, R60, W44 

Morgen-Gesang an ihre Seele [ca. 1761/63] A25 
Muhm Ohrte Me149 

N 

Nach einem halbeIl SeC/ll/lm BwII/482 

Nachmittags den 23. Mai 1790 H403, W33 
Nachricht an den Grafen von Stollberg-

Wernigerode wegen des Rinderhirtens Johann 
Christoph Grafes in Schwiebus, zween Meilen 
von Züllichow. 1766 G226 

Nachschrif[f]t an[n] Gleminden [an Gleim, Berlin, 

9. März 1783] BwII/176 

Nachschrift insgeheim ZII lesen (Den 23. Juni 1790) 
H367 

(Nach Sophiens Cörperöfnung)[an Gleim, Berlin, 

24. Nov. 1789] BwlI/322 
Nadl so viel ballgen TageIl [an Gleim, Berlin, H. 

März 1770] BwII/12 
Nein liinger kmm ichs nic11l ertragen G296, R106 

Neujahrs Gesundheit [?] G320 
Neujahrswunsch an den Rinderhirten. In ihrem 

sechszehnten Jahr, 1738 G339, R33 
Nicht Badl/ls, nicht das Glfick befalld A356 

Nidlt immer will ich so, wie andre Leute wollen 
G316, R147 

Nicht von dell Fliigelll starker Winde A341, R72 

Nim diese MUlIlen, nim dabey [an Gleim, Berlin, 6. 

Juli 1791] BwII/354 
Nodl blieb ich hier, bin aber lIlatt [an Gleim, Berlin, 

11. Dez. 1789] BwII/324 



Noch liegen die drey Stiiklein Gold [an Gleim, Berlin, 

14. März 1784] BwII/205 

o 
o Borelilnaml, sllrich! wann essen A355 

Ob Sappho für den Ruhm schreibt? An die Frau 

von Reichmann den 10. März 1762 G268, R74, 

W34 

Ob Weizen reift Zll Semmel oder Kuchen G86, WS-! 

Ode an Freund Bachmann --+ An Palemon, an 

ihrem Geburtstage 

Ode auf die Geburt des jungen Prinzen von 

Preußen [7 zwischen 1761 und 1772] N31 

o du! an den ich täglich eine Menge A237 

o du, dem durch drey lange schwarze Nächte Al77 

o du! den die Natur zusammen setzte A233 

o du! den mir mein Freund empfalll A195, R66 

o du, der miell mein Herz empfohlen A87, Me127 

o dll mein bester unntter allen [an Gleim, Berlin den 

3. July 1778] BwH/123 
o du mein Geist! stolz und verwegen singen All 5, 

W83 
o Ferdinmld, bey dessen Namen N58, M324, Rl14 

o Freund! allf sllirmisellen Fliigeln A217, R13-1 

o FreI/nd! dem Kinde des Fürsten A133 

o Freund! Der Malller? Gefunden A228 

o Freund! die lächelnde Rose A147 

o Freund drey Ungcu.'itter hiengen A36 

o Freund! in deinem Blick seil' iell tlOell Klagen 
Al44 

o Freund, mit lzämisellem Blicke A181 

o fre/lnd sey mir niellt IItlllgedllldig [an Gleim, Berlin, 

1. März 1783] BwH/169 

o Freund! was hilft, der Hoheit IIlld des Geldes A207 

0lTJ]t frag ich ob daß mJgliell ist [an Gleim, Berlin, 19. 

Febr.1785] BwH/224 
Oft lollen UIlS Dichter, die täuschen A350, W102 

o glallbe mir, der Du im Jiinglingsfllße G22 
o Gott! der dll allmächtig bist! A16 

o Göttin, die, vom höellsten Jupiter geliebt G5 

o Graf nur klein ist Imsers Lel'ens Werlll A89 

o Ilätt idl jezt den Geist der Ullzerin G358 

o Jllpitter dll flllrenfellelltter [an Gleim, Berlin, 21. 

Sept. 1775] Bw H/ 96 

o Königil/1l! ml allen Enden G1D-! 

o Königin! Der große Tag ist triibe R78 

o Lieller! Spridl, wallll esse11 G322, W57 

o Mllse! die mit kiill1Iem Flllge R51 
o Sel/iller, delil im Sdmtte1/reidle [an Schiller, -1. May 

1786] M329, R125, Nationalausg.Bd.331j% 
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Ostersonne! du bist SellÖIl G270, M332, Me97, R130, 

W78 

o Tod, wie bitter bist dll dem A326 

O! wenn dll wiederkommen wirst A346, Bw H/ 492 

p 

Palemon ging von Sorgen fortgetrieben [an Gleim, 

Berlin, 28. Dez 1768] Bwlj335 

Phillis, die Helferin. Eine Idylle an Damon: 1763 

G279 

Prinz, der VOll Seiner Mondenzahl G95 

Prim;! die Geschichte malllt den Menschen lind den 
Held A257, W102 

Prillzeßin! die so lieblich blühet G237 

Prinzeßin! die wir /ItIS herab A122 

R 

Recept wider böse Weiber. Eine Romanze [7 
zwischen 1761 u. 1772] N25, Me112, W145 

Recept zur Stärkungschokolade [?] G330, R123 

Riilzmst mir Deines Landes König Bw H/ 466 

s 
Sanftes Mädchen, dessen Herz allzllvoll von Mitleids

schmerz R111 

SaphoanAmor [ca. 1761/63] A252, R88, W14 

Sappho ist traurig bei Thyrsis [an Gleim, 

Halberstadt, 7. Februar 1762] R10-1, H129 

Schlesisches Bauerngespräch zwischen Vetter 

Hanß und Muhm Ohrten, gehalten zu R. ... bei 

Glogau im November 1758 G376, Me149 

Selmell, wie ein Sturmwind siell erhebt A80, M312 

Sel/Öll glitten Morgen Herr Doktor Güth BwH/120, 

H292, M327, R120 

Sel/ön ist der Morgen, schön die trwlklle Flur (Aus 

dem Brief v. 16. Juni 1776) H28-1, Me62, R119, 

W72 

Schän ist im fiirstlichen Garten die Fmclzt N-19 

Schäll ist's Häuschen, docll mit mir H33-1 

Sellän ist Waltrheit /lI/d Natur [an Gleim, 22 Juni 

1790] H367 

Seine Maiestät befaillen [Aus dem Brief v. 17. Mai 

1783] BwII/450, H312, G324, R196 

Seufzer [Aus dem Brief an Gleim, Berlin, den 24. 

Juli (1761) abends] H93, R93 

Seyd mir beklagt, il", in das Ganz verlocket! A95, 

Me87 

Seyd mir gegriißt, ihr Herre1/ von dem Do"m! A269 

Sey mein Gesa11g, dll, die von Ewigkeit G389, M305, 
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Mel00,R56 

Sey mir gesegnet, goldne Elle [?] G314, W147 

Sie eilt, wir 1Uiissen sie lIaschen G72, Me73, W73 

Sie flohen nicht, sie stiirzten lind erreichten Al18 

Siehst DII den alten Iwc1Ll1esell1leJjten Brocken G61 

Sie ist nicllt mehr! 0 dll z11r Vater weine Al·ll 

Sie ist verlohren! Aeld ein böser Geist entfiillrte 
A336 

Skizze einer Epistel an den Herrn Ober

Consistorialrath Büsching. 1791 G215 

Skizze einer Epistel an Herrn Sekretair K*ch 1788 

G177 

50hll Cyt/lerens, kleiner Weltbezwinger! A252, R88, 

W14 

so könt ich singen wenn iell erst [an Gleim, Berlin, 19. 

Dez. 1786] BwIIj285 
Soll ich dein schwarzes Auge loben A126 

Sollt' ich, vom Stolz verblendet, glallben G80, Me80 

Soll ich zllerst besingen den Bel re y e r G14 
so wahr alls dir die Liebe spricht [Zur Abendzeit 

Sonntags den 3 October 1784] BwIIj213 

so wahr ich dir mein Glück lind meinem Rllhm 
verdannke [an Gleim, Berlin, 16. Jan. 1780] 

BwIIj138 

So ward dir allch dein altter frellnd gel/ommen [an 
Gleim, Berlin, 4. Nov. 1774] BwIIj70 

Spriclz, welcher Gott soll Diell beselliitzell G20 

Sr. Hochfürstl. Durchlaucht dem Herzog 

Ferdinand von Braunschweig-Lüneburg, im 

Königlichen Garten zu Schönhausen unter

thänigst gewidmet. Den 4ten September 1769 

G57 

Sr. Königlichen Hoheit dem Prinzen Friedrich von 

Preussen am dritten August 1786. gewidmet 

von A. L. K Berlin [1786] BwIIj482 

Streu Schlwnmer-Kärner alif ihn hin [an Gleim, 

Berlin, 24. Juli 1761] H93, R93 

Siiß ist die Liebe der Ehen G131 

T 

Tag des Schreckens in Glogau [1758] G362, H51, 

R42, W1l9 

Tallel,' iell die Feder in den Wein G333 

Träume [an Gleim, Magdeburg, H. November 

1761] BwIj40 

Trostgesang für Neu-Ruppin bey den Ruinen am 

31sten August 1787 G117, W140 

U 

Ueber den Aktien-Handel [?] G328, W155 

Ueber den Entsatz von Braunschweig. Zu 

Halberstadt den 13ten des Weinmonats 1761 

A77, W% 

Ueber den Unbestand des Ruhms. An die Frau G. 

R. B. 1763 G80, Me80 

Ueber die Begierde des Säuglings. 1764 G86, 

WS-l 
Ueber die Begierden und Wünsche. An den 

jungen Herrn von der H*st [?]. G22 

Ueber die Emilie Galotti. An Sr. Durcht den 

Feldherrn Ferdinand Herzog zu Braunschweig 

und Lüneb.1m April 1772 N58, M324, R113 

Ueber die Vergleichung. An Nanntchen. Den 5. 

Okt. 1779 G250, R121, WllO 

Ueber die Vorzüge des Prinzen Friedrichs von 

Braunschweig.1765 G14 

Ueber ein Gemälde. 1765 G321, W155 

Ueber Friedrichs Weisheit [?] G325 
Um deinem Nächsten Zll verzeilm G323 

Um vier Uhr bist du seIlOn mein Lieber [an Gleim, 

Berlin, 3. Nov. 1790] BwIIj345 

Und Eine l1ittre lellde BwIIj389 

Und hättest dll gleiell einen Bart G329 

Und jederman ist l1üse BwIIj389 

Und wfir iell eine Malerin [3. November 1790] 

H371 

Unglaiibiger wie Tomas war [an Gleim, Berlin, 3. 
März 1787] Bw IIj 297 

V 

Vergebens ist daß Tiele jirrschen [an Gleim, Berlin, 24. 

Nov.1789] BwIIj322 

Vergieb, 0 Kvnigin! Mein Herz entschliesset siell 
A266 

Vergiß die kleinen fretlndschafftsdiebe [an Gleim, 

Berlin, empf. 2. April 1773] BwIIj34 

Vergnfigte Einsamkeit! du bist die RII/le G350, Me96, 

W39 

Ver/leien kann ich Dir's, 0 R:.itter, lIun niellt lfillger 
G156 

Versichre doell den Stahl, den Sohn des Hil'pokrat's 
G320 

Versuch einer Danksagung an König Friedrich 

Wilhelm den Vielgeliebten. Im Febru~ 1787 

G235,M331,Me75,R128, Wl13 

Versuch eines Gesanges zur Geburtsfeier Sr. 

Excellenz des Königlich Preußischen Kabinets-



Ministers Grafen von Hertzberg. Den 2. 
September 1788 G241 

Verl(l~ile Fremut laß uns illll noch geniessen A173, 

W25 

Verwiinschte Heiligkeit der Ehe! [1762] G313, R148, 
W147 

Verzeihung von der Königlichen G188, Me76, W31 
Vom Gebirge strömte das Verderben G217, W138 

Vom Glanze der Religion A82 

Vom hohen väterlichen 71zrone G311, R146 
Von deinem besten Freund begleitet AI03, W58 

Von dem Olymp/ls zogest du ihn nieder G30, S155, 

WI54 
Von dem Vertrauen auf Gott an den Herrn 

Professor Sulzer (zu Berlin im Heumonat 
1761) A46 

Von einem Erdenengelcreyse [an Gleim, Berlin, 26. 
April 1789] BwII/313 

Von uns herab gewiinsdtet, kommt mit Glanze A67 

Von[n] wegen meiner Räzelley [an Gleim, Berlin, 6. 
April 1783] BwII/177 

Vor alten Zeiten war's Gebrauch G324 
Vorbitte für einer armen Witwe an das Dohm

capitul zu Halberstadt [ca. 1761/63] A269 

Vorbitte wegen eines Nußbaums an Palernon (Zu 
Magdeburg den 18ten des Herbstmonats 1761) 
A201, W59 

w 
Wandrer, weile noch lind steh G263, M330, R127 

Warnung an den jungen Herrn von H*st. 1764. Als 

derselbe der Mahlerey den Vorzug vor der 
Dichtkunst ertheilte G82 

Warnung ann Milon durchs beispiel zweyer 
bestrafftten [an Gleim, Berlin, 9. Sept. 1775] 

BwII/85 
Wamm mußt ich gestern wagen Me118 

Wanlln sdtrieb dvdt der bauersMan [an Gleim, Berlin, 

Febr.1784] BwII/l% 
Warmn sollt idl midi dennltärmen G254, R123 

Wamrtl war ich nicht bey der feyer [an Gleim, Berlin, 

31. Mai 1786] BwII/255 

Was fehlt dvelt dem allmädttgen Götterkinde A333 

Was hör ich? Ist AllOll Zll dir herabgestiegeIl G328 
Was hör ich? Tnuselten goldne Fliigel? G129, W257 

Was iell dir selzrieb ist Ernst gewesen [an Gleim, 

Berlin, 26. Okt. 1788] BwII/301 
Was iell VOll Dir an Spaldings Her: gesell rieben 

G246 

Was kiimmert dielt der Eigentlielte Nal/le [an Gleirn, 
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Berlin, 9. März 1783] BwII/176 
Was seh ich! all ihr 71zntenridtter! G298, R87 

Was sei!' ich? Friedrichs stark erkämpfte Siege [?] 
G309 

Was IInsern Al/gen ward berallbt G328 
Was wir lange wünschen miissen H134 

Was wirst du von dem Weibe denken [an Gleim, 27. 

Mai 1778] BwII/119 
Wegen Milon [?] G287 

Weg ist ntlll eine Wvche sc1wn G168 

Wein! ich möchte dich bald haßen G329, H400, 
Mel06 

Wenn alles alles mllß zerrinnen G336 
Wenn Dir, empjindungsvoller Held! G149, Me137, 

R110 

Wenn es den Erdengöttern einst gefällt A71, Me129, 
R75, W94 

Wenn ich darmnntter nichts gewinne [an Gleim, 

Berlin, 8. u. 10. Juni 1781] BwII/153 
Wenn ich envache, denk iell dein! A3, W42 
Wenn ich mit Lob lind Dank mein Allge riichvärts hin 

G141 
Wen[n] iell parodieren will? [an Gleim, Berlin, 19. 

Dez. 1786] BwII/284 

Wenn im Geschlecht der BarvnojJen G332 
Wenn MorphetlS fiber lIIich Mvlmltniibter werffen steht 

[an Gleim, Magdeburg, 14. Nov. 1761] 
BwIj39 

Wenn Oestreich mit ge:·u.'lIngnem Blick A348, W93 
Wenn llnsern Feinden das Herze gesunken A345 

Wer Geld besitzt, dem drvhen Diebe G328, W155 
Wer nie der sonnenhellen Wahrlleit widerstrebt G41 
Wer sich mit wächsernen Fliigeln A167 

Wie Ale.tnnders Zeitgenossen N37 
Wie Dllidmann sielt gervchen G212 

Wie es der Karschin geht? [?] Me67 

Wiegenliedehen, dem Sack- und Spaldingischen 

Enkel zu Magdeburg gewidmet. Den 3ten 
September 1771. N54 

Wie Kindlein, die kallIlI Wörter lallen (Aus einem 

Gedicht zu Gleims Geburtstag den 2 April 
1789) H355 

Wie Seltön sind Sie, wie Seltön Zllm Nennden [an 

Gleim, Berlin, 21. Sept. 1775] BwII/97 

Wie sie den Einzug des Königs erträumte [1763] 
HI88, Me131 

Wie war es möglich? Dein lvltalm [Anno 1783, Berlin 

den 22. November abends geschrieben] 

BwII/192 
Wilkvmmen allß der badeqllelle [an Gleim, Berlin, 9. 
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Sept. 1775] Bw H/ 84 
Wir MenscILen sind so seILr verschieden G326 

Waller diß lannge schweigen [an Gleim, Berlin, 29. 

Juli 1786] BwII/257 
WolLl dir daß dll Ihn noch gesehen [an Gleim, Berlin, 

20. Aug. 1786] BwII/262 

Wolrltiihttigkeit die Toel/ter Gottes [an Gleim, Berlin, 

6. Dez. 1780] BwII/145 
Wo ist Er, daß ich Ihn mit 17Lriinen sallJe A74 
Wo war ich, als diell Morgensterne lobten? A7, 

Me88, R136, W40 
Wo war ich, als mit tausend Zungen A198, Me69 

Z 

Zanken will ich nicht und klagen G294, M309, R85 
Zelts schild im Wolkenllimmel A357 
Zorn auf den Krieg, als er zu lange währte [?] 
Me130 
Zueignungs-Gesang an den Baron von Kottwitz, 

Erbherrn auf Boyadel in Niederschlesien, 

meinen ersten Wohlthäter [1763] AIII, H60, 
M320, R79 

Zu lange miedest DII, 0 Sal'l'lw! dieses Zimmer G182, 
WI06 

Zu nackend, Fre/md! muß noell die Li1lde Meiben 

A214, W23 
Zur Königin im Saal gedrIIngen [an Gleim, 

Magdeburg, 8. Nov. 1761] BwIj37 

Zuruf an den Fremdling beim Marmorsarge Fried
richs des Großen am 18. August 1786 G263, 

M330, R127 

Zuruf an Glogau (Den 24tenJenner 1760) AI06 
Zur Zeit, da Llltl,er lind Calwin A315 
ZII Schnell bin iell gewesen BwII/389 
Zweyter Salm der kinderreichen G55 
Zwey 17wler gibt kein großer König (Aus dem Brief v. 

4. September 1773) H267, RI96 
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